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本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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　五〇代の女性の校長は大らかに手を広げ、俺たちを迎むかえた。

「桐きり野の学園にようこそいらっしゃいました。神楽かぐら日ひ毬まりさん、朝あさ霧ぎり千ち歳とせさん、ご活躍は聞き及んでおります。我が校は、あなた方のようなお忙しい方々に勉学の場を提供することを信条としています。当学園でマイペースに学んでいってください」

「よろしくお願いする。精一杯、学ばせてもらうことにしよう」

　日毬は口元を引き結び、実直な顔でうなずいた。

「よろしくお願いします」

　千歳は丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをした。

　今日は二人とも高校指定の制服だ。芸能人御ご用よう達たしの高校だけあって、ブレザーの制服はずいぶんお洒落しゃれなものである。だが、いちおう制服が指定されているだけで、仕事の合間に一時間だけ出席するような場合は私服でＯＫだそうである。その点はずいぶん緩やかな高校だった。

　俺も礼を述べる。

「突然のお願いを快こころよく受け入れて下さり、どうもありがとうございます。今後、うちのプロダクションに所属していくタレントはお世話になる機会が多々あるかもしれません。その節は、なにとぞよろしくお願いします」

　校長は嬉うれしそうな表情で何度も小さくうなずく。

「喜んでそうしましょう。当校は芸能活動をされている方々を幅広く受け入れております。同じく芸能界で活躍する友人たちもたくさんできるはずですし、彼ら彼女らと不安や悩みも共有できるでしょう。一般の学生も混じっておりますが、みな芸能人に慣れていて、珍しがられることもありません。仕事で長期間にわたり通学ができなくなれば、すぐに通信制に切り替えてもらうこともできるようになっています。我が校としても卒業まで全力で応援しますから、一緒に頑張っていきましょう」

「千歳はともかく、私のような非行を犯した者まで受け入れてくれたことに大いに感謝したい。ありがとう」

　未いまだに日毬は非行事件を気にしているようだった。通学していた私立高校から退学を喰くらったのは非行のためだったから、当人はやはり気掛かりなところなのだろう。しかしそれは杞き憂ゆうにすぎない。日毬の非行は世間的にはマイナス要因にはなっていないし、あの事件があったからこそ日毬は一気に有名になったのだから。

「いいんですよ。アステッドさんと神楽さんの関係も非常に良好になったと聞いています。私どもとしても喜ばしい限りです」

　校長は穏おだやかに応じた。この業界があることで成立している高校だからか、事情はよく知っているらしい。

　そのとき、いきなり扉が開かれた。

「失礼しまーす！」

　テレビなどでよく聞く声──片かた桐ぎり杏あん奈なのものだった。

　日毬はビクッとし、なぜかいきなり自分の胸を両腕で抱きかかえるようにして覆おおい隠した。そして日毬はおそるおそる振り向きながら目を白黒させる。

「杏奈⁉」

　校長はやんわりと注意する。

「美み城しろさん、こういうときはノックをしてから入りなさいと何度も言っているでしょう……」

「あっ、そうでした！　ごめんなさーい！」

　ちっとも注意を気にした様子もなく杏奈は軽く言い放ち、日毬と千歳の横に進み出てくる。

「ひまりーん、千歳ちゃん、こんにちは！　それから社長さんも！」

「……こ、こんにちは……」

　たどたどしく日毬は応じた。

「こんにちは！　美城さんって本当のお名前ですか？」

　不ふ思し議ぎそうに千歳は首をかしげた。

「うん。私の本名、美城春はる菜なっていうの。あ、でも今まで通り『杏奈』でいいからね。普段は芸名でしか呼ばれないから、自分の本名すら忘れちゃうことあるくらい。これ、誇こ張ちょうじゃないよ。本当に忘れちゃうの。面と向かって言われないと、反応できなかったりするもん」

　校長の前にいるのにも構わず、杏奈は饒じょう舌ぜつに喋しゃべり始めた。

「美城さん、おしゃべりはそのくらいにしてください。あなたが話し出すと、いつまでも終わりませんからね」

「はーい！　でも校長先生、それが私の良いところだと思いませんか？」

「ふふ、どうなんでしょう。さあ神楽さん、朝霧さん、学校施設の案内は、美城さんにしてもらってください。役目を自ら買って出てくれたのです」

　杏奈のトークは止まらない。

「今日はね、ひまりんと千歳ちゃんが入学する日だって聞いて、無理してスケジュール調整してもらったんだよ。私、今は通信制なんだけど、今日は特別！　どっちにしろ通信でも、スクーリング期間は学校に通わなくちゃいけないし。私は三年生だから千歳ちゃんと同級生で、ひまりんの先輩だね。でも本当は一年留年してるから、四年生なんだー。今年で卒業したいんだけど、無理かも。……あっ、でもでも、それならそれで、ひまりんと一緒に卒業できるよね！」

　言いながら杏奈は、胸を両腕で抱え込み伏し目がちの日毬を覗のぞき込む。

「ね？　仲良く卒業式に出るの。すっごい良いアイデアだと思わない？」

「……う、うん」

「そうよね！　やっぱり良いかも！　なんか自分のアイデアに感動しちゃった！」

「ほら美城さん、いつまでもここで話し込んでないで、さっそく案内してあげてください。神楽さんが困っていますよ」

「はーい！　じゃ、ひまりん、行こ！」

　明るい口調でそう言って、杏奈は自然な仕し草ぐさでなぜか日毬の胸に手をやった。日毬は胸を両腕で包み込むようにしていたが、細腕で大きなバストを守り通すことは難しかったようだ。

　するっとガードを抜けた杏奈の手は、日毬の胸を包み込む。

「はんっ……⁉　やめっ⁉」

　日毬は過剰に反応し、肩をビクンと震ふるわせた。

「さ、千歳ちゃんも行こう」

　杏奈は日毬の胸から手を離したかと思うと、今度は千歳の胸に手をやった。

「ひゃあっ⁉」

　千歳は身体からだを震わせ、跳び上がった。

　校長が𠮟しかりつける。

「美城さん！　高校生にもなってイタズラはやめなさい！　困ってるでしょう！」

「……イタズラなんかしてませんもん」

　杏奈は不満そうに口元を尖とがらせ、悪びれもせず二人を急がせる。

「ひまりん、千歳ちゃん、こっちこっち！　ここにいたら𠮟られちゃうから、早く早く！」

　急き立てられて千歳が後に続き、日毬は自分の胸を守ろうと腕に込める力をさらに強くして、警戒しつつ部屋を出ていった。

　その様子にため息をつきつつ、校長は言う。

「まったく……申し訳ありません。美城さんに悪気はないんですよ……。それにしても、どうすればあんな天てん真しん爛らん漫まんな子に育つのか……。テレビじゃなかなかわかりませんよね、あの子の性格……」

「でも、彼女は神楽や朝霧のことを気に入ってくれているみたいなんで、ありがたい限りです。彼女がいてくれると、二人が高校に溶け込むのも早いでしょう」

「お二人が入学することを聞きつけた美城さんが、自分が案内したいとすぐ名乗り出てくれましたからね。ありがたいんだか、心配なんだか……」

「では校長先生、私もこれにて失礼します。もし何か不備がありましたら、いつでも私までご連絡ください」

「わかりました。それから、芸能関係者の送そう迎げいのための駐車場は、別途、裏手に用意してあります。今後はそちらをご利用ください。行けばすぐわかるようになっています」

　それから俺は校長に丁てい重ちょうに礼を伝えて部屋を後にした。





◇






　今日は学校入学の手続きと案内だけで終わる。そのため俺はここで二人の帰りを待つことになっていた。

　授業に参加するのは明日からの予定だ。ひとまず最初は試しに二人とも通学クラスに在籍させてみるが、日毬の方は仕事が早朝から深夜にまで及ぶこともあり、すぐに通信に切り替えなくてはならないと思われた。

　学校の最寄りの一〇〇円パークに停めていた車に乗り、俺は校長に指定された裏手の専用駐車場に車を移動させた。

　車内で待っていようと思っていたところ、真向かいの車のドアに寄りかかって立ち、携けい帯たいで電話中の男性が目に留まった。仕事ですれ違う機会の多い西にしプロダクション、杏奈のマネージャーの森もりだ。彼もまた杏奈の帰りを待っているのだろう。そう言えば杏奈は通信制で、スクーリングの時期以外は学校に通うことも少ないらしい。わざわざ日毬らのスケジュールに合わせて、マネージャーにワガママを言って駆けつけてくれたのだろう。ありがたい限りだ。

　マネージャーがすぐそこにいるのに、挨あい拶さつをしないわけにはいかない。彼の仕事を邪じゃ魔ましないようにしばらく俺は車内で待ち、電話を終えるのを見み計はからってから車のドアを開けた。

　森がこちらに視線を向けてくる。そして目が合い、お互いに会え釈しゃくを交わした。

　俺は森のところに出向き、頭を下げる。

「どうも。いつもお世話になってます」

「ああ、どうも。織おり葉ばさん、ご無ぶ沙さ汰たしてます」

　森も挨拶してきた。

「杏奈さんとも先ほど校長室でお会いしました。わざわざうちの神楽たちのために案内までしてくれるみたいで……。杏奈さんほどのトップアイドルにここまで気を遣つかってもらって恐きょう縮しゅくです」

「杏奈は一度言い出したら聞かないですからね。アイツは日毬さんを大いに気に入ってしまったみたいで……」

「そうでしたか……。多忙ななか、こうして時間を割さいて頂いて本当に申し訳ありません」

「いやいや、たまにこうやって息抜きしないと、杏奈が暴発しかねません。いい休息の機会になります。最近じゃいつも日毬さんの話題ばかりなんですよ。会いたくて仕方なかったんです」

　不思議に思い俺は訊きく。

「どうしてそんなに日毬のことを気に入ってくれたんですかね？」

「自分と同類の匂いを感じたみたいですよ。日毬ちゃんも表裏がない子でしょ？」

「たしかに、日毬ほど真っ正直な子はいませんね。言われてみれば、杏奈さんも裏がない……」

「そうです。良くも悪くも杏奈には裏がない。アレは持って生まれた性格なんです。だから杏奈は、すぐに日毬ちゃんのことを自分と同類だと感じ取ったんでしょうね。……ほら、芸能界ってのは芸者や政治家と一緒で、同業の嫉しっ妬とや羨せん望ぼうから逃れられない世界じゃないですか」

　どんな業界にも嫉妬はあるが、自分自身を世間に売っていく仕事はとくにそういう傾向が強い。だから芸能界は、もっとも人間関係のゴタゴタが多い業界には違いない。

　俺はうなずく。

「そうですね。人間本人が商売だから、どうしてもストレートに相手の感情を受け止めることになる」

「ええ……。うちの事務所じゃ、杏奈は他のタレントたちを押しのけて、一気にトップスターになりました。ああいう性格の子は珍しいから、うちの役員陣一同から特に気に入られてプッシュされたせいです。西プロダクションの全力を注ぎ込んで猛プッシュしたんですよ。そりゃ当たります。しかし、それが杏奈にとって良かったのか悪かったのか……。同期だったタレントたちの妬ねたみから逃れられなかったですし、友達だと思っていたタレントたちからも裏切られたり、あれでもずいぶん傷ついてきたようです。だから、自分と同じ性質の子を本能が探してたんでしょう。それがきっと日毬ちゃんだったんですよ」

　西プロダクションは業界最大手の一角。芸能プロダクションとしてもっとも名を馳はせているのはアステッドプロだが、西プロダクションは曲がりなりにも東証一部上場、連結売上高二〇〇億円の中堅企業であり、抱えているタレントも多く、この業界で強い影響力を持っている会社だ。ゆえに西プロダクションが本気で一人のタレントに絞しぼって売り出せば、誰でも当たるのである。

　杏奈はたしかに美人で、万人に好かれる容姿を持っているし人当たりもいい子だが、それはヒットした理由には微み塵じんもならない。西プロダクションが猛プッシュしたからこそ当たったのだ。

「……この世界、事務所が違えば、意外に同業者と友達になる機会は少ないですからね。それもあって、うちの神楽と朝霧をこの高校に連れてきたんです。この機会に、杏奈さんともっと近い関係になってくれれば……」

　それから俺と森は、他愛ない業界の話をしながら三人の帰りを待った。

　マネージャーはタレントを待つのも大事な仕事だ。俺の場合は営業を兼ねているマネージャーだから、普段は待っている間も車や控え室でパソコンを広げて企画書を作っていたりする。日毬や千歳の企画をたくさん作り、テレビ局やラジオ局のプロデューサーに配り歩き営業するためのものだ。

　他にもいろんなタイプのマネージャーがいる。関係者に挨拶して回ったりして営業活動に勤いそしむ人もいるし、複数のタレントを同時に抱えているためにあっちこっちの現場を往き来したりする人もいる。ひと昔前はダラダラと何もせず過ごしたり、個人的な電話や遊技に時間を費やすタイプもいたが、今の時代はそういう社員はすぐに解雇されてしまう。マネージャーにも各人各様、さまざまな時間の潰つぶし方があるのだ。

　四〇分ほど話し込んだころ、杏奈の案内で、日毬と千歳が裏口から出てくるのが見えた。話し込みながら三人は俺たちの下もとにやってきた。

　杏奈は俺や森に見向きもせず、二人に明るく提案する。

「今度三人で一緒にお食事しよ！　美味おいしいお店、いっぱい知ってるんだ！」

「うん……」

　日毬はためらいがちにつぶやいた。

「ぜひ連れていってください！」

　千歳は嬉しそうに言った。

　チラと杏奈は俺と森に視線を走らせ、手を振って別れを告げる。

「じゃあね、ひまりん、ちとせちゃん！」

「さ、さようなら」

　日毬は小さな声だったが、礼儀正しく挨拶した。

「杏奈さん、今日はどうもありがとうございました」

　千歳は明るく声を上げた。

　それから俺も森と挨拶を交わしてお互いに車に乗り込み、それぞれ高校の駐車場を後にしていく。

　杏奈はこちらの車に向けて、姿が見えなくなるまで、いつまでも笑顔で手を振り続けていた。
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　日毬の仕事量は増加の一途を辿り、連日連夜にわたって仕事をし続けるようになっていた。鬼のような過密スケジュールといった形容がしっくりくるだろう。

　視聴率好調なレギュラー番組『学校ＤＡＩＳＵＫＩ！』は、地方の学校を舞台にすることが多く、ロケ班に同行する時間は朝方三時出発などといったことも珍しくなかった。そしてワゴンで移動しながら打ち合わせをしたり、仮眠を取ったりしつつ、現地に着いたら寝起きですぐに撮影だ。朝の高校の登校シーンなどが必須だからである。

　それから授業に出てランチタイムなどもこなし、やっと高校が終わったと思っても、夜遅くなるまで部活に同行して取材を敢かん行こうする。それから体育館などを貸してもらって最後の撮影を行い、やっとワゴンで帰れるころにはすでに夜半になっているのが普通だ。

　家に帰れるのは結局〇時を過ぎたころで、そこまでやって、やっと一本の三〇分番組になるのである。都内の高校を舞台にする場合になると、一日に二本分を一気に撮り溜める。視聴者は部分部分の切り貼りしか見ていないから、番組では笑顔いっぱいのタレントたちが、本当はどれほどの重労働をこなしているか知らないものだ。

　その他にも、テレビやラジオ番組への出演、グラビアやモデルの撮影、新聞や雑誌からの取材など、引きも切らずに仕事が入ってくる。朝から晩までスケジュールがみっちり埋まっている状態が、日毬のスタンダードな日常になってしまっていた。

　仕事に余裕がある日は、千歳と一緒に車で高校へと連れていき、一つでも二つでも授業に参加させるようにしていた。まだまだ時間に余裕がある千歳は通学していたが、日毬が通学できるのは三日に一日、それも一～二時間程度が限度だった。日毬は通学コースが希望だったが、早くも通信制に切り替えることになってしまった。

　日毬の規則正しい生活パターンは崩ほう壊かいしていた。以前は、適度な剣道修行を終えて二三時には床に就き、朝六時には起きて軽い運動をこなして一日をスタートさせるのが日毬の決まった日常だった。それが今ではこの有様である。変わるときはあっという間に変わってしまうものだ。日毬にとっては人生初のことで、最初のころはフラフラな状態だった。

　それでも一週間を過ぎたころから、この変則的な生活に身体からだを慣れさせたようで、表面上は疲労の色は見えなくなっていた。元来、日毬は気力に溢あふれている。どこまでも努力家なのだ。

　しかし疲労は、見えないところで確実に蓄ちく積せきしていくものである。せめて睡すい眠みんだけは一定の時間に取れれば楽にはなるはずなのだが、なにせ仕事は相手あってのことだ。特にレギュラー番組ともなれば、ワガママも言っていられなかった。他の有名タレントたちも同じような生活を送っているのだから。

　たまには休みを取らせてやりたいとも思うのだが、さまざまなレギュラーが複雑に重なり合い、どうにも折り合いがつけられないのだった。





◇






　仕事で事務所にやってきた由ゆ佳か里りと、ソファに向かい合わせで腰かけた。隣には日毬だ。

　コーヒーは千歳が淹いれ、俺と由佳里の前へと並べた。日毬の前には湯飲みにほうじ茶だ。日毬が自分でバッグを買ってきて常備してあるものだった。皆の飲み物を並べ終わった千歳は満足げな表情で、日毬のそばに腰かけた。

　一口コーヒーを啜すすった由佳里が意外そうに顔を上げる。

「あら、なかなか美味おいしくなったわね。普通に飲めるし。来る度に千歳ちゃんのコーヒーのレベルがアップしてるから、ちょっとした楽しみなのよ」

「凪なぎ紗ささんに教えてもらいながら頑張って練習したんです。来客の皆さんにもまともなコーヒーが出せるようになりました」

　嬉々として千歳が応じた。

　俺はすかさず口をはさむ。

「今ではなんとか人類が飲めるレベルにはなったと思う。だが由佳里の感想は、もっと以前の千歳のコーヒーの味を知らないものだな。お湯より豆の量が多いくらいの勢いだったんだぞ。カップいっぱいに豆を入れて、申し訳程度にお湯を流し込むくらいの感じ」

「ちっ、違います！　ちょっと勘違いしただけなんです！　もう間違えません！」

　たまらずといったように千歳がまくしたてた。

「冷蔵庫に食べ物を取りにいったとき、千歳が私にも気づかないほど真剣にコーヒーを淹れているのを見たぞ。淹れたばかりのコーヒーを味見して、何度も捨てて、淹れ直しているようだった。私が代わりに淹れてあげようかと思ったが、千歳があまりに熱心だったから、声をかけるのが憚はばかられたほどだ」

　日毬はほうじ茶をすすりながら言った。

「どうりでコーヒー一杯淹れるだけで、やたら時間が掛かってるわけだ。千歳は何をやらせても他人の三倍は時間かかるけど、コーヒーになると一〇倍の時間が掛かっちまう。とんだ事務員様だな」

「そんなに虐いじめるなら、私このあと、陰でひっそり泣いてやりますからね！　いいんですか、それで⁉」

　あべこべに千歳は脅きょう迫はくしてきたが、俺はまったく気にかけなかった。

　由佳里がまじまじとコーヒーカップを眺ながめながら言う。

「じゃあこのコーヒーも、千歳ちゃんが丹たん誠せい込めて淹れてくれたわけね。もっと味わって飲まないと」

「ある意味そうだな。だがコーヒーならまだいい。日毬のほうじ茶バッグなんて大だい惨さん事じだったよ」

「どんな惨事だったんです？」

　興きょう味み津しん々しんで由佳里が訊いてきた。

「私が買い置きしているほうじ茶バッグがあるんだが……ある日、仕事から帰ってくると、千歳が気を利かせて淹れてくれたんだ。それが……」

　そこで日毬が言葉をにごしたので、俺が話を引き継ぐ。

「バッグにお湯を注ぐだけでいいのに、千歳はわざわざバッグを割いて中身を湯飲みにぶちまけ、それにお湯を注いで出した。どうすればそんな発想になるんだっていう、すごい飲み物だよな」

「千歳ちゃんなら可愛かわいげありますけど、普通の人がやれば嫌がらせレベルですよ、それ」

　由佳里はうなった。

「せっかく千歳が淹れてくれたのだから、私は頑張って飲もうとしたのだ。しかし私はむせ返り、それ以上は飲んでやることができなかった……。千歳には悪いことをしたと思っている」

「日毬は偉いよなぁ……。俺なら速攻で湯飲みを突き返すところなのに、すべてを把握した上で、文句も言わずに飲んでやろうとするんだからさ」

　心から俺は感心して言った。

「私だって学習したんです！　バッグにお湯を注ぐだけなんて知らなかっただけなんです！　もう二度とやりませんから！」

「だが二回も同じことやったけどな」

「私は三回目で覚えるタチなんです！　ほんのちょっとだけ物覚えが悪いだけで、一度マスターした後の進歩はすごいんですよ！」

「じゃあそろそろコーヒーも、普通の人と同じくらいのスピードで淹れてもらえるな」

「社長……私のこと嫌いなんですか……？　今ここで泣いちゃいますよ……？」

　手の甲を目にやった千歳は、恨めしげに俺を見やってきた。

「いいよ泣いても。幸いにも今は日毬も由佳里もいるから、すぐに慰なぐさめてもらえるからな」

　俺はぞんざいに突き放したが、日毬は優しく口にする。

「大だい丈じょう夫ぶだぞ千歳。颯はや斗とは本気ではない。場を和なごませようとするジョークの類たぐいだぞ。そんなに真剣に落ち込むことはないんだ。本当は、みんな千歳が大好きなのだからな」

「本当ですか……？　うっ、やっぱり日毬先輩は、社長と違ってとっても優しいです。私の永遠の先輩です……。一生付いていきます……」

　そう言いながら、千歳は隣に座る日毬の首筋のあたりに顔をうずめた。千歳は噓泣きができるような子ではないので、本当に哀しくなったのだろう。

　ただ日毬の言う通り、いくら千歳の要領が悪くとも、本気で怒っているわけじゃない。そんなに嫌なら、とっくに事務員を辞めさせている。

　ステッチラインを守る目的を果たした千歳は、「事務員は辞退して、歩合給でアイドル稼業に専念する」と申し出てきたのだが、そのまま芸能活動をし続けることを条件に、事務員として固定給を払ってあげていた。このくらいのジョークは、いつも千歳との間で交わしている会話の範囲内のものだ。

　千歳を慰めるのは日毬に任せ、俺は由佳里に視線を向けた。

「さあ、今日は歌の話で来たんだろ。進展を聞かせてくれ」

「はいはい、ちょっと待ってくださいね」

　由佳里はカバンを漁あさり、書類を二枚取り出した。

「いくつかの部署を回ってみて、うちが出資するコンテンツを総ざらいしました。その上で関係各所に根回ししながら進めてるのがこれなんですが、どう思います？」

　書類を受け取った俺はじっくりと読み込んだ。







★神楽日毬音楽プロジェクト





　ドラマ『いつか桜散る日まで』主題歌




　戦中戦後を通して政財界に強い力を持っていた桜おう上じょう家の盛せい衰すいを描く、壮大な歴史小説をついにドラマ化。ＭＨＫ以外ではドラマ化不可能。全一二回シリーズ。




　作曲、秋あき野の康やす晴はる

　作詞、永なが谷たに雪ゆき子こ




　プロダクション＝ひまりプロダクション

　レーベル＝ベリクス（BERIX）

　音楽出版社＝ＭＨＫ放送出版協会（六五％）、蒼そう通つうＭ＆Ｅ（三五％）









★朝霧ちとせ音楽プロジェクト





　アニメ『神宿るエグゾセシア』主題歌




　単行本累計二〇〇〇万ヒットの漫画シリーズを、満を持してアニメ化！




　作曲、柏かしわ木ぎ輝てる

　作詞、西にし脇わき浩こう二じ




　プロダクション＝ひまりプロダクション

　レーベル＝ベリクス（BERIX）

　音楽出版社＝蒼そう通つうＭ＆Ｅ（六〇％）、ヒノ・パシフィック音楽出版（二〇％）、東竹アニメーション音楽出版（一〇％）、旭日メディアコム（五％）、シーウェイブ・ミュージック（五％）









「うーん、文句なし！　最高の歌デビューになるじゃないか」

　顔を上げた俺は、手放しで由佳里を褒ほめた。

「ですよね！　自分でも思うんですが、そうそうたるメンツと企画、これマジ超すごい。考えうるＭＡＸです」

　由佳里はすぐ調子に乗ったが、いい仕事をしたことは間違いない。

　音楽が世に出るには、主に三つの会社が関係することになる。

　一つめはプロダクション。歌い手やアーティストが契約している会社で、ひまりプロダクションもここに相当する。

　二つめはレーベル（レコード会社）。音楽ソフトを制作・発売する会社だ。ＣＤの販売ではレーベルが前面に立つから、知名度もある。今回の仕事で組むベリクスは業界最大手だ。

　三つめは音楽出版社。数多くの権利を保有する会社で、実は三つのうちで一番力を持っているところである。

　楽曲には著作権があるが、他人に譲じょう渡とできない著作者人格権と、お金を生む財産権に分けられる。そして通常は、財産権を音楽出版社に譲渡し、管理やプロモーションを任せることになる。音楽出版社は一見地味だが、楽曲の各種権利（録音権、演奏権、譲渡権など）を有していて、絶大な力を持っている。この権利の保有は濡ぬれ手てに粟あわで一番儲もうかる部分だから、テレビ局が音楽出版社を支配することで、音楽業界全体を公然と牛ぎゅう耳じっているような状態だ。実際、テレビやラジオでのプロモーションがあってこそ初めて音楽がビジネスになるから、プロダクション側もテレビ局系列の音楽出版社には屈服せざるを得ない。逆に言えば、彼らを巻き込めれば繰り返しテレビやラジオで楽曲が流れるようになるので、ＣＤの売上は保証されたようなものなのである。

　もっとも最近では、ＣＤが急激に売れなくなってきていることも事実だ。ネットでのダウンロードが主流になってきたせいで、ＣＤの流通は衰退の一途をたどっている。だが歌デビューすることはアイドル性を強化する上で役立つので、採算は度ど外がい視しして取り組んでみようとしているのだった。

　俺は企画書をもう一度眺め、しみじみと口にする。

「由佳里も仕事ができるようになったなぁ。仕事というより社内政治かもしれないが」

「いや、最終的にはまだ通ってないですよ。あくまでこの方向で進めてるってだけで。それに、このプロジェクトを進めるのはうちのディレクターにも協力させてるんです」

「あぁ、ディレクターの仕事か。なら納得だ」

「音楽関連を扱ってる部署に、私と同期入社の男の子がいるんです。その彼が、どうも私に気があるみたいなんですよ。それで話を持ってくと、必死で上に掛け合ってくれて、速攻ですよ速攻。きっと決まると思います。私の方には気がありませんけど！」

「うは、可か哀わい想そうだなそれ」

　その男に俺は心から同情した。

「だって告白されたわけでもなければ、食事に誘われたわけでもありませんからねー。蒼通の男どもで思うのは、どうもですね、女性からの誘いを待ってるっぽいんですよ。基本的に女の方が寄ってくると思ってるんでしょうし、プライドばっか高いんですよね。でも私から誘うわけないじゃありませんか。ちゃんちゃらおかしいですよ。私が相手じゃ立場が逆ですよ、逆。どうしてそれがわからんのでしょうね！」

「由佳里が相手だと、どんな男も涙目だよ」

「ちなみに『神宿るエグゾセシア』の方は、プロダクションにも制作協力金を一〇〇〇万出してほしいそうです。千歳ちゃんの知名度はまだまだなので、どうしても要求が強いですね。蹴けって交渉もいいんですが……他に流れる可能性もあるんで、できれば出資して、企画を押さえちゃった方がいいと思いますね」

「ん～、主題歌やれる代わりに、企画に出資しろってことか？」

「ですです。その分、利益配分もあるわけですが」

「一〇〇〇万か……そこまで高い要求じゃないな。しばし懐ふところ事じ情じょうが厳しいが……これは回収できる見込みが高いから、出しておいてもよさそうだな」

「普通なら出資した分が返ってくる企画なんてあまりないですが、この企画はアリじゃないですかね？　よほどアニメの出来が悪くない限り、十じっ中ちゅう八はっ九くいけますよ。アニメ制作スタジオや監督も評価の高い人ですし、私は堅いと思うなぁ。もちろん保証はできかねますが」

　仮にアニメが当たらず出資した一〇〇〇万円が回収できなくとも、うちとしては千歳の歌デビューを企画に押し込めれば割に合うに違いない。そこまで判断し、俺はすぐに決断する。

「わかった。必要ならなんとかしよう。この番組の主題歌を担当できるだけで、そっちでも回収はできそうだからな。それに何より、千歳のアイドルとして次の仕事にどんどん繫がっていくはずだ。むしろ千歳は、歌の仕事が主体になるくらいでもいいな。一〇〇〇万なんて端はした金がねかもしれない」

「それを聞いて安心しました。ガンガン社内で推おしちゃいます。期待しといてください」

　ふと日毬がテーブル上の書類を覗き込みながら言う。

「仕事に口をはさんで申し訳ないが……颯斗が言っていた音楽デビューというものか？」

「そうだ。いよいよ日毬と千歳が歌デビューする。アイドルとして大成するなら、必要なステップの一つと言っていい。この企画でデビューできるなら、地道に山頂を目指すんじゃなくて、落らっ下か傘さんでいきなり頂上に到着するみたいなものだぞ」

　由佳里はバッグから別の企画書を取り出し、二人に差し出しながら言う。

「これが進めてる企画よ。もうね、すっごい人気コンテンツなんだから。絶対に華はな々ばなしいデビューにしてみせるからね。日毬ちゃんはすでに超有名人だけど、千歳ちゃんにとっては大きな飛ひ躍やくのチャンスになるはずよ。頑張って」

「ありがとうございます。チャンスを無む駄だにしないよう頑張ります」

　千歳は真剣にうなずいた。

　企画書を見ていた日毬が顔を上げる。

「私はまだ歌の仕事をしたことなどないのだぞ？　それなのに、いきなり企画が目の前にあるのは、なんだか居心地が悪い気がしてしまうな。もちろん颯斗と由佳里の仕事に文句を言うつもりではないのだが……」

「このくらいが普通だと思って間違いじゃない。そのうち慣れるよ」

　俺は軽く言ったが、日毬は容易に納得しがたいようだった。首をかしげながら言う。

「しかしバンドを組んだりして、懸けん命めいに音楽活動に励はげんでいる人たちもたくさんいるわけだろう？　そんな人々を、いともあっさり私が追い越してしまうようなことにならないだろうか。最初に歌があって、その歌が良いから主題歌になるわけじゃないのか？」

　由佳里が手振りを交えながら滔とう々とうと説明する。

「日毬ちゃん。何らかのテレビ番組の主題歌っていうのは、すべて利権なの。主題歌になればテレビやラジオで繰り返し流れるから、それが即、ＣＤの売上にも繫つながる。歌が良いとか悪いとか、そんなものは二の次よ。……ううん、ちょっと違うわね。利権のあるところにお金が集まるから、みんな真剣に取り組んでくれて、商業的に素晴らしい成果を収める歌が完成するの。だから企画先行は至し極ごく当とう然ぜんのことなのよ」

　俺も相あいづちをうつ。

「プロフェッショナルがチームを組んで作る楽曲は、やっぱり安定して良いものだ。その楽曲を活いかすために、企画側としても、日毬に主題歌を担当してもらうのは優れた選択なんだよ。日毬のＣＤデビューは確実にメディアで話題になるから、企画の知名度も上がる。視聴者が増えて、関連商品の販売にも直結するだろ。関係者みんながハッピーになる仕組みってわけだな」

「その商業主義化の結果、長い目で見た場合、業界全体の衰退に繫がっているって声もあるわけですが。八〇年代、九〇年代は実力が即販売に繫がった時代で、その頃の方が業界的に優れていた気がしますね」

　由佳里は複雑な表情で言った。

「商業主義は芸術を衰退させる。でも、仕方ないんだよ。一周ぐるりと回って、いずれまた芸術は原点に返る。そして再び時代に合った商業主義に転じていって……結局、その繰り返しだ。人間の営いとなみなんて、どこでもそんなもんだろ」

「その割り切り、一見冷たく見えますけど……逆になんかカッコいい気がしますね」

「俺たちにできることは、大きな時代の流れを捉とらえて、その波にどうすれば上手うまく乗れるのかを考えることだ。株でも不動産でも、大きな勝負をするときは何でも同じだぞ。その瞬間にいくら値切れたかなんて実はカスみたいな話で、景気の大波によって海の藻も屑くずになることもあるし、大成功を収めることもある。目先のことに右往左往するよりも、マクロな視点で物事を判断した方が賢いってことだろうな。だからここは細かいことをアレコレ悩んだりせず、由佳里が持ってきた企画の波に乗る瞬間だろう」

　俺の話に、日毬はしきりに関心を持ったようだ。

「なるほど……そういうものなのか……。むろん私は、颯斗や由佳里の方針に従うまでだ。いかなる困難な仕事でも、私は必ず成し遂げてみせる。この道のその先に、私の政治的成功が待っていると今では確信できるからな」

「大丈夫よ、日毬ちゃん。私と先輩がきっと、日毬ちゃんの夢を叶えてあげる。それが、ひまりプロダクションの成功にも繫がるってわかるからね」

　由佳里は身を乗り出して優しく言った。

「うむ。期待に応えられるよう、全力を尽くそうと思う。由佳里はやはり温おん情じょうの持ち主だな」

「チャキチャキの江戸っ子だからね。私たちは運命共同体だよ」

　もう一度書類に視線を落とし俺は言う。

「そうだな……日毬は一般向けでいくとして、千歳はアニメ主体でいってみるのもいいかもしれないな……」

　そして俺は顔を上げ、日毬と千歳を交互に見やりながら続ける。

「日毬は単独で推せる。でも、千歳はどうすっかな～。ユニットを組む形がいいかもしれない。女一人と男二人とか。ベリクスとじっくり相談してみるか。あっちの方が詳しいだろうし」

「企画が通ったら、早々にベリクスと一席設けます。すぐ契約を交わしてゴーですよ。ちょっと待ってくださいね」

　そう由佳里が応じた。

「日毬先輩と比べられるだけで、密ひそかにちょっと辛かったりします。私、いつの間にか弄いじられキャラになってませんか？　可哀想だと思うんです！」

　激しく両腕を上下させ千歳は抗議してきた。

「しょうがないだろ、知名度が段違いなんだから。だが、千歳だってグラビアでは人気出てきてるし、なかなかのものだぞ。日毬が別格なだけで。千歳も少しは会社に利益をもたらしてくれると嬉しいが……そこまで期待するのは酷こくというものだろうな」

「いっつも社長からバカにされてますけど、いつかきっと社長からすごく感謝されるようになるのが、今の私の目標なんです。私がいないと困るって社長に泣かれるくらい、大成功してみせます！」

　千歳は大きな声で宣言した。

　本当にそうなってくれたら嬉しいものだ。もっとも本当は千歳の努力でどうにかなる問題は少なく、プロダクション側の仕掛けや営業がものを言うわけだが。それからもちろん、運も大事だ。千歳の頑張りに応えられるよう、こっちも営業に力を入れるしかない。





◇






　音楽スタジオで日毬と千歳は、歌の先生を前にして初めてのレッスンだ。

　まずは二人に歌い慣れた曲を歌ってみてくれと頼んだところ、日毬が躊ちゅう躇ちょもせずに選択したのは『軍艦マーチ』。たぶん『君が代』あたりかと思っていたが、日毬は『軍艦マーチ』が好みらしい。千歳が選んだのは無難に『翼をください』だ。オーディションのときにもアカペラで歌った曲である。

　どちらも上手うまいと思った。特に日毬は予想以上に声の張りがある。一年間にもわたって雨の日も風の日も街頭演説を繰り広げていたのだから、自然と張りのある声を出すことに慣れてきたためだろう。

　二人にＯＫを伝えて椅子いすに座らせ、その場で待たせることにした。ガラス越しだからこちらの声は聞こえない。

　俺は歌の先生に訊いてみる。

「先生の率直な感想、どうでした？」

「良い素材の子たちですよ。これならモノになります。誇張じゃなくね」

　歌に定評のある片桐杏奈も指導していた先生だった。それもあって、この先生に指導を頼んだのである。

「それを聞いて安心しました。私も聞いていた限りでは、なかなか上手いものだなと思いましたから」

「ひまりんの声せい量りょうが半はん端ぱありませんね。あとは高い声を出せるようになると、面白い使い方ができるようになるはずです。千歳ちゃんは普通に上手いから、こちらも問題ないですよ。いずれも、最初の杏奈ちゃんより安定感があります」

「杏奈さんは先生が預かったとき、そんなに上手くなかったんですか？」

　俺の問いに先生は苦笑する。

「上手いとは言えませんでしたね。でも、厳しい言葉を投げかけても、いつも前向きで熱心に練習を重ねてくれたのが良かったのかもしれません。担当した子たちのなかじゃ一番伸びしろが大きくて、私にとっても思い出深い子ですよ」

「あんなに上手くなるものなんですね」

「昔のアイドルなんて歌はひどかったでしょ？　ロクに訓練も受けずに舞台に上がるから、正直、聴きけたものじゃなかった子が多い。アイドルという形式が確立されて間もなかったころですから仕方ないんですが……。それに比べれば、今の子たちは恵まれてます。システムが完成していて、ちゃんと指導が受けられる。……もちろん今でも、昔風の素人しろうとっぽさを売りにしている子たちもいますけどね」

「昔は素人しろうとくささもアイドルに求められたポイントでしたからね。今はそういう方向より、エンターテイメントの一環としてかっちり成立させるのが重要になってきました」

「ですね。どんな役者も訓練の賜たま物ものです。下手へたな子でも使い物にすることは十分に可能なんですよ。音おん痴ちだって矯きょう正せいできますし。でも彼女たちは一定レベルにはなってます。あとは私に預からせてもらえば、すぐに一線張れますよ」

　そして今後しばらく芸能活動の合間に、二人には歌の指導を受けてもらうことになった。

　由佳里が持ち込んできた企画はまだ正式決定したわけではなかったが、いずれにせよアイドル活動のなかで、歌うことは欠かせない。グラビア主体だと、どうしてもファン層が限定されてしまうからだ。この機会に一流のレッスンを受けさせて、いつでもレーベルと契約を交わせる状態になっておくべきだった。
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　俺にとっても仕事時間が大変な状況になりはじめていた。

　たとえば昨日は朝四時半には起きて、起き抜けに日毬の家まで車で迎えに行き、二人でロケバス班と合流し、バスのなかで撮影の打ち合わせをしながら地方の現場へと向かったのだった。打ち合わせが終わってからはバスのなかでみんな仮眠を取るのだが、当然まともな睡眠にはならない。現地に着いて起きてみれば、逆に身体がだるくて仕方がなかった。

　とくに俺は千歳も見なくてはいけないし、会社の煩はん雑ざつな業務もある。それに営業活動も継続せねばならず、さまざまなクライアントとの打ち合わせも多忙を極めていた。

　日中の日毬の付き添いには凪紗に代わってもらったりできたし、千歳は毎日めいっぱいスケジュールが埋まることもない。しかし、もし千歳のスケジュールが増えたりすれば、もはや俺の限界と言ってよかった。

　マネージャーの募集は出している。だがどうしても由佳里と比べてしまい、採用に踏み切るには至らなかった。由佳里は人当たりが抜群で営業力が高く、大抵のことはそつなくこなしてしまえる人材だ。本人は「私、偏差値かなり低かったんで」とは言うものの、仕事のできるできないに学力は関係がない。仕事には、対人関係の調整や論点の素早い把は握あくなど、子供時代から身につけてきた総合的な人間力の方がずっと重要だ。

　高望みしていることはわかっている。だがもし由佳里がひまりプロダクションに来てくれるなら、当面は新規でマネージャーを募集しなくてもいいことは確かだった。

　そして実際に、由佳里を誘ってはいるのだ。由佳里の方もまんざらではなさそうだし、ノーと言うこともしなかった。しかし蒼通に入社してまだ二年目ということもあり、今一歩踏ん切りが付かないようでもあった。気持ちはわかる。

　せめて、あと一人でいいから事務員がいれば、スケジュール調整や日々のお金の管理を任せられるから、大分まともな企業になってくれるはずだ。本当は事務作業を千歳がこなしてくれる予定だったのに、驚くほど業務の能率が悪いため、外部から誰か募集するしかなさそうだった。
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　パソコンに向かい雇用問題に頭を抱えていたところ、日毬が自分の事務所から出てきて、俺の前へとやってきた。日毬の事務所とは、ひまりプロダクション内にあり、つい先日、日に本ほん大たい志し会かいのために割り当てたばかりの部屋のことだ。休きゅう憩けい室しつとして使用しようとしていた部屋だったが、外部に政治団体の事務所を構えられるよりマシだと考えて使ってもらうことにしたのである。

「颯斗、聞いてくれ。日本大志会では、総本部を統括してくれる隊員を募集するつもりなんだ」

　日毬は嬉しそうに言った。

　俺はパソコンから顔を上げ、日毬と向かい合う。

「隊員……？　どういう役目なんだ……？」

　隊員なる名称を使用する組織は、自衛隊や機動隊などの公的機関ならともかく、民間ではついぞ聞いたことがない。右翼団体では普通に使うのだろうか。

　日本大志会の事務所は、部屋に入ると雰ふん囲い気きがモロに変わってしまう。ひまりプロダクション内にあるとはとても思えない……いや、思いたくない部屋だった。壁ぎわにはおどろおどろしい墨すみで書かれた右翼的な標語が羅ら列れつされ、壁には神かみ棚だなが設けられている。政治団体用として活動するため、電話回線やネット回線なども別個に引っ張ってきていた。いちおう高級マンションの一部屋だけに、日毬の自室でやっていたころよりは立派な事務所だが、異様な空間であることも確かだった。同じフロア内にあるにもかかわらず、そこはすっかり別の文化圏なのだ。

　プロダクションの来客には見せられない場所である。すでに日毬は右翼の巨頭の一人として語られることすらあったが、これ以上、妙な誤解を受けたくない。

「もちろん決まっている。隊員となる者は君くん側そくの奸かんを討ち、政権奪取に努めることが最大の使命だ。日本国家の安あん寧ねいのために、全身全霊を賭として邁まい進しんしてもらうことになるだろう」

　誇らしげに日毬は胸を張った。

　日毬の言う「君側の奸を討つ」というのは、ぶっちゃければ「日毬が国賊と認定した相手を暗殺する」という意味に等しい。いやいや……ひまりプロダクション内の一室で暗殺者を養やしなうとはどういうことなのか……。

　まともに受け止めるのが辛くなり、俺は話を切り替える。

「日本大志会の党員数、どのくらいまで増えたんだ？」

「党員は四五〇〇人にまで膨ふくらんでくれた。毎日のように入党希望者がいるから、私も事務作業が大変なんだ。だから総本部に常駐待機する隊員には、そういう事務作業まですべて任せることになる。重要な役目だ」

「すごい増えたものだな……。こんな短期間で、極右系の政治団体がそこまで急増するなんてこと、普通はないぞ……。大したものだ……」

　心底から、俺は感かん嘆たんの声をもらした。

「颯斗のアドバイスに従って、自分の携帯で自分の写真を撮って、毎日欠かさず党員ページにアップするようにしたんだ。それから毎月発行している会報では、その写真を丁てい寧ねいに印刷して送るようにもしてみた。そしたら……びっくりするほど党員が一気に増え始めたんだ。これもすべて、颯斗が適切なアドバイスをし続けてくれたおかげだと思っている」

「そうか、写真か……。なるほど……」

　そんなアドバイスをしたことを思い出し、俺は納得した。右翼団体というよりも、ファンクラブそのものだ。

　会費は月三〇〇〇円だったはずで、普通の芸能人のファンクラブより高めに設定されている。しかし日毬の日常的な写真が毎日拝おがめるなら、これはかなりのメリットがあるファンクラブに違いない。

　俺は計算を巡らせてみる。

「四五〇〇人×月三〇〇〇円とすると……毎月一三五〇万の収入か⁉　すごすぎるぞ……」

　大変な数字だ。党員がこのペースで増えるなら、定期的に専用ページを更新したりするだけで億単位の収入になっていくことは間違いなさそうだった。少なくとも年商ベースで考えれば、すでに粗あら利り益えきで一億円を超えているのである。

　もちろんプロダクションの方が遥かに売上・利益ともにあるけれども、設立してまだ一年ほどの政治団体としては破格なものだろう。

「だがその収入は、一銭たりとも私個人の収入ではない。すべて日本国家のための資金だと考えている。私は、必要最低限の経費の他には、一切の資金に手を付けていないぞ。私はどこまでも正直に、正当に組織を運営していくつもりだ。おかげで日本大志会の口座には、すでに二〇〇〇万円を超える資金が集まっている」

　そして日毬は感動に身を震わせるようにして続ける。

「颯斗に出会う前とは比べものにならない成果だ……。やはり颯斗は私にとって、必要な人だったのだと思う……」

「じゃあ隊員が事務作業をしたり、もしものときは特攻する役目だって言うんだな？　党員と隊員の違いってのは考えてるのか？」

　念のため俺は確認してみた。

「党員は、日本国籍を所有し、日本大志会の理念に共鳴する者であれば誰でもなれる。だが隊員は、本部勤務を常とする。だから、結社から固定給を支払うつもりだ。国家のために魂たましいを捧ささげ、命を賭して奉仕する者である。謂いわば隊員は、選りすぐった精鋭なのだ。私に並ぶ決意を持つ者でなくてはならないだろう」

「日毬に近い決意を持つヤツなんて、そうそういるとは思わんけどな」

「いる。それが日本という共同体の力の根源なのだ。私はその偉大な力を解放するための礎いしずえとして、この身を捧げる所しょ存ぞんである」

　決意に充ち満ちた様子で日毬は言い切った。

「そこまで覚悟してる日毬にアレコレ言いづらいな……。隊員の募集方法は考えてるのか？」

「うむ。日本大志会では、党員を一堂に集め、近日中に第一回党大会を盛大に開こうと考えている。今進めている計画では、国立代よ々よ木ぎ競技場の第二体育館を借り切って行う予定だ。その場で、隊員も募集してみようと思う」

「代々木競技場でやるのか……ずいぶん大々的だな……。ここからすぐ近所だし、心配だから俺も様子を見に行かないと。なにせファンクラブみたいなものだ」

「颯斗が来てくれるなら百人力だ。それだけで私の力になる」

「だけど司会したり手伝ってやったりすることはできないぞ。ひまりプロダクションと日本大志会は、あくまで別組織だ」

「わかっている。傍そばで見てくれているだけで十分だ」

「せめて警視庁にマークされないよう注意してくれよ……」

　日毬がアイドルになったのはすべて政界進出の布ふ石せきなのだから、押し止めることはできない。しかし予想外に早い政治団体員の増加ペースに、俺は半なかば茫ぼう然ぜんとして日毬を眺めやったのだった。
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　土曜日の今日は、日毬が主催する日本大志会第一回党大会の開催日だった。

　大会の予定時刻はまだだったが、事務所に寄って荷物だけ置き、俺は代々木の第二体育館へと足を運んだ。事務所からほど近く、歩いていける距離である。

　心配した通り、第二体育館を取り巻くように機動隊の車両が集結していた。また周囲には、スーツ姿で意味もなく突っ立っている男や、ベンチに腰かけて新聞を読み続けているオヤジもいたが、十中八九、公安三課の要員に違いない。素人の俺にバレバレなスパイというのはいかがなものか。

　さらには、マスコミ各社までが大挙して押し寄せる事態になっていた。彼らは物々しく辺りを取り巻く機動隊の車両を面おも白しろ可笑おかしくカメラで写していたりして、誰もが忙しそうにしていた。今日のニュースでは、日本大志会の第一回大会の話題がテレビで流れることは間違いなさそうだ。

　だが日毬も俺も、警察やマスコミに一切のアナウンスをしていない。どこから情報が漏もれたかは一いち目もく瞭りょう然ぜんだ。党員のみが閲えつ覧らんできるサイトや会報で、第一回会合の日取りを通達していたから、警察もメディアもそれで開催を知ったのは間違いない。入会しさえすれば容易に入手できる情報だ。警視庁公安部やマスコミの人間が、日本大志会の党員に、監視要員として紛れ込んでいたということだろう。彼らも仕事なのだから、それは仕方がない。

　党員は今日現時点で四七〇〇人を超えていた。もちろん今も増え続けている。しかし地方在住者もいるし、仕事が入っている人もいるだろう。それに大会は政治色を強く打ち出していたから、いくら日毬に直接会えるとはいえど、参加したくないと思う人も少なくないはずだ。だから全員が集まるわけでもない。一割が参加すれば、かなりの成功なのではないだろうか。

　体育館に足を踏み入れると、すでに大変な人だかりができていた。ズラリと列ができており、その先には、『受付』と書いた紙を机から垂らして、千歳が人々と向かい合っていた。千歳が大会を手伝うとは聞いていたが、受付係だったらしい。

　どうりで受付前には長ちょう蛇だの列ができているわけだ。手て際ぎわの悪さで千歳に敵うヤツなんていない。

　俺は急ぎ足で列を追い越し、千歳のいる受付場所へと向かった。

「あっ、社長！　おはようございます」

　もたもたと作業をしながら、千歳は俺に気づいて挨拶してきた。

　大会参加費は一〇〇〇円。だから列に並ぶ人から一〇〇〇円を受け取って、ノートに名前と会員番号を記帳してもらい、日本大志会がこの日のために作成した冊子と領収書を渡すだけの簡単な作業である。

　なかには一万円札や五〇〇〇円札を出す人もいたから、お釣りを渡す場合もあるのだが、千歳はそのくらいのことでさえ手間取ってしまうのである。

「ったく、相変わらず手際悪いな……。俺もやってやるよ……」

　見ていられず、俺は千歳に並んで受付に立った。俺は右翼思想など持っていないし、政治団体を手伝うつもりは毛頭なかったのに、千歳の仕事ぶりに思わず苛いら立だったのである。

　俺は列に向けて声をかける。

「お待たせしてすみません！　どうぞ、こっちにも並んでください！　受け付けますんで！」

　それから俺はしばらく受付業務を手伝った。

　俺が受付に加わるだけで列はどんどん捌さばけていき、手続きを終えた人たちは続々と会場内へと向かっていった。

　計測したところ、千歳が一人こなす間に、俺はだいたい四～五人をこなせることが判明した。千歳が、日毬と同じプロダクションに所属しているアイドルだということに気づいて握手を求めてきたりする党員もいたが、それは計測には入れていない。この程度の誰でもできるはずの軽作業に、千歳は普通の人の四、五倍の時間がかかるということだ。

　やっとのことで受付の列を捌き終え、ノートを見ながら俺は言う。

「一〇〇〇人は来てるな。さすが日毬……想像していた以上の集客力だ……。問題は、彼らが右翼結社員の一人として集まってきたのか、それとも単に日毬に会いたくてやってきたのか不明なところだな」

　フタを開けてみれば、なんと日本大志会所属の二割強が集まっていた。

　大会参加費が一〇〇〇円というのは良心的だと思うが、第二体育館はたしか一時間二万円もしないで借りられるはずだ。五時間借りたとしても経費は一〇万円。売上が一〇〇万円だとすると、九〇万円の収益金になるということだ。もっとも日毬はこれで利益を得るつもりは毛頭ないのだろうが……。

　千歳は礼を口にする。

「ありがとうございます。社長のおかげで開会時間に間に合いました」

「しっかし……千歳の受付作業チェックしてたけど、仕事おせーなー。同じ仕事を並んでやってみて、改めて実感したよ。困ったものだ」

　冗談混じりに俺は言った。

　千歳は決してサボっているわけではないのだ。むしろ俺よりもよほど懸命に受付業務をしていたと思う。

「そんな！　コーヒーも美味しく淹れられるようになったじゃないですか！」

「それだけな。しかも淹れるのに、他の人の数倍は時間かかってるだろ。もうこれは千歳の欠点じゃなくて、良い部分だと思い込むしかなさそうだ」

「そうです、可愛らしい部分なんですよ！　社長、やっと気づいてくれましたね」

「自画自賛まで始めたら、いよいよもって末期だな。由佳里から影響でも受けたのか？　そろそろタレント契約の解除について真剣に話し合う必要がありそうだ」

　笑いながら俺は言った。

「そんなこと言うなら社長の家に押しかけて、永久に居座っちゃいますからね！　勝手に家事とか始めちゃいますから！」

「茶碗とか壊しまくらないようにしてくれよ。掃そう除じ機の使い方を電話で訊いてくるのもナシにしてくれ。……おっと、俺もそろそろ会場に行ってみる。千歳は見に行かないのか？」

「私は会場には行かないで、受付に座って待っていることになっています。遅れてくる人もいるでしょうし」

「なるほど。それじゃまた後でな」

　俺は冊子を一部摑つかみあげ、席を立った。

「あとで事務所にも行きます。またコーヒー淹れますね」

　笑顔で千歳はうなずいてきた。

　千歳は礼儀正しいし、姿だけならどこから見てもきちんとしている子に見える。しかし、どうすればあんなに要領が悪くなるのだろうか。千歳を娶めとる男は苦労するに違いない。

　そんなことを考えながら俺は会場に入った。開会時間はもうすぐだ。

　会場にはパイプ椅い子すが整然と並び、めいっぱい人が腰かけていた。パイプ椅子が入り口脇に山積みされていたから、自分でこれを持っていって座るのだろう。俺もパイプ椅子を摑みあげ、ステージ側へと歩を進めた。

　日毬はステージ脇の階段下にいて、拡声器の拡さんが椅子の下に置いてある。後ろにはホワイトボードが用意され、式しき次し第だいが貼られていた。





　◆第一回　日本大志会　総決起集会




　一．神楽日毬決起スピーチ

　二．隊員選考会

　三．握手会






　椅子に座った日毬はノートに目を落としていた。スピーチの内容を確認しているのだろうか。集まった人々は日毬を見やりながら、今か今かと始まりを待っているようだ。

　ふと、左隅すみの方に凪紗がいるのを発見した。今日はジャージ姿。サングラスをかけ、キャップを被っている。明らかに不審人物だ。まぁ、稽けい古こ着ぎにサングラスやキャップを着用するよりマシではあるが。

　俺は凪紗の隣にパイプ椅子を置き、並ぶようにして腰かけた。

「おつかれさん。日毬の手伝いか？」

「おはようございます、織葉殿。パイプ椅子を荷台に載せて運んだりする作業を手伝いました。それに、党員の人たちと初めて日毬が直に接するのは心配でしたし……。もしかしたら、怖い人が交じっているかもしれません」

「そういう部分はやっぱり姉だな。それは木ぼく刀とうか？」

　椅子の下に置いてある細長い絹きぬの入れ物を俺は指差した。

「竹刀しないです。万一のときは私が戦わなくてはいけないと思いまして……」

「しかし、その格好で竹刀持ってたら怪しすぎるだろ。外にいっぱいいる警察に何も言われなかったか？」

「お巡まわりさんに呼び止められました……。日毬の姉だと言っても最初は信じてくれなかったんですが、サングラスを取ったらやっとわかってもらえました……」

　凪紗は恥はずかしそうに視線を伏せた。

　そんなやりとりをしていると、日毬が立ち上がったのが見えた。開会の時間だ。

　拡さんを摑みあげた日毬は静かにステージに上がった。そして演台の前まで歩を進め、党員たちと向き合った。たったそれだけのことで、待ちわびた人々からは自然な拍手が沸わき起こった。

　拡さんを口元まで持ち上げ、日毬は高らかな声を響かせる。

「親愛なる日本大志会メンバー諸君。よく集まってくれた。私が総そう帥すいを務める神楽日毬だ。真正なる右翼は、日本に私ただ一人である」

　日毬の第一声の直後、待ちかねた鬱うっ積せきを解放するように、観衆からウォーという喚声が巻き起こった。党員たちは拳こぶしを突き上げ、大声を張り上げる。なかには思わず立ち上がってしまう人までいて、興奮を抑えきれない様子だった。

　見たところ、やはり大半の人たちは右翼ではないだろう。ファンの一人としてあまり政治的な興味もなく団体に加盟し、アイドルとしての日毬に会いたかっただけに違いない。でなければ、たかだか演説の冒頭でここまでヒートアップしない。

　エキサイトした会場の様子を見た日毬の顔に、心からの笑みが広がった。政治演説でこれほど熱狂してくれる集団が目の前にいることが、日毬は嬉しくて仕方がないに違いない。

　今まで日毬は無数の政治演説をこなしてきた。しかし、ほとんど誰にも相手にされず、スルーばかりされていたのだ。この変化に嬉しくなるのは自然なことだろう。

「諸君！　日本大志会の目標はただ一つ！　我々が政権を獲得し、日本に新しい時代を築き上げることである！　左翼勢力を撃滅し、アメリカの隠いん然ぜんとした影響力を取り払い、我々が真の日本独立を勝ち取るための礎となろう！　そのためにこそ、我々は闘うのだ！」

　日毬は拳を演台に打ち付けた。

「日本大志会は、政権を奪取するという意志を天下に公然と示すことによって、他の右翼団体とは一線を画している。我々は着実に行動を始め、黙々とそれを実行し、確実に日本政界の一大勢力となるであろう。私たちの本気を、今こそ万民に広く知らしめようではないか！」

　興奮気味に日毬は続けてゆく。

「記念すべき第一回大会である本日は、今後の我々の行動指針を発表したい。すでに結社の専用ページで議論はし尽くしているものと思うが、改めてここで公おおやけにすることで、我々の意志をあまねく日本国民に伝えたい。本大会のために冊子を用意した。諸君らの手元にはすでに行き渡っているはずだ。これらは報道関係者を始め、多くの国民に手渡していくことになる。諸君、まずはこの冊子に沿って、我々の行動指針を確認していこう」

　それから日毬は冊子のページを示しながら、滔々と説明を続けていった。

　この冊子は、マニフェスト（政権公約）のようなものだろうか。表紙はシンプルなデザインでカラー印刷されたものだったが、中身は白黒ページで分厚く、びっしりと政策が書き込まれていた。一〇〇ページほどの分量がある。掲かかげられている政策は多く、一つ一つに方針や解説がつけられ、さまざまなデータも添てん付ぷされていて、かなり具体的だ。

　冊子の序盤では、憲法改正について多くのページが割り当てられていた。ＧＨＱに与えられた憲法は廃止し、日本国民が独自に憲法を作り直すのが第一だとしている。とくに重要なところでは、自衛隊を正式な軍隊に位置付けたいとしていた。

　それに伴ともなう国防戦略として、核兵器の保有を明らかにし、核弾頭の運用手段も独自に用意することが表明されていた。加えて、日米同盟を深化させ、相互軍事同盟にすることを提唱していた。いずれかの国が宣戦布告を受けた場合、一方も参戦するというものだ。また、アメリカ側から行う戦争については、国連総会の決議があった場合に限定して日本も参戦するという。アメリカの影響力を取り払いたいと常日頃から主張している日毬としては、別にアメリカを遠ざけようとしているわけではなく、日米が対等な条約を結ぶことによって、日本が真に独り立ちする第一歩としたいようだった。

　さらにはインドや東南アジア諸国との防衛条約を強化し、対中封じ込め政策を確認し合うことも明記されていた。対中同盟による適度な緊張の高まりが、結果的にアジア地域の軍事バランスを保ち、世界に安定をもたらすのだとしている。

　また冊子中盤では社会政策があれこれ羅列されており、目玉として現行の社会保障システムの全廃が掲げられていた。年金制度、失業保険制度、生活保護制度、子ども手当などを廃止し、社会保険庁やそれに関わる役所も解体。その上で国民総背番号制を強化したベーシックインカム方式の社会保障を謳うたっていた。日本国籍所有者全員に対して、無条件に毎月四万円程度を支払うという仕組みらしい。額は物価の上下に合わせてスライドしていくという。老人および生活保護認定者にはさらに四万円を上乗せして支払い、家賃やその他の出費は一切負担しない代わりに、医療費のみ無料にするという。

　一見、財政が途と轍てつもなく膨らみそうだが、冊子ではその点は解説されていて、均等にばらまいた分だけＧＤＰが伸びることは約束されるし、一定以上の収入がある人からはそっくりそのまま税金として取り戻すことができるということのようだ。しかも結果的に、生活保護費として割り当てる国庫支出が大きく目減りし、それに関わる役所もなくすことができるから、全体としてみれば社会保障費を切り詰め、なおかつ全国民に適切なセーフティーネットを行き渡らせることができるのだとしていた。頭数に応じて自動的に支払われるから、現行の「子ども手当」よりもわかりやすく子供を増やす動機付けにもなると、各種の統計データと共に書き加えられていた。

　日毬は演台で吼ほえる。

「現行の社会保障システムはすでに破は綻たんしている！　制度は永続しない！　未来に破綻を押し付けて逃げ切ろうとする連中を、我々は排はい撃げきしなくてはならない！」

　日毬は拳を振り上げ、演説を続けていく。

「我々は生活保護を受ける人々を守らなくてはならないが、それでも現行システムはすでにして崩壊しているッ！　年金生活者より、生活保護受給者の収入が多いのは明らかに不自然だ。社会保障は、永続可能であるからこそ真に国民を守れるのだという基本原則を、政治家も国民も忘れ去っている。永続しない社会保障は、国民の良識を蝕み、不平等を引き起こし、結果として国民を疲ひ弊へいさせるだけなのだッ！　我々はこの改革を成し遂げねばならないッ！」

　──これは難しいな……。

　それが、率直な俺の感想だった。いささか強硬すぎて無む理り筋すじというものだ。こうして明文化されたものを見せられると、改めて俺と日毬の差異が浮き彫りになる。新保守主義者の俺とでは、やはり日毬は違うのだろう。

　とうてい支持できかねる政策が多々あった。核武装などメリットがあるとは俺には思いがたい。とくに日本の場合、核を持とうと思えば持てる力があるのだから、それで十分なのではないか。わざわざ表明して国際社会を荒立てるなど、誰にとっても無益なことだ。

　さらに社会保障改革は、すでに年金を払ってきた多数の人たちがいるのだから、いきなり制度を一新してしまうと、彼らが支払った年金分が返ってこないということになり、富裕層や中産階級の反発を生むだろう。なおこの仕組みだと、生活保護受給者が得る収入も、今より遥はるかに下がってしまうのではないか。ややもすれば、もっとも激しく抵抗する勢力は、現行の生活保護受給者たちになるだろう。敵に回す相手が多すぎる。

　この政策の実現は不可能だ。まともな選挙なら、この政権公約を掲げて日毬が政権を獲とれるとは考えがたい。もちろん日毬が暴力的な手段で独裁者にでもなれば別だが……。

「私は死をも厭いとわない。国民から反逆者呼ばわりされても構わない。私は日本の復権に魂を懸かけている。私の独裁なくして、成し遂げられないことである」

　グッと自分の胸の辺りを拳で握りしめながら、日毬は慟どう哭こくするように続ける。

「諸君らが日本大志会のメンバーであり続けてくれる限り、私は必ず総そう帥すいとしての責務を果たす。私は日本国家の悠ゆう久きゅうの繁栄のため、この身を捧げる所存である。ゆえに私はここに宣言する。この公約を守れない場合、私は腹を切ると！」

　日毬ならば本当に切せっ腹ぷくするはずだ……間違いない……。かといって、どうすればいいのか……。

「心せよ！　我々は日本を変える使命を担になっている！　私と諸君らは共に闘い、矢尽き命尽きるまで前進することを諦めない。やろう、我々の力で！　進もう、明日の日本を形作るために！」

　熱烈に日毬は断言し、今日初めて安あん堵どしたような笑顔を見せる。

「以上で第一回大会、決起スピーチを終わりとさせて頂く。今日は集まってくれてどうもありがとう！」

　その瞬間、会場は「ウォオオオオオ！」という声援に包まれた。思わず立ち上がってしまう人もいて、しばらく会場は熱気で満たされることになった。

　そもそも、この政策を本当に支持している党員はいったいどれほどいるのだろう……。ここにいる一〇〇〇人のなかで、五〇人すらいないのではないだろうか。それ以前に、政策の意味を理解している党員自体が少ないかもしれない。本気で知りたいところである。

　会場の興奮が治まったのを見届けて、日毬は議事を進めていく。

「では引き続き、隊員選考会に議事を移らせてもらいたい。日本大志会では、総本部に常駐する隊員を募集している。募集要項は専用ページで告知した通りだ。その志願者も今日は集まってくれていると思う。志願者は手を挙あげてほしい」

　ザッと手が挙がった。

　一〇〇人ほどが手を挙げているようだった。なかなかの数である。

「これほどの数の隊員志願者がいることに、私は今、歓喜に打ち震えている……。諸君らに、私が必死で涙を堪こらえている想いが伝わるだろうか……。私は嬉しい！」

　日毬は瞳を潤うるませた。

「だがしかし、手を挙げてくれた全員を雇用することはできない。給料を支払うことになるし、総本部で戦う隊員は少数精鋭であるべきだと考えている。ゆえに今回の採用は一人か二人が限度だと考えてほしい。いずれ隊員は増やしていくことになるが、いきなり全員を採用することは難しい。……選考方法は簡単だ。手を最後まで挙げ続けてくれた人を採用する」

　そこで日毬は言葉を切り、ゆっくりと会場を眺め回した。

「では条件を確認していこう。当初は月給四〇万円固定。ボーナスはなし。年俸四八〇万円だ。しかしその働き如何いかんによってもちろん増額していく。仕事内容は、総本部で発生するすべての業務を私と共にこなしてもらいたい。電話受けもあるし、役所への書類の作成もあるし、経理事務などの繁はん雑ざつな作業もあるだろう。とにかく雑務から大役まで、あらゆる仕事をえり好みせず担当してもらうことになる。そして万一、討ち死にするようなことになれば、その家族へは生涯生活するに足る手厚い給付をするつもりだ。安心してほしい」

「討ち死に」とは何だろうか……いや、触れない方がよさそうだ……。

「ここからは、より具体的な隊員の大役について話していきたい。まず隊員には必要に応じて、街頭演説をしてもらうことになる。雨の日も風の日も、どのような日であろうとも街頭に立ち、民衆へ向けて伝える仕事だ。それをたった一人でやってもらうことになる。諸君らに、その覚悟はありや？」

　そんな日毬の問いかけに、何人かが手を下げたようだった。手を挙げているのは大半が単なるファンに違いないだろうから、本当にそんな仕事をさせられたらすぐに辞めてしまうだろう。

「いざ我が国の有事となれば、日本大志会の隊員は、率先して戦場に赴おもむき、銃を手に取って最前線に立つことになる。気構えではなく、本当に戦場に出てもらう。諸君らに、国家のために命を投げ出す覚悟はありや？」

　戸と惑まどいながら半数が手を下げてしまった。早くも大半が脱落だ。

　構わず日毬は続ける。

「我々は政権を奪取するためなら、公権力との闘いも辞さない覚悟だ。全国二八万人の警察組織とも闘わねばならない。機動隊とやり合うこともあるだろう。もちろん時と場合によっては、自衛隊とすら矛ほこを交える瞬間があるかもしれない。諸君らに、投獄される覚悟はありや？」

　そこまで日毬が言い切ると、ほとんど手を下げてしまった。

　なんとか手を挙げ続けている数名も、周りをキョロキョロ見やり、手を上げ下げしている者が多かった。

「日本大志会にとって、国賊を討つことは至上命題となっている。極左勢力や売国政治家は我々の敵だ。断固としてこれを討ち果たし、天下の大道を我々が照らし出す必要がある。隊員たる者、一人十殺を旨むねとすべし。国家に魂を捧げ、玉ぎょく砕さいをものともせず、特攻して果てる覚悟はありや？」

　もう手を挙げている党員はほとんどいなかった。しかし、ピンと腕を高らかに伸ばし、微動だにしない男がたった一人だけいた。

　その他にも数名がまだ手を挙げていたが、周りの様子を窺いながら、手を挙げたり下ろしたりしている党員ばかりだった。そんな人々に、日毬は見向きもしなかった。

　日毬は、たった一人、正面を見据えて微み塵じんも動かず、手を挙げ続けている男を指差す。

「貴公、名は？」

　指名された直後、男はスッと立ち上がった。背が高く、筋きん骨こつ隆りゅう々りゅうとした厳いかめしい男だ。

　男は透き通った声を張り上げる。

「佐さ々さ倉くら壮そう司じであります」

「うむ。壮司か。良い名だ。その場で自己紹介を頼む」

　指名された壮司は、少しも動じる様子はなかった。

「小しょう生せい、当年とって三四歳。北は北海道から南は沖縄まで、日本各地を巡りながら武術の鍛錬を続け、いつの日かこの成果を活かし、国家の行く末のために奉仕したいと願っていました。ぜひともこの命を使って頂きたく」

　集まっている日毬ファンたちにあるような単純な興奮ではなく、壮司には熱意のなかに冷静さが感じられた。

　日毬は満足げにうなずく。
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「快活な口調や良し。必要最小限のことだけを端的に述べようとする姿勢、それも良し。だがここは長くなってもいいから、もう少し詳しく自分のことを話してくれないか」

「了解しました。……私は長崎県長崎市生まれ。高校まで長崎で育ちました。高校を卒業した私は、大東亜戦争で敵国だったアメリカで学ぶことこそ必要だと考え海を渡りました。それから四年間、カーネギーメロン大学にて公共政策管理学を学び、次の二年間、ノースウェスタン大学に在籍して経営管理学修士を取得し、いずれ日本国家のために役立てるよう知識の習得に一いち意い専せん心しんして参りました。学位を取得して日本に帰国した私は、ＮＴＮドコモに職を得て五年……常に国家論を論じる私と上司との折り合いが悪くなり、退職するに至りました。その後、自友党で当選した衆議院議員の加か持じ哲てつ哉やの下で第一秘書も経験し、政治家たちやその秘書らの体ていたらくぶりをこの目に見、官僚たちとも日夜闘って参りました。結局、三年間にわたって政界の片隅に身を置いていましたが、衆議院の解散総選挙にあたり加か持じ哲てつ哉やが落選したことをキッカケにして私は野に下り、修行の旅に出たのです。それから今に至るまで野山を駆け、これぞと思う武道家に師事し、己の技を磨みがき続けて参りました。これもひとえに、天下国家のためと願ってのこと──」

　壮司の言葉には奢おごりはなく、淡々と事実を述べている風だった。

　──うは、かなりのエリートじゃないか……。武道の修行はともかく、それ以前の経歴だけなら見事なものだ。いったい何事だ……。

「日毬総帥の演説を最初にテレビで拝見したとき、私に衝撃が走りました。その覚悟の一端に触れ、早々に私は日本大志会の党員になったのです。そして専用ページにおいて日毬総帥と議論を重ねるなかで、ますます覚悟のほどを感じ取り……ここにこそ、私の理想があると確信するに至ったのです」

　ふと日毬は目を見開く。

「わかったぞ！　専用ページで日本大志会の政策を議論した際に、Ｓ・Ｓの名前で一番多く書き込んでいたのは貴公だな？」

「一番だったかどうかは存じ上げませんが、たしかに多くの書き込みをさせて頂きました」

「私は貴公と議論をしていたようなものだ。日本大志会が掲げる政権公約も、貴公の考えが大いに活かされているといっていい」

　日毬は感心したのか、何度も小さくうなずいた。

「国賊を討ちたくて討ちたくて、夜も眠れぬ日々を過ごして参りました。どうか私を隊員にして頂き、この力を国家のための礎としてお使いください」

「貴公を指名した時点ですでに決まっていることだ。貴公こそ、今日から日本大志会に勤める総本部の隊員だ。私は大いに期待している」

「ありがとうございます。全身全霊を懸けて、職務を全まっとうさせて頂きましょう」

　そのやり取りで、隊員なるものが決定してしまったらしい。

　なんというか……戦国大名が異彩の浪人を見出し、武将に抜ばっ擢てきするような出会いに感じたのは思い過ごしだろうか……。戦国時代はきっとこうだったに違いない……。

　日毬は会場を見渡す。

「異議ある者は今のうちに意見を述べてほしい。彼よりも、自分が相応ふさわしいと信じる者はいるか？」

　……。

　…………。

　しばらく会場は沈黙に包まれた。誰も何も言わなかった。当初は幾人かが嫉妬深そうに壮司を見やっていたが、彼らはいつの間にかうつむいてしまっていた。とても敵わないと思ったのだろうか。

「異存はないようだな。よかろう。正式に決定だ。壮司は明日から、総本部に勤務してもらう」

　明日からとはずいぶん早い進展だが、壮司は躊躇もせずに同意する。

「了解しました」

「では隊員選考会の最後に、壮司から、他のメンバーたちに声をかけてやってほしい。せっかく党員たちがこうして顔を合わせている場だ。頼む」

「党員の皆さん。私は、日本国家のために死に場所を求めていました。それが今、果たされようとしている瞬間なのだと確信できます。ここに集いし皆様の先陣を切って、いま私は死地へと赴く」

　そこで壮司はいったん言葉を切った。そして感じ入ったように周りを見回し、厳おごそかに口を開く。

「私は誓う。一〇〇人の国賊を討ち果たし、永久なる日本の繁栄のために最期まで戦い抜くことを。日本大志会を離れることがあれば、それは私が死んでいるとき……。そのときはきっと──靖やす国くにで会おう」

　会場には、奇妙な空気が漂ただよっていた。

　少なくともここにいる党員のほとんどは、単なる日毬のファンにすぎないはずだ。そのド真ん中でする挨拶ではないことは間違いなかった。

　とにもかくにも、明日から、佐々倉壮司なるエリート──日本大志会の隊員第一号が事務所に詰めることになるらしい。それはつまり、ひまりプロダクションの事務所に常駐するという意味でもある。俺も、どう言っていいかわからない……。

　ふと隣の凪紗を見やると、感銘した様子で会場を眺めていた。

「凪紗はどう思う？」

「ご立派な方ですね」

　ごく自然に凪紗はそう言った。

「立派……なのか？　ちょっと変だと思わん？」

　俺の言葉に、凪紗は首をかしげる。

「どの辺がですか？　堂々としていて、まるで日毬を見ているようです。日の本に忠節を尽くそうとする心意気も素晴らしい。武道家というのも気に入りました。どのような武術の研けん鑽さんを積んできたのか、大いに興味があるところです」

「……」

　そうだった……臆おく病びょうで物静かとは言えど、凪紗も、あれだけの歴史を持つ家に生まれ、日毬と同じ環境で育ってきたのだ。民族主義的な傾向が同一なのは当然である。改めて俺は、凪紗も戦後日本的な常識の世界で生きているわけではないことを思い出していた。

　それから会場の出口に日毬が立ち、引き上げる党員たち一人一人と別れの握手を交わしていった。終始、日毬は上機嫌だった。目標に一歩近づいた実感があるのだろう。

　そんなこんなで第一回大会はお開きとなったのだった。
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　代々木から引き上げて仕事に取り組んでいると、事務所に日毬と凪紗と千歳が揃そろって戻ってきた。新隊員──佐々倉壮司を引き連れて。

　そして日毬が、壮司を伴って俺の机の前へとやってきた。

　まず俺が声をかける。

「おかえり。外でマスコミが待ってたけど、大丈夫だったか？」

「第一回大会が華々しい成果を収めたことを、メディア各社にも伝えておいた。これで党員がさらに増えてくれれば嬉しい」

　集まったメディアに対してきちんと受け答えしてきたのだろう。本来なら、事務所に無断で勝手気ままにマスコミに受け答えされるのは困るところだ。しかし日毬に限っては、政治団体関連のインタビューに応じるのは仕方ない。政治団体は俺も公認していることであり、芸能活動よりも政治活動を優先するのは約束でもあるからだ。

　日毬は隣の壮司に視線を走らせ、口にする。

「改めて颯斗に、日本大志会の隊員を紹介したい」

「ああ、知ってる。自己紹介もきちんと聞いたしな」

　俺は立ち上がってきちんと壮司に向き直り、丁寧に挨拶する。なにせ俺よりキャリアが格上だ。

「どうも、ひまりプロダクションの代表を務めている、織葉颯斗です。日本大志会の事務所はプロダクション内にありますが、基本的には別組織です。事務所内事務所だから、自由に出入りしてください」

「佐々倉壮司です。ここに来る間、社長のお話はお聞きしていました。どうぞよろしくお願いします」

　壮司も丁重に頭を下げてきた。

　日毬が興奮気味に語る。

「壮司はあらゆる戦闘術をたしなみ、さまざまな技を身につけてきたそうだ。日本大志会に必須の隊員と言えるだろう」

「そうなんだ……。たしかにすごいけどさ……」

　普通ならホラとして聞き流すような話も、目の前の男には本当だとしか思えない雰囲気が漂っていた。やはり壮司はどこか常軌を逸しているようだ。

「壮司には、颯斗の仕事も手伝ってもらおうと思っている。颯斗が一人でいつも忙しそうにしているから、ちょうどいいのではないか？」

「それはありがたいが……組織が違うのにいいのか？」

「構わない。日本大志会の最初の業務は党員管理や党員向け資料を用意したりするだけだから、壮司ならすぐに仕事が終わってしまうだろう。私ですら仕事の合間に行っていた業務だ。当初から国賊を討つ仕事があるわけでもない」

「ひまりプロダクションが成功することが、日本大志会の成長にも繫がります。ですから私としても、ひまりプロダクションの業務は全力でお手伝いするつもりです。何なりとお申し付けください」

　壮司の方もそれでいいらしい。

「そうですか……。それは助かります。ちなみにＮＴＮドコモのときはどんな仕事をされてました？」

「経営戦略室に配属されていました。各種企業との事業提てい携けいなどを検討し、促進する部署です。しかし実際には最初から提携が決まっているわけではないですから、営業から広告活動まで何でもこなしました。どのような仕事でもやりましょう」

　勘かんだが、この男は仕事ができる。必要最小限で的確な物言いといい、落ち着き払った自信といい、この見立てには確信があった。

　アイドル兼事務員として雇用している千歳はサッパリ仕事ができないから、その分を壮司に任せるだけでも、俺にとっては非常にプラスになる。ひまりプロダクションで募集を出して探せる人材よりも、遥かに有能なはずだ。少なくとも、仮に政治的動機がなかったら、彼を年俸四八〇万円で雇用することはできないに違いない。

「では、その申し出、ありがたくお受けしましょう。こちらとしても忙しすぎて、多くの仕事が疎おろそかになっています。そこを佐々倉さんに手伝ってもらえると、さらに営業に身を入れることができますから」

　壮司は八歳年上だし、俺より仕事歴も長い。通常なら従業員として雇用はしづらい相手だが、そんなことを言っていられないほど多忙な状態だった。

　彼と話してみて何より安心したのは、日毬の熱烈なファンとして志願してきたのではなく、純粋に政治的動機だったことだ。ストーカーまがいの熱狂的な日毬ファンが常時そばにいるような形は最悪のパターンだったから、真逆である彼は、その点においては最善だったと言えるだろう。国賊を殺したいと宣言している部分を除外してだが……。
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　今日は朝早くから日毬のテレビ出演の予定が入っていた。

　朝のニュースにちょっとだけ日毬が出演するのだ。七時三〇分にテレビ局に入り、八時一〇分から五分ほど、日毬がテレビに生で登場し、今日発売予定のグラビア誌のＰＲをすることになる。だから日毬とは七時に事務所で待ち合わせ、車で局へ向かうことになっていた。

　六時四五分ころに会社に到着すると、日本大志会の部屋から気合が聞こえてきた。剣道で素振りをしたときに出るような「ハッ！　ハッ！」と連続する男の気合だ。壮司しかいない。鍵はすでに昨日渡してある。しかし、なぜこんなに朝早く……？

　俺の出社に向こうも気づいたようだ。気合が止み、ドアが開く。

「おはようございます、社長」

　壮司が木刀を片手に持っていたので、やっとわかった。日本大志会の部屋で素振りをしていたのだ。

「おはようございます。朝早くから精が出ますね……。剣道の鍛たん錬れんですか？」

「いや実は、あらゆる武道をこなしてきたといっても、私の場合はほとんど素手のものばかりでして……。剣だけは多少触ったことがある程度だったのです。総帥のご自宅が剣の道場ですから、この機会に師事してみようかなと」

　壮司はわずかに照れ笑いを浮かべた。初めて人間らしい表情を見た気がする。

「なるほど……。ところで、こんなに朝早くから出社ですか？」

「私の場合はいつもそうです。六時から仕事を開始できるよう、準備万全に整えています。ですが安心してください。仕事が残っているのに、自分だけ早く切り上げたりしません。きちんと二四時まで仕事に励むつもりです。男の仕事とは全身全霊を賭して取り組むべきものだと、私はそう心得ております」

　朝六時始業で、深夜二四時まで出勤……？　そんなことが現実的に可能なのだろうか。

　ブラック企業を遥かに突き抜けているが……好きでやっているのだろうから、こちらが異議を差し挟むわけにもいかない。

「そういえば自宅を聞いていませんでしたが、どちらにお住まいです……？」

「北区の滝たき野の川がわにワンルームを借りて住んでいましたが、昨日、さっそく解約の届けを出しました。その足ですぐ、こちらに引っ越してきたのです」

「早いっすね……。近場のウィークリーマンションでも借りたんですか？」

　何気なく俺は訊いた。

「いえ。ここに引っ越して参りました」

「ほうほう、ここに………………え？」

「総帥にも許可を取っています。むしろ総帥は、『素晴らしいことだ』と感動してくださいました」

「日本大志会が自由に使うのは構いませんよ……。うちのプロダクションは日毬がいるからこそ成り立っているわけですから……。しかし、佐々倉さん自身はそれでいいのですか？」

　俺も以前は四よつ谷や三丁目のワンルーム事務所に自分自身も住んでいたから、会社に住むこと自体にはそこまで抵抗があるわけではない。それに日毬に外で別の事務所を借りられるよりずっとマシだ。

　だが俺は金銭面で止むに止まれずそういう状況だっただけで、壮司は無理に会社に泊まり込んでまで仕事をする必要はないのだ。人は誰しも、人間らしい生活を営む権利がある。

　しかし壮司は快活にうなずく。

「もちろんですとも。大丈夫、荷物はほとんどありません。見てください、このリュックに入っているものが、私の荷物のすべてです。身一つで全国を行脚あんぎゃする修行をしてきたものですから、常に身軽に暮らすのが私の信条なのです」

　矢継ぎ早に壮司は続けてゆく。

「それに、この高級マンションの風ふ呂ろ場ばをお借りすることもありません。近場に情じょう緒ちょある銭湯を見つけました。都心でも、まだまだ残っているものですね」

「風呂場なら物置になってるだけなので、深夜とか誰もいないときなら使ってもらってもいいですけどね」

「使用したりはしません。その辺はきちんと一線を引きますからご安心ください。……それから社長。一つだけお願いがあります」

　ふいに壮司は真剣な顔でこちらを見み据すえてきた。

「な、なんです？」

　俺はいささか気後れしてしまった。壮司には、一言一言にすさまじい気合が籠こもっている。日毬のような人物は探せばいるものだ。

「どうか私に対する丁寧な口調は、現時点をもって止めて頂きたいのです」

「しかし佐々倉さんは、私より社会経験も豊富ですし、それに組織も違うわけで……」

「第一に、ひまりプロダクションと日本大志会の二つの組織は、まさにこの事務所のような関係です。違うと言えば違いますが、一緒と言えば一緒。現実問題として切っても切れない関係にある。第二に、社長は、総帥が全面的に従っている御方です。総帥の親であれば、私にとっては大親分に相当します。私とて、誰にでも従うわけではありません。他ならぬ総帥のスタンスだからこそです」

　極右も極まってくると、考え方が任にん俠きょうっぽくなってくるのだろうか。

「じゃあこうしましょう。……いや、こうしよう。お互いにタメ口というならいいんじゃないかな？」

　タメ口だと非常に話しづらい……。たぶんそれは、壮司が年上だからという理由だけではない。壮司が威い風ふう堂どう々どうたる人物だからだ。

「誤解なさらないように。私の喋り方は誰に対しても変わりません。これが標準なのです。ですから、すでに私の方はタメ口だと思っていただければ」

「なるほど……」

「私は心底、総帥に衝撃を受けたのです。心しん酔すいしたと言っていい。たしかに総帥は目を疑うような美女ですが……そういう他の男どもが見るような目で、私が総帥を見ているとは思わないでほしいのです。仮に総帥が男であっても、何歳であったとしても、私は総帥に心酔したに違いありません。私のような決意を持つ者にとっては、志こころざしが高い相手を真に理解することができるのです。総帥は……すごい」

　まぁそうなんだろう……。日毬のすごさは、俺とてよく知っているつもりだ。

　壮司は熱心に続ける。

「総帥から、社長は仕事に追われていて大変な状況だとお聞きしました。事務員を何人か雇用しなくてはいけないとか……。それこそ私の役目というものです。いかなる雑務でも、私に何なりとお申し付けください」

「なら、とりあえず税理士に渡す書類の整理を頼みます。……いや、頼もう。こっち来て」

　それからリビングへ向かい、俺は会社の経理帳ちょう簿ぼ類を仕舞っているロッカーの鍵を渡した。そして関連書類を取り出し壮司に指示を出す。

「領収書が溜まってるから、それを貼り付けてまとめておいてもらえるかな。それと、タレントも二人になったし仕事が増えてきたから、今後は現金の出し入れをこまめに記帳して管理したいと思ってたんだけど……俺一人だったから大雑把だったんだよね」

「では不ふ肖しょうながら私が、それらの整理をしておきましょう。電話受けから何から何まで、私がやっておきます」

　そんなやり取りをしていると、玄関の扉が開く音が聞こえた。

　日毬だ。リビングまでやってきた日毬は、俺と壮司を交互に見やる。

「待たせてしまったな。おはよう。私の準備は万全だ」

「おはよう、さっそく行くか」

「おはようございます、総帥。いってらっしゃいませ」

　俺は壮司を振り向く。

「じゃあ佐々倉さん、あとはよろしく」

「畏かしこまりました」

　まるで軍人のように壮司は頭を下げた。
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　朝のニュースの五分間の生出演を終えたのち、俺と日毬は立て続けに仕事をこなしていった。

　九時四五分からはファッション雑誌の撮影だ。一一時三〇分には新聞社に赴いて取材をこなし、それが一三時に終わると学校へ寄り、日毬は一単位だけ授業を受けた。一五時二〇分に週刊誌の巻頭に掲載される写真の撮影を行い、余裕ができたのが一八時を過ぎたころだった。

　だが今日はもう一本、二二時に大手企業が運営するネット放送に出演する予定になっている。そのネット放送の終了が二三時三〇分だから、今日の仕事はそこで終わりだ。テレビの生放送が一本、新聞社の取材が一本、スタジオでの撮影が二本、ネット放送が一本……これはなかなか余裕があるスケジュールである。本当に多忙な日は、朝から晩まで合間などないほど都内を走り回らなくてはならなかった。

　一八時から二二時を待つまで微妙に時間が空いてしまい、いったん車で事務所へと戻った。

「ただいま」

「帰ったぞ」

　俺と日毬が玄関を上がって声をかけると、千歳が飛び出してくる。

「おかえりなさい、社長、日毬先輩！」

　今日の千歳には仕事が入っておらず、学校に通学していた。学校が終わると千歳は事務員として会社にやってくる。まったく役には立たないのだが。

　千歳の仕事量はだいたい日毬の二割ほどである。だから何も仕事が入っていない日も結構あった。それでも千歳は、駆け出しアイドルとしては、かなり成功を収めている部類。単に日毬がヒットしすぎているだけなのだ。

　リビングに向かうと、壮司が立ち上がりメモとファイルを渡してくる。

「おつかれさまです。社長に二件、電話が入っております。いずれも急ぎの用ではなさそうだったので、メモを取るだけにしておきました。それから、依頼された仕事の方もやっておきました。どうぞ」

「ありがとう。助かるよ」

　ファイルを広げてみると、それはキャッシュフロー表だった。日毬と千歳がこなした仕事一覧が項目別に整理され、売上の入金見込みが将来にわたって記載されている。銀行にそのまま提出できそうなキャッシュフローの予定表だった。

「え……？　これぜんぶ、佐々倉さんがやったの？」

「はい。請求書や通帳のコピーがファイルされておりましたので、それらと照らし合わせて表に落とし込んでおきました。いち早く社業を確立させるお役に立てればと」

「これ、そのまま銀行に持ち込んだら融資受けられるよ……。普通、ここまでサラッとできないものだけどな……」

「今後は毎月、試算表を私が作ります。当社は利益超過が続いているので資金繰りに困ることはありませんが、あるに越したことはありません。いざというときのために、景気が良い今こそ脇を固めておくべきです」

　並の経営者よりしっかりしていることを、壮司は至極当然のように口にした。

　心底から感心し、俺は言う。

「忙しすぎて社内の整備なんていつも場当たり的だったから、佐々倉さんがやってくれるとマジ助かるよ。いやいや、それにしても、すごい人材が降って湧わいてきたもんだな……」

「壮司を選んだ私の目に、やはり狂いはなかったということだな。真の武道家は、志を同じくする武道家を見極められるものなのだ。壮司のような逸材が加わってくれたおかげで日本大志会も当面は安あん泰たいだろう」

　日毬も満足そうだった。

　しかし千歳は不服を申し立ててくる。

「聞いてください、社長！　掃除もゴミ出しも、ぜんぶ佐々倉さんがやっちゃったんです。毎日、私の仕事だったのに。だから抗議したんです。社長、佐々倉さんに注意してやってください。『庶務は千歳の仕事なんだ』って」

「どう見ても、千歳より佐々倉さんの方が庶務まで完璧にこなせそうだ。ついに不ふ逞てい事務員・千歳を追放するときがきたか？　待ちに待っていた瞬間だな」

　冗談混じりにそう言うと、千歳はさらに不満を露あらわにする。

「あんまり虐めると泣くだけじゃ済みませんよ？　不良になっちゃいますからね⁉」

　それから壮司は本当に日本大志会の事務所で暮らし始め、細々とした会社の業務をすべて引き受けてくれるようになったのだった。銀行での支払いや何やら、事務や経理がやるべきことすべてをだ。

　あれこれ指示する必要もなく、すぐに壮司は会社の全容を把握して自ら動くようになっていった。それにしても、とんだところから予想外の人材が降ってくるものだ……。





◇






　千歳の仕事に同行し、俺はいち早く会社に戻っていた。今日は日毬の方には凪紗に出で張ばってもらっている。

　会社でメールのやり取りをしているとチャイムが鳴った。ちょうど千歳は買い物に出かけ、壮司は銀行に出入金に行っているところだった。仕方なく席を立ち、インターフォンを見やると、見たこともない男がモニタを覗き込むようにして立っていた。

　俺はインターフォンの通話ボタンを押す。

「ひまりプロダクションですが、どちら様ですか？」

「どもー、警察から来ましたー」

　男は、業界人風の軽いノリで言った。

「警察？　本当ですか？」

　訝しげに言うと、男は胸元からサッと警察手帳を取り出し、モニタに向けてかざしてくる。

「やだなー、本当ですよ。悪いことは言いませんから、入れてください」

　警察沙ざ汰たになるようなことは何もしていないが、かといって警察を追い返す必要もない。

　二、三のやり取りの末、俺は男を中に招き入れた。

　リビングの応接セットに通し、名めい刺し交換をする。男が差し出してきた名刺を、俺はまじまじと覗き込んだ。

「警視庁公安部第三課……黒くろ谷たにさん、ですか」

「すいませんね、忙しいところ突然お邪魔しちゃいまして」

　黒谷は興味津しん々しんといった風に事務所を見回していた。

「申し訳ないと思うんなら、アポを取ってきてもらいたいんですけどね。いくつか急いでメールを返さないとならない相手があるんですが。もうすぐ営業にも出かけなくちゃなりませんし」

　警察に阿おもねる必要もなかったので、俺はぞんざいにまくしたてた。

「いやいや、こっちも仕事なものでね。悪いようにするつもりはないんですよ。ほんのちょっとだけ協力してもらうわけにはいきませんか？」

　馴れ馴れしい口調で黒谷は言った。

　考えてみれば、以前、日毬と俺が出会うキッカケにもなったのは、ある意味で警視庁公安部のおかげだ。俺と由佳里が張り倒した公安職員もいて、その記録も残っているだろう。多少、引け目がないわけではない。

「警察に協力するにやぶさかじゃありませんが……私は社会秩序に忠実な一般市民のつもりですよ。公安から訪問を受けるような記憶はないんですが？」

「またまたー。うは。織葉しゃちょー、まさか気づかないフリしちゃってる？　知ってるくせに～」

　なんなんだ、この違和感ありまくりなノリの公安は……。

　啞あ然ぜんとして黙っていると、黒谷は訳知り顔で腕を組んで続ける。

「織葉社長ご本人はねぇ……東とう王おう印刷の関係なんで、妙なことをするわけもないと思ってますよ。でも、いるじゃないっすかぁ。すごい人たちが」

「すごい人たち？　神楽のことですか」

「そりゃ、ひまりんはすごいですよ。ものすごい。私らも、以前からちゃーんと調査対象に加えてます。お仕事ですからね～。でも、今まではひまりん一人でしたし、大して問題になる組織だとは思ってなかったんですよ。それがここにきて、急拡大してるじゃないですか」

「ああ、それはたしかに。党員数は数千になってますからね。だから急きゅう遽きょ、重点監視対象にでもなったってことですか」

「いや、組織が大きくなるくらいならいいんですよ。だって日本大志会って、ぶっちゃけ、ひまりんのファンクラブみたいなものじゃないですか。私らもいちおう党員らの素性を洗いましたけどね、ほとんどパンピーですよ。健全なる一般市民。彼らのネットでの発言とか洗ったんですけどね、そりゃあ右寄りな人も結構いましたが、あくまで普通のラインを出てないっていうんですか、大して右翼思想のことなんて知りもしない人ばかりですよ。みんな、ひまりんが大好き」

　予想通りな話だ。俺は肩をすくめる。

「でしょうね。本当に右翼思想を持って入党してきた人なんて、一割もいないはずですよ。というか、党員のリスト、漏れてるんですか」

「そういう仕事ですからね～。その辺は勘弁してください。あ、でもね、うちが確保してるリストが全員分なのかどうかわかりませんよ。もしかしたらうちが把握してるのは、全体の三割しかないかもしれない。その辺は、日本大志会の内部に入ってみないとわかりゃしません」

「まぁ党員に公安のスパイが紛れ込んでても、見分けなんてつきませんからね。実際、一人か二人、送り込んでるんでしょ？」

「あんまり虐めないでくださいよ～。ファンクラブみたいな会がどんなに大きくなっても、こっちは大して気に留めるつもりはないんです。ですが、ヤバい筋すじが加わっちゃった。私らもびっくりしてるんですよ」

「ヤバい筋……？」

　はて、何のことだろうか。

　意味深な風に黒谷は口にする。

「佐々倉壮司」

「へぇ……佐々倉さんが……。なるほど……任俠だと言われれば、可能性がゼロってわけじゃないかもしれませんけど……しかし、あんなエリートで仕事ができる任俠ってのがいるとは思えない……。仮に暴力団関係者だったとしたら、うちも今すぐ対応を考えないと……」

　俺がアゴに手をやって考え込むと、黒谷はすかさず否定する。

「いやいや、佐々倉はヤクザ屋さんなんかじゃないですよ。頭のてっぺんから爪つま先さきまで、徹てっ頭とう徹てつ尾び、政治人間です」

「なんだ。なら別にうちとしては……」

「もし佐々倉がヤクザ屋さんなら、私らが出張るわけないじゃありませんか。そっちは組織犯罪対策部の領域ですからね。領域っていうか、聖域？　向こうさんと公安部はあんまり仲が良いわけじゃないんで、私らが手を出すと、越えっ権けん行為ってうるさいことを言われちゃいます」

「右翼なら気にも留めませんが。暴力団関係者だったら内部をメチャクチャにされかねませんが、佐々倉さんが生きっ粋すいの政治人間だっていうのなら、別に会社を破壊しようと企んでるわけじゃないでしょう」

「そりゃそうなんですけどね。そこらのヤクザ屋さんなんて尻しっ尾ぽをまいて逃げ出しちゃうほど、佐々倉はヤバいんです。……あ！　でも、ひまりんの方が遥かにヤバいよね。どっちもどっちか。ハハハ」

　自分のヒザを手で叩き、黒谷はカラカラと笑った。

「何か誤解があるかもしれませんが、神楽は社会秩序に極めて従順ですよ。ボランティア精神が旺おう盛せいで、社会のために役立とうといつも熱心です」

「でも……国こく体たい護ご持じのためなら何だってするでしょう」

「どういう論法なんですかね、それ。国体に忠実なら、何もヤバくないじゃないですか。むしろ社会秩序を守ろうとしてる側なんでは？」

「私らとしても、極左の頭がアレな連中より、よっぽど話が通じる相手だと思ってますよ。でもね～、何事もバランス……っつーの？　適正なラインってあるじゃないですか。ひまりんも佐々倉も、いささか過激すぎます」

　身振り手振りを交えながら黒谷は言った。

　俺はさらに突っ込む。

「単に警察が仕事の領域を広げたくて、無理やり取り締まろうとしてるだけじゃないんですか？」

「違いますって。私らだってそんなにヒマじゃない。いいですか、ここだけの話にしてくださいよ。佐々倉は、自友党・加持哲哉の秘書時代……二・二六事件まがいのクーデターまで計画してるんじゃないかって、もっぱら噂うわさがあった特Ａ級の人物ですよ。自衛隊の士官らとも懇こん意いにしていて、国家を憂うれえるメンバーが集まって、たびたび秘密会議を開いていたらしいんですね。噂によると、革命を真剣に話し合う場だったらしいです。残念ながら尻尾を摑むには至りませんでしたが」

「『らしい』ばっかりですね。それって本当にただの噂話じゃないですか。たしかに佐々倉さんを見れば、そういうことをやってても不思議じゃない気がしますが」

　俺の応答に、黒谷は意表を衝かれた顔をする。

「おや？　あんまり驚きませんね？　普通の人なら今の話で仰ぎょう天てんして、佐々倉を追い出そうと考えるんですがねぇ」

「だってうちには神楽がいますから。佐々倉さんって、神楽より過激ですかね？　私には神楽の方が……」

「ハハハハハ！　それもそうか！　そうですよね！　ひまりんの方がもっと過激かもですからねぇ！」

　何やらツボにはまったらしく、黒谷はひとしきり腹を抱えて笑った。

「ともかく佐々倉さんは、神楽と同じように、公安にマークされているということですか」

「そういうことです。議員秘書時代は彼は一匹狼として活動してきて、誰とも組むことはなかった。別に孤高を気取るつもりはなかったんでしょうけど、他に組みたいと思える相手や組織がなかったんでしょうね。だから日本大志会の隊員になったって情報が入ったときは、公安三課もひっくり返るくらい驚いたんですから」

「神楽でずいぶん慣れてるんで、そんなに驚きはありませんね。でも佐々倉さんほどのキャリアがどうして日本大志会にやってくるのか不思議な気持ちは持っていましたが……。彼は仕事が異常にできる。正直なところ、いてくれて助かってます」

　俺に顔を近づけ、ささやくように黒谷は言う。

「あまりに有能すぎて、議員先生は佐々倉なしじゃ何もできなかったらしいですよ。せいぜい織葉社長も、佐々倉に逆に取り込まれないよう注意することですね。ま、織葉社長はあの議員先生よりずっと優秀そうだから、その辺は大丈夫か……」

「それにしても……ずいぶんペラペラと喋りますね。いいんですか、こんなに話してくれて。こっちは何の情報も提供していませんけど」

「こんなの、ちっとも大した情報じゃありませんよ。つまり私が今日こうしてやってきた理由は……これからは持ちつ持たれつ、ギブアンドテイクでいきましょうという提案です」

「もう少し具体的にお願いできますか」

「端的に言うと……今後おたくに出入りさせてください。なに、仕事の邪魔はしません。気が向いたときに訪問させてもらって、気楽に情報交換しましょうというお話なわけです。そのときはコーヒーでも出して頂けるとありがたいですね」

「訪問という名の監視ですね。でも、陰でコソコソやられるよりはずっとマシか……。別にいいでしょう。うちのオフィスのなかに日本大志会の事務所があるわけですから、仕方ない」

　こういう情報が得られるなら、公安がときどき出入りするのも悪くない。向こうとしても手持ちの情報を小出しにして役に立つことをアピールし、なんとか今後出入りするキッカケを得ようと必死なのかもしれない。

　それにしても自分のことながら、公安の世話にならなくてはならない会社というのは世にも珍しい。

「ですが日本大志会の部屋に入るときは、きちんと神楽か佐々倉さんに断ってくださいよ」

　俺は念を押した。勝手なことまでされたら困る。公安に恩や義理があるわけじゃない。ひまりプロダクションは、日毬のおかげで仕事ができているのだ。

「心配ご無用。捜査じゃありませんので。ぶっちゃけ公安のスタンスを明かしておきますが……右翼についてはね、適切な情報交換ができている限りは、それほど問題と考えてません。気楽に訪問を受けてもらえれば」

　黒谷がそう言ったとき、玄関が開き、銀行に振込業務に行っていた壮司が帰ってきた。

　壮司はリビングに足を踏み入れるなり、大きな声を響かせる。

「黒谷さんじゃないですか！　ずいぶんご無ぶ沙さ汰たですね。私の悪口ですか？」

「やあ佐々倉さん。とんでもないって。どっちかってーと褒めてたんだけどね」

「なんだ、もう顔見知り？」

　俺は壮司に訊いた。

「ええ。私を追いかけ回してる公安の刑事さんですよ。何にもありはしないのに」

「仕事熱心と言ってもらいたいね～。佐々倉さんさぁ、あんた実力あるんだから、いい加減右翼から足を洗って、真っ当に生きてみたら？」

「私はいつでも真っ当なつもりですが？」

「まっ、それを言っても無駄ってヤツか……。これから時々訪問させてもらうから、また相手してよ。気楽にさ」

　壮司は答えず、肩をすくめた。

「では織葉社長、佐々倉さん、これで失礼しますね。……おっと、その前に……それ、重要参考資料として、もらっていいですか？」

「……重要参考資料？」

「それです、それ。漫画」

　黒谷は、部屋の隅に置いてあった明日発売の週刊ヤングアクシスを指差した。

　資料というから何かと思えば、日毬が巻頭グラビアで掲載されている雑誌である。毎週九〇万部発行の大手漫画誌だ。つい先ほど、バイク便で届いたばかりだった。

　一〇部ある束のなかから、俺は一部を取り上げる。

「なんだ、これですか。どうぞ。つーか、何が重要なんですかね」

「このグラビア写真は持ち帰って厳重にチェックします」

「は？」

「いやぁそれにしても、本当に可愛いなぁ！　ぼくだってもういい歳なんですけどね、ひまりんを見ると胸の高鳴りを抑えられなくなっちゃいますよ。もしこんな子が彼女になってくれるなら、とっとと警視庁なんざ辞めちゃって、右翼になってもいいくらいですけどねー」

　巻頭グラビア写真を広げながら、黒谷は本気とも冗談ともつかない声で口にしたのだった。
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「──では、再建計画に北ほく都と銀行が難色を示していると？」

　ステッチラインの社長室、俺は事業の進展状況を朝霧社長に確認した。

　俺の隣には車椅子の雪ゆき哉やだ。三人で状況を確認し合い、今後の方針を検討する予定だった。

　朝霧社長は眉まゆをひそめてうなずく。

「ええ……。企業再生の支援者から新たに七〇〇〇万円の出資を受けたと伝えたところ、他の銀行はすべて一時的に金利だけの支払いで納得してくれたんです。しかし北都銀行だけが、それには応じられないと」

　雪哉は身を乗り出し、朝霧社長に向けて言う。

「それは厄やっ介かいだね。北都はステッチラインのメインバンクだ」

「北都銀行は一説に、経営危機がささやかれています。おそらく危機は事実なのでしょう。この前も、どうりで強硬な回収を迫ってきたわけです」

　北都銀行の営業マンが無理な回収をしようとした場面に、先日、俺と日毬が初めてここを訪れたとき偶然立ち会っている。

「しかし、無い袖そでは振れないよね？」

　雪哉が訊くと、朝霧社長は立腹した様子で応じる。

「七〇〇〇万円も出資を受けたんなら、そこから支払えと言ってきてるんだ」

「そんな……うちに引導を渡そうとしてるのと同じじゃないか。北都は本当にそこまで言ってるの？」

「ああ……」

　朝霧社長は力なく言った。

「銀行と対立してもいい状況なら、こっちも完全に居直って押し通したっていいんですが……ステッチラインの事業が通常通りに流れているんで、銀行と事を荒立てたくはありませんね……」

　俺の言葉に、雪哉がこちらを振り向いてくる。

「もう一度頼みに行ってみましょうか？　今度は父に私も同行します」

「ただ、何も提案を練ねり直さずに訪ねても、また同じように追い返されるだけでしょう」

「では、どうすればいいでしょうか……」

　朝霧社長は唇くちびるをかむ。

「うちは創業以来、ずいぶん長く北都銀行と付き合ってきて、かなり儲けさせてきたつもりだったんです。当方の危機に、こうもあっさり手のひらを返されるとは……」

「北都銀行は厳しい経営環境に追いやられているんだと思います。うちのことを考えてる余裕などなくなっているんでしょう」

　そう俺はなぐさめ、改めて確認する。

「他の銀行さんは金利の支払いだけで納得してくれてるんですよね？」

「はい。北都銀行はメインバンクといっても、借かり入いれ額は約四億七〇〇〇万円ほど……全体の二五％弱にすぎません。他には六社の金融機関から約一五億円ほど借入があり、そちらは猶予をもらえることになっています」

「……では、こうしましょうか。北都の要望を聞くということで」

「ですが、資金はどうするんです⁉」

　雪哉は慌あわてたようだった。

「方法はあります。万一銀行の協力が得られない場合……奇策ですが、ステッチラインが保有する土地建物を売却してしまうことも考えてました」

「ですがステッチラインは貸しビルもマンションも持っていませんよ？」

「あるじゃないですか、ここに」

　俺は地面を指差した。

「えっ？　しかし、これは工場であって……工場がなくなったら、事業は継続できなくなります」

「そんなことはありません。事業は今まで通り継続できます。この場所を、賃貸で借りればいいんです。ステッチラインとの賃貸契約を結ぶことを納得してくれる相手に売却すればいいんです」

　俺の説明を、朝霧社長は理解したようだ。

「……売却して得た資金で、銀行に返済するんですね。その後は賃貸で借りればいいと……」

「会社をダウンサイジングするわけです。財務の規模を小さくして、小回りを利きやすくしましょうという案です。負債が減れば、利息の支払いが大幅に減り、経営も効率化します。……ステッチラインの総負債額は約二〇億ですね。一方、ステッチラインが持つ土地建物を売却すれば、幾いくらになりますか？」

「たぶん二〇億にはなりません。今だと一五億が関の山でしょう。負債は残りますよ」

　即座に朝霧社長が応じた。

「いいんです、それで。五億円の負債が残っても、そのくらいなら現行の利益で返済していける。金利だけの支払いで納得してくれた他の金融機関なら、この提案を喜んで受けてくれるはず。まずは一五億円を得て、そのなかから北都銀行に全額四億七〇〇〇万円、他の銀行にも一〇億三〇〇〇万円を返済に充あて、負債額を一気に減らすんです。それだけで、ずいぶん会社は身軽になるはずです」

　二人が話を理解するのを見て取ってから、さらに俺は続ける。

「賃貸コストは発生しますが、大した出費じゃありません。固定資産税は払わなくていいし、遊休施設もなくなる。今だと工場の半分は遊んでますよね。ステッチラインは半分だけ借りて、残り半分は他の企業に貸すなり、購入した土地のオーナーが使用するなりすればいいのです」

「……うーん」

　朝霧社長は小さくうなり、腕を組んだ。

「しかし、です。普通はやはり自分の土地に思い入れがあるものなので、なかなかできる決断じゃないですよ。外から入ってきた私だから気楽に言えることでしょう。あとは社長と雪哉さんの決断なのですが……」

　俺は単なる数字面から、都合の良いシナリオを提示しただけである。しかし、長年この場所で苦労し、生活を営んできた人にとっては、右から左に処理すればいいという単純なことでもないだろう。

　悩んだ様子の朝霧社長を、雪哉が覗き込む。

「……父さん次第、じゃないかな」

「やはり思い入れはありますね」

「そうでしょうとも。それなら雪哉さんの言うように、もう一度事業計画を練り直して、北都銀行に当たってみますか？　私も一緒に出向きますよ。場合によっては、ひまりプロダクションか私個人が連帯保証をしてもいい。そうすれば多少は北都銀行を動かせるかもしれませんし」

「いや、私個人の身勝手で、そこまで織葉社長におんぶにだっこというわけにもいかない……」

「身勝手じゃありませんよ。ビジネスですから」

「……」

　押し黙った朝霧社長に雪哉が言う。

「父さん。売却しようよ」

　意外そうに、朝霧社長は顔を上げる。

「雪哉はそれでいいのか？」

「俺には父さんほど、土地に対するこだわりはないよ。そんなに父さんにこだわりがあるなら、またいつか、お金を儲けて買い戻せばいいじゃないか」

「……」

　朝霧社長は腕を組んだまま、しばし中空に視線を走らせていた。やがて一人納得したように小さくうなずき、俺に向き直ってくる。

「わかりました。織葉さん、その案でいきましょう」

「難しいご判断をして頂きありがとうございます。私も再建のために全力を尽くします。特に営業面で、新しい仕事を増やせるよう最大限の努力をしてみましょう」

　それから具体的な銀行とのやり取りや、今後の営業方針などを確認し合った。

　また、ステッチラインの取締役には、新たに俺と雪哉と千歳が就任することになった。いずれ将来、朝霧社長が引退する歳になれば、千歳を社長にしてもいいだろうという話をすると、朝霧社長は喜んでくれた。まだ朝霧社長は現役でやれるはずだが、社長交代時期までに千歳が有名タレントの一角に名前を連ねるまでになってくれれば、それだけで大きな宣伝効果が見込めるはずだ。
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　日毬のマネージャーとして番組に同行していたが、空き時間に、テレビ局内にある喫茶店で由佳里と落ち合った。由佳里も同じ局に蒼通の仕事でやってきていたから、ちょうどよかったのである。

「どうぞ、依頼されていたステッチライン再建のマーケティングプランです」

　由佳里はバッグから分厚い書類を取り出した。

「へぇ……。これ、由佳里がまとめたのか？」

「当たり前じゃないですか。私以外で、誰が担当してるって言うんです？」

　不満げに由佳里は言った。いつまでも新人扱いされるのが嫌なのだろう。

「そりゃそうだが、これだけ厚い企画書を作るだけでも大変だ。ちゃんと仕事ができるようになったなぁってな」

　ペラペラと企画書をめくりながら俺はつぶやいた。

「もともと先輩が『これを形にしろ』って渡してきた企画書だったじゃないですか。私はそれを嵩かさまししただけなんですが！」

　由佳里はそう言うが、企画自体にも少なくない手が加えられていた。骨格はたしかに俺が渡した通りではあるけれど、もっと果か敢かんな提案書になっている。

「俺が企画書を渡した時点では、新しいファッションブランドの立ち上げを全面的に日毬が押す企画だったはずだ。日毬はファッションモデルとして一流になったから、数多くのファッション誌を巻き込んだものにできるだろう。だから日毬のモデルとしての力を武器に、新ブランドを作ってしまおうという話だったのに……由佳里の企画では、日毬自身がブランドをプロデュースをすることになっちまってる」

「先輩の企画書をそのまま使うのは、蒼通の営業担当としてあまりに芸がありませんからね。だから、ちょっとだけアレンジを加えてみたんです。日毬ちゃんの知名度なら、そのくらいやっちゃっていいと思います。何より、この企画に乗ってくれるスポンサーの確保がしやすいですから。喜んで乗りたがる会社はいくらでも見つかるでしょうね」

　俺が企画した時点では、ファッションモデルとしての日毬をフルに活用し、日毬が広報の主軸に立つ新ブランドの創設を提案したものだった。それを基もとに由佳里が調整した企画書は、単なる広報の看板を務めるのではなく、日毬自身が新ブランドをプロデュースするスタイルに変わっていた。

　他人が聞けば、両方とも同じものに聞こえるかもしれない。しかし、日毬が広報の軸を務めるブランドを作ることと、日毬が自らブランドを創設することでは大だい分ぶ違う。

「だが日毬は衣料デザインどころか、洋服のことなんてサッパリ知らないぞ。日毬自身が衣服をデザインするなんて、内部にいる俺にはなかなかピンとこないな」

「実像はともかく、世間的には日毬ちゃんはすっごくお洒落な女の子だと思われてますよ。『エイティーン』をはじめとした、多くのファッション雑誌でトップモデルなんだから、それも当然です。その世間の誤解を利用しないともったいないですよ」

「マスコミに洋服のことを質問されたら、それにきちんと答えられるだろうか」

「訓練すればいいじゃないですか。お洋服のことなら、私がいっぱい教えてあげます」

　由佳里には乗り切る確信があるらしい。

　企画書の概要は次のようなものだ。

　女の子向けのお洒落なカジュアル衣料品を、新しいブランドを用意してたくさん発売していく。いずれはカバンや靴、アクセサリーなどにも手を広げていける。それらのアパレル製品のデザイナーを日毬が務めたことにしてしまい、そのこと自体をニュースの話題として最大限に利用するマーケティングプランだった。

　事業スキームは、まずは大手企業と提携。提携先は、大手衣料会社やデパートや化粧品会社など、女の子向けのアパレルに関連しそうな大企業ならどこでもいい。とにかく、カネを一番出してくれる企業だ。複数の大企業と提携してもいい。そして日毬プロデュースを謳った新ブランドは、提携先に独占的に発売する権利を与える。そのブランドの製造はステッチラインが引き受けるわけだ。

　そして、あくまで表向きは日毬がプロデュースした製品だが、実際には別のプロフェッショナルが製品をデザインすることになる。謂わば日毬は表に立つだけで、ゴーストデザイナーが裏にいるという仕掛けだった。

　この発売に関する広告料は、もちろん提携先がすべての費用を負担する。やはりテレビＣＭが中心だが、それ以外にも雑誌や新聞など、ありとあらゆるメディアで新ブランドを大々的に広告していく。もちろんそこは蒼通が全力で取り組むわけだ。蒼通が本気でガン押しすれば、新ブランドの認知度が一気に国民的なものになるのは間違いない。

　この事業で一番リスクなく稼げるのは、第一にステッチライン、第二に蒼通ということになるだろう。提携先となる大企業は、アパレル製品の独占販売権を手に入れ、彼らが広告費を負担して全国に流通させていく。新ブランドがヒットすれば、提携先が得る利益も莫ばく大だいなものになるに違いない。

　企画書に目を通し終えた俺は、顔を上げて口にする。

「いいね！　いささか過激に思える企画に変わってるけど、何事もチャレンジだ。成功した場合、こっちの方が利益が大きい。由佳里のまとめたこのマーケティングプランでいこうじゃないか。大したものだ」

「でも、大本のプランは先輩が作ってたものですし……それに実は部署内に、過去にいくつか、そのまま使えるモデルケースがあったんですね。企画書を借りて、良いところをぜんぶ拝借しちゃいました。大半はコピペです」

「そんなところだろうと思ったよ。どうにもデジャブを感じたからな。だが今回は、過去の同種のプランと比較しても、もっとも大規模なものにできるんじゃないか？　今の日毬なら十分に活躍できる。ファッションモデルを地道にやってきた甲か斐いがあったというものだ」

「ですよね。この企画が成立すれば、ステッチライン工場は休みも取れないほど忙しくなると思いますよ」

「だが一つだけ問題があるとすれば……日毬がすんなり協力してくれるかどうかだ。日毬は嫌がるに違いない。そこはきちんと話し合ってみる必要がある」

　俺が当初用意していた企画なら、日毬は広報の看板になるだけだから、いつもの仕事の延長線上だ。しかし由佳里のアレンジ……表では日毬がデザインしたことにして、裏にゴーストデザイナーが存在しているという話になってくると、日毬は難色を示すかもしれない。
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「いつもなら即座に断るところだが……それは颯斗や千歳の手助けになるのか？」

　俺と由佳里が交互に企画の説明をし終えると、日毬は真剣な面持ちで問い返してきた。事務所のリビングで、向かいに座っているのは日毬と千歳だ。広いテーブルの隅にはパソコンから顔を上げた壮司と、日毬の付き添いから帰ってきた凪紗もいる。

「そういうことになる。ステッチラインを盛り返すための計画だ。このマーケティングプランの中心に置く芸能人として、日毬ほど相応ふさわしい子はいないだろう。なんせ日毬は今、日本で一番、上あげ潮しおに乗ってるファッションモデルなんだからな」

「千歳プロデュースじゃダメなのか？　千歳なら、実際に自分で洋服をデザインしたりしているのだろう？」

「無理だ。千歳だとタレントとして弱すぎる。たしかにグラビアで一定の地位にきてるけど、そもそもグラビアは狭すぎる世界だ。世間的には無名に等しい。提携してくれるスポンサーがつかないだろう。広告コストはすべてスポンサーが負担してくれるから、企画の中心にはどうしても日毬を持ってくる必要があるんだ」

　率直なことを俺が口にすると、千歳は自分の胸の辺りをグッと握りしめ声を上げる。

「すごく傷つきました！　涙がこぼれそうです！」

「日毬と比べたら仕方がないだろう……。千歳はよくやれてる方だよ」

「……」

　日毬は押し黙り、悩んでいるようだった。

　由佳里が言う。

「日毬ちゃん。これはあんまり誇れるようなことじゃないけど、広告宣伝の世界では普通のことなのよ。いずれ日毬ちゃんが政治の世界に進出していけば、ありもしないものを、もっと誇張してアピールすることがゴマンと出てくると思うわ。お姉さんとしては、ここで日毬ちゃんに一歩だけ大人になってもらって、将来の政界進出の訓練だと考えてほしいところ」

「ついでに由佳里の話に関連して言えば……日本大志会で取り決めた政権公約、アレ、一般に告知しない方がいいと思う。過激すぎて、世間には決して受け入れられないだろう。実際、俺も支持できかねる公約がいくつかあったしな。現実的には、政権を獲るまで具体的すぎることは言わない方がいい」

　そう俺が補足すると、壮司が口をはさんでくる。

「私もそれは思うところです。日本大志会の目標は政権奪取ですから、その障害となるものは取り払っておくべきでしょう。政権を獲ったあとの計画は、中ちゅう枢すうだけで決めておけばいい。極端な話、政権を獲るまでは口当たりのいいことだけを並べてもいいのです」

「意外だね。佐々倉さんは日毬寄りの頑がん固こ一いっ徹てつ人間かと思ってたけど」

「私は頑固ですよ。決めた目標は命に代えても成し遂げます。だからこそ大目標に到達するために、目を瞑つむらなくてはならないこともあるというもの。今は総帥の方針通り何もかもを公明正大に進めていますが、本来、私は権けん謀ぼう術じゅっ数すうを否定しません。伊達だてに政界の片隅に身を置いていたわけではないのです」

「しかし党員には決まった内容を告知してしまっているぞ」

　そんな日毬の言葉に、俺が応じる。

「今ならいくらでも言い訳ができる。『方向性の一つです』とか『シミュレーションです』とかな。まだ新聞やテレビで大きく報道されていないのだから大丈夫だ。カムフラージュのために、どれが本当かわからないように、さらに色んな方針を打ち出してみてもいい。まったく正反対に見える公約とかな」

「……姉上はどう思う？　神楽家の教えに反することはないだろうか？」

「私たちが守るべきことは『自ら判断せよ』ということだけです。だから、日毬が決めればいいのですよ」

　優しい口調で凪紗が言った。

「……」

　日毬はうつむき、悩ましげな表情になった。

　俺たちは日毬の判断を見守った。焦らせる必要もないし、説得を重ねるのも不要である。日毬がどうしても嫌なら、企画を取りやめたっていいのだ。なにせこのプロダクションは、日毬がいるからこそ利益が転がり込んでくるわけだから。何事も日毬優先である。

　やがて日毬は顔を上げ、誰にともなく口にする。

「テレビの仕事をするようになってから、私は自分が関わった番組だけでも、たくさんの誇張や歪わい曲きょくや虚きょ偽ぎが行われているのをこの目で見てきた。丸一日かけて撮影したはずなのに、放送では四日間も現地に留まったことになっていた。そのときは撮影中に何度も服を着替えさせられたのはどうしてだろうと不思議だったが、その理由が後になってわかった」

　自分に言い聞かせるようにポツリポツリと日毬は続けていく。

「好きな男子に告白した女の子という設定で放送されたのに、本当は二人とも同じ劇団に所属した男女で、ただの演技だったことも知った。簡単に釣れた魚なのに、さも何時間もみんなで必死に苦労して、やっと釣り上げたかのような番組になっていたのには目を疑った。インタビューで受け答えに頷うなずくアナウンサーの顔は、ほとんどの場合、後から別に撮影したものだと知って驚いた。番組の罰ゲームで公園のゴミ拾いをしたのだが、そのゴミは事前にスタッフがばらまいていたのだと知って、さすがに私は怒ってディレクターと喧けん嘩かしたこともある」

　ゴミばらまき事件は、先日、制作会社とあったトラブルだ。小さな喧嘩だったし、すぐにディレクター側が日毬に謝罪したのだった。しかし番組制作上ありがちなことだし、日毬も制作側の苦労を考えずに目くじらを立てたことを反省してお互い歩み寄っている。

　もちろんそれは内部だけで決着した小さな事件であって、そんな文句をつけるタレントも日毬以外には存在しない。特殊なケースなので制作側は面めん喰くらっていたのだが、それでも日毬を使いたいという事情もあるわけだ。

「それらは、たしかにヤラセかもしれないが、番組で必要な演出なんだということも漠ばく然ぜんとわかってきた。何度かプロデューサーやディレクターと議論したこともあるが、なるほど、彼らの言い分にも一理がないわけではなかった。視聴者に驚きを与え、少しでも楽しませようとすれば、エンターテイメントでもドキュメントでも、やはり必要な手法なのだろう。だから颯斗や由佳里が言うことも、今では理解できるんだ。メディアに関わるとは、そういうことなのかもしれない。メディアと切っても切り離せない政治の世界も、きっと同じに違いない」

　そこまで独白調で続けた日毬は、再び顔を伏せてしまう。

「……それでも私自身に率そっ先せんしてヤラセに荷か担たんしてほしいと請われれば……やはりすぐには同意できかねる。颯斗や由佳里や壮司の話は理解できるが、それでも私は正道を歩み続けたいと思う……」

「いいさ。日毬が決めたことが最優先だ」

　俺は即座に同意した。

　由佳里も残念そうに口にする。

「そっか。じゃあ新しいマーケティングプランを練り直してみますね。まだまだ方法はあるはずですから」

「だが……颯斗の頼みを無む下げにすることも私にはできかねる。それに、他ならぬ千歳を助ける機会を、私の都合でフイにすることも……。……だから、一つ提案がある。実際に私が洋服をデザインしたらどうだろうか？」

　そんな日毬の話に俺は意表を衝かれた。

「日毬が……実際に……？」

「そうだ。もちろん千歳やデザイナーの人たちにも手伝ってもらわなくてはならない。一つ一つの服を作るにあたって、現実に私が協力して、監修をしながらデザインしていくという案だ。それなら私がプロデュースしたのは噓うそ偽いつわりない話であって、喜んで取り組むことができる」

「なるほど！　企画側としては一向に構わないな」

　俺はポンとヒザを叩いた。

　由佳里もうなずく。

「むしろありがたいかもしれませんね。プロデュースした洋服をメディア向けに説明したりする際に説得力が増しますから」

「日毬先輩！　一緒にやりましょう！　私も初めて日毬先輩に教えてあげられることができて嬉しいです！」

　千歳ははしゃいだ。

　しかし凪紗が冷静になるよう促す。

「ですが日毬。洋服のことがわかるのですか？　私も日毬も、織葉殿や健けん城じょう殿から、センスがないといつも注意されているのですよ。実際に最近まで、私たちは洋服を身につけたことがありませんでした」

「それは……姉上の言う通りかもしれない……。千歳、洋服デザインとは勉強すれば身につくものなのか？」

「当然じゃないですか！　大丈夫ですよ。私だって最初は何も知らなかったわけですし。それに私もセンスがあるわけじゃありません。うちは高齢者向けの衣料を作ってた工場なので、今風の子たちから見れば、どうしても私のデザインは野や暮ぼったく見えるみたいです。たぶん私たちのなかでは、由佳里さんが一番若い子たち向けのお洋服のセンスを持ってるんじゃないですか」

「やっぱりそう思う？　これでもね、子供のころからいろんな服を着こなしてきたの。地元では有名人だったんだから。せっかくだし私もファッションモデルデビューしちゃう？」

　由佳里は調子に乗りやすいのが大いなる欠点だ。

　日毬は顔を上げ、俺たちを見回して言う。

「わかった。やってみよう。この機会にこれから毎日、洋服のデザインをきちんと勉強していくことにする。しょせん私は一夜漬けだから、迷惑をかけてしまうかもしれない。私としては、本職のデザイナーの人たちにあまりうるさいことは言わないように注意しつつ、できる限り自分のデザインを生み出せるように頑張ってみよう」

　凪紗が指し摘てきする。

「日毬はアイドル業だけでも忙しそうですが、どのくらい勉強する時間が取れるでしょうか。最近、日毬と剣を通して向き合うと、疲労の度合いが手に取るようにわかるんです」

「やはり姉上はお見通しなようだな……。生活のリズムが崩れてしまったから仕方がないんだ。しかし私はこれでいい。日本国家のために、手を緩めているわけにはいかない」

「剣で向き合っただけで理解できる凪紗がすごいんだが……」

　俺が感嘆の言葉を口にすると、壮司が言う。

「修練を積んだ武道家は、向かい合っただけで相手のコンディションがわかるものですよ。私は剣道は嗜たしなみませんでしたが、それでも相手のあるがままが伝わってきます」

「毎朝やってる木刀での素振りは見よう見まね？　その割にはずいぶん手慣れて見えるよ」

「木刀での朝稽古は気合を入れるのに丁ちょう度どいいんです。一振り一振りに国賊の顔を思い浮かべながら気合を込めるのです。最高の気分になれますね」

「壮司は本当に剣道を学んだことがなかったのか？　型は完璧に近いぞ」

「佐々倉殿は筋がいい。武道に対する天性の勘があるのでしょうね」

　日毬と凪紗が揃って褒めた。

「そうですか？　お褒めにあずかり光栄です」

　俺が話を戻す。

「話が飛んじまったが……ともかく、日毬には疲れてるところ申し訳ないけど、洋服デザインを勉強してもらうってことで決まりだ。このマーケティングプランを進めてもいいな？」

「うむ。颯斗や千歳の役に立てずして、どうして私が日本国家を背負うことができようか。任せてくれ。やり遂げてみせよう」

「私が最優先で時間を取って、日毬先輩に教えるようにします。専門でデザインをやってる人たちに比べれば私なんてヒヨッコですが、少しはお役に立てると思います。なんといっても、自分の家のことなんで」

「じゃあ私は、日毬ちゃんにセンスのいい洋服をたくさん選んであげる。仕事の合間に、一緒に街を回ってショッピングね。いろんなファッションを目にすればセンスは養えるから。楽しみながらやりましょう」

「千歳、由佳里、頼むぞ。素人の私に、いろいろ教えてほしい」

　日毬は丁重に言った。

「はい！」

「大船に乗ったつもりで、このお姉さんにドーンと任せちゃってよ」

　千歳と由佳里は即座に同意した。

　ステッチライン再生のために検討した事業計画は、どうやらうまく動き出してくれそうだ。関わる人々全員にうまく利益が配分されていくなら、企画の発案者としてこれ以上に嬉しいことはない。
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　営業から戻ってくると、事務所リビングには数十もの洋服が所ところ狭せましと並べられていた。

　その中央で、日毬と千歳と由佳里の三人は、周りを取り巻く服を指差しながら会話していた。由佳里が日毬にファッションセンスとやらを教授してやっているのだろう。俺は邪魔しないように壁ぎわに沿って自分の机に向かい、椅子に座って三人の様子を眺めた。

　由佳里は言う。

「じゃあ次の問題。日毬ちゃんは、パーティーに参加して目当ての男の子を落とすときは、どれを着ていけばいいと思う？」

「由佳里ならどれを選ぶんだ？」

「待って、その前に日毬ちゃんは？　パーティーは格式張ったやつじゃなく、もっと気楽な合コンパーティーみたいな感じね。他の女の子たちも派は手でめな服を着てくるはずだから、目立たないと負けちゃうわよ」

「これか、これ……」

　おずおずと日毬は二つの洋服を指差した。

「お！　私もこれ選ぶなぁ！　どうしてこれ選んだの？」

「なんか、面積が少ない気がしたんだ」

　日毬の言葉に由佳里が首をかしげる。

「面積って？」

「身体に接している生き地じの面積が小さいから目立つし……男の子を絶対落とそうとするんなら、このくらい過剰な方がいいんじゃないかって思った」

「面積かぁ……そういう考え方もあるのね……。まずは着てみて。似合うから」

「私が着るのか？　由佳里が着てみてくれ」

「これ全部、日毬ちゃんのサイズなんだけど！」

「でもこれ……きついし、丈たけも短いし……下着が見えてしまうぞ……」

　自分で選んでおきながら、日毬は着ることを躊躇した。

　由佳里が言い聞かす。

「見えない見えない。見えそうで見えないのがいいんでしょ。胸をアピールする洋服だから、スタイル抜群の日毬ちゃんが着れば男の子は一撃ね」

「日毬向けだな。由佳里だと厳しいか」

　俺がそう口をはさんで苦笑すると、由佳里はムッとして、鋭く俺を見やってくる。

「……先輩。あとでちょっと体育館裏に来い！」

　俺は肩をすくめた。

「さ、日毬ちゃん。女の子を見る目がないどこかの零れい細さい経営者は放っといて、着替えてみよ。手伝ってあげる。この下着も試してみようね！」

　由佳里に引っ張られ、日毬は着替え用の部屋に行った。

　洋服が取り巻く真ん中、残った千歳に俺は声をかける。

「すごい服の数だな。何着あるんだよ」

「日毬先輩と由佳里さんと一緒に原はら宿じゅくを回って買い集めたんです。一〇〇着は買いました」

「二〇〇万くらいか？」

「そんなにいってません。一三〇万円くらい使いましたね」

「領収書、渡してくれ。あとで佐々倉さんに銀行にお金を下ろしにいってもらって、すぐ払うから」

「日毬先輩が自分で買ったんですよ。日毬先輩は本気で洋服デザインを学ぼうと真剣なんです。ステッチラインのためにここまでやってくれるなんて、どうお礼を言っていいかわかりません」

「これは事業上の必要経費だからなぁ……。個人で購入させるってわけにもいかない」

「日毬先輩はせっかくお給料をもらっても、ほとんどは自分の政治団体や、所属してるボランティア団体に寄付してばかりだったそうです。初めて自分のためにお金を使ったって言って、自分で驚いてましたよ」

　日毬にとっては一三〇万の散さん財ざいをしたところで大したことはない。つい先月は三〇〇万近い給料を支払っている。今月は五〇〇万になるかもしれない。日毬がプロダクションにもたらす稼ぎの大きさを考えれば本当はもっと払ってやるべきなのだが、日毬が「そんなにいらない」と言い張って難色を示すのだ。

　そんな話をしていると、由佳里に連れられ日毬が戻ってきた。

「どうですか先輩！　アピール度満点の日毬ちゃんです！」

　由佳里の声は弾んでいた。

　日毬は胸を隠そうとしたりスカートを押さえたりしながら、もじもじしている。

「服の面積も小さいが、下着の面積はもっと信じられないくらいに小さくて、糸みたいに細いし……水着より恥ずかしい……。こんなものを着て街を歩くなど、生き恥はじをさらすようなものだ……。国こく辱じょくものだぞ……」

「写真撮ろう。千歳、カメラ取ってくれ」

「はい！」

　千歳はうなずき、棚からデジカメを取り出して渡してきた。

　カメラを向けると、日毬は両手で顔を隠すようにしながら細い声を上げる。

「やっ、やめてくれ……」

「でも写真に収めないと、どんな服が良かったのかわからんだろう。これもファッションの勉強だ」

　そう言うと、日毬はポーズこそ取らなかったが、恥ずかしそうにしながらも抵抗せずに写真に収まった。勉強のためと決意し、恥を吞のみ込むことにしたのだろう。

　その後も日毬は、由佳里に指導されながら次々と服を着せ替えられていったのだった。
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　営業先とのメールのやり取りが一段落つき、俺は大きく伸びをして椅子に身体を預けた。そしてソファで話し込んでいる日毬と千歳に目を向けた。

　千歳は滔々と説明している。

「お洋服っていうのは、極端な話、ミシンさえあれば誰でも作れるものなんです」

「私でもか？」

「もちろんです。洋服を作るのに資格なんていりません。アパレルデザインの専門学校もありますが、デザイナーになる人がみんな通うわけでもないんです。人それぞれ、大きな会社に入って習ったり、売れているデザイナーさんのところで修行をしたりするものなんです。大人になってから身につけて業界入りする人だっています。だから大丈夫。自分で洋服を作りたいという気持ちがあるかどうかがすべてですよ」

「なら私は、千歳の下で修行するということだな」

「私はたまたま家がアパレル関係で、趣味の延長線上でやり始めただけです。センスがあるかと問われれば……うちのアパレルがお爺じいちゃんやお婆ばあちゃん向けなんで、私が作るとどうしても地味になってしまいます。こればかりは子供時代からのクセみたいなものなんで、直りませんね」

　たしかに千歳が自分で作って着ている洋服は地味な印象だ。良く言えば落ち着いた服。生まれ育った環境が影響しているのだろう。

「なんとなく、洋服を作るために必要なものがわかってきたぞ。業界に疎うとい私は、弁護士や会計士のように資格のようなものがあると勘違いしていた。やる気になれば誰でもできるものなんだな」

「そうですよー。日毬先輩は真ま面じ目めなんで、基本的なことならすぐにできるようになるはずです」

「裁さい縫ほうなら母上から習ったぞ。私も姉上も裁縫だけは万全だ。私の家は次々と服を買えるほど余裕がなかったし、古い着物が多いから、自分で直さなくてはならなかったんだ。昭和三年製の足で漕こぐ古いミシンも家にあって、まだまだ現役だ。私はそれを使い、自分で穴を塞いだりしていた」

　そんな日毬の話に、千歳は意外そうに声を上げる。

「そうなんですか！　ならもうホント、基礎はできているということです」

「しかし、あくまで傷んだ部分を補強したり、縫ぬい合わせたりすることができるだけだ。いざ服を作れと言われれば、何をどうやってやればいいのか皆かい目もく見当がつかない」

「全体像を摑みましょう。洋服の仕組み、構造、生地の特徴、カッティングなどを学べば、全体をつなぎ合わせて服を作ることまではできるはずです。そこからはセンスの問題だけですね。そして出来上がった服を量産したいのなら、うちみたいな裁縫工場に適切な指示を出して依頼すればいいわけです」

「肝心のセンスはどうやって磨けばいいんだ？　やはり独自ブランドを創つくるということであれば、センスが一番大切なものだと思う」

「絵を描いてみることですよ。スケッチブックを買っておいて、思いついたアイデアを、次々と紙に落とし込んでみるんです。服全体のスケッチでもいいし、ワンポイントデザインのスケッチでもいいです。そのなかで気に入ったアイデアがあれば、実際に自分で作ってみると楽しいですよ」

「スケッチか！　そうか、いっぱい服を見て、気に入った服を模も写しゃするところから始めてもいいな。そうすればいずれ、自分でアイデアが湧いてくるかもしれない」

　言いながら日毬は何度もうなずいた。

「小さなことに囚とらわれず、とにかくたくさんスケッチしてみてください。街ですれ違う人の服とかをチェックしてて、記憶に残るものがあれば、スケッチブックで再現してみるわけです。一線を張ってるデザイナーさんは、それこそ何千、何万単位でスケッチしているはずですね。絵は下手でもいいんです。アイデアが伝わりさえすれば。とにかく数をこなしてみることです」

「さっそくスケッチブックを買ってこよう。まずは由佳里に選んでもらった服を参考にして、自分のアレンジを加えてスケッチしてみるのもいいな」

　俺は机に身を乗り出して声をかける。

「通販で大量に頼んでおくよ。今から注文すれば明日には届くだろう」

「いや、今日ほしい。近所の文ぶん房ぼう具ぐ屋さんに行ってくる」

　日毬は、いてもたってもいられなくなったらしい。

「日毬先輩、一緒に行きましょう。鉛えん筆ぴつとか他に必要なものもあるんで」

　そして千歳は立ち上がり、俺を向いて口にする。

「というわけで社長、文房具屋さんに行ってきますね。すぐ戻ります」

「千歳にも教えられることがあったんだな。初めて事務員としてまともに役に立ってくれて俺は驚いてるよ。つってもファッションデザインは事務員の役割じゃないが……」

「私、すっごい役に立ってますから！　お掃除してるし、ゴミとかも出すし、細々とした買い物だって行っちゃってます！」

「最近じゃ、佐々倉さんがぜんぶやってるだろ。しかも振込や経理事務も、千歳ができないことまで何もかもやってくれるからな。おかげでずいぶん俺の負担が軽減されたよ」

「佐々倉さんが勝手にやっちゃうだけなんです！　本当は私、とてつもないパワーを秘めてるんですよ！」

　我慢ならないといった風に千歳は膨れた。

「ハハハ、そう願いたいもんだな」

　千歳をからかうと過剰反応してきてなんだか楽しい。だから弄られる原因になっていることに、本人は気づいていないのだ。

　それから二人は仲良く連れだって文房具屋へと向かったのだった。
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　仕事の合間にも、日毬はファッションデザインの勉強を重ねるようになっていた。

　日毬はファッションモデルとして一流とは言えど、ファッションとはまったく無縁の女の子だった。その日毬が、急にファッションを学び始めたのは、自分が好みの洋服を求めたからではなく、業務の一環だからだった。普通の子なら適当なところで妥協するのに、日毬は根が真面目なだけに力を抜くことを知らない。

　今までは興味もなかったファッション雑誌を日毬は買い集め始め、自分が看板モデルを務める『エイティーン』の編集部にお願いして、過去五年分の雑誌を譲ってもらったりした。

　仕事の合間にも一〇分ほどの余裕を見つけてはアパレル店に寄りたいと懇こん願がんし、仕事で出会う同業のタレントの服装をチェックして、それをアレンジしてスケッチブックに書き溜めていった。

　スケッチブックの絵はお世辞にも上手いとは言えなかったが、熱意が滲にじみ出ていて、上達が著いちじるしかった。書道での、意図して崩した書体の見事な出来映えを考えると、元来、日毬は芸術的なセンスに劣っているわけじゃない。

　会社で最新式のミシンを購入し、同時に千歳から洋服の構造について学んだ。どのようなパーツを縫い合わせれば一着の服ができるのか教わり、実際に自分で作ってみたりしていた。最初の服は要所要所のサイズがちぐはぐでとても着られたものではなかったが、四着めを超えたあたりから服の構造が頭に入ってきたようだった。

　しかし、あくまで数週間のにわか仕込みだ。付け焼き刃にすぎない。プロが作る斬新なデザインにはとても及ばないだろう。新ブランドを立ち上げるにあたっては、完全にプロのセンスに頼りきりになるはずだ。それでも人前で実演してみせることができるし、日毬のファッションに対する取り組みを目にすれば、誰もが本当に日毬が立ち上げたブランドだと信じてくれる。新ブランドに強い説得力を与えるに違いない。

　プロジェクト全体は由佳里が進めていて、近いうちに諸もろ々もろのことが決まってくるだろう。それまでに日毬の腕前がある程度まで上がっていれば上出来だ。
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　都内ホテルのカフェラウンジ。

　指定された席で俺と日毬が待っていると、由佳里がファッションデザイナーを連れてきた。相手のプロフィールは、事前に由佳里から知らせてもらっている。すでに自分のブランドを立ち上げていて、その筋では有名なデザイナーの一人だ。独自ブランドは『Isamu Kawakami』で、日本本国よりも、アジア圏での知名度が高かった。

　自分のデザイン会社を経営し、そこでデザインした衣料品をアパレル工場に発注して生産している。それらのブランド品を世界各地の流通会社に卸しているスタイルだ。

　ファッションデザイナーとしては一流に属する人物で、日毬の新ブランドのゴーストを頼むには申し分のない相手である。

　名刺交換を済ませて着席してすぐ、由佳里が口を開く。

「紹介しますね。今度、日毬ちゃんプロデュースの衣装デザインを担当してくださる川かわ上かみ先生です。ゴーストライターならぬ、ゴーストデザイナーさんですね。先生が経営する会社に、デザインの一切を依頼する予定です」

「ＩＫデザイン代表の川上です。ひまりんの活躍はいつも楽しみにしてるんです。この仕事に関われてとても嬉しいです」

　川上は柔にゅう和わに挨拶してきた。

　日毬と俺も続く。

「日本大志会の総帥を務める神楽日毬だ。ひまりプロダクションに所属してアイドルもやっている。よろしく頼む」

「ひまりプロダクション、代表の織葉です。このプロジェクトを、川上さんのような一流のデザイナーが裏でやってくれるとは思いませんでした。健城から最初にお名前を聞いたときは驚きました」

　穏やかに手振りを交えながら川上は語る。

「一〇代後半から二〇代前半くらいまでの、東京の街中を普通に歩いている女の子たちに受け入れられる作品を作ってみたいと思っていたんです。ぼくのブランドでは大人向けの高価な服で勝負してきましたが、もっとカジュアルな路線にもチャレンジしてみたい。より多くの人が着てくれる層をターゲットにして、どこまで新ブランドが浸しん透とうしていけるのか、今からとてもワクワクしてます。我々としては、面白いことができるのが一番ですよ」

「早速だが、単純な疑問を訊いていいだろうか？」

　日毬は由佳里に視線を向けた。

「共同で取り組むビジネスパートナーなんだもの。遠慮なんていらないわよ。少しでも不安があったら何でも聞いて」

　由佳里の言葉を受けて、日毬は川上を見やり口にする。

「なぜ川上殿のような偉いデザイナーが、他人のゴーストのようなことを受け入れるのか、私にはわからない。共同プロジェクトを組むにあたって、率直なところを教えておいてもらいたいのだが」

「先ほども申し上げたように、ぼくらは楽しいことがやりたい。自分たちが関わった衣料品が世の中に広まるなんて、こんな幸せなことはないですよ。……でも、そういう精神面だけの説明ではすぐに納得できないかもしれませんので、幾つかかみ砕いてポイントを説明しておきましょう」

「うむ」

「第一に、ぼくのイメージに傷がつきます。いや、すみません……傷といっては語ご弊へいがありますね……。申し訳ないが今の言葉は正確ではないので訂正させてください……」

　ゴホン、と咳せき払いして一呼吸おき、川上は続ける。

「言い換えれば、私の既存ブランド『Isamu Kawakami』は『高いけど上質』というのが、世間様のイメージですよ。そこに私がカジュアル向けの廉れん価かブランドを発表したらどうなりますか？　……そうです、既存のブランドが大ダメージを喰らってしまいます。『Isamu Kawakami』は安い商品にまで手を出すと認知されてしまえば、自分で自分の首をしめることになる。もっと一般化して言えば、同一組織が仮にブランドを二つ持っていた場合、低い方のイメージで固定化されるんです。同じ人間がやるのであれば、注意深く二つのブランドの質を釣り合わせなくてはならない。これは意外と大きな労力を要しますし、賢い方法ではありません。だからもともと、一般向けを狙うのであれば、ぼくは別人格でやらなくてはなりませんでした。完全に別人に成りすますわけです。そんなことで悩んでいたときに、ちょうどこの話ですよ。乗らないわけがありません」

　なるほど、あらゆるマーケティングに通じるブランドの論理だ。

　大型の事例だと、フォルクスワーゲンの苦しみが参考になる。フォルクスワーゲンは、トヨタ自動車とゼネラルモーターズに並ぶ、欧州では最大の自動車メーカーだ。傘下のブランドは、社名にも冠する「フォルクスワーゲン」が群を抜いて有名である。フォルクスーワーゲンブランドの車は「一定以上の性能を持ち、安い」というイメージを持つ非常にポピュラーな大衆車だ。

　そして近年、会社のイメージを上げるため高級化路線にシフトし、一〇〇〇万円に届くような新高級ブランド「トゥアレグ」や「フェートン」をデビューさせ、売り出そうと躍やっ起きになっている。

　だが……新ブランドが売れない。フォルクスワーゲンが発売する車は、どれほど手がかかったものであろうと、富裕層が乗る車というイメージを獲得するのは極めて困難なのである。車についているフォルクスワーゲンのロゴは、どうしても大衆車というイメージを消費者に喚起させるものなのだ。そもそも「フォルクスワーゲン」という名前自体が「大衆車」とか「国民車」という意味を持っている。だからフォルクスワーゲンが高級化路線を採りたいのであれば、そういうイメージのある会社を買収するなどし、別法人で運営するべきだった。

　逆に、高級イメージのある自動車メーカー──メルセデスベンツのことを考えてみよう。富裕層が乗っているイメージがあるブランドであり、その分だけマーケットが限られている。だからメルセデスベンツが売上を拡大するために、トヨタ自動車やゼネラルモーターズと真っ向勝負しようと中産階級を相手にしたブランドを発売したと仮定すれば、どうなるだろうか。……結果は明らかだ。今まで大切に培つちかってきた高級イメージは、たちまち崩れ去ってしまうことになるだろう。

　ブランドビジネスは、いったん高級イメージを獲得すればドル箱に化ける。しかしビジネスを維持し続けるためには、特定のイメージを守り通す必要があるのである。

　考えながら日毬は口にしていく。

「つまり、値段が安くて、生地も低品質なブランドを出せば……高級な方のブランドイメージを低下させてしまうことになるわけか……」

「まさに。これはあらゆる分野に共通する要素です。ブランドビジネスというのは、世間が想像しているより、ずっとずっと微妙な土台の上に成り立っているわけです。いったん確固たるブランドイメージを築き上げてしまいさえすれば、そのブランドを守るのはそれほど難しいことではありませんが……つい経営陣が慢まん心しんしてしまって、あれもこれもと手を広げ、足を踏み外してしまうケースが少なくないんです。だからこそ既存のブランドが確立しているぼくが取り組むなら、まったく別の存在としてスタートするのが最善の方策ということです」

「勉強になるぞ、うん。ブランドに限らず、政治にも応用できる含がん蓄ちくある話かもしれない」

「それだけではありません。そして第二のポイント。カジュアルな方面に特化すればするほど、著作権などあってないようなものになっていくんです。いや、実際には著作権はたしかにありますよ。しかしそれが、有名無実なものになっていく。せっかく良いデザインの服を作り上げても、すぐに真似まねされて広まってしまいます。デザインを盗まれても、泣き寝入りするしかないんです。もちろん衣料業界には『真似されてこそ一流』という考えもあって、デザイナーはそうして自分を慰めるしかないのです。……そんなわけで、もともと興味があった分野ではありますが、いざ自分が参入するとなると二の足を踏んでしまう状況ではありました」

　そして川上は由佳里にチラと視線を走らせて続ける。

「だから蒼通さんから企画を持ちかけられたときは、『これだ！』と思いましたよ。二つ返事で、『ぜひやらせてくれ』とこちらからお願いしたくらいです。偽ブランドや似たようなものを作った相手は、私のデザイン会社ではなく、蒼通を相手に闘うことになるわけです。法的な処理も、力業も、すべて蒼通が引き受けてくれる。その辺の半はん端ぱな業者が、蒼通に適うはずがないじゃありませんか。ぼくとしては、こんなにありがたいことはない」

「なるほど……。私でもよく理解できた。本当に優秀な一流人というのはやはり違うものだな。さすがは大家だ。説明もわかりやすいぞ」

　日毬に真顔で褒められ、川上は照れたような表情を浮かべた。

　由佳里が話を引き継ぐ。

「一流どころを同時に何人か当たってみたんだけどね、川上先生が一番積極的だったの。だからすぐ先生に決めたのよ。あとから手を挙げてくれた人もいたけど、こういうのはタイミングが大事だからね」

　日毬は納得したようで、大きくうなずいた。

　心配せずとも、実際にはゴースト行為が漏れる可能性はない。契約を交わす際に、罰則規定が厳しく設定されるからだ。加えて、川上が触れたように、もともと著作権が曖あい昧まいにならざるを得ない分野であるから、「誰がデザインした」という証明は大変なのである。

　それ以前に、もっと根本的なこともある。何らかの裏切り行為によって蒼通を敵に回すようなことがあれば、自分がやっているブランドもメディアの力によって破滅に追いやられることは間違いないのだ。そんなことは当人たちとてよくわかっている。逆に言えば、それほどまでに蒼通の力を確信しているからこそ、彼らはこのプロジェクトに飛びついてくるのだ。

「話はわかった。このプロジェクトは私の大事な人たちにとって、とても重要なものになる。だから私としても全力で取り組み、成功させたい。ふつつか者ではあるが、どうかよろしくお願いする」

　日毬はビシッと姿勢を正し、礼儀正しく頭を下げた。

　慌てたように川上も続く。

「これはご丁寧に……。こちらこそ……」

「その上で、一つお願いがある。川上殿の仕事にはできるだけ余計な口を差し挟まないように注意しながら、私にも少しは手伝わせてもらえないだろうか？　素人ではあるが、プロジェクトの正当性を確実なものにするためにも、私自身もデザインに関わるようにしたいんだ」

「それはぼくらも望むところですよ。一緒にやりましょう。大歓迎です」

　川上は軽い口調で即座に応じた。

　半ば本心でもあるだろうし、そしてまた半ばお世辞でもあるだろう。日毬の言葉に対する常識的な応答の範囲内だ。日毬は決意を持って言ったのだろうが、川上は安易な気持ちで即答したに違いない。

「ありがとう。そう言ってもらえると私も心が安らぐというものだ。ますます頑張ろうという気持ちになる」

　俺が言う。

「このプロジェクトを動かすと決めてから、神楽は徹底してファッションを勉強し始めているんです。いつもスケッチブックを持ち歩くようになりましたし、仕事の合間にもアパレルショップに寄ったり、深夜まで自分で服を作ってみたりと大変な努力をしています。マネージャーとしては、神楽の体調が心配なほどですよ」

「……それは驚きです。ご自分でそこまで努力されていたとは……」

「日毬。今着てる服も自分で作ったものだろ？」

　俺が話を振ると、日毬は伏し目がちに応じる。

「うむ……。これは自分で作ってみたものだ。あまりよい出来映えとは言えないかもしれないが、自分の作った服のなかでは一番気に入っているんだ」

「本当ですか⁉」

「えー、ホントに⁉　違和感なかったよ！　言われなきゃ気づかなかったもん！　日毬ちゃん、すごい！　いつの間に」

　川上と由佳里の言葉がハモった。

「でも本当は、原宿で買ってきた洋服のデザインを参考にしただけなんだ……。本物より明らかにデザインが劣っている。生地だけは上等のものを使ったから一見よく見えるだけで、作りは大したことがない……」

「いやいや……十分ですよ！　お見それしました！　正直なところ、何も知らないものと思っていたものですから……。ビックリしました……」

　川上の口調には実直な響きがあった。今しがた軽く即答したのとは打って変わったものだった。

　俺が説明する。

「神楽は驚くほど真剣にこのプロジェクトに取り組んでいるんです。私も傍で見ていて、なんだかこのようなプロジェクトを振って申し訳なくなるくらい懸命です」

「本当に洋服デザイナーになるつもりで努力している。どうか指導を頼む」

　そう言って、日毬は口元を引き結んだ。

「ますます楽しみになってきました……。ぼくにとって、まったく予定外の、もっと興味深いチャレンジの機会までセットになっていたというわけです。ひまりんを世界で通用するファッションデザイナーにするというね。このプロジェクトを振ってくれた健城さんには心から感謝です」

「私も責任重大ってわけですね。販売、頑張らなくっちゃ。お二人に、蒼通の全力というやつをお見せしましょう。そっちは安心して任せてください。ね、先輩！」

「俺はもう蒼通の人間じゃないけどな。ま、蒼通で猛プッシュが決まってるんだから、大船に乗っていられるよ」

「ひまりん、一緒に頑張りましょう！」

　川上は笑顔で日毬に手を差し出した。

「よろしく頼む」

　そして日毬と川上は堅く握あく手しゅを交わしたのだった。





◇






　向き合う相手は資し宝ほう堂どう、新規事業担当役員に、広告やブランド管理の関連部署から五人の、合計六人もの陣容だ。男性四人に女性二人。

　こちらは蒼通から二人、そして俺の計三人だ。蒼通からは由佳里と、資宝堂をメインで担当する営業マンの柳やなぎ原はらである。柳原は俺と同期だった男で、部署は違っていたが何度か話したこともある。

「いいねぇ！　これ、いいねぇ！」

　資宝堂の新規事業担当役員は、プレゼンテーションが終わるなり企画を手放しで絶賛した。

　柳原が応じる。

「ありがとうございます。そう仰って頂けるだけでも、最初に話をもってきた甲か斐いがありました」

「私がプロジェクトを社内で相談したとき、資宝堂さんがいいって柳原からの一押しだったんですよ。最初に聞いたときは何か勘違いしてるんじゃないかと思ったんですけど……調べてみると意外とアリな選択なのかなぁって。今では柳原の考えに間違いなかったと思えますね」

　由佳里は柳原を立てた。クライアントと同じくらい、社内の人間関係は大事なのである。

　資宝堂。東証一部上場。連結売上高七四〇〇億円。国内最大であり、世界では第五位にあたる化粧品メーカーだ。化粧品を中心にして、医薬品事業、美容関連事業、健康食品事業、トイレタリー事業などなど手広く事業をやっている。ブランド力があり、取り扱う商品には定評がある会社だった。

「ひまりんプロデュースってのがいいよね～！　ひまりんなら、うちのイメージにも合致するんじゃないかな。あんなに可愛い子いないよ。芸能人のなかでもピカイチじゃないの。どう思う？」

　役員は、隣の三〇代前半の女性社員に話を振った。

「私も、非常に興味深いプロジェクトだと思います。もっと内容を確認させて頂いた上で、スポンサードを早急に検討したいですね。ですがキーポイントは、本当に神楽日毬ちゃんが若い女の子に向けた衣料品を発案することができるかどうかにあると思うんですが……。彼女が製作したサンプル品などありますか？」

　由佳里はすかさずうなずく。

「あります。とってもレベルの高い洋服デザインですよ。きっと旋せん風ぷうを巻き起こすと思いますね。プロジェクトに興味を持って頂いたようなので、次の機会には幾つか持参いたします」

「いいよいいよ、問題ないって。そんなの小さなことだよ。仮にひまりんの作った洋服が今一歩だとしても、そんときゃ誰かに作らせちゃえばいいじゃん。引き受けてくれる本職のデザイナーいるって。俺たちが検討すべきことはさ、プロジェクトの看板を張るひまりんが、資宝堂のブランドイメージに合致するかどうかだけだって。そこんとこ、どうよ？」

　役員は大いに乗り気だった。普段からこういうノリなのだろうか、それとも本当に企画を気に入ったのだろうか。

　今回提案した企画書には、川上のデザイン会社がゴーストを引き受けることは一切盛り込んでいない。現段階は資宝堂がプロジェクトに興味を示すかどうかの確認だけだから、この段階でプロジェクトの内情を洗いざらい話すのはマズい。変なところから話が漏れないとも限らないからだ。もちろん仮に漏れても、蒼通が仕切るプロジェクトである以上、マスコミに取り上げられたり叩かれたりすることは一〇〇％ないのだが。

　話が進めば、スポンサー候補の企業側には、適切なところで打ち明ける予定だった。ゴーストデザインの話を知っておくのは、蒼通の担当者と、スポンサードをする企業、総計で一〇人前後に絞り込み、念のため機密保持契約も交わしておくのが万全である。

　だがこの役員は、俺たちとまったく同じことを考えているようだった。話し方は乱暴に聞こえるが、なかなかのビジネスマンである。

　別の社員が心配げに、役員に応じる。

「ひまりんは、見目形だけなら資宝堂のイメージキャラとして文句なしですよ。しかし、ひまりんは政治的な発言で物議を醸かもしてます。いろいろと問題を引き起こすんでは？」

「でもさぁ～、ひまりんは日本のためって言ってるじゃん。これが極左で、日本を破壊するみたいなことを言ってたら本当にヤバいけど、ひまりんは逆だから大丈夫だって。最近わずらわしいネット世論はだいたい右寄りだからさ。それに……蒼通さん、中心でやるんでしょ？」

「……ええ。やる気ありまくりです」

　由佳里は、思わせぶりに深くうなずいた。

「ほらほら、メディアの操作なんて蒼通さんに任せちゃいなよ。これに乗らないヤツって何なの？　こんなビジネスチャンスをフイにするなんてビジネスマンの風上にもおけないね！　もう俺、今ここで決けっ裁さいしちゃうよ。社長も了解するって」

　役員は話を決めるつもり満々だった。

　さらに別の社員が冷静に確認してくる。

「他にも、この企画を持ち込んでみる予定の企業さんはあるんですか？」

「候補は複数あります。デパートの鷹たか島しま屋やさん、三みつ輿こしさんあたりも候補ですし、流通大手のアイオンさんやセブンアンドエムさんもありえます。それからテレビ局は今、衣料品の通販が大きな収益源になってるんで、東京キー局も候補かなと。でも特定の局から出資を得れば別の局が動かせなくなるんで、そこは慎しん重ちょうに考えてますけど……」

「下手に局を引き入れるのはやめた方がいいよ。蒼通さんが動けば十分じゃん。彼らは手足として使うだけにするのがいいって」

　役員の言葉に由佳里がうなずく。

「そうですね。あとは海外展開を睨にらむと、五いつ菱びし商事さんや五いつ井い物産さんもいいですね。あるいは、たとえばですが……国内は御おん社しゃ、海外は五菱商事などという風に共同プロジェクトにしてもいいかもしれません。その方がスポンサードの負担が少なく、お互いにいいとこ取りができるんじゃないかと」

「いや待ってよ、うちも強いよ、海外。アジアでは大変なものですよ、うちは～」

「アパレル系は候補じゃないんですか？」

　二〇代半ばの女性社員が訊いてきた。

「もちろんアパレル大手も候補ですが……それよりむしろ、これを機会にアパレル業に進出しようと検討してる企業さんの方が話がスムーズかなと考えてるんです。製造はステッチラインさんという国内有数のメーカーにお願いすることに決まってるんで、実はすべてのお膳立てが整ってまして……。アパレルに詳しい企業さんより、あまり業界に詳しくない企業さんを相手にした方が、私たちが提供できるメリットが大きいと考えています」

「完全にうちが一社独占してやるということでもいいんだよね？」

「もちろんです。その代わりと言ってはなんですが……当面の間、神楽をイメージガールとしてＣＭに起用し続けることを検討して頂けませんか？　その辺り、どうでしょう？」

　すかさず俺は身を乗り出して言った。

　元同期の柳原に遠慮して口を開かないようにしていたが、ここぞというプロダクションの営業場面だ。こればかりは確認しておかなくてはならない。それにＣＭはどうせ蒼通に発注するんだから、柳原の仕事にもなる。

「そりゃもちろん、この企画に乗れば、自動的にうちのイメージガールでしょ。次のＣＭにも起用確定。な？」

「うす」

　広報担当の男性社員が、体育会系のノリで答えた。

「なら次のＣＭ企画は、オーディションを開く必要もないですね。ひまりんを主軸にしてコンセプトを練り直しましょう」

　柳原はすっかり決まった前提で言った。

　由佳里は柳原を見やる。

「でも柳原先輩。まだ決まってないんじゃないですか。今日この席でいきなり決まる話でもないし」

「いやいや、山やま野のさんは決断が速いんだよ。だから資宝堂を俺は推したの。ね、山野さん？」

　柳原は役員を見やった。山野とは乗り気な役員の名前だ。

「そりゃ決断だけが管理職の務めでしょ～」

「ダメなときは企画書を半分も読まないで速攻ダメだもん。この山野さん、下手すりゃ目の前で企画書を破いてゴミ箱にポイ捨てするくらい。良いか悪いかハッキリしすぎ。これ本当なんだって。このノリに付き合わされる社員の方々は、きっと苦労してると思うよ」

　そんな柳原の言葉に、居並ぶ社員たちは対応に困ったように失笑した。

　もちろん柳原は冗談半分な口調だが、事実を語っているのだろう。目の前でこういう話ができるなら、柳原と役員は、いい関係を構築できているに違いない。

「失敬な。俺ほどやりやすい上官はいないと思うんだよな～。決めるの誰よりも速いんだぞ、俺」

　役員は不満そうだったが、柳原は軽口をたたく。

「やりすぎだから、いつまでたっても社長になれないんですよ」

「わかってるよ、そんなことは。いいよもう俺。こっから先の出世はとっくに諦めてるからさ」

「今度の化粧品のＣＭですが、ひまりんは純和風のイメージがあるんで、たとえば和服を着てもらって……化粧品の洗練されたイメージを出したらどうかなと……今そんなことを閃きました。舞台は京都で」

「いいねぇ！　その路線、いいねぇ！　ひまりんに和服！　俺も見てみたいなぁ！」

「ま、それは別の話なんで、別途、提案書をまとめてきます。また別の機会に。今日のところは、うちの健城の提案をどうするか考えてください」

　役員は、社員らを振り向いて語る。

「新会社創ろうよ。資宝堂リアルクローズとかよくない？　資本金五〇億。この会議に出席してるメンツは、みんな役員決定だな。この企画なら俺が社長ね。異議なーし」

　居並ぶ社員らは苦笑した。しかし誰も反発しなかった。社員らは困惑している風でもなかったから、この役員に対しては、一定の信頼を置いているということだろう。

「やっぱ新規事業に乗り出すんなら、このくらいのインパクトのものを持ってこなきゃ！　君らも頼むよ本当にさ」

　それから役員は俺たちに向き直り、明るく口にする。

「いいよ蒼通さん、こんな新規事業の提案があるなんて正直ビックリしたよ。見くびってた。いいよ、いい」

　満足そうに役員は何度もうなずいた。

　営業第一社目にして、どうやら文句なしの優良スポンサーが確保できそうである。

　看板の日毬、製造のステッチライン、デザイナーの川上、スポンサーの資宝堂、そしてメディア戦略を一手に引き受ける蒼通が出揃い、早くも事業は形になりつつあった。
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　日毬はとても熱心に洋服デザインの勉強を重ねていた。千歳から学ぶこともなくなり、仕事の合間には川上のデザイン事務所に出入りしてまでコツを訊くようになっていた。幸いにも川上の会社は表おもて参さん道どうにあり、ひまりプロダクションからほど近かったから、仕事が終わったあとに少し寄ったりする分には困らなかった。

　朝、今日は九時半が日毬の仕事のスタートだ。

　日毬は八時半に会社にやってきた。身み支じ度たくを整え、会社のことを壮司に任せ、俺たちは揃って事務所を出た。

　エレベータで日毬と顔を合わせると、疲れているように見えた。

「日毬。デザインの勉強に熱心なのはいい。だが、撮影に影響が出るようなら本末転倒だぞ。クマくらいならスタッフに化粧してもらえば隠すことはできるが、体調を崩すようなことがあったら仕事に影響が出る」

「大丈夫だ。私は鍛え方が違う。多少のことで音ねを上げるようなマネを私はしない」

　いつもの剛健な態度だ。

「そうは言っても、仕事は長期的に続いていくんだ。デザインの勉強は大切だが、ほどほどにしてくれよ」

「颯斗には心配ばかりかけてしまうな。これからは少し気をつけてみることにしよう」

　日毬は素直にそう応じたが、至って頑固な性格だけに、どれだけ言うことを聞いてくれるだろうか。

　車の後部座席に日毬は乗り込むと、背もたれに身体を預けて寝入ってしまった。ファッションデザインに熱心に取り組みすぎて、知らず識らず疲労が溜まっているのだろう。少しでも休む時間があるのはいいことだ。

　スタジオ入りして、すぐに日毬は撮影に入った。

　俺はスタジオ脇のテーブルを借りてノートパソコンを広げ、由佳里と共同で進めている新ブランドのマーケティングプランを練り直そうとしたところ……携帯に凪紗から電話がかかってきた。

「もしもし、織葉殿ですか」

「おはよう。どうした？」

「日毬のことでお電話しました」

　すぐにピンときて、俺は言う。

「ああ……日毬の疲労が溜まってるって話だろ？」

「やはり織葉殿はお見通しでしたか。朝、道場で向かい合ったときも、足下がおぼつかない様子でした。あれでは剣の修行どころではありません。昨晩も、一晩中ずっと徹夜でスケッチブックに向かっていたようです。一日でいいですから、休日をあげることはできませんか？」

「徹夜までしてたのか……。日毬が過労なのはわかってる。だが洋服デザインのことさえ気を抜いて取り組めば、余裕はあるはずなんだ。本来、日毬がファッションデザインでここまで努力する必要なんてない。ずっと先々まで毎日仕事が入ってるのはたしかだが、日毬自身が休もうと思えば、合間合間に身体の疲れを癒いやす機会はあるんだよ。本人が肩の力を抜いて取り組んでくれればいいんだが……」

「そうでしたか……。あまり事情を知らず、織葉殿を責めるような言い回しになってしまって申し訳ありません。日毬が率先してやっていることなら、私から申し上げることはありません。……ですが、このままの生活を続けると倒れてしまいかねないので、なんとかしたいところなのですが……」

　それから凪紗と方針を話し合った。しかし事は日毬の心のなかの問題だ。俺と凪紗はそれぞれの立場から強く言い聞かせることを約束し合ったが、最終的には日毬の考えを尊重せざるを得ないこともたしかだった。
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「試作品を一〇着ほど用意してみました。スタートまでに、できれば三〇着は種類を用意しておきたいですね」

　ひまりプロダクションにやってきた川上は、袋から幾つかの洋服を取り出した。

　それを受け取って、まじまじと見やった由佳里ははしゃぐ。

「へ～！　さすが川上先生！　カッコいいデザインばかりですよ。これ、大人も着られる可愛さです。すぐ市場に投入できますね」

「パッと見、原宿を闊かっ歩ぽしてる子たちが普通に着られるような服だけど……飽きのこないシンプルさもあるし、細部まできちんと作り込まれてる。三〇歳前後まで十分着られるんじゃないか？」

　俺の言葉に日毬も続く。

「こんな短期間でここまで形にしてしまうとは、プロの技は大変なものだな。自分でもやり始めたからこそ、この仕事の偉大さが骨身に沁しみるというものだ」

「見栄えだけじゃないんです。生地も縫ほう製せいも妥協しません。問題ないようでしたら、製造を担当されるステッチラインさんとの打ち合わせに入らせてもらえればと思うんですが」

「わかりました！　先方の営業さんと日程を調整して、先生の会社にお伺いします」

　由佳里は張り切って応じた。

　洋服の縫ほう合ごうなどをチェックしながら日毬はうなる。

「ううむ……なんて質の高い仕事なのだろう。ファッションデザインの道も、剣と同じくらい奥深いものなのだな……」

「フフ。種明かしをするのはもう少し引っ張ろうと思ってたんですが……実はね、これらすべて、ひまりんのスケッチブックを基にして作り上げたものなんです。だから正真正銘、これらは、ひまりんプロデュースの作品群なのですよ」

　川上は穏やかに言った。

　日毬は目を見開く。

「……。本当、なのか……？」

「そうです。これらは、ひまりんから預かったものですが」

　川上はそう断って、椅子の脇においていたスケッチブックの束をテーブルの上に載せた。そしてページをパラパラと開き、説明していく。

「たとえばこの衣装は……これです。それから、こっちは、これ」

「言われてみれば面影がありますね」

「なるほど。たしかにそうだ」

　由佳里と俺は、示されたスケッチと洋服を見比べながら口にした。

　しかし日毬は首をふる。

「だが、スケッチとかなり違う形になってるぞ。ずっと小こ気き味み好よくまとまって、洗練されていると思う。私はここまできっちり考えていたわけではない」

「十分なんですよ、それで。斬新なアイデアは、『とっかかり』を編み出すのが一番大変なんです。その大変な部分さえ乗り切れば、あとは取って付けたような仕事ばかり。そこを形にしていくのは本職としての慣れであって、『とっかかり』を見出す能力は、プロでも素人さんでも実はあまり変わりありません。どれだけ深く考えたかという問題です。スケッチを見て、ひまりんがいかに一生懸命この仕事に取り組んできたか、私には痛いほど伝わってきました」

「川上殿がそう言ってくれるのはありがたいが、私のスケッチの大半は、振り返ってみれば、他の衣料品に影響を受けたデザインばかりだ。本当に自分自身で編み出したものなど一つもない。それでもいいのか？」

「この世にないものを生み出すのは天才だけに許された仕事です。天才ってヤツは一〇〇万人に一人いるかどうか……。残念ながら当のぼくも、ファッションデザインに関しては天てん賦ぷの才さいを持っていないようです。遥か高みの技を見せつけられて、何度も挫折感に打ちひしがれてきました。……でもね、既存のデザインを応用して、自分なりのアレンジを加えるのも重要な才能なんです。ぼくはその才能一本で、この世界でなんとか生きている。だからひまりんも、自分の仕事を卑ひ下げする必要なんてまったくありません」

「そう、なのか……」

「うちのスタッフたちも、ひまりんのスケッチを褒めてましたよ。たしかに素人の域です。でもね、我々だってプロだ。それが手を抜いたものか、思考を突き詰めた末に出てきたものかなんて、一目でわかるものなんです。ひまりんは、びっくりするほどの努力家だ。こんなすごい子がいると知っただけでも、ぼくはこの仕事を受けた甲斐がありました」

「なんだか本当に嬉しいな……。プロジェクトに追いつくことで頭がいっぱいだったのに……私の取り組みが、まさか川上殿のようなプロに評価してもらえるとは思っていなかったぞ」

　俺が口をはさむ。

「ファッション雑誌に向かい合って、徹夜までしてスケッチしてたんだろ？　凪紗も心配してたぞ。これ以上やったら過労で倒れるのは時間の問題だ。日毬は自分を酷使しすぎなんだよ」

「新たにスケッチしたものは、今後、すぐにぼくの会社まで送ってください。どんなレベルでもいいです。メモ帳にちょっと描いてみた程度のものでも。スタッフ一同で良さそうなものを選び出し、それらを基にして、次々とデザインに取り組んでみます。そうして作り上げた試作品のなかから、商品化できそうなものはどんどんメーカーさんに量産してもらいましょう」

　真しん摯しな口調で川上は言った。

「瓢ひょう簞たんから駒こまってこのことね～。最初は日毬ちゃんの名義だけ利用する形だったのに、本当にデザイナーに昇格しちゃうんだもん。やっぱり日毬ちゃんは違うなぁ～」

　由佳里が感嘆の声を口にした。

「ブランド名はどうします？　健城さんは何か案を用意してますか？」

「あっ、それです。かなーり大事。でも事業にお金を出すのはスポンサーなんで、ブランドの商標は資宝堂さんが押さえることになってます。早く確認しないと」

「せっかくですから、こちらから提案させてもらってもいいものでしょうか」

「もちろんです。資宝堂さんも、提案は望むところだと思います。先生に案はあります？」

「私なら『Kagura』としたいところですね。もちろん資宝堂さんの意向を優先してもらっていいのですが、このプロジェクトに最もマッチしたブランド名なんじゃないかって、仕事をしながら夢想してました」

「『Kagura』ですか！　名案ですよ！」

　由佳里は喜んだが、日毬は悩ましげに言う。

「私の苗みょう字じではないか。単純すぎないか？」

「そんな単純でもないぞ。俺もそのブランド名に一票だ。デザイナー名をつけるのは世界共通のことだよ。それに『神楽』には『神をまつるために奏でる歌か舞ぶ』という意味があるだろ。新しいファッションを象徴する日本的な言葉として、うまく合致しそうな雰囲気があるよ」

　俺も同意した。

「資宝堂さんにその線で推してみます。気に入ってくれるんじゃないでしょうか」

　ひとまず資宝堂には、新ブランド名をこちらから提案してみることになった。先方が予定しているネーミングが他にあればそれでもいいのだが、日毬押しで進めるブランドになるから、『Kagura』はベストマッチするような気がした。
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　打ち合わせも兼ねて久しぶりに由佳里の実家の寿す司し屋を訪れ、由佳里と仕事の話をしながら酒を飲むことになった。由佳里はずいぶんこの企画で動いてくれたし、オヤジさんにはたまに寿司を差し入れてもらったりしている。そのお礼も兼ねて、機会があればきちんとお店にお金を落とさなくてはならない。

　最奥のカウンター。早い時間なので、他にお客さんはいなかった。最近はお客の入りが少ないような気がするが、どこのお店も似たようなものだろう。このお店は値段が張るから、景気の影響がどうしても大きくなる。

　由佳里はバッグから書類を取り出した。

「資宝堂はブランド名『Kagura』に、全面的に同意してくれました。正式にビジネスプランも整いましたので、先輩にも一部、お渡ししておきますね。厳重に管理してください」

　受け取った書類には丸秘の印が押してある。その隣には部長の直筆のサイン。

　サインがあることで、万一資料が漏れても、どこから流出したものかわかる可能性があるというわけだ。サインは一筆ごとに違うから、印鑑よりも特定が容易になる。

「向こうはどのくらい予算を用意してるんだ？」

「五〇億円です。新会社──株式会社資宝堂リアルクローズの資本金ですね」

「ふむ。先日の話通りか。あれだけ勇いさんでいた割に普通だな。仮に売上がゼロだったとしても……一年数ヶ月は保つってところか」

「売上がないってことはありえませんよ。メディアでガン押ししますし。それに万一の場合、銀行からも融資を受けられるんじゃないですか」

　さらに別の書類を由佳里は取り出した。

「それから、これ、契約書です。読み込んでもらって、問題ないようなら返してください。できるだけ早く」

　ペラペラめくると、三〇ページに及ぶ契約書。読むだけでもうんざりしそうだ。

「数日で返すよ。いちおう弁護士にもチェックしてもらうからさ」

「私は先輩側の人間なので、信用してくださいね」

「そりゃ由佳里は信用してるけど……これ、蒼通の法務が作ったものだろ。そんなに軽く乗っていいもんじゃない」

「それもそうですね。ぶっちゃけ私、中身読んでませんし！」

　あっけらかんと由佳里は言い放ち、ペロッと舌を出しておどけた。

「おま……それで信用しろなんて言うな」

　俺は苦笑した。ぬけぬけと言われると怒る気にもならない。

「この件で何度も法務部を往き来したんですが……法務の人たち、こんな詰まらない作業ばかりやってるんですね。びっくりですよ。営業で良かったってつくづく思いました。私なんて読むことさえ面倒なのに！」

「心配しなくとも、由佳里は法務なんて配属されんよ。法律知識ゼロだろうが。……それに営業は、蒼通だからこそ楽なんだぞ。ひまりプロダクションの営業がどんだけ大変か、やってみりゃわかる。これでも日毬がヒットしたおかげで、だいぶ楽にはなったんだけどな」

「マネージャーって楽しそうですけどね～。タレントさんが撮影してる間とか、ブラブラしてるだけのイメージなんですが」

「冗談言うな。そんなときも、しっかり営業してるんだよ。担当がどこにいるか把握しておいて、手が空いたときに愛想よく話しかけたり、いろいろ気を遣って面倒なことばかりだ」

「そんなの普通じゃないですか」

「由佳里の性には合ってるかもしれんな。俺はこういう営業は苦手だ。日毬が有名になっていくこと自体はすごく嬉しいし楽しんでるけど、繊細な営業は俺には向いてない。女性向きな仕事なんだろうよ」

「いつになるかわかりませんけど、私が入社するまで踏ん張ってくださいね」

　どこまで本気か知らないが、由佳里は言った。

「期待してる。かなりマジでな」

「いちおう契約の基本事項を改めて確認しときましょう。日毬ちゃんは著作権料として、資宝堂リアルクローズから、売上の五％を受け取ります。それらはすべて、ひまりプロダクションに入金されます。そして川上先生のデザイン会社は試作品の製作担当として、同じく資宝堂リアルクローズから売上の五％を受け取ります。私たち側に極めて有利な条件ではありますが、こちらが形にした事業に資宝堂さんが乗っかったわけで……妥当と言えなくもないといったところでしょうか。ここまで、ＯＫですね？」

「ああ。約束通りだ」

「製造はすべて、ステッチラインに発注されます。発注価格は商品次第ですが、多くの品目を少量生産するスタイルなので、そこそこ割高になるかもしれませんね。これはビジネスの特性上仕方ないですし、日本製というのが大事なポイントなので、資宝堂さんも了解済みです」

「そこは頼むな。もともとこのプロジェクトは、ステッチラインの再生を助けるために捻ひねり出したものだ。この事業が成功すれば、ステッチラインに大変な利益をもたらしてくれるだろう。俺も出資した甲斐があったってもんだし、千歳も実家のことを気にせずアイドル稼業に打ち込んでくれるようになるはずだ」

「大丈夫ですよ。実際問題、ステッチラインほど技術力のあるメーカーは多くないんで。それに都下にあるから打ち合わせや納品もスムーズですし。どこにも問題なしです」

「まぁ、日毬が事業のキーになってる限り、勝手に製造メーカーを変えられたりする心配はないだろうな」

「看板はすべて資宝堂が担います。商標も向こうが握りますし、販売チャンネルや広告の方法も最終的に資宝堂が決めます。実際には蒼通と話し合って決めるわけですが。……ここが一般のブランドビジネスと違うところかもしれませんね。資金をスポンサーに出させてブランドを仕掛けるんですから、こっちとしては楽なものです」

　そこまで由佳里は早口で説明し、思い出したように付け加える。

「あっと、それから、本件で取り扱う広告はすべて、蒼通が引き受けます」

「当然だろう。もともとプロジェクトの中心で動いてたのは蒼通なんだ」

「てなわけで資宝堂さんから、取り扱い広告とは別に、広告コンサルティング料として、売上の七％を蒼通が頂く契約となっております」

「……マジ？」

　さすがに俺は目を丸くした。

「ありがとうございます。てへ」

　棒読み口調で由佳里は言った。

「蒼通まで売上のパーセンテージ抜くのかよ！　テレビＣＭの制作から雑誌や新聞、ありとあらゆる広告まで、ぜんぶ蒼通の扱いじゃん。一番リスクゼロで稼げるところだろ。それなのに、さらに総売上の七％もの上前をはねるなんてどうかしてる。うちや川上さんのところよりも多い金額を確実に抜くって、わけわかんねー。……ったく、自じ重ちょうって言葉の意味を辞書で引いてもらいたいよ。俺の古巣ながら、本当にとんでもねーな」

　俺はコメカミを押さえ、うなだれた。呆あきれて物も言えないとはこのことだ。

「でも、それだけの仕事はしますから。私もこの部分、どうしようかなぁって悩んだんですけど……部長から『抜いとけ』ってアドバイスされたんです。そうすれば、蒼通の力の入れ方が断然違うからって。……そしたら、なんとなんと！　まったく部長の言う通りでした。本プロジェクトが役員会に提出され、社長にまで案件が上がったんですよ！　さしもの蒼通といえどテレビ不況の影響で減収減益が続いてますから、新しい収益の柱を作ろうと社長や役員も必死なんでしょうね。だから今後のマーケティング、めいっぱい期待してください。プロジェクトの推進力がぜんぜん違いますよ」

「資宝堂は文句言わなかったのか？」

「二つ返事でＯＫしてくれましたよ～。その辺、よくわかっていらっしゃるようで」

「……はぁ。向こうがいいなら、まぁいいや。その方が成功確率も上がるしな」

　ため息混じりに俺は言い、企画書に視線を落として続ける。

「それにしても……これだけの企画を由佳里がまとめられるようになったなんて、俺も感慨深いものがあるぞ。要領がいいヤツだとは思ってたけど、だいぶ一人前になったなぁ」

「ん～、でも！　最初に先輩が作った企画のたたき台があったわけですし、骨格は先輩が練り上げたものじゃないですか。あとは好きに動いてたら、いつの間にか形になってた感じですねー」

「それで十分だよ。一流の仕事は、最初は先人の真似から始まるんだ。ビジネスプランもファッションデザインも一緒だってことだな。日毬が言うには剣の道も一緒だってか」

　由佳里も自分の作った企画書を見やり、なぜかブルッと震える。

「あー、緊張してきた！　こんな大規模な仕事をプロデュースするのは初めてなんで、なんだかもう自分が爆発しそうな気分です。わかりますか、この気持ち？　楽しみだけど、不安の方が大きかったりするんです。資宝堂さんに迷惑かけられないし、日毬ちゃんや千歳ちゃんにも喜んでほしいし、ひまりプロダクションにも利益をもたらさなきゃいけないし……考えることがいっぱい！」

「どんなプロジェクトでも、成功するか失敗するか、最後の最後は時の運だ。だから、あまり気負うなよ。万事にわたって準備を整えたら、運を天に祈るのみ。由佳里はやるだけやったんだから、あとは気楽に構えとけ」

　由佳里の気持ちは十分にわかる。これだけのスケールの事業は初めてだろうから尚なお更さらだ。ましてや資宝堂に五〇億を出させ、子会社まで作らせたのである。

　その日は日本酒を酌くみ交わし、お互いにビジネスプランの成功を誓い合ったのだった。
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　渋しぶ谷や駅から歩いてすぐのデパート一階メインフロア。

『Kagura』出店の最初のターゲットに選んだのは銀ぎん座ざでも青あお山やまでも新しん宿じゅくでもなく、渋谷だった。

　同じフロアには欧州の一流ブランドが連なっている。その片隅、資宝堂リアルクローズが借りたスペースに『Kagura』のショールームをひっそりと配置していた。

　一流ブランドと比べるとスペースは若じゃっ干かん狭く、かといって商品をゆったり並べられないほどでもない。大資本が大々的に始めていると思われたくないため、そこそこの広さなのである。

　デパートの顔でもある一階のメインフロアは、本来、ぽっと出のブランドがスペースを借りることは容易ではない。だが資宝堂は、どこのデパートでも一階の化粧品売り場に最大級のスペースを確保していることもあって、話を通すのはすぐだった。

　実は、今日がブランド『Kagura』の記念すべき開店第一日目なのである。もちろん来客はほとんどない。見知らぬブランドに興味をもった客がチラホラと店内をのぞいてくれたが、購入までには至らなかった。だいたいデパートに足を運ぶような客層は、来訪する前に購入したいものをある程度は決めてくるものだ。今日の今日でいきなり購入に至らないのは仕方がないだろう。

　大規模プロジェクトのスタート初日というのに、テープカットもなければ、芸能人を呼ぶわけでもないし、何一つそれらしいことをしていなかった。

　資宝堂リアルクローズがヘッドハントした売り子たちもヒマそうにしていた。資宝堂リアルクローズはこのプロジェクトのために、大金を積んで、業界トップクラスの売上を上げる店員たちを幾いく人にんか引き抜いてきたそうである。

　ファッション業界の新しい話題にはすぐに喰いつくメディアの人間さえ、誰もやってきていなかった。そりゃそうだ。世間では『Kagura』ブランドなんてまったくの無名だし、広告活動も一切していないのだから。『Kagura』を誰も知らないのである。

　俺と日毬は仕事の合間に閑かん古こ鳥どりが鳴くショールームに寄り、そこに居合わせた由佳里と店の隅で顔を突き合わせて話し合っていた。由佳里は今日一日、このショールームを出入りして、マーケティングの準備を進めているらしい。日毬は興きょう味み津しん々しんでショールームを歩き回り、自分が関わったデザインの服を眺めていた。もちろん日毬は度の入っていないメガネにウールキャップを身につけ、変装中だ。

「ま、計画通り……か」

　俺がそっけなく言うと、由佳里も淡々と応じる。

「ですです。開店したという既成事実さえできていれば、今のところ十分です。一週間、このまま回しましょう」

「別に今売れる必要はないしな」

「ううん、多少は売れると思いますよ。この商品、本当にいいし。私もさっそく何着か買いました。だから私が『Kagura』の第一号顧客なんです。ちょっぴり嬉しかったり。資宝堂の女性社員の方々も結構買ってくださいましたよ。内部に関わる者の特権ですね」

「他のブランドより原価率高いからな。生地は最上級品に近いし、縫製も日本製だ。客がちゃんと中身で比較してくれればいいんだが」

　価格設定は、欧州高級ブランドの三割前後に設定している。たとえば欧州ブランドの同タイプ同品質のコートが一五万だとすると、『Kagura』は五万円程度。この範囲なら、ちょっと背伸びしようとした一般人でも十分手が届く。そして商品の品質は、デザインや生地などあらゆる角度から考えても、有名ブランドに決して劣らないレベルのものだった。だから他の一流ブランドと比べ、原価率は三倍以上になる。商品の品質だけなら、間違いなく良いものばかりなのだ。

　日毬が満足げに俺たちの下にやってきた。

「自分のブランドがこんな風になるなんて驚きだ。だが、デパートのこんないい場所に開店するなんて、お金が掛かりすぎなんじゃないのか？　お客さんもいないぞ」

「上々の出だしさ。予定通りだから、日毬は何も心配する必要ないぞ。それに今回の仕事は、ひまりプロダクションにまったくリスクがない。資宝堂がすべての事業資金を出している」

　すぐに俺が応じた。

「資宝堂はそれでいいのか？」

「プロジェクトを仕掛けたのは俺たちだが、事業は資宝堂のものだ。この事業が大ヒットすれば、資宝堂には莫ばく大だいな利益が転がり込む。それにどんな会社も、新しいブランドは喉から手が出るほどほしいんだ。向こうにとってこれほど手堅い商売はないよ」

「ここまでお膳立てされたプロジェクトに乗っかれるんだから、資宝堂さんは驚きょう喜きしてるわよ。そのぶんリスクは背負うんだけど、普通の事業より成功確率は高いと思うわ」

　由佳里も追従した。

「しかし、まったくお店が流行はやっていない気がするのだが……。普通はもっと宣伝しないか？」

「これはこれでいいの。のっけから芸能人を起用し、大々的に告知して、盛り上げに盛り上げて事業をスタートするなんて三流も三流よ。素人さんたちが考えそうなこと。正直そういうのはね、もう顧客に見飽きられてるの。私たちはプロだから、任せといてよ」

「そうなのか……。由佳里がそこまで自信をもって言い切るのなら信頼していいな。今後、『Kagura』がどう推移していくのか楽しみに見させてもらおう。日本大志会が政治面で成功するための参考になるかもしれない」

「でも実際には、蒼通でも素人レベルのことをたくさんやってるけどな。なんにも考えずメディアを呼んだり芸能人をぶち当てたりして、端はなっから盛り上げるようなことをさ」

「それは本気で取り組んでないから、クライアントから広告費さえもらえればって適当にやってるだけです。クライアントが望んでることなんで、それをただなぞってるだけといいますか。でも『Kagura』は本気も本気。なんせ社長案件にまでなってるんですからね」

「どう転んでも一番儲かるのが蒼通なんだから、本気になってもらわなきゃ困るところだけどさ」

「それに日毬ちゃん、マーケティングの方法論は、ターゲットによって変わっていくの。テレビの主要な視聴者であるＩＱが低い層……うーん、こういう言い方、あまり好ましくないんだけど……そういう広い層を狙うなら、単純に最初からガシガシ宣伝してオッケー。宣伝量が、そのまま販売に直結するから。でもね、そういうマーケティングは水みず物ものよ。流行るときは一瞬で流行るけど、忘れ去られるときもまた一瞬。……たとえばテレビの健康番組で取り上げられた商品なんかがあると、たくさんの人たちが殺到するでしょ。でも一週間後にはみんな忘れ去ってるみたいな。それだけ聞くと動物みたいだって思うけど……現実にはそういうことが繰り返されてる」

　由佳里は日毬に顔を近づけ、さらに続ける。

「ブランドの確立には、それじゃダメ。末永く着実に特定の購買層に好感触を抱いてもらわなくちゃならないわけ。じゃあここで質問。『Kagura』の購買層はどういう層だと思う？」

「もともとのコンセプトだった一〇代半ばから二〇代半ばくらいまでの女の子をメインターゲットにすることは前提として……価格はそんなに安いわけじゃないから、やっぱり多少はお金に余裕がある層になるんじゃないか。でも三万円のアウターなら、標準的な層でも買えないわけじゃないと思うし……どうだろうか……やはり私には判断が難しい」

「いい線押さえてるわよ。たとえて言えば、私！　そう、私みたいなタイプを狙っていくものだと考えて。私が『Kagura』の主要購買層よ。この層に好感触を与えられれば……自然に普通の人たちも、ほんのちょっとの贅沢をするつもりで、誕生日や記念日にブランドを買ってみようって気になってくれるわ。メインターゲットは、『本物を見極める目を持ってる層』ね」

　とっさに俺は横から口をはさむ。

「そいつは正確じゃない。『本物を見極める目を持ってる層』じゃなくて、『本物を見極める目を持ってると〝思い込んでる〟層』という方が正しいな。イコールな場合もあるけど、違う場合もある。『人よりちょっと賢い自分ってクール』と自己満足に浸ひたれる層だ」

　由佳里はムッとしたようだ。

「『思い込んでる』ってどういうことです⁉　判断能力は相応に持ってるつもりですが？」

「怒るな。冷静になれ。今は由佳里の優劣の話じゃなく、マーケティングの話だろ。俺は正確なところを日毬に教えたかっただけだ」

「ターゲットが由佳里のような層と聞いて、なるほどと思ったぞ。すごくイメージしやすい。由佳里はカッコいいからな。由佳里が着こなしているような服なら、みんな憧れをもってくれると思う」

　日毬は真面目な表情でうなずいた。説明に納得できたようだ。

「あは！　そう思う？　さっすが日毬ちゃん、見る目あるわよね～」

　由佳里はすっかり機嫌が直ったようだった。

「姉上も、『どうすれば由佳里みたいな素敵な女性になれるのか』と嘆なげいていたぞ。着こなしもお洒落の知識も、私や姉上だと、いつまでたっても由佳里には敵いそうにない」

「聞きました？　ねぇ、聞きました先輩！　やっぱりですよね！　できる女はどこか違うんですよねー！　そこにいるだけでオーラが出てるっていいますか！」

　由佳里は上機嫌になっていた。

　投げやりに俺は応じる。

「ったく。単純っつーか、いい気なもんだ。今の由佳里のＩＱの数値を計測してみたいものだな。たぶん大方のテレビ視聴者よりずっと低いだろうよ」

「日毬ちゃん。何もかも私に任せてね。このブランドをすっごい有名にしてあげる。日毬ちゃんの目標にとっては小さな一手かもしれないけど、こういう知名度や実績をコツコツと積み上げていくことが、政治での成功に必ず結びつくからね」

「うむ。由佳里には期待している。しかし、ここからどうやってブランドを有名にしていくんだ？　その方法が私にはわからないのだが」

「本気のときはね、何事も仕掛けってものがあるの。最初からクライマックスじゃダメ。まずは平静に準備を重ね、徐々に徐々に盛り上げていって、やがて演出がヒートアップしていくのよ。それはまるでオーケストラのように。そして着実に話題が成熟したころを見計らい……ついに舞台はラストの究極へ。じゃじゃーん！」

　そう言いながら、由佳里は陶とう酔すいしたように両腕を広げた。
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　数ヶ月ぶりの蒼通。俺は首にゲストパスをぶら下げている。あくまで外部のお客さんとして中に入ってきた。

　蒼通の会議場には大学生らが集まっていた。大学生をモニタリングしている子会社に仕事を発注し、お洒落に興味を持っている女の子を集めてもらったのだ。その子会社は、大学生のイベントや合コンなどを仕切っている学生や卒業生らを何人もネットワークしているから、大学生を集める役目は彼らに丸投げしたのである。

　約一〇〇人ほどの女子大学生たちに、由佳里はマイクを持って相対していた。由佳里の横には、大学生を集めてくれた子会社の社員たちも何人か並んでいる。

　女の子たちは騒ぐこともせず、就職説明会のように熱心だった。実際、できれば将来は蒼通に入社したいと考えている女の子もいるだろう。

　俺は隅で、会議の模も様ようを眺めていた。ここに来る前に久々に部長にも挨拶すると、「今回の案件は社長にまで上がってるからな。失敗すんなよ」と念を押された。だが部長は誤解している。事業に失敗できないのはうちの方だ。

　司会者然として由佳里は滔々と語っている。

「今回、お洒落に関心のある女の子たちにこうして集まってもらったのは他でもありません。みなさんにお願いするのは新ブランドの調査です。知っての通り蒼通という会社は、多くのブランド系企業の仕事を請け負っている関係上、今後流行しそうなブランドを常にモニタリングしています」

　理由になってるんだか、なってないんだか、よくわからない説明である。このレベルの説明で十分だと判断したのだろう。

「そこでこの度は、新ブランド『Kagura』さんをモニタリングすることになりました。みなさんもよくご存じの、資宝堂さんの子会社が仕掛けた新ブランドです。配布した資料に目を通してください」

　それから由佳里はしばらく、新ブランド『Kagura』がいかに素晴らしいかを力説して聞かせた。とりわけ使用されている生地や縫製が、一流ブランドと同じか、それ以上のものであることを何度も口にした。しつこいくらいに『Kagura』の優秀性を強調したあと、由佳里の話は本題に入ってゆく。

「そこで、仕事内容は至って簡単です。みなさんに『Kagura』の店舗まで足を運び、モニター調査に協力してもらうお仕事です。お洋服のことだけでなく、お店の雰囲気や従業員の接客のことまで調査してください」

　学生たちの理解度を確認するように由佳里は会場をゆっくり見回してから続ける。

「まずお店では、みなさんがお好きなお洋服を一着購入してください。そして実際にお店の雰囲気を感じ取り、購入した洋服をご自宅で着用してみたりして、お店や商品に関する改善点についてアンケート用紙に書いてくださればと思います」

　ひとりの大学生が手を挙げて質問してくる。

「自分のお金で購入するんですか？」

「はい、そうです。購入は、自分のお金でお願いいたします。しかし、アンケート用紙を提出して頂く際に、みなさんがご購入されたお洋服と同額の商品券をお返しさせて頂きます。伊い勢せ但たんさんの商品券です。ですから会計時には領収書を発行してもらってください。領収書の宛名は、みなさんの個人名で結構です。……ですが、購入したお洋服は皆さんのものです。今後の着回しのレパートリーに加えるなど、ご自由にしてください」

　その説明に、質問した大学生は最初はキョトンとしていたが、やがて驚いたような表情に変わった。

「それに加えて、アンケート用紙に一回お答え頂くごとに、現金三〇〇〇円をお渡しいたします。渋谷にさえ足を運べば、一時間ほどでお洋服を選んでできる仕事です。だから、みなさんには最初に自分のお金でお好きなお洋服を購入して頂きますが、お手元にはお洋服と、支払ったお金と同じ金額の商品券と、三〇〇〇円が残るというわけです」

　そして意味深に由佳里は身を乗り出す。

「こんな仕事ですが、みなさんはやりたくないですか？　私なら飛びついちゃいますね！」

　大学生らは何度もうなずいている子が多かった。

「ただし！　商品券で代金をお返しできるお洋服は、一日で一着のみとさせて頂きます。つまりその日に一着購入してアンケート用紙に答えれば、また翌日にも同じ事をしてもらっていいんです。お洋服だけでなく、雨天時や曜日の違いによるお店の雰囲気の調査もしていきたいため、余裕のある子は学校の行き帰りにでも、毎日やってもらっても結構です。一ヶ月間限定の調査なので、この仕事に携たずさわれるみなさんはとてつもなくラッキーですよ！　だって、一ヶ月毎日やれば、三〇着の新ブランドのお洋服を実質タダでゲットでき、九万円の臨時収入も得られるというわけです。一日たった一時間くらいしか使わないのに！」

　下手にバイトするより良い仕事なのは間違いない。時給三〇〇〇円にプラスして、高価な服までもらえるのだ。

「モニター調査であることは口外しないでくださいね。お店側にモニターだと気づかれたら、それは調査にはなりませんから。それから、この仕事に興味がありそうなお友達にも声をかけてください。モニターになりたいお友達の方がいらっしゃれば、こちらの会社まで連絡してもらえれば、すぐに登録いたします。一ヶ月間限定の調査なので、やっておかないと損ですよ！」

　そう言って由佳里は隣に並んでいる子会社のメンバーらを見やった。

「よいアンケートを提出してくだされば、今後もこのような仕事を優先的に回して参ります。アンケート用紙や具体的なやり取りは、こちらのスタッフらと随ずい時じ相談してくださいね」

　話を聞き終えた女の子たちの表情は喜びに輝いていた。信じがたい幸運が転がり込んできたと言わんばかりに、自分の境きょう遇ぐうに舞い上がっているようだった。間違いなく女の子たちは真剣にこの仕事に取り組んでくれるだろう。

　ぶっちゃけ、女の子たちは、お店が流行っているように見せかけるサクラである。しかも本人たちは、自分がサクラをやらされているとはまるで気づかない。

　だが、モニター調査がただの方便というわけでもない。集まった調査書類もまた極めて参考になるわけだ。特にブランドの立ち上げ時期には、彼女たちの声の有用性は非常に高い。ファッションにうるさい女の子たちの忌き憚たんない意見を基に改善点を早い段階で見つけ、ブランドの方向性や事業計画に反映させていくことができる。

　だからつまり、サクラとモニター調査の一石二鳥なのである。広告費として考えれば安上がりな方法だ。

　店舗が一店舗だから、女の子がばらけることもない。このような調査をすれば、女の子たちは渋谷店に集中し、にわかに大変な活況を呈ていすることになるだろう。

　サクラをやってもらう人たちに自分がサクラだと気づかせないのは意外と重要で、そのためにさまざまな手法がある。たとえば昔、俺が担当したクライアントに、大手飲食店が裏で始めた肉丼チェーンがあった。お店は四〇周年を謳っていたが、実際にはチェーンを始めたばかり。四〇年前に個人的に肉丼を作っていたりしたことなどわかるわけもない。

　その肉丼チェーンの立ち上げ期のマーケティングでは、開店セールで「今だけ、すべてのメニューが五〇円で食べられる！」と告知し、大量の人々を並ばせた。最寄りの駅周辺に看板を背負わせたスタッフや宣伝カーを走り回らせ、とにかく人を搔かき集めたのだ。

　当然ながら、店の前には長蛇の列ができた。普段その最寄りの駅を往き来する多くの人は、行列を見て店を強く認知したことは間違いないし、いずれは自分も一度は行ってみようと思ったであろう。その時点で店側の勝ちだ。

　たかだか七〇〇円や八〇〇円の丼や定食が五〇円になるだけで、一時間も二時間も無駄にすることを、列に並ぶ当事者たちはどう考えていたのだろうか。仮に二時間を費やすとしたら、バイトで二〇〇〇円稼げる。並ぶ人はほとんど無給で広告に協力しているようなものである。

　自分がサクラを務めていることにまで頭を巡らせることができた人はほとんどいないはずだ。そもそも理解している人は、そんなバカげた列になど並ばない。多くは、ちょっとしたイベントに参加する程度の浮かれ気分で、食事後に「五〇円でこれだけの食事ができてラッキーだった」と思うだけである。

　この『Kagura』で大学生たちをまとめたのも、それと類似したパターンだ。この組織化されたサクラを先兵にして、徐々にさまざまな手を打っていくわけである。
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　お店はにわかに活況を呈し始めていた。

　やってきた女性客たちが一般人なのか、それとも蒼通子会社を通じて用意したモニターたちなのかわからない。しかし、彼女たちは洋服選びに真剣で、お店にやってきて二〇分は留まる。長く留まる子だと三〇分以上も物色を続けるから、お店は混雑を極めた。

　とくに一店舗しかお店がないため、モニターたちはここに集中することになる。モニターが友達を誘い、そのまた友達までもがモニターになっていき、登録者は五〇〇人を超えるまでになっていた。一日で二割の登録者が来るとすれば、着実に一〇〇人の来客が見込める。その他にデパートにやってきたお客さんたちもお店の混雑ぶりに興味を示し、次々と新しい顧客を呼び込む好循環が発生していた。

　時間帯や曜日によってはお客さんが店内に入りきらず、店員らが慌てて整理券を配って入り口脇に並ばせ、交通整理まがいのことをするハメにまでなった。

　この活況はクチコミで伝わっていき、渋谷を往き来する高校生や大学生、それから近隣に勤めるＯＬたちまで呼び込むことになってゆく。

　マーケティングプランの第一段階は順調に進んでいた。
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『Kagura』は一店舗めから間を置かず、渋谷の同地域に二店舗めと三店舗めを同時にオープンさせた。店舗同士の距離は数百メートルしか離れていない。同地域で目立つような広告的効果を意識したのである。

　同じ顧客の取り合いになる可能性はないわけではないが、渋谷の商業地域は広いから、そこまで憂ゆう慮りょすべき問題でもなかった。お客さんに漠然とでも名前を認知してもらうことの方が重要だ。

　そして今は、あえて流通を特定地域に絞ることで、「渋谷でしか買えない」というコンセプトを生み出せる。ブランドは、どこでも買えるものよりも、流通を制限した方がいいのだ。仮にまったく同じ衣料品だったとしても、近所のスーパーで買える服より、渋谷に足を運ばないと買えないものの方が価値は高まるに決まってる。

　このタイミングで顧客のために、高級なパンフレットを用意していた。『Kagura』は使用する生地を厳選し、すべての製造工程を日本で行うことを約束し、高い品質管理をしていることを謳ったものだ。日本発の高級ブランドという位置付けを強調するものだった。

　そのパンフレットにて、ファッションデザイナーとして初めて日毬が登場していた。店舗のレジ横にはパンフレットを置き始めていたから、興味を持って持ち帰ったお客さんは、ここで初めてデザイナーが日毬だと知ることになる。もっとも、パンフレットまで持ち帰る人はごく一部だし、全員がきっちり中身を読み切るはずもない。話題になることは期待していなかった。そういう手順を踏んでいるということが重要なのである。

　俺と由佳里、そして変装した日毬の三人は、お店の外から混雑する店内の様子を眺めていた。

　日毬は感嘆の声を上げる。

「すごいな。先日とは別のお店みたいだ。こんなに繁はん盛じょうするとは思わなかったぞ」

「半分くらいはモニターなんじゃないか。一日一着しか実質無料で買えないから、モニターたちも真剣なんだよ」

　俺の言葉に、日毬が応じる。

「でも一般客と見分けなんてつかない。誰が見ても新しいお店がここまで成功するものかと驚くはずだ。最近、颯斗からマーケティング計画書を見せてもらった私でさえ、こうして実際の現場を見せられるとビックリするほどなのだからな」

　由佳里が言う。

「モニターから集まったアンケートを見ると、ブランドを気に入ってくれてる子が多いみたい。品質自体は、欧州ブランドと比べても決して劣らないからね。モニターの子たちにとってはフィーバーなのよ。期間限定で『Kagura』の商品をタダでゲットできるんだから」

「マーケティングの本領はこれからだ。メディアのパワーを間近で見られる好機だぞ。日毬もメディアによってスターダムに押し上げられたんだが、自分自身じゃピンとこないものだろ。だから他の商品として客観的に見てみれば、より実感できるだろう」

「でも計画書で何度も繰り返し出ていて愕がく然ぜんとしたのだが……メディアによって購買を煽あおられる階層を、『低ＩＱ層』と分類するのはいかがなものか？　今後の私たちの大事な顧客を相手に、知能が低いと指摘するのは憚られる」

　たしかに日毬のようなタイプは、自分の顧客に対して知能が低いなどと指摘はしづらいだろう。だが俺も由佳里も関係者一同も、別に顧客をバカ呼ばわりしているわけじゃない。

　由佳里が説明する。

「正直それテンプレートみたいなものだから、私たちも特に意識してるわけじゃないのよ。悪意があるわけでもない。ただのコピペだからね。社会構造ってそういうものでしょっていう大前提で、空気みたいに普通のことだから、あえて誰も突っ込むことはしないの」

　俺も続く。

「すでに散々言われてきたことだけど、二〇〇五年に自友党が圧倒的得票を誇った小こ泉いずみ選挙では、社会の主要部分を占める低ＩＱ層を『Ｂ層』として明示し、彼らに対するマーケティングを重点的にしかけていった。目め端はしの利く少数を相手にしても政権なんて獲れないんだ。結果、自友党が歴史的勝利を収めたわけだが……これだって悪意があって低ＩＱ層と分類したわけじゃない。プロ意識のある広告マンなら誰でも同じだろう。本当にテンプレみたいなものだ。日毬だって政界進出するときも、必ず同種の手法を採ることになる。古今東西、例外はない。……そのとき『低ＩＱ層』の呼び方が嫌なら自由に変えていいんだ。『新人類層』とか『超・天才層』とか、あるいは『ニューエイジ層』とか何だっていいさ。民主主義社会はこの連中こそが一番重要で、他人に容易たやすく支配される王様だ」

「そうか……私がアイドルにならざるを得なかったのも、広い視野で見れば、類似のマーケティング手法というわけだったのか……。絶望的な気持ちになるな……。社会にも、そして人々をコケにしている自分自身にも……。私は、アイドルになぞなってはいけなかったのかもしれない……」

　日毬はうつむきがちにつぶやいた。

「世の中は複雑なようでいて、その本質は意外なほどシンプルだ。それだけに日毬が政権を獲ろうすることを、俺も由佳里も決して夢物語だなんて考えちゃいないよ。相応しいカリスマ性が、日毬にはある。問題はただ一つ。現実と、日毬が向き合えるかどうかだ」

「……颯斗の言うことはわかっている。私は、やらなくてはならないと決意している。だが、社会構造が変わらないとしたら……そこを乗り越えたその先に、本当に私が日本の新しい未来を創り上げることができるのだろうか。いくら政治を変えたとしても、やはり社会は民衆のものだ。結局、元のサヤに収まってしまうんじゃないのか……」

　日毬が未来に対する疑ぎ義ぎを口にするのは初めてのことだったから、俺はいささか驚いた。しかし、適当な言葉を並べて元気づけるのはフェアじゃない。

「わからない。日毬の疑問には答えられない。そこを俺たちは手助けしてやることはできないな。今ハッキリしていることは、日毬がアイドルになったのも、このブランドの立ち上げも、ただの前ぜん哨しょう戦せんにすぎないということだ。深く政治に関与するようになれば、一途な日毬にはさらに納得しがたいことばかりになるはずだ。……でも俺は、日毬は頑固なようでいて、適度な柔軟性もあると知っている。だから辛い現実も、日毬ならきっと乗り越えていけるだろう」

「柔軟性、か……。初めて言われたな……」

　日毬は言葉につまり、沈黙してしまった。悩みは深まってしまったようだ。

　しばらく日毬は苦悩するかもしれないが、きっと乗り越えてくれるだろうと俺には信じられた。

「先輩、一息に言うのは酷ですよ。自分の仕事が『低ＩＱ層』を相手にするものなんだと指摘されたら、誰でもショックを感じるはずです。私だって、『低ＩＱ層』って昔の自分の分類だったんじゃないかって思いますもん。ちょっと嫌ですよね、ホント」

「由佳里はそうだろうな。おだてに乗りやすいヤツは、大抵そうなんだ」

「むっかー。私ほどいつでも冷れい静せい沈ちん着ちゃくな女子はいませんよ！　鉄壁です！　おだてなんかガンガン跳ね返しちゃってますから！」

「わーったよ。好きなだけ自分ですごいすごい言ってろ。とにかく、メディアの調整頼むぞ。ブランドが定着するか一過性で終わるのか、いよいよ大勝負だからな」

　それから俺たちは次の予定などを話し合い、その場を後にしたのだった。
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　ここからが本番だ。

　少しずつ、だが着実に、『Kagura』が世間に浸透していくことになる。

　超有名人を看板に引っ張り出して舞台を整えたら、「さあ全メディアにご登場願おう」と考えるのは二流、三流というものだ。物事にはストーリーというものがある。商品それだけでなく、物語全体がブランドの力に直結するのだ。

　このストーリー作りをなおざりにしたせいで、人々から白い目で見られ、顧客離れを引き起こしたケースは数多い。たとえば近年、話題になった某社小説大賞でも、有名タレントが一〇〇〇人を超える応募者の超難関を潜り抜けて大賞を受賞し、小説家デビューを果たしたと話題になった。小説発売前からあらゆるメディアで騒がれ、社会現象にまでなったのだ。その仕掛け自体は別にいい。だがマーケティングが目を背そむけたくなるほど低劣だった。広告のプロフェッショナルを使わず、形なり振ふり構わぬ話題作りに打って出て、初しょっ端ぱなの販売のことしか考えていなかった。賞や出版社の品格や、携わる芸能人の今後の人生を真摯に考え、マーケティングの効果を長い目で捉えるなら、小説発売後に、ふとしたキッカケから知られるようになったと演出するくらいが丁度いい。何事にも適度な案配というものがある。そこまで面倒を見てこそ、良き広告マンの仕事というものだ。

　計画では、『Kagura』が最初に取材を受けるとしたらファッション誌あたりからにする予定だった。積極的に取材を仕込むわけじゃなく、蒼通の他の部署を通じてあくまで情報提供の形で声をかけるのである。

　しばらく待てば、こちらが情報提供しなくとも、自然にどこかの雑誌やネットメディアから取材が入るのは間違いない。だが、可能な限りスケジュール通りに進めていきたいため、ときには俺たち側から上手くアプローチして手を加えていく必要がある。

　事務所でパソコンに向かい合っていると、電話を受けた千歳が声を上げる。

「社長！　秀しゅう英えい社しゃさんからお電話です！　日毬先輩のことでお訊きしたいことがあるって言ってます」

　俺は電話を取り上げた。

「もしもし、お電話替わりました。神楽のマネージャーをしております織葉と申します」

「お世話になります。突然のお電話すみません。秀英社、週刊コクーンの井い坂さかです。うちのファッション誌の編集部のヤツから小耳に挟んだんですけど……今話題の『Kagura』ってブランドあるじゃないですか。勘違いじゃなければ、これって、ひまりんの苗字から取ってたりします？」

　挨拶もそこそこに、記者は一気にまくしたてた。

　コクーンは幅広く芸能を扱うエンタメ情報誌だ。部数も多い。芸能人のスクープが巻頭を飾ることが多く、話題性もある雑誌だった。ちょっと意外なところからのアプローチだったが、悪いわけでもない。最初はファッション誌から露出を始める予定だったのを、コクーンに変更したとしても、計画全体には影響が出ないであろう。

「ああ、『Kagura』ですか。話題だと思ってませんでしたが。ご指摘の通り、神楽の苗字をそのまま使ってますよ」

　何気なさを装い俺は答えた。

「やっぱり！　じゃ、間違いないですよね⁉　これってひまりんのブランドですよね⁉」

「資宝堂さんのブランドですよ。もともと神楽は個人的な趣味からファッションデザインを学んでいまして、その延長線上でブランド創りに協力しているにすぎません。大して気に留めてもらうようなことじゃないと思いますが」

「いやいやいやいや！　ちょっと待ってくださいよ。それが本当なら大変な話じゃないんですか？　今からお伺いしますんで、もっと詳しくお話を聞かせてくださいませんか」

「困ったなぁ……。これはお願いなんですが、できるだけ騒ぎ立てないで頂けませんか。あくまで趣味に近い形から資宝堂さんに協力していることなんで……本人の希望もあって、あまり情報を表おもて沙ざ汰たにしないようにしています。かといって、決して隠してるわけじゃないんですよ。神楽はすでにタレントとして多忙を極めていますから、こちらのデザインの方は落ち着いて取り組みたいだけです」

「その辺は大丈夫、可能な限り静かに扱わせて頂きます。少しだけでいいんです、どうかお話しさせてください」

　記者の「大丈夫」とか「静かに扱う」などという言葉を俺は露つゆほども信じなかったが、記者に押し切られたように渋々を装って、スケジュールを調整して取材の日時を取り決めた。

　直後、由佳里に電話して状況を報告し、今後の計画を改めて確認し合ったのだった。
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　やってきた記者は、別の雑誌の担当者も引き連れていた。一気に二誌からの取材である。

　記者たちは名刺を差し出してきた。

「コクーン編集部の井坂です。エンタメ情報を広く扱っている雑誌です。私は編集スタッフなんですが、こうして取材に赴くことも多いです。よろしくお願いします」

「週刊ウィングの江え南なみです。芸能畑の記者を務めております。ひまりんの記者会見にも参加したことがあります。井坂からの紹介で同行させてもらいました。井坂とはコクーン編集部で一緒に仕事をした仲でして、話を聞きつけてぜひとも取材に同行したいとお願いしたのです」

　江南の顔は記者会見で、たしかに見た覚えがあるような気がした。

　週刊ウィングは四〇万部近い発行部数を誇る大衆誌だ。政治から芸能まで、話題になるものは何でも取り扱っている。

「ひまりプロダクション、織葉です。今日はよろしくお願いします」

「同じくひまりプロダクション、健城です。ご来社、ありがとうございます」

　俺の隣には由佳里だ。何食わぬ顔で由佳里はうちの名刺を差し出した。名刺は急きゅう遽きょ作ったものである。

　蒼通の社員ではあっても、実際に由佳里は半ばうちの人間でもある。だから噓ではない。給料は一銭も出していないが、重要な創業メンバーだ。

　ソファに腰かけてすぐ、記者たちは話を切り出してくる。

「資宝堂さんが最近始めた新ブランド『Kagura』のパンフレット、拝見しました。『Kagura』って神楽日毬さんの苗字から取ったものだったんですね。驚きました」

「わざわざご来社頂いて恐縮なのですが……本件は大っぴらに告知する意図はないので、あまり協力できないかもしれませんよ」

　あえて俺は突き放すように応じた。

「しかし、隠しているわけでもないということですよね？」

　せっついてくる記者に、困った風に俺は言う。

「ええ、まぁ……」

「ならば、ぜひとも記事にさせてください。今回協力して頂けるなら、何かと今後は便べん宜ぎを図らせてもらいますので……。どうかお願いします」

「……どうする？」

　俺は由佳里を見やった。

「ここまで言ってくださってますし、『コクーン』さんや『ウィング』さんには今後ともお世話になるでしょうし……答えられる範囲でいいんじゃないでしょうか」

　ふと由佳里は思いついたように、ポンと手を叩く。

「あっ、日毬ちゃんがスケッチをしてる場面なんかも見てもらいましょうか。せっかくですし」

　言葉で難色を示している割に、由佳里の行動は積極的だった。

「それはぜひ！　写真に撮らせてもらってもいいですか⁉」

「いま別室にいますんで、ちょっと呼んできますね。本人に直接質問してくださってもいいですよ」

　俺は記者らに断って立ち上がり、日本大志会の部屋でパソコンに向かっていた日毬を呼んで戻ってきた。そして記者たちと軽口を交わしたあと、日毬を中心にしたインタビューが始まった。

　記者たちの質問に対し、日毬はきちんと受け答えてゆく。

「──そのようなわけで、仕事の合間にスケッチをするように心がけている。忙しく各現場を走り回っているように見えても、スタッフらが撮影の準備をしている間など、意外と細切れに時間が空いてしまうことが多い。そんな時、余った時間を潰せて、なおかつ芸能界の勉強にもなるスケッチは、私にとって重要な活動になっているんだ」

「もともとスケッチは得意な方だったんですか？」

「そうではない。苦手だった。……というよりも、まったくスケッチなどやったことがなかった。でも、同じくひまりプロダクションに所属している朝霧ちとせがスケッチをたまにやっていたのを見ていた。彼女から教えてもらいながら、見よう見まねで始めていったんだ」

「なるほど。ひまりんが生き真ま面じ目めな勉強家であることは有名ですからね……。スケッチしてるところを写真に収めさせてもらってもいいですか」

「うむ。私は構わないが……」

　チラと日毬は、俺と由佳里を見やってきた。

　俺はうなずく。

「いいよ。好意的に取材してくれてるし、実際にデザインを考えているところを見せてやってくれ」

「わかった。いきなり良いデザインが思い浮かぶわけではないが、やってみよう」

　それから二人は日毬がスケッチを描き進めている場面を写真に収め、満足した様子で引き上げていった。早ければ、来週発売の雑誌に登場するのがメディア露出の第一号になるかもしれない。
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　俺は日毬の付き添いの最中、控え室のテレビでワイドショーを確認していた。日毬は撮影中のため、控え室には俺一人である。この番組で『Kagura』が大々的に扱われることを確認済みだ。

「あっと驚く芸能スクープです。流行に敏感な女性たちの間でクチコミで広まり、話題沸騰の新ブランドを皆さんご存じでしょうか⁉　その名は『Kagura』、渋谷界かい隈わいでは知る人ぞ知る新ブランドです。この『Kagura』のデザインを、実は、ひまりんがプロデュースしていたことが明らかになりました！　こちらをご覧ください」

　番組内のボードには、『コクーン』『ウィング』の記事の切り抜きが貼り付けてある。司会者は記事を読み上げ、出演中のゲストたちとあれやこれやと『Kagura』について語り合っていた。

　新聞や雑誌の切り抜きを主体にして成り立つこういうコーナーは、極めて低予算での制作が可能だ。自ら取材する必要もないし、一定品質の情報がタダ同然で手に入る。桁けたが一つ低いほど超低予算で作れるから、最近のテレビでは多用されている手法だ。

「『ウィング』では巻頭カラーでお店まで紹介しています。見てください、このお店の様子。すごい人波ですねぇ！」

　一通りゲストたちとの会話が終わったころ、司会者は別の記事を示して話を切り替える。

「実は私たちは急きゅう遽きょ、独自に取材を試みました。本件に関しプロダクションの社長からコメントを頂いております。こちらです」

　スタジオには録音音声が流れてきた。画面隅に『電話取材』とテロップが掲載されている。

「ええ、それは神楽が取り組んだデザインです。神楽はファッションモデルをやっていますから、最先端の流行に触れる機会が多かったのです。そのうち自分でも取り組んでみたいと興味を持つようになり……仕事の合間にスケッチに取り組むようになりました。それが始まりです」

　俺のインタビューだ。

　昨日夜半過ぎ、俺の携帯まで電話がかかってきて答えたものである。こんな遅い時間にインタビューなど非常識だと抗議しようと思ったが、考えてみればテレビ自体が非常識なのだから仕方がない。

　音声が続く。

「本件で神楽は有名になることをまったく望んでいません。幾つかの店舗で細く長く販売していければ十分だったのです。販売は資宝堂さんに任せっきりですし、私どもは状況を何も把握していないんですよ。ですから、いきなり取材を申し込まれても答えようがない」

　目下のところ計画はほぼ予定通り、そして分岐点がこのあたりだ。

　ここまで蒼通は鳴りをひそめていた。だがこうして自然に見える形で火がついたあとは、蒼通が陰に陽にメディア各社に猛然とプレッシャーをかけていく計画になっている。

　お膳立ては万全だし、プッシュする洋服も間違いなく良い商品だ。本番はこれからである。
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　夜半過ぎ、なかなかの視聴率を誇るテレビの情報番組では日毬のインタビューが流れていた。

　記者は日毬にマイクを向ける。

「ひまりんは自分のアパレルが大ヒットを飛ばすと考えてました？」

　インタビュアーのなかでは、すでにブランドが爆発的にヒットしていることになっているらしい。実態は大ヒットしていたわけではなかった。販売店舗は少なく、売り場も手狭なものである。だが報道が際立って増えたおかげで、流行しているかのような印象を世間に与え始めたことは間違いない。

　日毬が答える。

「それ以前に、私もまさか自分の発想が商品化されるだなんて考えていなかったんだ。……私はスケッチが苦手だ。もっと表現力を磨いて、実力をつけていかねばならない」

「苦手？　ずっとスケッチを拝見していましたけど……メチャクチャ上手いんですが！」

「そうだろうか……私はそうは思わない。新ブランドに取り組むことになってから、ファッション関係のプロフェッショナルの人たちとも触れ合う機会が増えたのだが、彼らの仕事ぶりには感心させられてばかりだ。私も精しょう進じんを重ねなくては……」

「相変わらず、ひまりんは真面目だなぁ！　でも、ひまりん自身がもうプロフェッショナルなんですよ！　そこんとこ、間違わないでください！」

　他にも多くの番組で『Kagura』のことが取り上げられるようになっていた。日毬が派手にデビューしたときの騒ぎほど華々しくないにせよ、安定してメディアでの露出が続いた。蒼通が適時プッシュを繰り返してくれるおかげである。ここまで流れに乗れば、もはや踏み外す可能性はない。蒼通が深く関わっている以上、新ブランドが確立するのは早いだろう。

　もっとも、過去には蒼通ががっつり入り込んで流行らせようとしたものでも、外したものだって少なくはない。今から分析すれば、外れた理由はすべて、モノが適当だったからだ。

　二〇〇七年から報道が過熱した電脳空間──セカンドライフは記憶に残っている人も多いだろう。利用者はアバターと呼ばれる自分の分身を作成してネット上の仮想空間に入り込み、そこで生活を営むというものだ。

　かつては蒼通が陰に陽に積極的にプロモーションを行ったことが影響し、多くのテレビニュースで大々的に特集が組まれた。エンタメ番組や情報番組内ではなく、なんとニュース報道番組での特集が連続したのだ。社会事象とは何の脈絡もないのに、突然のニュースでの取り扱いを奇妙に思った人も多いだろう。それに煽られて企業も多くの予算を組んでセカンドライフに出店し、さらには幾つものセカンドライフ関連書籍が書店に平積みされるまでに至った。

　日本のニュースでは「初めて人類が電脳空間で生活する」ようなニュアンスの報道が頻繁になされた。酷いものだ。実際には、その一〇年も前からウルティマオンラインなどのネットゲーム上では同種の試みがすでに行われていた。セカンドライフが突如として知名度を獲得した理由は、蒼通の存在以外には何もなかったのである。

　結局、セカンドライフは日本では定着せずに光の速さで衰退、蒼通までが事業を引き払ってしまった。この結果は、やはり話題先行で実像が伴っていなかったことが大きく影響している。テレビ局が本気で付いてこなかったという事情もある。いちおう番組で積極的に取り上げてはくれたものの、頼まれごとを棒読みでアナウンスしていたようなもので、本質的な熱が籠もっていなかったということになるだろう。

　反面、比較的コンテンツが伴っていたために一定の地歩を固めたケースとしては、二〇一〇年ころからテレビ局や蒼通によって仕掛けられた韓ハン流りゅうブームが非常に有名だ。局や蒼通の収益が急激に悪化したことによって、メディア大手はとにかく制作費を抑えることに躍起になった。そんなときに目の前にあったのが韓国の低価格コンテンツである。すでに他国でテレビコンテンツとして成立するレベルの品質を持っているし、何より安い。日本で新たに一番組作るのに四〇〇〇万円掛かるとすれば、たった一〇〇〇万円でテレビ放映に堪えうるコンテンツが手に入るのだ。制作の仕事が干上がって困るのは、局ではなく制作会社の方であり、局社員とは比べものにならないほど低い給料で働く派遣社員が大半を占めている。しかも電波利用料はタダみたいなものだから、制作費を抑えた分だけ局は単純に儲かるのだ。これで触手が動かないわけがない。だから韓流ブームの成立は、蒼通以上に、テレビ局の方が自ら積極的に喰いついてきたことが大きかった。利益を追い求める局の異様な熱狂に、蒼通の方が泡を食ったほどなのだ。

　しかしこれには留意しなくてはいけないことがある。韓国政府は自国文化戦略を世界で必死に推し進めようとしているが、その実態は歪いびつなもので、売上の八〇％以上が日本市場で占められている。それは単に、日本側の業者が触手を伸ばしたからだ。そしてここが最も重要なところだが、作られた韓流ブームで得る利益の九〇％以上は、局や蒼通など日本側プロモーターと流通業者に落ちている。世間の想像とはまるで違い、韓国側はほとんど利益を得られていないのである。日本側に利益が落ちなくなれば、このブームはものの一瞬で消え去るだけだ。局が利益を得られないなら当然テレビからは影も形もなくなり、サブカルチャーの末端として狭い範囲で存命するに留まるだろう。

　ブームは創り出すものだ。流行は、巨万の富に化けてくれる。だが蒼通とて神ではないから、話題を巻き起こすことまではできたとしても、結果として当たることも外れることもある。ブームを定着させることができるかどうかは、関係するメディア側の熱意によっても結果がだいぶ違ってくるし、モノの実像も重要だ。

『Kagura』は実像優先で準備してきた。商品の品質には一切の妥協をしていない。そしてプロジェクトの中心である日毬は、メディアにとって最良の素材だ。走り出せば、必ず軌道に乗せる自信があった。仕掛けは成功したし、『Kagura』を購入した人の間でも高い評価を獲得しつつある。あとは着実に、ブランドが世間に定着するよう努めるのみだ。
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　渋谷に三店舗だった『Kagura』が、原宿と恵え比び寿すにも出店し、五店にまで拡大していた。

　とくに原宿駅前にオープンしたお店は、広いスペースに『Kagura』の全商品が取り揃えられた旗き艦かん店としての位置付けだった。

　だが店舗網の拡大は、それほど重要なことではない。あくまでブランドイメージに沿った拡張政策が必要だ。欧州ブランドと同じように、今後の出店はデパートを中心に行われる予定である。

　その他、テレビ局系のショッピングサイトやカタログ販売でも取り扱いを開始し、各社向けの専用商品まで発売していた。

　今やテレビ局は、テレビＣＭ枠の販売だけで成立していたビジネスモデルが崩れてしまい、自社のテレビで取り扱った商品を販売するショッピングサイトやカタログ販売が大きな収益源になっている。なにせテレビで扱った商品を販売するのだから、非常に強力な集客力のある販促システムだ。ドラマで有名タレントが着ていた服などを限定販売すれば、それだけでも注目を集め、雑誌など他の媒体でも記事として取り上げてもらえるようになってゆく。

　そしてテレビ局系のショッピングサイトやカタログ販売は概して高級路線で、価格が高めの商品が中心になっている。それでもテレビでのプッシュがあれば、やはり確実に売れるのだ。

　そんななかにあって『Kagura』ブランドは、実にテレビ局ショッピングサイト向けの商品だった。蒼通のプッシュの下に、テレビでは連日連夜にわたって『Kagura』が番組内で取り上げられている。テレビＣＭではなく、番組内のコーナーで自然な形で話題になるから、広告効果は段違いだ。テレビＣＭだと視聴者の頭には「広告」という大前提があるが、エンタメ番組やニュース番組のなかで紹介されると、誰も広告などとは想像しない。ＣＭ時間はトイレに立ったり、所用を済ませたりする時間だが、番組中に視聴者が席を立つこともない。これ以上ないほど完璧な刷り込み広告になる。

　テレビ局が自社の番組内で紹介して、自社のサイトやカタログで売るなど、公共の電波の不正使用にしか見えないが、そんな商品を喜んで買う層が膨大にいるのだから仕方がない。俺たちとしても、この波に乗らないわけもなかった。番組で紹介されるほどショッピングサイトでの販売も増え、サイトで売れれば売れるほど番組内での紹介も増えてゆくという好循環が発生し、ネットやカタログ販売が店舗の売上を遥かに上回るまでに成長していた。実にありがたいことである。

　もはやサクラを使用する必要もなくなっていた。多くのメディアで『Kagura』を扱い、販売も絶好調だ。

　この計画の最大の目的であったステッチラインの再生は、工場のフル稼働のおかげで完璧に成し遂げられていた。すべての工員が連日連夜にわたって仕事にかかり切りになるほどで、目を剝むくほどの利益が出始めていた。

　ステッチラインだけではない。ひまりプロダクションはほとんど何も製造していないのに、売上の五％が入る契約だ。これがまた、信じられないくらいに儲かった。短期間で、ここまで莫大な利益を享きょう受じゅできるビジネスモデルは、マスメディアを絡からめたものでないと不可能だ。さすがは腐ってもテレビといった貫禄である。

　世間では、テレビの衰退が声高に叫ばれている。それでもやはり、テレビの力は強大だ。流入する金の桁が違う。なにせ視聴者の数が一〇〇〇万単位。日毬をスターダムに押し上げたのもテレビだったし、『Kagura』でもまたそうだ。日毬が政界に打って出るときも、テレビの力は欠かせない。

　当面、お金の心配はまったく不要になるほどの状況になっていた。むしろ節税対策の方を心配しなくてはならない。

　ステッチラインを買収するために各銀行やアステッドプロから借り入れたお金も、俺は即座に全額を返済したのだった。それでも有り余り、関係者にボーナスを配りまくっても口座のお金は増えていく一方だった。
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「さあ皆さん、こっからは大攻勢ですよ！」

　ひまりプロダクションに関係者一同が揃い、その前で由佳里は啖たん呵かを切った。

　千歳が応じる。

「もう十分に上手くいってる気がしますよ。テレビでも雑誌でも、日毬先輩のファッションデザインの話題でいっぱいです」

「でもね、ここで攻勢をやめれば一過性のブームになっちゃう。広告マンが気をよくして手を休めたら、ブームが終わっちゃったっていうものは意外なほど多いのよ。今こそ倍プッシュでしょ。『Kagura』が社会に定着したのを見届けないと」

「そういうものなんですかぁ……。どのくらいまでいけば定着したって考えるんですか？」

「基準はモノによっていろいろあるわね。ひとまずの目安としては旭あさ日ひ新聞や東とう西ざい新聞あたりが日毬ちゃんをファッションデザイナーとして自然に認知してくれるくらいかしら。そこまでいけば社会全般の共通認識になったと解釈してもいいかもね」

　川上が口にする。

「いやぁ、それにしても……蒼通さんの本気には度ど肝ぎもを抜かれてばかりですよ。ここまで『Kagura』がメディアジャックするなんて思いもよらず、身震いがします。硬派なニュースでも特集を組んでくれてる。本来、関係ない話題なのに。改めて思いますね。プロジェクトに乗っかっておいて本当に良かったって……」

「川上先生にそう仰って頂けるとは光栄です。ですけど、ご想像されてるほどうちが裏で暗躍したわけじゃないんですよ。最初は一押ししましたけど、そこからは案外、自然に転がっていった印象です。商品力と話題性がうまく兼ね合ってくれたということじゃないでしょうか」

　由佳里の説明が実際のところだった。そこまで力押ししたわけじゃない。

　俺もうなずく。

「日毬が大ヒットした瞬間もそうだった。いったん火がつくと、メディアの連中は勝手にレールに乗ってどこまでも走っていきやがる。あとは火が消えないことを見届けさえすればいいということだな」

「日毬ちゃんの商品力は世界最強クラスでしたからね。存在自体が奇跡ですよ。『真正なる右翼は、日本に私ただ一人である！』」

　由佳里はいつもの日毬のセリフを口にした。それから、ふと気づいたように言い訳する。

「あっ、ごめんね商品呼ばわりしちゃって。広告マンとしては、ついそういう見方をしちゃうものなの」

「いいや、そう思ってくれて構わない。むしろ由佳里には、私を独裁者に押し上げる方法だけを突き詰めて考えてもらうくらいで丁度いいな。今回のプロジェクトを間近で見られたことで、私も大いに勉強になった。やはりメディア対策こそすべてと言っても過言ではない」

　思いのほか日毬も悪い印象は抱いていないらしい。

　俺が言う。

「メディア対策以上に、日毬と川上さんの努力があってこそだよ。そこがしっかりしないと、どれほど素晴らしい広告をしたって結局は失敗することになる。広告だけじゃダメなんだ。『商品』と『広告』の両輪が上手く嚙かみ合ったということだろう」

「ですです。うまくまとめてくれましたね、先輩」

　我が意を得たりといった風に由佳里が言った。

「やっぱり日毬先輩はすごいですよね～。スケッチを幾つも見せてもらったんですが、私よりセンスが遥かに上なことが発覚したんです。何気にこれって私のなかで大事件ですよ」

　千歳の言葉に川上も続く。

「ひまりんは勘がいい。でもそれは予あらかじめ備わっていた天てん賦ぷの才じゃないですよ。まずスケッチする枚数が違う。それから、これは寝食を忘れて取り組んでるなぁっていう情熱、真剣さが伝わってくるんです」

「日毬は仕事の合間には必ずペンを執りますし、移動用の車にはたくさんのファッション誌が積み込んでありますよ。本当に真剣にやってます」

　俺も同意した。

「ぼくにもたくさんの教え子たちがいます。うちの社員や専門学校の生徒らです。だけど、ひまりんほど命懸けな子は、ただの一人もいませんでした。今の子たちはハングリーな気持ちがなくなっちゃってるんですね。ひまりんのスケッチを見ると、これをどうにかして形にしないとって、ぼくにまで真剣さが乗り移ってきますよ。おかげで既存の仕事が疎かになってしまうほどです」

「そんな真剣さも含めて才能だと思うんです。日毬先輩を前にすると、私、才能ないのかなって結構傷つきますから。本当に私って何をやっても上手くいかないダメな子なんですね……」

　話ながらありありと落ち込んでいく千歳を、日毬は慰める。

「そんなことはない。千歳にアドバイスしてもらったからこそ今の私があるのだ。それに千歳は着実に人気が上がってきていると颯斗から聞いているぞ」

「グラビアでなら千歳は、まぁまぁかな。だがせめて千歳にも何かすごい商品力がついてくれればいいんだがなぁ。こっちは懸命に素晴らしい広告をしてるつもりなんだが……サッパリだ」

　俺は千歳をからかった。

　無理は承知だ。日毬のようなアイドルは世界唯一であって、千歳に同レベルを期待するのは可哀想である。千歳はグラビアでエースを張れるくらいの商品力を持っているし、何より真面目で十分によくやっている方だ。

「あっ⁉　社長、今すごく辛いこと言いましたよね？　最近、日毬先輩を見るだけで格の違いに押しつぶされそうなんです！　『探さないでください』って書き置きして家出しちゃいますから！」

「別にいいけど、本当に探さないからな。あんなに良い親御さんたちなんだから迷惑かけんなよ」

「プロダクションから頼りにされてない私って一体……」

　千歳は両手で頭を抱え、絶望的な表情でつぶやいた。

「颯斗はジョークで言っているんだぞ。昨日なんか撮影からの帰り、千歳がコミック誌のグラビアのファン投票で一位になったことを本当に喜んでいたからな。それと、千歳は話を真に受けやすくてリアクション過多だから、からかい甲斐があるとも言っていた」

「千歳ちゃん。最初に先輩がこのプロジェクトを推し進めようとしたのはステッチラインの再生のためだったんだから。ステッチライン関係者に喜んでもらいたくてプロジェクトを始めたの。本当は千歳ちゃんのことを心配してるのよ」

「そ、そうなんでしょうか。なら私、もっと自信持っていいんですね」

　そう言いつつ、千歳はなおも不安げだった。

　冗談混じりに俺は口にする。

「このプロジェクトの最大の山場が次のファッションショーだ。もしかしたら千歳にも、ほんの少しは活躍してもらえるかもしれないな。もしかしたらだが」

「社長からイジメに遭う事務社員の構図って、どこに訴うったえれば解決してもらえるんですか。大事件ですよ」

　由佳里が俺たちを見回して言う。

「機は熟しましたね。計画通り、ファッションショーは東京ドームでやりましょう。これを機に、日毬ちゃんをファッションデザイナーとして完全に定着させます。川上先生、ぜひともご助力をお願いします」

「もちろんですとも。ぼくが自分のブランドで一生かけて稼ぐくらいの利益を、早くもこのプロジェクトだけで得ることができそうです。ひまりんのおかげです。うちの社、全力を挙げて取り組みますよ。一世一代の大勝負。ひまりん、頑張りましょうね」

「うむ。プロジェクトの成功は川上殿の支援があったればこそだ。よろしく頼む」

　日毬は深くうなずいた。
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　東京ドームでの『Kagura』ファッションショーは、マーケティングプラン最大の山場である。

　このファッションショーを成功させれば峠とうげを越え、関係者一同はホッと一息つけるようになるだろう。

　世間一般で流る布ふされるストーリーは、「女の子たちの間でクチコミで広まっていった『Kagura』が、やがて盛んにメディアで紹介されるようになり、ファンたちから集まった声に押されてファッションショーを開くことになった」というものだ。こういうストーリー作りはとても重要で、方向性がずれないよう慎重に進めなくてはならない。商品そのものではなく、ストーリー性がブランドの価値を創るのである。ブランドにとって最重要なものは神話なのだ。

　もちろんファッションショーの主役は日毬である。真打ちなくしてショーが成立するわけがない。

　そしてデザインや試作品作りに駆け回った川上は、イベントプランナーとしての参加だった。実際に川上が代表を務めるＩＫデザインでは、ファッションイベント関係の仕事を多数受注しており、日本国内では有数のファッションショーの経験者である。仕切り役として指名されるのは自然なことであった。

　今日は数百の客席がある小規模な舞台を借り切って、川上を中心にしての練習だ。東京ドームとは規模が違うが、ファッションショーに出演予定の全員が集まっての練習には丁度良い。

　舞台の上、川上は集まった女の子たちとマネージャーらに挨拶する。

「皆さん忙しいなか、スケジュールを調整して参加してくださりありがとうございます。見てわかるように、このイベントにモデルとして参加してもらうのは、あなた方のように第一線で活躍するアイドルばかり」

　居並ぶアイドルは、日毬や千歳を交えて一二人。つまり外部の一〇人の子たちに仕事を依頼したわけだ。日本のトップアイドルが集結した大規模なイベントになるだろう。

　どの子を見ても、ドラマで主演を張っていたり、ＣＤがいつもオリコンの上位にランクインしている子ばかりである。一人一人がピンで仕事をしてもファンが殺到するレベルだ。

　川上は熱心に、手振りを交えて語る。

「『Kagura』には、長身ばかりのファッションモデルは必要ありません。ごく普通の背丈の子が自然に着用し、街で誇れるファッションです。だからこそ、あなたたちを選びました。格式張る必要なんてぜんぜんありませんよ。砕けた感じで、リラックスしてやりましょう」

　出演アイドルたちの費用を負担しているのは、もちろん資宝堂リアルクローズである。『Kagura』は彼らのブランドなのだから、広告予算は当然すべて出さなくてはならない。誰よりもブランドの成功に賭けているのは彼らなのだ。

　そしてアイドルたちのブッキング作業は、蒼通がすべてを引き受けた。そこでも蒼通はかなりのお金を抜いているわけだ。プロデュースの中心となって売上から七％を抜くし、人を集めたりイベントを企画したり広告を出しゅっ稿こうしたりで、そこでも個別にかなりのお金を抜いていく。まったく、とんでもなく堂々としたハイエナ様である。

「モデルとしてステージに立つ皆さんは、すでにライブなどの経験が豊富な方ばかりですから、イベントの流れも着替えもよく把握していると思います。今回のファッションショーのコンセプトは『手作り感』です。欧州系の格式張ったショーとは違い、もっと普通の女の子の身近なところにあるというイメージを作りたい。……ですが実際にはお一人お一人に対し、きちんとした役目をこなしてもらい、計画した通りの綿密な動きを求めることになりますので、なかなか大変かもしれません。皆さんはプロフェッショナルですから、その点は安心しています。個別に稽古に付き合ってもらうことがあるかもしれませんが、よろしくお願いします」

　話を聞くアイドルたちはそれぞれうなずいた。

　そして川上が日毬のほうを向く。

「ひまりんも挨拶をどうぞ」

　指名された日毬は、居並ぶ一線級のアイドルたちの前に進み出た。彼女たちをゆっくりと見回し、決意に満ちた様子で言う。

「神楽日毬だ。普段は政治結社日本大志会の総帥を務めているが、今回はデザイナーとしての参加になる。またアイドルとして、皆と一緒にステージに立つ役目も仰せつかっている。だが、今こうして私が前に立っているからといって、ここに集うアイドルたちより私が偉いわけではないのだ。むしろ私が皆に、イベントへの積極的な参加をお願いする立場である。私の大事な人たちのため、このイベントは成功させなくてはならない。テレビや撮影で一緒に仕事をしたことのある子もいるし、こうして会うのは初めての子もいるが、どうかよろしく頼む」

　アイドルたちから、パチパチと拍手が響いた。

　書類を片手に、由佳里が横から説明する。

「イベントの進行については、川上先生が作成した書類にあった通りです。今日は初日ですから、川上先生の指導で、軽く舞台で合わせる程度にしましょうか。今後、ショーの日までにこうして何度か集まってもらいます。マネージャーの方々にはご多忙のなか、スケジュールを何度も調整させてしまって申し訳ありませんが、ご協力よろしくお願いいたします」

　それから川上がショーの構成や流れについてアイドル一同に説明し、一〇分ほど休憩を挟んでから、実際に舞台で動いてみることになった。休憩といっても控え室があるわけでもなく、知り合い同士でちょっとした挨拶を交わすくらいの時間だ。

　休憩に入ると、参加アイドルの一人である片桐杏奈が、日毬の下に近づいた。

「ひまりん、一緒だね！」

　彼女の声はハキハキしていてよく響く。アイドルたちは一緒に仕事をしたことのある顔見知りが多く、友達同士のような雰囲気があった。

「う、うん……。よろしく……」

　もじもじと言いながら日毬は視線を落とし、両腕で自分の胸を覆うようにした。

　杏奈はさらに一歩近寄って、日毬を覗きこむ。

「デザイナーデビューなんてカッコいいよ。ひまりんはすごいなぁ～。今度私にも教えてくれる？」

「い、いいよ……」

　日毬はうつむきがちに小さくうなずいた。

「どうしたの、ひまりん？」

「……」

　胸を隠すようにしたまま、なぜか日毬は頰ほおを染めた。

「お腹なか痛いの？」

　優しく杏奈が訊いたが、横から他のアイドルの子──浅あさ倉くら絵え里り那なが言う。

「どう見ても杏奈を警戒してるんでしょ。普通、敏感な人ほど注意するって」

　浅倉絵里那はアイドルというより女優業が多くなっている出世頭で、杏奈の向こうを張れるトップアイドルだ。

「絵里那ちゃん、どうして私が警戒されなくちゃいけないの。ひまりんとは友達なんだよ。ずっと文通してるんだから。ね、ひまりん？」

「……」

　日毬はコクリとうなずいた。

　絵里那が呆れたように両手を広げる。

「あんたが軽々しく人の胸を触ろうとするからだってば。そのクセ、止めなよ。杏奈の触り方、なんかエロいんだよねー。摑んでくるっていうか……マジで揉もんでくるし」

「絵里那ちゃんの胸は一回しか触ったことないよ」

「悪かったわね、胸がなくて！　私はどうせギリギリＢですよ」

　さらに横から他のアイドルが笑い声を上げる。

「あはは。絵里那、本当はＡでしょ」

「う、うっさい。プロフィールはＢで通ってんだからいいの！」

「そっか……なんか私、杏奈ちゃんに会う度に触られてる気がしたけど……胸の大きさによって触る頻ひん度どが変わるのね」

　また別のアイドルの子が困ったように言った。

　杏奈は首をかしげる。

「ん～、無意識なんだけどなぁ。そうなのかなぁ？」

　アイドルの子たちが日毬を取り巻き、安心させようと肩を叩く。

「神楽さん、気にしないであげてね。杏奈に悪気ないんだ。握手代わりだから」

「日毬ちゃんのスタイルって完璧よね～。惚ほれ惚ぼれしちゃうよ。きっと杏奈ちゃんに毎回触られまくってるんだろうな～」

「ね、日毬って呼んでいい？　私も呼び捨てでいいよ」

　杏奈も女の子の輪に交じり、笑顔で日毬に手を伸ばす。

「改めてよろしくね。私、ひまりんのために頑張るよ！」

　杏奈は、日毬の両腕のガードからはみ出ている胸の突端を、人差し指で突っついた。

「あんっ……。ぶっ、無礼な⁉」

　目を白黒させた日毬は身を翻ひるがえすようにして、杏奈から自分の胸を遠ざけた。

「言ったそばから……」

「突っつくパターンもあるんだ……」

「神楽さんって感じやすいタイプかしら」

　日毬と杏奈のいつものやり取りに、周りに集まっていたアイドルの子たちは呆れ返っていた。
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　ファッションショーの練習を終え、日毬と千歳を車に乗せて事務所へと向かっていた。二人が同じ仕事だと、俺としてはかなり助かる。

　二人は後部座席で会話している。

「杏奈さんって、日毬先輩をいつも気に掛けてくれてますよね。よっぽど好かれてるんじゃないでしょうか」

「仲、いいんだろうか……。お手紙のやり取りをしてるから、それで杏奈は構ってくるんだと思う……」

　日毬の声は落ち込んでいる風だった。

「そういえば、杏奈さんが文通してるって言ってましたよね？」

「前に私が逮捕されたとき、ずっと心配してくれてたみたいで……その直後にお花とお手紙をもらったことが始まりだ。お礼の返事を送ったら、すぐに返信があって……。お手紙をもらった以上、返事をしなくてはならない」

　日毬は細かいところでも義理堅い。家庭で教えこまれてきた賜たま物ものだろう。逆に言えば、息を抜くことを知らず、原則に則っていつまでもキリなく続けようとする。

「じゃあやっぱり文通友達ですね。トップアイドル同士が実は文通してるなんて、ちょっとした話題になりそうです。大事件ですよ」

　千歳が興奮気味に言った。

「杏奈は良いヤツだが、私は苦手だ……。なぜか杏奈を前にすると怖くなって、ぶるぶる震えてしまうんだ……」

「胸を触られるからじゃないですか。私も稽古の帰り際、触られましたもん。最初の頃はビックリしましたけど、予め知ってれば何ともありませんよ。女の子同士ですし」

「千歳は触られたとき……何か感じなかったか？」

「何かって、何ですか？」

「その……」

　日毬は言葉をにごらせた。

「……？」

　バックミラー越しに見ると、千歳は首をかしげて日毬の言葉を待っている。

「……なんていうか……ビリビリっていうか、変な感じっていうか……」

「別に何とも」

「そう、なのか……」

　日毬は苦悩した声でつぶやいた。

「……日毬先輩って、やっぱり感じやすいんじゃないですか。それとも胸が特別に弱点とか？」

「……」

　日毬は答えず、うつむいた。

「すごいグラマラスなのに、中身は繊せん細さいなんですね。ちょっと触ってみてもいいですか」

　千歳がそう言っただけで日毬はビクンとし、胸を両腕で守ろうと必死になった。

「やっ、やめてくれっ！」

「冗談ですよ……。そんなに抵抗しなくても……。ごめんなさい、日毬先輩」

「……すまない、千歳。私の方こそ大声で、つい過敏に反応してしまった……。気にしないでくれ」

　そして日毬は、たどたどしく語り始める。

「千歳には正直に告白すると……やっぱり私は胸が弱点なんだと思う……。杏奈に触られるようになって初めて気づいたんだ。変な気持ちになってしまう……。修行して弱点を克服せねばならないと常々考えているのに、方法がわからない。思い余って姉上にも相談したことがあるのだが、どうすることもできないそうだ……」

「日毬先輩、安心してください。私が弱点に打ち勝てるよう、なんとかしてお手伝いします。方法はわかりませんが、一緒に考えましょう！」

　千歳は明るく励ました。

「そ、そうか！　手伝ってくれるのか！　やはり持つべきものは仲間だな。千歳に悩みを打ち明けてよかった……」

　マネージャー役の俺にとっては、なんとも居心地が悪い会話だ。どう突っ込めばいいというのか。

　ふと千歳は気づいたように前に身を乗り出し、俺に向けて口にする。

「社長、日毬先輩の悩み、聞いてましたよね？　誰にも言っちゃダメですよ。社長はいなかったということにしてください。私と日毬先輩だけの秘密です」

「そういうことにしとくよ。……ったく、どういう会話だ。頼むから俺の前で妙な会話するな」

　そう俺は応じ、話を切り替える。

「ところで、東京ドームでのファッションショーが、うちの会社の当面の最大目標だ。二人とも頑張ってくれよ。ショーが成功すれば、『Kagura』を社会に定着させることができるだろう」

「盛大なファッションショーになりますよ。これだけ一流のアイドルの子たちを一堂に集めたのがすごいです。大事件ですよ。よくここまでやれましたね？」

「それだけ資宝堂リアルクローズが広告費を投入してるってことだ。それに蒼通がメインでやってる仕事だし、手は抜かないよ」

　そして俺はチラと千歳に視線を走らせ、おどけた風に続ける。

「そういや、出演アイドルは一流ばかりだが、たった一人、なんだか微妙な子が交じってる気がするな。一般人は『どうしてこの子が交じってるんだ？』って首をかしげるかもな。なんて名前だっけ？」

「『朝霧ちとせ』です！　『朝霧ちとせ』っていうんです！　何度でも言いますよ！　『朝霧ちとせ』です！」

　選挙カーで政治家名を連呼するウグイス嬢みたいに、千歳は自分の芸名を連呼した。

「ははは、誰も千歳のことなんて言ってないけどな。自分で認めてんのか」

　ハンドルを握りしめ、俺は笑いを堪えるのに必死になった。

　千歳は悔しげに声を絞り出す。

「……くうー、また社長にはめられた……」

「冗談だよ。これは千歳にとって大きなチャンスだ。いきなりトップアイドルたちと並んだ大勝負。だけど心配することはないぞ。少なくとも千歳は容姿で負けてない。ここで名前を売って、せいいっぱい印象づけてみせろ。他のアイドルたちを利用してのし上がるくらいの心づもりを持っておけ。千歳の頑張りならやれるさ」

「あっ……はい！　久々に社長にそう言ってもらえて……すごい嬉しいのが……なんだか悔しいです……。私、必死でやりますから……」

　千歳は口元をゆがめ、嬉しいのか哀しいのか読み取れない表情で言った。

「内情を明かすと、今回出演する全アイドルのギャラは平等なんだ。トップアイドル同士のギャラに、プロダクションの力関係で差を付けるわけにはいかんだろ。だから全員に、かなり高額のギャラが出る。ギャラの額は千歳には見合ってないけど、それだけの仕事をしてみせろよ。何度でも言うが、これは最高のチャンスだぞ。何の支援も期待できなかった日毬でさえ、日本のエース級のアイドルになったんだ。周りが場を整えてくれる千歳に同じことができないはずがない」

「わかりました。日毬先輩に負けないくらい頑張ります」

「『Kagura』が軌道に乗ってくれれば、うちの会社にも莫大な利益を生むようになるし、ステッチラインも完全に安定することになる。俺たちにとって重大な分岐点だ。なんとしても成功させないとな」

「工場のあまりの受注量の多さに、お父さんもびっくりしてました。こんなの初めてだって」

「まだまだこれからだよ。ステッチラインが未だかつて経験したことがないほどの仕事量になるだろう。生産態勢を拡充させる必要がある」

「お兄ちゃんも、社長に会えてよかったって……。なんて感謝していいかわかりません」

「感謝なら日毬に言ってくれ。このプロジェクトは、日毬あってこそ成立したものだ。日毬が中心に立ってくれなかったら決して上手くいかなかったろうな」

「もちろん日毬先輩には感謝してばかりです。足向けて寝られませんもん」

　日毬が口をはさんでくる。

「私は大したことは何もできていないぞ。私の稚ち拙せつなスケッチは、川上殿がいるから形になっているだけだ。だがいつまでも川上殿に甘えているわけにもいかない。企画の中心になっている以上、相応しい実力を持っていなくてはならない」

「日毬の努力はやり過ぎだ。あまりの上達ぶりに川上先生も度肝抜かしてたぞ、本当に。そろそろ徹夜ばかりはやめてくれ。いくら鍛えていても、見えないところで身体の負担になっているものなんだ。ふとしたキッカケで体調を崩すと、その後ガタガタになるぞ」

　俺はクギをさしたが、日毬は聞いてくれそうにない。

「颯斗は心配性だな。神楽家の鍛え方を知らないからそんなことを言うんだ。私も姉上も決して風邪かぜなど引かないぞ」

「そう思ってるからこそ余計に心配だ。体調を崩さない人間なんていない。第一、日常のバランスが崩れまくってるだろ。そんなときに今の日毬ほど身体を酷使すれば、必ず反動がくるもんだ」

　俺は何度も強く言い聞かせてきた。しかし日毬は休もうとしてくれないのだ。

　無理やりにでも休ませたいところだが、仮に半日休みを入れようものなら、今度は日毬はボランティア団体に行ったり、学校へ行こうとしてしまう。このままだと本当に心配だ。どうしたものだろうか。
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　川上の指導のもとにファッションショーの準備を進めながらも、日毬には他にもたくさんの仕事が入っていた。

　満を持して日毬は写真集を出すことになり、今日は朝から夕方まで撮影日だった。

　写真集は多くのファンが待ち望んでいたものだ。日毬が名実ともにグラビアアイドルの頂点として君臨するようになった今こそ、さらに地位を確固たるものにするために、写真集には取り組むべきタイミングだった。ファースト写真集は日毬にとって重要な仕事の一つになる。

　撮影場所に選ばれたのは湘しょう南なん。日毬にならいくら予算をかけても構わないので沖おき縄なわでもグアムでもハワイでもいいのだが、そうなると今度は時間がネックになる。沖縄ならギリギリ日帰りも可能であったが、撮影が慌ただしくなり、余裕をもって本当に良い写真を撮ることができなくなってしまう。連続した飛行機の行き帰りで体力の消耗も心配だ。そこで出版社やカメラマンと相談し、選ばれたのが湘南だった。朝七時から撮影に入れば、日の入りの一七時まで、一〇時間を確保できる。十分な時間だ。

　ファースト写真集撮影日、早朝。

　俺と日毬は連れだって湘南へ向かう始発の電車に乗り込んでいた。車より電車の方が速く、時間も確実に読めたのだ。

　電車のなか、日毬は相変わらずファッション雑誌を見やったり、ふと気づいたようにスケッチを始めたりと熱心だった。俺の隣で外出用のウールキャップとメガネをつけ、真剣に作業をしていた。こういうときこそ仮眠を取ればいいと思うのだが、日毬は妥協を知らない女の子である。

　日毬が身につけるウールキャップは、いつもと違うものだった。前は一〇〇円ショップでも買えるような無地のものだったのに、今は原宿を歩く女の子が普通に身につけているようなお洒落なチェック柄になっている。ファッションに目覚めた日毬が、自分で新しく選んだものだ。

　ふと日毬は顔を上げ、窓の外を見て息をはいた。一息つきたい気分なのだろう。

　俺は声をかける。

「ちゃんと寝てるか？」

「颯斗は最近しつこいぞ。私は普通の人と鍛え方が違う。何度言えばわかってくれるんだ？」

　日毬は多少苛立っているように感じた。

　毎日のように言い過ぎているから、怒るのはわかってる。しかし、いくら言っても聞いてくれないから困りものだ。

「ほら、クマが大変なことになってる。アイドルとしてはダメだ。肌や体調の管理もタレントの重要な仕事なんだからさ」

「メイクさんも雇っているのだろう？　ならばクマは問題ない。むろん体調も万全だ。颯斗は心配のしすぎなんだ」

「せめて電車でくらい仮眠取りな。俺がついててやるから、ぐっすり寝てもちゃんと起こしてやるよ。始発でほとんど人いないんだし」

「颯斗、同じ事はもう二度と言わせないでくれ。どうか私を信じてほしい」

　日毬は真摯な視線を俺に向けてきた。

「いいか日毬、仕事は幾らでもあるんだけど、あくまで日毬の余力の範囲内でこなせるものだけ選んでスケジュールに入れるようにしてる。そっちは俺が管理できるけど、日毬は見えないところで努力しすぎで、俺は口うるさく言うしかない。何事も、ほどほどが大事だぞ。あんまりやりすぎると過労で倒れちまうだろ」

「私の心には日本が宿っている。つまり私が倒れるということは、日本が立ち行かなくなるのと同義なのだ。たとえ死しても私は闘う。日本を守れるのは私だけだ。ならばこそ、私が倒れるわけがない」

　毅き然ぜんとして日毬は言い放ち、胸を張った。

　俺はため息をつく。

「……わかった。あんまりうるさく言わないように努力してみるよ。だけど俺が心配してるってことは頭の片隅に入れておいてくれ」

「颯斗が私のためを思って言ってくれていることはわかってる。ありがとう。だが心配することはない。私は自分の状況を理解しているつもりだ」

　俺は日毬の頭に手を載せて、うなずいた。

　日毬もうなずき返してきて、再びファッション雑誌をめくり始めた。
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　駅を降り、俺たちはタクシーで砂浜へと向かった。

　天候はベスト。空はカラリと晴れ上がり、どこまでも突き抜けるような蒼さだ。グラビア撮影にはもってこいの空模様である。

　しかし問題があった。普通に寒いのである。天気予報では、朝は八度、昼には一四度くらいまで上がる見込みだが、普通に過ごすにしてもいささか寒い日和だ。水着だと辛いかもしれない。

　寒いのには利点もあって、この時季であれば砂浜にはほとんど人が来ないから、ロケ班を組んでの撮影がしやすいのだ。むしろ夏真っ盛りだと湘南では撮影どころではない。また、タレントが汗をかかないことも重要で、最良の写真が期待できる時季だった。寒いなか水着にならなくてはならないタレントは大変なのだが、関係者一同にとっては都合のよいこともあるわけだ。

　今回は、雑誌の巻頭グラビアのようないつもの軽い企画ではなく、日毬本人の写真集であり、撮影にはみっちり時間を要することになる。使用する写真の枚数が違うし、クオリティも求められる。ゆえに撮影時間は朝から夕方近くまで余裕を持ってとっており、その間、日毬は水着で寒さに晒さらされることになってしまう。

　いちおう、もこもこのガウンを用意してきた。撮影の待機中に着てもらうためである。気休めだが、それで多少は凌しのげるだろう。

　現場に着くと、出版社がアレンジしたスタッフたちがすでに集まっており、撮影の準備を進めてくれていた。気を利かせてヒーターまで用意してあり、撮影の合間には日毬がそこで暖を取ることもできるようだ。

　企画を進めてくれていたスタッフの幾人かと言葉を交わし、ヒーターのところで荷物を降ろした。その場でさっそく日毬のメイクが始まり、その間に俺は大おお御ご所しょであるカメラマンや、写真集企画を取り仕切っている編集者に挨拶を済ませた。そして日毬の下に戻ると、メイクのおかげで綺麗にクマが消えてくれていた。これならまったく問題ない。

　今日の日毬はタートルネックにレザーブルゾンを羽織り、チェック柄の短いスカートに黒のブーツだ。ブーツ以外はすべて『Kagura』ブランドの製品で身を固めた日毬は、以前に比べるとずいぶんお洒落になってきたと思う。

　ヒーターの隣、小さなパイプ椅子に腰かける日毬に俺は確認する。

「指定の水着は着てきたな？」

「うむ」

「撮影中、別の水着にも何度か着替える予定だけど、スタッフのワゴンを借りることになってる。……それにしても、ちょっと今日は寒いなぁ。いつもより気温が低いから、余計に寒く感じるよ。少しでも体調に異変を感じたら言ってくれ」

「昔お寺で修行をしたとき、真冬に毎日、乾かん布ぷ摩ま擦さつをしたことがあるんだ。だから大丈夫。鍛えた剣士は寒さにも耐性をもっている。心しん頭とうを滅めっ却きゃくすれば、寒さもまた夏の暑さとなるものだ。この程度、どうということはない」

　そこまで威勢良く言った日毬は、急に弱々しくなって続ける。

「むしろ水着になる方が、私にとっては荒あら行ぎょうだ……。いつまで経っても慣れてくれない……。だから戦場に向かうつもりでこの仕事に臨んでいる……。私は今、敵軍の機き銃じゅう掃そう射しゃの真っ直中、銃剣突撃を控えた兵士と同じ気持ちだ」

　あまりの真剣さに、俺は思わず吹き出してしまった。

「颯斗、なぜ笑っているのだ？」

「なんだか生真面目な日毬が可愛らしくてな」

「おちょくるのは止めてくれ。私は命懸けなのだぞ」

　日毬は不満そうに俺を見上げてきた。

「すまん。でも本心だよ。素の日毬が世間から高く評価されるのは当然だと思ったんだ」

「未だ政治の道に足を踏み入れるまでには至っていないのだから、評価されているとは言い難い。しかし日本大志会が全国に広く認知されたのは、国を想う私の魂が一億三〇〇〇万の日本人に伝わったからに他ならないだろう。国民の期待に応えねばならない。私には天下万民のため、闘い続ける義務がある」

　悲ひ壮そう感かんを漂わせ、日毬は決然と言い切った。

　ちょうどそのとき、準備を整え終えたスタッフが声をかけてくる。

「日毬ちゃん、準備いいですか？」

「心の準備はできている」

　真剣な様子で、日毬は深くうなずいた。

「じゃあ撮影始めまーす。みなさん、よろしくお願いします！」

　スタッフのその声に一同はうなずいて、全員の視線が日毬に集まった。

　俺は声をかける。

「さあ日毬、時間だ。服は預かるから、頑張ってきてくれ」

「……う、うむ……」

　コクリと日毬はうなずき、震える手つきで服に手をかけた。しかし、日毬はそこでピタリと止まってしまった。

　いざ服を脱ぎ去るにあたり、日毬は緊張に身を硬くしているようだった。

「日毬？　もう少し時間もらうか？」

「……大丈夫だ。この程度……私はやり遂げてみせる……」

　スーハースーハーと大きく深呼吸を繰り返し、目を閉じる。

「日本……万歳……」

　覚悟を決めるようにつぶやきながら、日毬はもう一度、服に手をかけた。

　そして俺は、脱ぎ去った日毬の服を預かった。

　水着姿の日毬は両腕を頼りなく前に出し、恥ずかしそうに身構える風だった。しかし懸命な様子で一歩進み出て、スタッフ一同を見やって口にする。

「今日は……よろしく頼む……」

　そして撮影が始まった。
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　日毬の撮影は続いた。

　撮影の合間にはヒーターのところでガウンを着てしゃがみ込み、熱いお茶を飲んで日毬は身体を温めた。

「日毬、鳥肌立ってるぞ。やっぱり寒いんだろ？」

「この鳥肌は強い喜びによるものだ。私のこの一歩一歩が日本大志会の成功に結びつくからこそ、肌を他人に晒さらす苦痛もまた未来への確信に転化する。寒さごとき端っから私の眼中にはない」

　日毬は饒舌に言った。だが堅けん剛ごうな言葉とは裏腹に、意地を張っているような……どこか自分に言い聞かせているようにも聞こえた。日毬は頑固一徹だから、いったん言い始めたことは最後まで貫き通そうとしてしまう。そういう性格がプラスに働くケースは多いが、こと自分の身体に関わることで意固地になる必要はないのだ。

「時間だ。行ってくる」

　日毬はガウンを脱ぎ、俺に渡してきた。温まってくれたのか、休憩に入ったときのような鳥肌はなくなっていた。

　しかし仮に日毬が寒さを感じて体調を崩しかけていたとしても、撮影を途中で終わらせてしまうわけにもいかないという事情もあった。写真集は日毬がいないと成り立たないが、それはカメラマンや関わるスタッフたちにも同じことが言える。丸一日スケジュールを割いて一〇人ほどが東京からわざわざ今日ここに集まっているのだから、ひまりプロダクションだけの事情で仕事を中断するのも難しい。

　それに、日毬自身にもスケジュールがある。明日も目め一いっ杯ぱい仕事が詰まっているし、三日後に迫っているファッションショーだって手を抜けない。ファッションショーはひまりプロダクション始まって以来のビッグプロジェクトで、関係者一同に大変な利益をもたらしてくれるイベントだ。だから数日後に撮影をずらせるような状況ではなかった。

　どうすることもできないジレンマはある。それでもマネージャーとしては日毬の体調を知っておき、せめてスケジュールの調整や管理に活かしていかねばならない。

　昼過ぎには幾らか気温が上がってくれたが、それでも気休め程度だった。砂浜を転々と移動しつつ、最後のシーンの撮影もカメラマンの指示通り、無難に日毬はこなしてくれた。

　撮影が終わるとすぐ、ヒーターの側にやってきた日毬にガウンを着せながら俺は言う。

「おつかれさん。良かったぞ。写真集もヒットは確実だな」

「少しでも私の話に耳を傾けてくれる人が増えてくれると、刻こっ苦く勉べん励れいした甲斐があるというものだ」

「疲れたろう。すぐに帰る前に、レストランか喫茶店で少し休むか？」

「明朝は八時に有あり明あけだろう？　今日は早めに帰って明日に備えたい」

「わかった。服を着ててくれ。挨拶してくるから」

　そして撮影道具を片づけるスタッフたちに挨拶し、俺たちは一足先に帰途についたのだった。

　日毬は帰りの電車でも、ファッション雑誌がまるで参考書でもあるかのように熟読し、何か気づいたらノートにデザインを描き出してみるような作業を繰り返していた。淡々と仕事に取り組み続ける日毬を見ると、あまりに真面目すぎるのもどうかと思う。少しは手を抜くことを覚えてくれるといいのだが。
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　日毬を自宅に送り届け、俺は事務所に帰り着いた。

「ただいま」

　リビングに入るなり、荷物を詰めたボストンバッグを机の横に放り置きながら俺は言った。バッグは一杯に見えるが、中身は砂だらけのガウンだ。きちんと砂をはらってからクリーニングに出さなくてはならない。

「おかえりなさい、社長」

「おつかれさまです」

　千歳と壮司が居残っていた。

　珍しく千歳がテーブルに向かい作業をしていた。切手貼りのようだ。

　時間は一九時四〇分。

　壮司は日本大志会の事務所に住み込んでいるから、俺が帰ったあとも事務所に残っている。あとは銭湯に出かけたりするくらいで、彼は日々の大半を事務所で過ごすことが標準的生活スタイルになっていた。壮司が大半の雑務をやってくれているから、俺の方は営業やマネージャー業務に専念できるようになった。思想上の繫がりがなければまず雇えない人間だから、日毬がもたらしてくれた幸運の一つであると言えるだろう。

　千歳は会社が借りた近くのワンルームに住んでいて、何もなくとも遅くまで事務所に残って過ごしていることが多い。休憩室でＤＶＤを見ていることもあれば、本や雑誌を読んでいたりする。事務所の方が居心地がいいらしい。それから千歳には体形を保つためにフィットネスクラブにも通わせているが、昼間に足を運ぶのが中心だった。日毬ほど仕事がないので、昼間の時間の方が確実に取れるためだ。

　俺はテーブルに二人と向かい合って腰かけた。

　壮司が口にする。

「千歳さんに手伝ってもらってました。日本大志会の会報を郵送する作業です。プロダクションの仕事と違うからと最初は断ったんですが、千歳さんが手伝いたいと仰ってくださるものですから」

「千歳なら自由に使ってくれていいよ。むしろ仕事を割り当ててくれるのは助かるなぁ。事務員なのに、どんな仕事をやってもらえばいいか毎回悩んでる」

「社長の見えないところでたくさん仕事してるんです。お掃除も、買い物も、私がいないと成り立たないと思いませんか？　そうだ！　コーヒー淹れますね。待っててください」

　それから千歳は三人分のコーヒーを淹れ、いそいそとテーブルに並べ置いた。

　千歳は俺が飲むのを興味津々で眺めやっている。

「そんなに見つめられると飲みづらいんだがな」

「いいから、飲んでみてください。どうぞ」

　促されるままコーヒーを飲んでみた。普通だ。

　千歳はまじまじと覗き込んでくる。

「練習したんです。だいぶ良くなりましたよね？」

「そうだな。それなりに飲めるレベルにはなったと思う」

「……褒めてくれてるって考えて、いいんですよね」

「千歳の場合、味がコロコロ変わるからな。せめてどのくらいコーヒー豆を入れたか記憶くらいしとけ」

「もう間違えませんよ。豆の量とか、きっちり秤はかりで量ってますからね」

「普通の人はそんなことしなくともできるんだがな」

「ファッションショー、もうすぐですね！　川上先生が私にかなり良い役目を割り当ててくれたんで、気合入れて練習してるところです」

「やっぱ大変か？」

「ですね～。アットホームな演出をしてますから、お客さんは『モデルが活き活きと自由にやってるなぁ』と思ってしまうはずです。でも実際には細かい動きがきちんと決められてます。それだけ川上先生も仕事に力を入れているということです。大事な仕事だと思えば手を抜けませんね」

「直近の仕事のなかでは、うちの会社で一番重要なものだ。メディアもわんさと集まる。なんとしても成功させたい。千歳にはしっかりやってもらわないとな」

　そんな話をしていると携帯が鳴った。凪紗からだ。

　俺は電話を取る。

「織葉殿、夜分に申し訳ありません」

「やあ凪紗。そんな畏まらなくていいよ。どうした？」

「実は、日毬の体調が悪化して倒れてしまったんです」

　淡々とした凪紗の報告に、思わず俺は立ち上がる。

「えっ？　帰りの電車ではなんともなさそうだったけど……」

「日毬は帰宅後、いつものように軽く道場に出てからご飯を食べ、お風呂に入り、何事もなく過ごしていたんですが……しばらくして吐いてしまいました。熱もあったので病院に連れていきたいと思ったんですけど、本人が大丈夫と言い張ってまして……。無理やり解げ熱ねつ剤ざいを飲ませ、いま寝かしつけてきたところです」

　やはり無理しすぎたのだ。逸はやる気持ちを抑え、できるだけ冷静に俺は訊く。

「熱はどのくらいある？」

「三九度ほどです」

「そいつは大ごとじゃないか！　病院に連れていけないのか？」

「本人が頑がんとして聞かないんです。言い出すと頑固ですから……。あの子は明日も何事もなく仕事に出ようとするはずですので、織葉殿には報告しておかなくてはと思いました」

　凪紗の言う通り、間違いなく日毬なら明日も健康であるように装って仕事に出ようとするはずだ。さすがに今回ばかりは俺と凪紗で押し止めてでも、仕事を休ませなくてはならない。

「ひとまず、明日の仕事は俺のほうで今すぐ先方に事情を話して、延ばしてもらおう。グラビア撮影一本、テレビの取材一本、それから歌のレッスンだから、頭を下げればなんとかなると思う」

「日毬が納得しないかもしれません」

「納得も何もないだろう。いくらなんでも高熱のまま仕事をさせるわけにはいかない」

　強い口調で俺は言った。

「そうですね……。織葉殿にはご迷惑をおかけして申し訳ありません」

「いや、俺が悪い。日毬が無理してることは把握してたんだけど、今日の体調悪化にはまったく気づかなかったんだ……。湘南で写真集の撮影があって、寒いなかずっと水着だったんだよ……。それが良くなかったんだろう……。とにかく、明日の仕事はなんとかする。問題は明明後日しあさってなんだが……」

「ファッションショーですね？」

「ああ。それはキャンセル不可能だ……。日毬の存在が必要不可欠ときてる。日毬ならどんなにフラフラでも出演しようとするに違いないし、こっちとしても日毬にはいてもらわないと困るという事情がある……。こればかりはプロダクションの責任で何とかできることじゃなく、資宝堂や蒼通やステッチライン、それから川上さんや各プロダクションのアイドルの子たちとか、あまりに影響が大きすぎるからな……。メディアもたくさんやってくる。酷なようだけど、日毬には出てもらわないわけにはいかないんだ……」

「事情は理解しております……。明明後日までに日毬が回復してくれればいいのですが……」

　殊勝に凪紗はそう言った。

「電話で話しててもラチがあかない。今からすぐ行くよ。タクシーを拾うから一〇分で着くだろう」

「お気持ちはありがたく頂戴しておきます。しかし、なんとか言い聞かせて日毬を寝かしつけたばかりです。織葉殿が来れば、また起き上がろうとするに違いありません。今日のところは、どうか冷静になっていただきたいのです」

　やはり凪紗はよく気の利く子だ。

「……わかった。凪紗の言う通りだな……。じゃあ、日毬のことは任せるよ、頼む……。明日は八時から有明で撮影が入ってるから、日毬は七時前には起きて、俺が迎えに行くのを待ってると思う。だからその時間には俺がそっちに行くよ。そこで予定はキャンセルしたと伝えよう。そのときに熱が引いてなければ、無理やりにでも病院に連れていきたい」

「では私も明日、その時間に織葉殿をお待ち申し上げております。ご心配をおかけして恐縮です」

　そして俺は電話を切り、日毬が倒れたことを目の前の二人に伝えた。

　二人とも驚いたが、どうすることもできない。まずは明日を待たなくてはならなかった。

　それからすぐ俺は席に戻り、明日の予定の相手先一人一人に対して電話を入れ、頭を下げまくった。電話をかけなくてはならない相手は二〇人にも及んだ。翌日の予定を無理にキャンセルするのだから、メールで軽く伝えればいいという話ではない。きちっと口頭で謝意を伝え、理解を得ねばならなかった。もちろんスタジオ代や関係者の日当に相当する金額などは、ひまりプロダクションで負担しなくてはならない。こちらの事情によってキャンセルするのだから、今後の仕事上の付き合いを考えると当然だ。

　日毬が倒れた事情を伝えると、みな心配してくれ、幸いにも予定を延ばすことに同意してくれたのだった。
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　六時三〇分、俺は車で日毬の家へとやってきた。

　門をくぐると約束通り凪紗が玄関前で待っていて、声をかけてくる。

「おはようございます織葉殿」

「おはよう。日毬の様子はどうだ？」

「熱が下がりません。しかし、いつものように起き出し、出かける用意をしています。珍しく道場には足を運ばず、ご飯も食べていません」

「それでも仕事をする気なんだな……。まったく、日毬には本当に頭が下がるよ」

　それから凪紗に玄関内に招き入れられ、病状や今後の方策について話し込んでいると、二階から日毬が降りてきた。日毬の唇は若干青みがかっているようだ。

「おはよう、待たせてすまない。今日はなんだか少し体調が優れなくてな。でも大丈夫だ」

「おはよう日毬。今日の仕事はキャンセルだ。病院に行こう。朝一で予約を取ってる」

　すかさず俺が言うと、日毬は奇妙な顔をする。

「……。何を言っているのだ颯斗は？　私が仕事を休んだりするわけがない。向かうのは仕事場だ」

　そう言いながら靴を履こうとした日毬は、上がり框がまちの段差で足を踏み外した。

「あっ⁉」

　慌てて俺と凪紗が日毬を受け止める。

「ほら、フラフラじゃないか。まずは病院だ」

「おかしいな……。まだ寝ぼけているらしい……」

　日毬の言葉に、凪紗がクギをさす。

「日毬。意地を張ってはいけません。あまり無理をしすぎると、仕事に関連した人たちに逆に迷惑がかかるということがわからないのですか？」

「姉上は心配性だな。私が迷惑をかけるわけがない」

「織葉殿の仰る通り、今日の仕事はもうないんです」

　日毬が俺を責めるように見上げてくる。

「……颯斗、本当にキャンセルしてしまったのか？」

「観念しなさい。今から病院に参ります」

　珍しく凪紗は、断固とした口調で言った。

「姉上……」

　しばし日毬は躊躇した様子だったが、やがて渋々口にする。

「……わかった」

「寒いだろ？」

　俺が言うと、日毬はコクリとうなずく。

「う、うん……」

「唇も青くなってる。昨日、ちゃんと気づいてやれなくてゴメンな。さあ、厚着して車に乗ってくれ」

　そして俺は二人を車に乗せて、病院へと向かったのだった。
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　近所の大学病院に予め話を通して予約を取ってあった。

　日毬の診察が終わるのを俺と凪紗は待っていた。一五分ほどして看護師に招き入れられ、医師の前に腰を下ろす。日毬は別室で寝かされているようだ。

　カルテを見やりながら医師は言う。

「インフルエンザですねー。流行のピークは先月なんですが、まだ患わずらう人が少なくありません。過労で体力が弱っていたところをやられたのでしょう」

「インフルエンザ、ですか……。どのくらいで治りますか？」

　俺が訊くと、医師は事務的な口調で応じる。

「抗こうインフルエンザウイルス薬を投与しました。どうやら発症は昨晩のようですから、比較的早く薬を使用できた方です。平均的な療養期間は四日前後と考えてください」

「四日……」

　まずい。ファッションショーに被ってしまう。かといって医師をせっついたところで、治る時期が早くなるわけでもないだろう……。

「その間は安静にして休むことですよ。神楽さんは有名な方ですし、そちらのご意向であれば専用の病室を確保することもできます。ただ、薬さえ定期的に飲んで頂ければ、ご自宅で療養されても構いません。どちらでもお望みのように……」

「お手間をおかけしてしまい恐縮ですが、病室を確保して頂いてもよろしいでしょうか。神楽が倒れたとなればメディアが騒ぎ出すので、このままここで安静にしてもらった方がありがたいです。お金に糸目はつけません」

「わかりました。ではそのように手配しましょう」

　凪紗が質問する。

「先生、インフルエンザが治らないままでも日毬は仕事をしようとすると思います。もし普段通りに仕事で身体を動かした場合、治療にはどんな悪影響がありますか？」

「まさか！　今回のインフルエンザは、ピーク時には熱が三九度を超えますよ。本人は相当辛いはずです。仕事をしようと発想する人なんていません」

「普通ならそうかもしれませんが、日毬には本当にありえることなんです。あの子は周りの制止も聞きませんし、どのような苦境にあってもやり遂げようとするんです」

「それは確かです。神楽はフラフラでも仕事に行こうとするかもしれない」

　俺も追従した。普段から日毬に接していなければ、なかなかわからないことだろう。

　困った風に医師が言う。

「……治療中に無理して活動されたら、治るものも治りませんよ。それにインフルエンザは当人だけの問題ではありません。感染力が強いので、周囲の方々に伝染してしまう可能性がある。神楽さんのお仕事になれば、どうしても他のタレントさんらとも接することになるでしょう？」

「それはそうですね……。他社のタレントやお客さんたちまでインフルエンザになったとあっては、うちのプロダクションにとっても神楽自身にとっても大変な責任問題になってしまう」

「お二人も感染する可能性があります。うがいと手洗いを忘れず、十分に栄養を摂とり、規則正しい生活を送ってください。神楽さんの病室は今すぐ確保するよう伝えます。最上階の個室が空いています。景色もいいし、数日ゆっくり過ごすには良い場所ですよ」

　そう言って、医師は内線電話を取り上げた。
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　病院が用意してくれた著名人用の個室で、ベッドに横になる日毬を、俺と凪紗は見下ろしていた。

　俺が言う。

「日毬も先生から聞いただろ？　インフルエンザだそうだ。数日、安静にする必要がありそうだな」

「颯斗、心配をかけてしまってすまない。すでに今日は仕事をキャンセルしたあとだから、一日だけは休ませてもらおう。だが明日のファッションショーの予行演習は絶対に出るし、明後日はいよいよ本番だ。それまでには治る」

　やはり日毬は仕事をするつもりでいるらしい。

「治癒には四日前後かかるそうだ。ファッションショー出演は絶望的だろう」

「病は気からだ。今日ベッドの上で精神統一すれば、私なら早く治るに違いない。それに私が主役を引き受けている。主役なしでイベントをどうするというのだ？　やはり何があっても行かねば……」

「明後日のことは正直まだ考えてないよ。由佳里や川上さんにも相談してみないと……。だがとにかく、こんな事情だ。日毬を出すわけにはいかないだろ。日毬なしでイベントを盛り上げる方法を探すしかないかもしれない」

「私は出る。何があってもだ」

　日毬は強情に言い張った。

「明後日までに治るのは無理だろう。それどころか、しばらく高熱に悩まされるぞ。今だって具合悪いだろ？」

「私の具合は関係ない。熱だろうと私は闘う。万が一にでも『Kagura』のショーを欠席となれば、あまりに損害が大きすぎる。私は自分を許せない……。今日の仕事のキャンセルとて、関係者には多大な迷惑をかけてしまった……」

「……」

　俺が言葉に詰まると、代わりに凪紗が口にする。

「日毬。あなた一人の問題ではないのですよ。患ったのはインフルエンザなんです。感染する危険性があります。周りの人たちのことを心配するなら、病気をうつさないようにすることが第一でしょう」

「……し、しかし姉上……。私が出席しない方が迷惑がかからないだろうか……」

　枕から頭を持ち上げた日毬は、泣きそうな顔で凪紗を見やった。

「そうは言っても……会場に足を運んでくれるお客さんたちにまでうつしたらどうするんですか？　日毬を無理に出演させたとして織葉殿にまで迷惑がかかってしまいますよ」

「ハッキリしていることは、明後日のファッションショーはキャンセル不可能ということだ。メディアにも大々的に通知済みだし、資宝堂が莫大な予算を組んでるし、トップアイドルたちのスケジュールも押さえてあるし、あらゆる相手に根回し済みだ。その上で日毬がいないと成り立たないことも明らかでもある。『Kagura』ブランドは日毬と切っても切り離せないものだ」

「やはり私が──」

「だが凪紗の言う通りだ。日毬のインフルエンザを、もし何人かにうつすだけでも大変なことになる。ましてや、こんな状態の日毬をショーに出したなんてことになれば、プロダクションの見識を疑われることにもなる」

「できる限り皆さまに迷惑をかけない方法が、何かないでしょうか……？」

　凪紗も日毬と同じく、関係者一同に迷惑がかかってしまうことを心配しているようだった。やはり神楽家の姉妹だ。

　考えながら俺は口にしていく。

「案としては、日毬が病室から録画映像を届けるとか……うーん、ちょっと無理があるなこれは……。あるいは他には……由佳里と相談してみないと……」

「颯斗、すまなかった……。誠に申し訳ない……。幾度も注意されていたのに、私は自分の力を過信してしまって……。このような大失態を犯してしまった以上、必ず私は関係者に謝罪し、腹を切ることを約束しよう。だが一つだけお願いがある。どうか私が政権を獲り、日本の繁栄を見届けるその日まで執しっ行こうは待ってもらえないだろうか──」

　悲壮感に充ち満ちた日毬の声を、凪紗が遮る。

「……織葉殿。関係者に迷惑をかけないことが何より優先します。ただ、日毬がイベントの主役を務められないこともまた現実……。日毬に腹を切らせるわけにはいきません。今こそ日毬を守るのが姉の務めというものです。……ならば、私が日毬の代わりを務めることはできませんか？」

「凪紗が……？　それはいいけど、どっちにしろ日毬がいないことには成り立たないんじゃないか」

「ですから、私が私として出るわけではありません。私が日毬そのものになるんです」

「……」

　咄とっ嗟さの話に俺は息をのんだ。腕を組み、まじまじと凪紗を見やりながら思案してみる。

「名案……か？　……どうだろうか……」

　髪型を合わせて、入念にメイクしさえすれば可能かもしれない。唯一隠せないところは、背丈が若干違う点だろうか……。しかし三、四センチの違いだし、一回に限れば気づかれない程度……。見る方は、まさか影武者だと発想すらしないだろうから、違う人物だと指摘される可能性が高いとも思えない。

「……いや、なれるな、凪紗なら。助かることは間違いない……」

「妹の落ち度は私の責任でもあります。神楽家の者として、日毬の姉として、その責任は私が負いましょう」

　凪紗まで悲壮感いっぱいだった。そして凪紗は日毬に視線を向け、決然と口にする。

「日毬。私が身代わりを立派に果たします。ですから切腹はいったん私に預けてください。いいですね？」

「姉上……」

　日毬は目に涙を溜めた。

　二人のなかでは、日毬の切腹が前提になっているようだった。だがともかく、こうなった以上、ファッションショーを乗り切る手段としてはアリかもしれない……。

「本当に、いいのか？」

「武士に二言はありません。日毬の生死は私が預かりました。ならばこそ、私には役目をこなす義務があります」

　さすが日毬の姉だ。臆病なようでいて、いざ命を懸けた決戦の舞台となれば決然としている。

「ものすごい人が来るけど。大量にカメラを向けられるぞ。凪紗だと卒倒しないかどうか心配なんだが……」

「精神を集中し、自分自身のなかにある世界と向き合うことで、外の世界と自分を隔かく絶ぜつさせます。神楽家の名誉も、日毬の命も私に懸かっています。今日から三日間、私は日毬です。私はやり遂げてみせるでしょう」

「姉上……すまない……。私のために……」

　そう言いながら、日毬はベッドから手を伸ばした。その手を堅く握り返し、凪紗は優しく声をかける。

「いいのですよ日毬。私は日毬に助けられてばかりでした。いま私が身代わりを務めずして、いつ妹のために闘うと言うのでしょうか。なにも泣くことはないのです」

「覚悟の程はいいんだな？　俺も、そのつもりで準備をすすめるぞ？」

　俺は念を押した。

「はい」

　凪紗は勇ましくうなずいた。

「なら、まずは練習だ。明日は参加アイドルたちを集めた最後の稽古があるけど、今日のうちに基本的な動きはマスターしてもらう必要がある。川上さんに頭を下げて練習に付き合ってもらおう。そんなに難しい舞台じゃない。凪紗ならこなせるはずだ」

「巌がん流りゅう島じまの決戦に向かう武蔵や小次郎は、このような気持ちだったのでしょうか。私は今初めて、剣豪の心に触れたような気がします」

　凪紗は新しい剣の境地を発見したようだった。
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　川上に事情を伝えると、緊急で稽古をつけてもらうことを快く引き受けてくれた。そしてひまりプロダクションの事務所に急いでやってきた川上が、凪紗に基本的な指導を行ってくれた。

　さすがに凪紗は剣士だけあって、モデルとしての足捌きをすぐにマスターしてくれた。出演予定の千歳も一緒になって稽古を手伝い、基本的な動きや流れを凪紗に把握してもらうことができたようだった。

　また同時に、ファッションショーのプログラムを緊急で再構築し、凪紗の出番を減らすように川上は頭をひねったようだ。日毬はモデルとして何度も登場する予定だったが、その予定を三分の一にし、多少着替えの時間が掛かっても他のアイドルに代役を務めてもらう形になった。

　由佳里に「日毬倒れる」の報を伝えたときは電話口で絶句していた。それから慌てて稽古を見にやってきたが、凪紗が真面目に日毬に成りすます決意を見て、ひとまず胸をなで下ろしたようだった。

　もとよりそこまで難しい舞台ではない。凪紗にファッションモデルとしての基本的な動き方を知ってもらったり、登場順をきちんと把握してもらったりすることが第一だ。あとはぶっつけ本番でも、周りのキャストが事情を把握して動いてくれさえすれば、なんとかこなすことは可能だろう。

　他のアイドルたちはテレビやイベントの場数を踏んでいるだけに、突発的なトラブルにも慣れている。少々のことでは困ったり動じたりしない。彼女たちはすでに何度か稽古し、流れを叩き込んでくれているので、凪紗のサポートは十分にしてくれるだろう。

　唯一の問題は『Kagura』ブランドを創り上げるキッカケを本人の口から語ってもらうトークの時間だ。これは由佳里や川上さんと膝を突き合わせて対策を話し合い、凪紗本人のトークに割り当てる時間を極力短くすることで対処することにした。

　さすがに日毬が前面に立つブランドである以上、一言も喋らせないわけにはいかない。だから一〇分の予定だった日毬のトーク時間を三分程度にまで圧縮し、なおかつ他のアイドルの子たちにも立ち会ってもらって和わ気き藹あい々あいと会話する形式に変更することにした。彼女たちなら数々の修羅場を潜り抜けてきているので、うまく場を取りつくろうことができるだろうという算段だ。

　そしてアイドルの子たちには明日の最後の稽古で説明することにして、川上さんや由佳里はひまりプロダクションを引き上げていった。凪紗は遅くまで事務所に居残り、千歳と一緒に遅くまでショーの練習を繰り返していた。
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『Kagura』のファッションショーを明日に控えた最後の稽古。

　稽古といっても、演劇や芝居ではないから、そこまで時間を割さくようなものではない。他のアイドルたちとプログラムを最終確認する程度のものだ。

　やってきたアイドルとマネージャーらの前で挨拶を済ませた川上は、さっそく日毬の件を告げる。

「──まずは皆さんにご報告すべきことがあります。実は一昨日、ひまりんがインフルエンザを患いました。いま病院で治療を受けています。それでも明日のショーを中止するわけにはいきません。そこで、ひまりん抜きで切り抜けます」

　アイドルたちの間から笑いが起こった。

「プッ……。生真面目な顔でどうしたんですかー？」

「先生、何のジョークです？　あんまり面白くないですよ。先生のすぐ後ろに日毬ちゃんいるじゃないですか」

　彼女たちは、川上の後ろで口元を引き結んで直立している凪紗を、日毬だと思っているのだろう。

「いいや本当です。それでも『Kagura』イベントにひまりんは欠かせません。そこで蒼通さんや資宝堂さんとも相談して、代役を立てることにしました。こちらの凪紗さんです。ひまりんの実のお姉さんなんです」

　そこで凪紗は一歩進み出て、丁寧に頭を下げる。

「……日毬がいつもお世話になっております。日毬の姉──神楽凪紗です。皆さまにご迷惑をかけないことを第一に、誠心誠意取り組ませて頂きますので、どうぞよろしくお願いいたします」

「えー⁉　お姉さん⁉」

「パッと見、すっかり日毬ちゃんだと思い込んでたし！　なんかいつもより挨拶しづらいオーラがあったけど」

「あー、よく見れば、ちょっとだけ背丈ある気がする。雰囲気も違くない？」

　アイドルの子らは凪紗を取り巻くように集まった。

「至らない点があれば遠慮なくご指摘ください。改善できるように努めます」

　さらに凪紗が丁重に言うと、杏奈がすかさず手を伸ばす。

「お姉さん、よろしくね！」

　そう挨拶しながら、杏奈はいきなり凪紗の胸を鷲づかみにした。

「ああっ」

　吐息とともに、一瞬何が起こったのかわからないといった風に凪紗は目を白黒させて声を上げる。

「なっ⁉　何をなさるんです⁉」

　アイドルたちは皆、苦笑しつつ口にする。

「出た。杏奈の挨拶」

「いきなりだとビビるよね、アレ」

「ていうか今の反応、お姉さんもかなり感じやすいタイプなんじゃない？」

「だって姉妹だもん。お姉さんも敏感だよ絶対」

「杏奈さ……初対面の相手の胸をいきなり揉むとか、どういう神経してんのよ……？　日毬さんじゃないんだよ」

　彼女たちの声に構わず、杏奈は明るく挨拶を続ける。

「ひまりんとは友達なの。高校も一緒。お互い忙しくて、ほとんど通ってないけどね。文通もしてるんだぁ」

「そう、でしたか。んっ、い、妹のことを……あっ……はあっ……よ、よろしくお願いします……」

　凪紗は顔をゆがめたが、杏奈の手を払いのけたり、その場を動いたりしなかった。直立不動のまま、プルプル震えながらも杏奈に答えている。相手の手をはたき落としたり、身体を背けたりするのは失礼だと思っているのかもしれない。

「うん。私、ひまりんのこと大好きだから」

　杏奈は、凪紗の胸を摑む手を動かしながら言った。

「ああっ⁉　んっ！　はぁんっ……お願いです、どうかもう止めてください！」

　堪らず凪紗が叫ぶと、マネージャーの森が慌てて進み出てきて、杏奈の手を摑みあげる。

「やめろっ杏奈！　迷惑かけるなって言ってるだろう？　しかも他の子たちもいる前で！」

「お姉さんとお話ししてただけだもん。迷惑なんかかけてないし。ちぇっ、いいよもう」

　杏奈は不満げに口をとがらせ、森の手を払いのけた。

　アイドルのひとり──浅倉絵里那が凪紗に言う。

「お姉さんも突っ立ってないで振り払っていいのよ。杏奈はまた摑んでくると思うから、手とかはたき落としちゃっていいし。じゃないとエスカレートするよ」

「そ、そんなことは失礼です……。せっかくご挨拶頂いたのに、はねのけるなど……」

　凪紗は身体を震わせ、激しく呼吸を乱しながらも健気に言った。

「だからって耐えることはないんだけどね……」

「やっぱり姉妹だけに体質は一緒なんだぁ。すっごく感じちゃったでしょ？」

　別のアイドルが凪紗に笑顔で口にした。

「……」

　凪紗はどう応じるべきかわからないようで、目を見開き、息を吞んだだけだった。

　アイドルたちの話が途切れた頃合いを見計らい、川上が手をポンと叩く。

「さて皆さん、挨拶は済みましたか？　昨日、丸一日お姉さんには練習に付き合ってもらい、ひまりんの役目は把握してもらっています。それでも皆さんと違って、凪紗さんは普段舞台の上に立つわけではありませんし、プロでもありません。脚光を浴びる明日は想像以上に大変なはずです。そこで皆さんがサポートしてあげてください」

　集まったアイドルたちは皆、うなずいた。

「なお、ひまりんが代役であることは関係者だけの秘密事項です。蒼通さんや資宝堂さんの担当者と、ここにいる人しか知りません。その点、情報の取り扱いには注意して頂きます。マネージャーの方々、お願いします」

　後ろに控えるマネージャーらもうなずいた。

「さあ、時間もないことですし、舞台の確認をさっそく始めちゃいましょう。明日着る衣装もすべて裏に用意してありますので、今日が本番だと思って取り組んでみてください。ＢＧＭも本番通りに流れますので、それに沿ってお願いします」

　それからアイドルたちと凪紗は舞台裏に散っていった。

　舞台裏で、凪紗がまた杏奈に胸を触られていないかどうか心配だった。日毬の姉だけに、凪紗もバストサイズはかなりある方だから、杏奈に触られ続ける可能性がある。しかも凪紗は、日毬と違って振り払わない。杏奈には悪気がないことが困りものだ。他のアイドルの子たちが助け船を出してくれるのを祈るしかない。
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　帰りの車、後部座席には凪紗と千歳だ。

　俺はバックミラー越しに凪紗に訊いてみる。

「大丈夫そうか？　動きや流れは理解してくれたみたいだが……凪紗の場合、膨大な人々に囲まれたときの精神的な部分が心配だ」

「日毬の落ち度は私の落ち度。責任は私が取らなくてはなりません。私の気持ちの問題ではないのです」

　悲壮に、だが覚悟を決めたように凪紗が言った。

「インフルエンザを患ったのは落ち度ってわけじゃない。生活リズムがすっかり崩れてるときに、寒いなかで撮影を強行したのが原因だ。写真集より、明日のショーの方が遥かに大事な仕事だったのに……」

「ですが日毬は自らの責任を痛切に感じています。あの子なら本当に腹を切りかねない。体調管理は自分自身の責任に違いありません」

「腹を切ると言われて……冗談に聞こえないところがなんと言いますか……」

　千歳は言葉を途切れさせた。

「率先して千歳がサポートしてやってくれよ。とくにトークが心配だ。トーク時間は可能な限り短くしたけど、やっぱりそこは注目が集まる。千歳がうまくやってくれ」

「任せてください、大丈夫ですよ。しっかりやります」

「千歳に言われても安心できない法則」

「……社長、私を虐めるのがそんなに楽しいんですか？」

「冗談だ。任せた」

「素直にそう言ってくれればいいんです」

　凪紗が困ったように口にする。

「……それにしても、芸能界の挨拶は特殊なのですね……。あんな挨拶が存在するとは……。思い出しただけでも身体が熱っぽくなって、面おも映はゆい気持ちになってしまいます……」

「杏奈さんの挨拶のことですか？」

　千歳が訊くと、凪紗は端整な顔をゆがめてうなずく。

「はい……」

「誰でも最初は揉まれるみたいですよ。他のアイドルの子たちの話によると、胸の大きさによって触られる頻度が違うみたいです。だから日毬先輩なんて、会う度に毎回揉まれてるみたいですし」

「朝霧殿も揉まれているのですか……？」

「私は三回くらい。ハッキリしてることは、凪紗さんの場合、間違いなく明日も揉まれますね。絶対です」

「……」

　普段は淡々とした凪紗が、珍しく絶望的な表情になった。そして喘あえぐように言う。

「……そ、それでも私はやらなくては……」

　凪紗は決意を込めるように、胸のあたりをギュッと両手で押さえた。

　俺が言う。

「杏奈のことは日毬も苦手としてるんだ。日毬にとって唯一の天敵じゃないか」

「不仲……なのですか？」

「いいや、仲は悪くないみたいだぞ。杏奈が言っていたように、文通を続けてるらしい。もっとも日毬の場合、向こうが丁寧な手紙を送ってくるから、儀礼上の義務できちんと返信し続けてるだけかもしれんけどさ」

「……恐ろしいところです、芸能界というのは……」

　凪紗は窓の外を見やり、震える声音でそう言った。
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　ファッションショー当日。

　客席は予定通り、めいっぱい埋まっていた。大半は招待客である。

　最前列に陣取っているのはＶＩＰの芸能人たち。歌手や女優、スポーツ選手やお笑い芸人、政治家から学者まで、テレビで有名な人間たちだ。実は彼ら彼女らにもギャラを積んで招待している。ＶＩＰらはただ座っているだけだが、チラチラと画面の端に映り込むだけで役目は果たしているのだ。

　会場全体を見渡せるロイヤルラウンジから、俺は由佳里とイベントを眺めていた。

　川上と彼の会社のスタッフたちが主に指揮を執っている。俺たちは事業上の調整や営業がメインだから、イベントの指揮は川上に任せっきりにするしかない。

　ステージ中央には、アイドルたちが一堂に会かいしていた。日毬役を引き受ける凪紗だけはいない。日毬がモデル第一号を務める予定になっていたため、冒頭の挨拶は他のアイドルたちの役割だ。それに初っ端から、いきなり真打ちは登場しない方がいい。

　司会進行役を務めるのは、トップアイドルたちの中でも頭一つ抜けている片桐杏奈だ。今では歌手として数多くのライブをこなす芸能界の稼ぎ頭である。

「お集まりのみなさーん！　『Kagura』ブランドの記念すべき第一回ファッションショーにお越しくださり、どうもありがとうございまーす！」

　杏奈の挨拶に、他のアイドルたちも続く。

「こんにちはー！」

「ありがとー！」

　アイドルたちは笑顔で会場に向けて手を振った。一見するだけでは、思い思いに勝手に動いているように感じるが、皆の動きは大体決められたものだった。

「私たちの仲間のひまりんがブランドのファッションショーを企画するって聞いたので、他の仕事を放り出して、急いで駆けつけてきましたぁ！」

　そして杏奈は他のアイドルたちを見やって口にする。

「みんな、『Kagura』知ってた？」

　それからしばらく、アイドルたちの和気藹々とした掛け合いが行われ、会場は和やかな笑いに包まれた。会場の最前列に陣取っているＶＩＰたちも一級のエンターティナーばかりだから、とくに指示をしなくとも適切に笑い声を上げてくれたり、会場の雰囲気作りに自然な形で協力してくれる。

　一通りの掛け合いが終わり、杏奈は声を大にして開会を宣言する。

「それじゃ、スッタート！」

　次の瞬間、ＢＧＭが鳴り響いた。音と共に、日毬……ではなく凪紗が登場してきた。第一号のモデル役である。アイドルたちと入れ替わるようにして、颯さっ爽そうとした足取りでステージ中央へと凪紗は向かう。

　凪紗が現れた瞬間、会場には拍手と歓声のさざ波が沸き起こった。

　激しいフラッシュで辺りは光の渦に包まれる。

　凪紗の表情は引きつっていた。歩む足取りだけはきっちりしていたが、視線は定まらず、顔を上気させている。

　凪紗はステージの中央へと歩を進めていく。予定では、その場でゆっくりと何回か回り、お客さんたちに笑顔を振りまくことになっている。その裏で、先ほど舞台上で挨拶したアイドルたちが一度バックステージに戻り、着替えて一人ずつ凪紗の後に続くことになっている。

　用意された舞台の中央に、ついに凪紗は到達した。一段高くなっているステージからは、お客さんやメディアのカメラが遥か先まで見渡せるはずだ。

　凪紗の口元は引きつり、小刻みに震えているようだった。

　これはまずい……。明らかに笑顔が不自然だ。お客さんは不審に思うかもしれない。

　凪紗は極度に気を張り詰めていることと、激しい緊張とが相まって、パニック寸前という状況である。最初の頃の日毬よりひどい。

「凪紗ちゃん……！　お願い！」

　俺の隣で、祈るように由佳里がつぶやいた。

　凪紗は姿勢こそ崩さなかったが、ステージの中央、茫ぼう然ぜんとした表情で完全に制止してしまった。微動だにしなくなったのだ。思考停止したのだろうか。

　この状況は危険だ。しかし俺たちにはどうすることも……。

　異様な状況に、観客たちはざわめき始めた。初っ端に登場してきた凪紗が、ステージの中央でピクリとも動かない。ＢＧＭは鳴り続けているのに、主役がなぜか固まっているのは誰もが奇妙な印象を受けるだろう。

　それでも凪紗は固まったまま。笑顔まで張り付いてしまっている。今にも倒れそうだ。やはり凪紗が無理に代役を申し出てきたことを、そのまま受けてしまったのは失敗だったのか──。

　そのとき、舞台裏から杏奈と千歳が飛び出してきた。とっさの川上の判断によるものか、彼女たち独自の判断なのかはわからない。

　モデル然としつつも、心持ち急いで中央に向かった二人は、自然な形で凪紗の両サイドに立った。そして観衆に満面の笑みで手を振りつつ、凪紗の手を握った。ハッとした表情になった凪紗は、どうやら意識を取り戻したらしい。そこで千歳が何か言葉をかけたようだった。

　三人で手を繫いだまま、ゆっくりと中央のステージを回り、舞台裏へと歩き去っていった。入れ替わるように浅倉絵里那が現れ、颯さっ爽そうと舞台へと向かって歩を進めていく。本当なら、凪紗の後は杏奈が続くはずだったが、機転を利かせて順番を急遽入れ替えたのだろう。

　その後、衣装のモデルとして凪紗は登場しなかった。日毬の予定より数を減らしたとはいえ、本当ならば凪紗は三回衣装を着替えて登場する予定だった。その予定を止めたのは緊急の判断なのだろう。

　だが、ファッションモデルなら他のアイドルの子たちで代替できるが、『Kagura』のトークセッションには凪紗が出ないわけにはいかない。そこが心配だ。

　由佳里がため息をつく。

「一瞬、妙な雰囲気になりかけましたが……なんとか切り抜けられてよかったですね……」

「まだトークがある。最難関をどう乗り切るか……。だがここまで来たら、俺たちには見ていることしかできないからな……」

　そこからは凪紗の順番をすっ飛ばす形で、ほぼ予定通りにアイドルたちがファッションモデルの役目をこなし、次々と『Kagura』の衣装を披ひ露ろうしていった。最先端衣装というよりも、街で普通に着て歩けるような自然なファッションの数々だ。それでも、もし道ですれ違えば、つい振り向いて確認してしまうようなカッコ良さも併せ持っている。

　決して日毬人気にあやかった企画ありきのブランドではなかった。それも当然だ。なにせ動く資金の桁も違うし、裏方で関わっている人数も普通のブランドよりずっと多い。これこそプロフェッショナルな仕事だと改めて感じた。
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　凪紗の冒頭のハプニングはともかく、ファッションショーは堅調に進行していった。

　そして懸案のトークの時間がやってきた。本当なら避けたいところだが、『Kagura』ブランドの唯一無二の中心である日毬がまったく話さないのは、イベントの画が竜りょう点てん睛せいを欠くことになる。たった一言でいいのだ。あとは他のアイドルたちに任せておけばいい。

　壇上には、凪紗以外のアイドルたちが並び、会場へ向けて手を振っていた。

　杏奈が進み出る。

「会場のみなさーん！　『Kagura』の素敵な衣服の数々を堪たん能のうしていただけましたかー？　さてここで、ブランドの創設者ひまりんからご挨拶させて頂きまーす。呼んでみましょう！　ひまりーん！」

　先ほどとは違った服装で凪紗が登場してきた。本当は笑顔であるべきところだが、その表情は決意に満ちていて真剣だ。

　この場面は、予定では日毬ひとりがステージに立って演説するはずだった。しかし凪紗だとそれは無理である。アイドルたちを先に整列させておき、凪紗と彼女たちで会話させるスタイルに変更していたのだった。それぞれ、手にはマイクを持っている。

「こんにちは、ひまりん！」

　明るく杏奈は声をかけた。

　凪紗は顔を歪ませつつも、懸命にマイクを持ち上げる。

「か、神楽日毬なのである。正しい右翼は、日本に私ひとりなのである」

　凪紗の声は震えていた。見る人が見れば、どこか妙な印象を受けるに違いない。だが凪紗にしては、本当によくやってくれている方だ。この場に日毬がいないより、少し不自然でも、いてくれた方が遥かにいい。映画でも漫画でも小説でも、主役不在の物語などありえないからだ。

「さっきはどうして固まっちゃったの？」

　気楽な調子で杏奈は訊いた。

　本当は有う耶や無む耶やにしておきたいところだ。しかし皆が不思議に感じ、知りたがっていることでもある。だから、そこをあえて最初に聞いてしまおうとする杏奈の判断なのだろう。

　おずおずと凪紗は応じる。

「緊張してしまったのである……」

「いっぱいテレビに出てるひまりんでも緊張することがあるんだね。私もたまに緊張するよー」

「……そうなのであるか。たくさんの人がいるのを見て、びっくりしてしまったのである」

　凪紗はたぶん、日毬の喋り方を真似しようと頑張っているに違いないのだが……かなりの違和感。どうにも凪紗はズレている。
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　横から別のアイドルが声をかける。

「日毬ちゃんはどうして自分でお洋服を作ってみようと思ったわけ？」

「ファッション雑誌のモデルの仕事を始めたのがキッカケなのである」

「私もモデルやってるけど、そこまで発想できないな～。やっぱり日毬ちゃんは違うね」

　凪紗が応答に窮きゅうすると、すかさず千歳が代わりに口にする。

「日毬先輩は普通じゃないです。良い意味で。とっても勉強熱心で、半端なことはやらない人なんですよ」

「ちとせちゃんはひまりんと同じ事務所だったよね？　やっぱり普段から真面目なの？」

「超絶な真面目人間さんですよ。アイドルっていうより、お侍さむらいさんみたいな？　事務所に木刀とかあったりして、たまに素振りやってたりしますから。なぜか事務員の人も一緒に素振りしてたりするんで、何の事務所かわからなくなるときが……」

「えー⁉　事務員の人も？　どんな事務所なのそれ」

　アイドルたちがそれぞれ声を上げた。

　千歳が興味深い話題を振ってくれたおかげで、そこから会話の重点が自然に千歳に移ってくれた。それからアイドルたちの掛け合いでセッションは進行していった。会話はなかなか面白く、会場は何度も温かい笑いに包まれた。

　凪紗が喋ったのは最初だけ。あとは上手いことはぐらかし、ほぼ予定通りの時間をこなすことができた。日毬の気質はすでに世間がよく知っているから、ここであえて詳しく紹介するまでもない。この場はただ日毬が存在してくれているだけで、なんとかなる。

　トークタイムが終了し、凪紗を囲んでアイドルたちは舞台裏へと引き上げた。

　その後は片桐杏奈や浅倉絵里那が歌を披露する時間などが続き、最後にはもう一度、ショーで着た服のなかで各アイドルらが一番気に入ったものを着て再登場。盛大な拍手に見送られながら、杏奈が閉幕を宣言したのだった。

　多少のハプニングはあったにせよ、舞台裏の努力のおかげでファッションショーは無事に終了し、関係者一同はホッと胸をなで下ろしたのだった。
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　イベントの成功を祝し、蒼通の仕切りで軽く打ち上げをすることになった。こうして世間で人気のアイドルが一堂に会することは稀まれなので、貴重な機会なのである。有名アイドルたちと良好な関係を保ち、彼女たちにまた仕事がしたいと思ってもらえるようにするのも広告代理店の大事な仕事だ。

　直後に仕事が入っている幾人かはマネージャーと共に急ぎ足で次に向かったが、半分くらいが顔を出すことになった。打ち上げといっても仲の良い友達と盛り上がる無ぶ礼れい講こうではなく、あくまで仕事の延長線上だ。タレントは未成年が多いからお酒もなしである。マネージャーだけがアルコールを飲むわけにもいかない。たぶん川上も酒は遠慮するだろう。長くとも一時間半くらいで終わる。

　打ち上げへの参加は、由佳里と千歳に任せることにした。ひまりプロダクションはイベントを仕切った一員だから参加者ゼロというわけにはいかないが、心配して待っている日毬にイベントの成功を一刻も早く報告してやる必要があったのだ。

　引き上げる前、俺は凪紗と一緒に丁重にお礼を済ませた。そして一足先にドームを抜け出し、車で病院へとやってきたのだった。

　助手席で車に揺られる凪紗は夢見心地で口数少なく、いくらか震えているように見えた。今日が彼女の人生にとって一大転機だったに違いない。駐車場に車を止めてすぐ、俺たちは病室へと向かった。

　日毬の病室に入ると、ガウンに身を包んだ日毬がベッドに腰かけていた。腕には点滴。

　病室の温度は高めに設定されていて、普段着では暑いくらいだ。

　部屋に入るなり、俺は声をかける。

「なんとか無事に終わったよ。一時はどうなることかと思ったが。心配させちまったな」

「心配させたのは私の方だ。関係者には多大な迷惑をかけてしまった。しかも姉上にまで……」

　そして日毬は凪紗を見やり、声を震わせる。

「姉上……ありがとう……。映像はさっきニュースで流れたぞ。姉上が懸命に頑張ってくれている姿に、私はひたすら感動した……」

「私は上手くできませんでした……。舞台の上で頭が真っ白になってしまいまして……。自ら志願したのに、この体たらく……ただただ恥じ入るばかりです……」

　凪紗の声は弱々しかった。

「そんなことはない。初めて人前に立つときの辛さは誰よりもわかっている。私は一年間、雨の日も風の日も演説してきたが、毎回のように信じられないほどの勇気を必要としたんだ。今日の姉上はいきなり大舞台に立ったのだから、私の一年分に匹敵したと思う」

「さらに恥を晒すようですが、私は気絶する寸前だったんです……。あのとき朝霧殿や片桐殿が手を差し伸べてくれなかったら、イベントは大失敗に終わっていたでしょう……。もし皆さんに多大なる迷惑をかけるような事態になっていれば、私が腹を切らねばならなかったかもしれません……」

「何を言う。姉上は立派にやり遂げたのだぞ。おめおめと私が生き恥を晒し続けることができるのは、姉上が手を差し伸べてくれたおかげだ。やはり神楽家の代表は姉上でなくては務まらない。私は姉上を尊敬している」

　日毬は凪紗の手を取って言った。しかし凪紗は首をふる。

「いいえ、とても私では日毬に敵いません。こんな大変なことを日毬が気負いもせずにやっていることに、私は改めて驚かされました。今だって、思い返すだけで身体が震えてしまって、失神してしまいそうです……」

　俺は口をはさむ。

「凪紗はよくやってくれたよ。あの場には、日毬がいるということだけが必要だったんだ。その役目を凪紗は全まっとうしてくれた。十分だよ」

「そうでしょうか……。私は何もできませんでした……」

「姉上は生真面目すぎる。初めてのことだったんだから、もっと気楽に考えていいんだ」

　そう言う日毬に、俺は指摘する。

「日毬だって生真面目すぎるんだけどな。凪紗のことを言えた義理じゃない。あまりに生真面目すぎたせいで体調を崩したんだぞ」

「なっ⁉　私は日本国家に忠実であろうとしているだけだ。極ごく心しんに生きて何が悪い。日本のためならば私は死をも厭わないのだ！」

　日毬は憤ふん然ぜんとし、開き直った。

「わかったわかった。なら、たまにはゆっくり休んでくれ。それが凪紗の厚意に応えることでもあるんだからな」

「う、うむ……。そうしよう……。一刻も早く政治活動に復帰せねば……」

「じゃあ凪紗、日毬のことは頼んだぞ。打ち上げをやってるから、俺は一度顔を出してくるよ。千歳も連れ帰らなきゃならんしさ」

「はい……。織葉殿……ご迷惑をかけて申し訳ありませんでした。出過ぎたことを請け負い、挙げ句の果てに失態ばかりで……」

　凪紗は丁寧に頭を下げてきた。

　関係者一同は凪紗に大いに感謝している。凪紗は気にしすぎだ。

「無事に終わったんだから細かいことは考えるな。終わりよければすべて良しと言うだろう。反省は明日でいい。今日は頭を空っぽにして、ゆっくり休むことだな」

　気づいたように日毬が声をかけてくる。

「颯斗、皆に私が反省していると伝えてほしい。川上殿や杏奈にも……。本当は腹を切って詫びねばならないのに、姉上のおかげで生き延びることができた……」

「その代わりきっちり休めよ。来週からは仕事に復帰だ。休んだ分、仕事が大量に詰まってる」

　日毬は殊しゅ勝しょうにうなずいた。

　それから俺は打ち上げに舞い戻り、日毬の無事を伝えて回ったのだった。
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『Kagura』はメディアの主流に乗ったことにより、売上が堅調に伸び続けていた。ファッションショー以降も、蒼通の全力の後押しがあったおかげで、あらゆるテレビ番組や雑誌で取り上げられた。とりわけテレビ局系列子会社のカタログ通販での販売の伸びが目覚ましく、『Kagura』ブランドの今後の主戦場になっていきそうだった。

　こちらには総売上の五％が入ってくるだけの契約で、年間にすれば一〇億レベルのお金が寝ていても転がり込む。それに対し、ほとんど経費はかからない。蒼通や資宝堂リアルクローズの意向によって日毬が少し動けば済む話だ。

　従業員数名のひまりプロダクションの稼ぎとして考えれば破格なものだ。従業員一〇〇〇人の会社の話じゃなく、せいぜい二、三人が動いている程度の会社の稼ぎである。濡れ手に粟あわとはこのことだろう。

　しかもありがたいことに、資宝堂本体のメイン事業である化粧品のＣＭタレントに、当面の間、日毬が起用され続けることが内々で決定事項になっていた。数年間のＣＭでの契約金はこれだけでも億単位になり、その広告の出稿量は半端ではない。テレビの主要時間帯に毎日流れるコマーシャルなのだ。アイドルの仕事としては極めて良質のイメージを持つ仕事で、お金以上にメリットのあることだった。アイドルの一つの到達点と言っていいかもしれない。

　資宝堂リアルクローズもこの成功には有う頂ちょう天てんといった様子だ。連結売上高七四〇〇億円の企業にとって、年商が二〇〇億や三〇〇億程度の見込みの子会社はそれほど影響力がないと考えられるかもしれないが、新しいブランドの価値が世間に広く認められ、堅調に推移し始めたことの意味は大きい。一つのブランドの成功は、関連商品に多大な貢献をもたらすものなのだ。資宝堂本体の株価も上昇基調になり、俺や由佳里が仕事で資宝堂に出向くと、下にも置かないほどの歓待ぶりだった。資宝堂が出す新商品の内容いかんによっては、千歳もＣＭや雑誌広告に起用してもらえそうである。

　そしてステッチラインの方も、現行の生産ラインだけでは捌ききれないほどの注文量になっていた。ブランドを背負う工場がここだけなのだから、忙しくなるのは当然だ。ひまりプロダクションは実質的にステッチラインを傘下に収めていて、二重にも三重にも利益をあげられる仕組みだった。

　プロダクション設立一期目から、税金の支払いがいきなり大変なことになる。関係者にボーナスを大盤振る舞いしてもまだまだ有り余るだろう。仕掛けが当たって本当に稼げる瞬間というのは、利益が月まで届いてしまうものだと実感をもって理解できた。

　しかし現金ばかり貯め込んでいても仕方がないから、これを活用して何かしら別の収益の柱を作っておくのもいいかもしれない。焦ることはないが、かといって余裕をかましていれば、さらに資金が溢れるだけである。

　俺はオヤジを打ち負かしてやるための本格的な第一歩を踏み出せたのだ。そのことを思えば、俺は久しぶりに心安らかな日々を過ごせるようになったのだった。

　いずれ必ずオヤジに後悔させてやることができるだろう。自らの見る目のなさを、あの高こう慢まんちきな男に思う存分悟らせてやる。
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　午前一〇時を過ぎたころ。携帯に由佳里から電話があった。

「先輩……。ちょっと蒼通まで来て頂けませんか。今すぐに」

「今すぐ？　何だっていうんだ？　こっちも暇人じゃないんだけどな。日毬が今日から仕事復帰するんで、キャンセルしてたスケジュールの立て直しに懸命なんだよ」

　由佳里の声音で今すぐ向かうべきだと判断していたが、いちおう俺は自分の立場を表明した。日毬は退院後、二日間の自宅療養を経て、今日から本格的に仕事を再開することになっていた。できれば俺が日毬に同行してやりたいところだったが……。

「それでも、お願いします」

「……わかったよ。一時間後にそっちに着くから、ちょっと待っててくれ」

　日毬の付き添いには凪紗に行ってもらうことにして、俺は急ぎ足で駅へと向かったのだった。
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　会議室では由佳里の他に、部長が待っていた。

　俺は部長に頭を下げる。

「どうも。おつかれさまです」

「ども！　すみません急に！」

　由佳里は申し訳なさそうな表情で言った。

　部長は席に座ったまま、俺を見上げてくる。

「短期間でずいぶん出世したものだな。君はやっぱり蒼通を辞めて正解だったようだ。君をサラリーマンにしておくのは勿もっ体たいないと前から思っていた」

　会議テーブルを挟んで部長の目の前に座りながら、俺は言う。

「それは後出しジャンケンって言うんですよ。辞めるときに、『お前はもっと計画性があるヤツだと思ってた』って言ってたじゃないですか。それを忘れるなんて歳を取った証拠ですね」

「忘れちゃいないよ。実際、そう思ってたんだからさ。でも、君は自分の力で勝負した方がいいと思っていたのも本当だ。だから引き留めなかったじゃないか」

「そういえば辞表を渡したときも、案外すんなり通っちゃいましたね。期待されてない証拠だと思ってましたが」

「そんなことはないよ。今回も、いい仕事をしてもらった。辞めてまでうちに利益をもたらしてくれるとは期待以上だ」

　部長は苦々しく笑った。

「無理やり利益をかっさらうように由佳里に指示したのは部長じゃないですか。うちよりもお金を抜いてるくせによく言いますね。このプロジェクトで一番利益を得てるのはどう考えても蒼通ですよ。資宝堂よりもずっとね。まったく、とんでもない無む体たいな企業です」

　俺は冗談めかして言ったが、半分くらいは本心だ。

「こっちは高給取りが何人も動いてるんだから仕方ないだろう。君がほとんど一人でやってるキワモノの会社とはワケが違うんだ。それにプロジェクトがここまで軌道に乗ったのは、蒼通に金が落ちる仕組みを俺が提案したからじゃないか。利益を得てるのは君の方だよ」

　部長も負けじと応戦してきた。せっかくプロジェクトが手堅く推移しているのだから、下らないことで張り合うのは労力の無駄だ。

「わかりました。ええ、部長の言う通りですよ。ところで、ぼくをこうして呼んだのはどういう訳なんです？」

「緊急で対応を決めておくことがあってな。健城くん」

　部長は由佳里に話を振った。

「うっす。先輩、これ見てください」

　そう言いつつ由佳里の渡してきたものは四枚のプリント──雑誌記事のゲラらしい。ページにして八ページ分。かなり長い特集記事だ。印刷前のものだろう。

　記事のタイトルで、呼ばれた理由がすぐにわかった。




『神楽日毬は二人だった！　あの国民的アイドル神楽日毬に影武者発覚！』




　内容を読み込む前に視線を上げると、由佳里が口にする。

「明後日発売の『週刊ファースト』です。興味深い記事ですよ」

「明後日？　今から回収するなんてできるかな……」

　計算を巡らせながら俺はつぶやいた。

　部長が言う。

「『週刊ファースト』が手抜かりだったのは、うちが深く絡んでるプロジェクトだってことまで調査していなかったことだな。いずれにせよ対応を検討する前に、まずは織葉君を呼んで協議してみようと思ったんだよ」

「協議するもなにもないんじゃありませんか？　『週刊ファースト』なら一言で済むでしょう。こんなの、そっちで捻ひねり潰してくださいよ」

『週刊ファースト』が掲載している広告の三〇％は蒼通が出しているものだ。今から雑誌の回収は困難かもしれないが、記事が憶測に基づいて書かれた間違いだったなどとして、次の号でお詫びの掲載を強要することだって可能である。何かしらの対応ができないわけじゃない。

「その判断をする前に、まずは記事を読んでみてください。話はそれからです」

　そう由佳里が促してきたので、俺は記事に視線を落としてみた。





　今ファッション業界を席せっ巻けんするホットな話題の一つは、言うまでもなく『Kagura』のことである。あの超人気アイドル──神楽日毬ちゃんが立ち上げたブランドであり、その新しい才能は多くの女の子たちを虜にすることになった。

『Kagura』人気の急上昇を受けて先日行われた東京ドームでのファッションショーは各界から注目を集め、その成功は記憶に新しい。人気アイドルたちがそれぞれの言葉で『Kagura』を語り、イベントは大いに盛り上がった。

　だがこれだけのアイドルを集めても、やはり世間の注目を一身に集めたのは日毬ちゃんだった。そう、ここでも彼女はさまざまな意味で注目を集めることになったのだ──。

　ファッションショーでの日毬ちゃんに、不思議な違和感を持った人は多いのではないだろうか？　事実、ファッションショーの直後、ネット上では彼女の話題で持ちきりだった。

　初めて彼女が公に使用した『なのである語』が可愛すぎるとして世間を騒がせていることはご存じの読者も多いはずだ。ツイッターでは『なのである語』が氾はん濫らんしており、どんな言葉にも末尾に「なのである」とつけることが定番化するほどの人気を博している。もともとネットでは高い評価を獲得していた日毬ちゃんだが、この騒動では改めて人気を裏付けた。




　だがここで一つ疑問が持ち上がる。日毬ちゃんは活躍しすぎていないだろうか。

　実力？　そうかもしれない。彼女の特異なキャラクターは見る者の心を捉えて離さない。もちろん批判や反論も多いが、それだけ議論は盛り上がり、彼女の話題は尽きないのである。あなただってお酒の席で、彼女の話題の一つや二つ、話したことはあるはずだ。

　ここで私たちが問題にしたいのはそんなことではない。疑問は、彼女はあまりにも数多くのメディア媒体に露出しすぎていやしないかということだ。朝に新刊雑誌のグラビアに登場しているかと思えば、昼の街角ではラジオ歌番組のゲストに招かれた彼女の声を聞き、夜にはバラエティにまで登場するようになっている。彼女の一日のスケジュールを考えてみればとても人間業わざとは思えない。




　実は、である。彼女がここまで活躍できるのにはワケがあった。

　本誌独自の調査で明らかになったところによると……彼女は二人存在したのだ！




　何を言っているのかわからない読者も多かろう。だが言葉通りだと言うしかない。

　改めて言おう。彼女は二人存在している。姉妹で『神楽日毬』という共通の名前を使い、ときおり入れ替わりながら芸能活動している世にも珍しいアイドルだったのだ！




　日毬ちゃんは妹で、今では全国的に名を馳はせた政治団体日本大志会を運営している一六歳の女の子だ。だが一九歳のお姉さんもいて、彼女の名前は神楽凪紗。『なのである語』を使用するのはお姉さんの方だ。

　二人の写真を並べてみた。髪型さえ合わせれば、一見しただけでは見分けはつかないほど似通っているのがわかるだろう。これだけの美貌の持ち主が二人いたということだけでも驚きだ。

　これは本誌の総力を挙げた取材により判明したスクープである。




　そして次の写真を見てほしい。以前、本誌のグラビアに登場した日毬ちゃんの写真と、ファッションショーに出ている日毬ちゃんの写真だ。微妙に雰囲気が違うことがわからないだろうか。若干背丈も違うし、心持ちスタイルも違うような気がする。そういう視点で眺めてみれば、容貌の微妙な違いも見えてくる。

　そこでファースト編集部は慎重を期して二枚の写真を専門家に依頼し、分析を試みた──。






　記事はさらに長々と続いていた。

　幾つもの写真を持ち出し、あれやこれやと比較検討が続いてゆく。過去に日毬がこなしたグラビアなのに、なぜか凪紗の方として断定されているものもあった。

　実際には凪紗が登場したのは先日のファッションショーだけなのに、今までこなしてきた日毬の仕事の二割近くを凪紗が担当していたことになっていた。

　由佳里や部長が扱いを持て余している理由が、俺にもやっと理解できた。これは俺でも困る。なぜならこの影武者事件は、極めて好意的に扱われていたからだ。姉妹で活動していることを突き止めた記者の喜びが行間から滲み出ているような記事である。この記事を書いた記者に嫌な思いをさせるのも忍びないし、そもそも俺たちに対する批判ではまったくなかった。

　しかも記事はなかなか面白い。読者の興味をかきたててくれるはずだ。

「……これは意外に……悪くないな」

　素直な感想を俺はもらした。

　由佳里がうなずく。

「ですよね。悪くないんですよ。むしろ面白いといいますか……。影武者事件がやたらとポジティブに扱われちゃってて、うちとしてもどうしたものかと……。『週刊ファースト』、なかなかに良い仕事してません？」

「プロダクション的には、これはこれでアリかもしれない。こっちが懸念するほどのマイナス要素はないかもな。凪紗は嫌がるに違いないが、それでも影武者を叩かれるよりずっといいはずだ」

「影武者だったと知られたところで、おそらく世間もこの記事と同じような印象を持つんじゃないか。ファッションショーは終わったのに今さら怒り狂う人がいるとは思えんな。でだ、君の意向を聞いてから対応しようと思っていたんだが……結論は、どうしたいんだ？」

　部長が訊いてきた。

「これはこれで受け入れてみてもいいですね。世間の反応を見て訂正する場合は……妹がインフルエンザを患ったために、姉が妹を助けようと決意して東京ドームでのイベントを肩代わりした涙の美談にすることができるでしょう。第一、それは事実ですから」

　とっさに俺は判断を下した。影武者シナリオはプロダクションにとって悪くないし、話が漏れている以上はこの路線で押すのが最も波風が立たないような気がした。その上で、もし世間に叩かれるような事態に発展すれば、そのときは本当のことを打ち明けるという逃げ道もある。ファッションショーが成功裡に終わった今、インフルエンザに苦しむ妹に代わって凪紗が影武者を務めたと世間に知れても、『Kagura』の評価を下げる心配はまずないと思える。

「なら決まりだな。うちは何も見ていなかった。現実問題、今から手を打ったところでどうせ後手後手に回るだけだろう」

　部長も断を下した。

　由佳里が提案してくる。

「だったらこれを逆手に取って、もっと積極的に便乗しちゃうのもいいかもしれませんよ。むしろメディア各社にうまいことリークして、日毬ちゃんと凪紗ちゃんの美談をどんどん書いてもらうとか。大衆の心に浸透する美談広告になると思いますね。資宝堂さんも喜ぶし、日毬ちゃんの活動にもプラスになるんじゃないですか。名付けて『カミングアウト大作戦』ですよ。『Kagura』のさらなる広告にも繫がる予想外のボーナスステージです」

「あんまりやりすぎると凪紗がな。この記事はそこそこ事実に近いし、好意的に書いてあるから受け入れるしかないが……日毬と凪紗には報告しておかないと」

　そして俺はゲラをもらい、事務所に戻って日毬と凪紗が仕事から引き上げてくるのを待つことにした。
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　仕事から戻って来た日毬と凪紗を前に、俺は雑誌のゲラを見せつつ状況を説明して聞かせた。凪紗はメガネをかけて髪型も変え、かなり入念な変装をしていた。

　そんな凪紗の第一声。

「うまく演じきれなかったのは自分の責任……。頑張って日毬の真似をしたつもりだったんです……。その役目を全うできなかったことを痛感しております……」

「姉上……すべて私のせいなんだ……私がインフルエンザごときに負けたから……」

　日毬は苦しげに声を絞り出した。

「いいえ、日毬のせいではありません……」

「私のせいだ。私のせいで……」

　二人は責任を背負い込み、激しく落ち込んだ。二人とも自決しかねない雰囲気だったので、俺は慌てて口をはさむ。

「おいおい、悲観しすぎだ。そんなに嘆き悲しむことでもないだろう。記事は好意的だし、凪紗のことも褒めてあるぞ。この記事を見れば良い感想を持つ人は多いと思うけどな」

「だが記事では、ときどき姉上がグラビアに出ていることになっている。明らかに間違いだ」

「わっ、私は水着などにはなれません……」

「俺はこのまま放置しておくだけでもいいと思うけど……日毬や凪紗としては、そこはハッキリさせておきたいところか？」

「当然ハッキリさせるべきだ。人前で水着になったなどと世間に誤解されたら、姉上が可哀想だ。私は自分の人生なぞとうに捨てているから屈辱を吞み込んで水着になっているだけであって、姉上は違う」

　日毬の判断基準が俺にはわからなかったが、神楽姉妹にとって、世間の勘違いは許し難いものであるようだった。

「その間違いを訂正するなら、記者会見を開いたりして説明することになるぞ。たしかに、すべてを世間に打ち明けてしまう方法も悪くはない。由佳里が『カミングアウト大作戦』とか言っていたが、こっちから積極的に事実を伝えていくシナリオだ。しかし欠点は、さらに凪紗が脚光を浴びることになる。それでもいいのか？」

「だがいずれにしろ、アポイントも取らずに姉上のところに記者が押しかけるような事態になってしまうのではないか？」

「その可能性はある。会見を通して記事に答えない場合、凪紗に対する突撃取材のようなものは覚悟しておいた方がいいだろう」

　か細い口調で凪紗が言う。

「……なんとかなりませんか……。上手く日毬を演じられなかった私が悪かったのですが……でも、それでも私は耐えられません……。買い物中に突然記者の人に話しかけられでもしたら、私は……」

「……やはり事実をきちんと公表した方が姉上のためだ。この記事が一人歩きしてしまった方が、姉上に対する誤解が大きくなってしまう。インフルエンザを患った私が悪かったのだということを、世間に知らしめるべきだろう」

「じゃあこうしよう。明後日、この記事が出たあとに記者会見を開く。そこで二人の口から事実を語ってもらって、この話題には終止符を打ってしまおう。俺としてはそれでもいい」

「やはり私が出なくてはなりませんか……」

　凪紗は戸惑いの色を濃くした。

「できれば俺も凪紗に嫌な思いはさせたくないところだけど、ここで逃げ続ければ向こうから記者がやってくる。彼らはしつこいくらいに追ってくるぞ。それよりは、会見で一気にケリをつけてしまった方がいいんじゃないか？」

「姉上は最低限の受け答えをするだけで十分だ。不ふ埒らちな記者どもは私が相手をしよう」

「……わかりました。日毬……会見では私の手を握っていてください……」

「わかった。姉上、心配には及ばない。大事なイベントの直前に病に負けたのは、すべて私の失態なのだからな。姉上に嫌な思いはさせないぞ」

　日毬は手を伸ばし、凪紗の手を堅く握りしめた。
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　場所は原宿、多くのショップが入居する複合店、一階ホールに用意した即席の記者会見場。

　今日はそれほどカチッとした会見ではない。日毬と凪紗は一段高くなっているステージの上で、立ったまま周りを取り囲む記者たちの質問に答えていくスタイルだ。壁ぎわ一面には、近日中に発売予定の日毬のファースト写真集のポスターをしつこいくらいに並べて貼り出してある。テレビ画面にチラチラ映り込むだけでも大きな宣伝効果だ。

　集まった記者らは一〇〇人ほど。日毬が世間を騒がせ続けた際は、報道記者や政治、経済関連の記者らまで集まって多くなったが、今回はほとんど芸能記者ばかりだ。そのため顔見知りが多い。

　日毬と凪紗が並んで登場しただけで、会場はどよめきに包まれた。

　二人は手を繫いでステージに登った。日毬はいつものように胸を張り堂々としているが、凪紗はおどおどしてうつむきがちだった。手を取り合っての登場だと、一見しただけなら単なる仲良し姉妹のように映るかもしれない。いや、実際に仲は良い姉妹なのだが、二人が手を握り合っているのは、凪紗の緊張を少しでも日毬がほぐそうとしているためだ。二人は記者たちの前でも堅く手を握り合っていた。

　俺はマイク片手に二人の隣まで進み出て、挨拶する。

「本日はお集まり頂きありがとうございます。ひまりプロダクション、代表の織葉です。始めに『週刊ファースト』さんの影武者記事についてお断り申し上げます。『週刊ファースト』さんの記事は一部が事実、一部は間違いであります。まずその経緯を、私から説明させてください──」

　そして俺は日時を追って、できるだけ丁寧に成り行きを説明していった。ファッションデザインの仕事に打ち込む日毬があまりに熱心で、徹夜状態が続き、体調を崩しかけていたこと。ファースト写真集の撮影日がとても寒く、体調のせいもあり、日毬がインフルエンザで倒れてしまったこと。日毬はそれでもイベントに出演しようとしたが、周りに感染する危険もあり、プロダクションが押し止めたこと。しかし日毬は自分を激しく責め続けたので、それを見た姉の凪紗が、急遽代打を務めることを名乗り出てくれたこと。凪紗は不慣れななか、代役を懸命にこなしてくれたこと──。

　その上で『週刊ファースト』が指摘したような、過去のグラビアにも凪紗が代行を務めた事実は一度もなく、今回のファッションショーが初めてであったこともきちんと説明して聞かせた。

「私の方から経緯については語るべきことをお伝えいたしましたので……今日は和気藹々とした質疑応答を中心として会見を進めていければと思います。本日の時間は限られていますので、ご質問のある方はお気軽にどうぞ」

　辺りを取り巻いている記者たちから一斉に声が上がった。

　一番最前列、最も声が大きい記者の声。

「お姉さんの口から何か一言お願いします！」

　凪紗にマイクを渡すと、意を決したようにうなずき、切々と語る。

「……日毬は病で苦しむ以上に、責任を果たせないことを思い悩んでいたので……こんなときこそ私が妹の代役を務めてあげねばと思いました……。出過ぎた真似をして申し訳ありません……」

「あれ？　どうして『なのである語』じゃないんですか？」

　後ろの記者が声を上げた。

　一瞬、凪紗は困惑した表情を見せた。やがてハッと何かに気づいたようで、消え入りそうな声音で口にする。

「そ、そうだったのである。私は神楽凪紗なのである。忘れていたのである……」

　咄嗟に日毬が凪紗からマイクを受け取る。

「質問はできるだけ私に振ってくれ。姉上はこのような場所に慣れていない。だから私が答えよう」

　日毬がそう言ったにもかかわらず、質問は凪紗に関することばかりだった。もともと日毬の影武者が発覚しての会見なのだから、どうしてもそうなってしまう。

　周りを取り巻く記者たちは口々にわめきたてる。

「やはりお姉さんも右翼なんでしょうか⁉」

「『なのである語』が可愛すぎると評判です。その点について、何かご感想は？」

「所属はひまりプロダクションになるんですか⁉」

「凪紗ちゃんの今後の芸能活動の予定について教えてください！」

「ひまりんの方は歌手デビューが決定していますが、凪紗ちゃんの方はいつになります？」

「近々発売が予定されている神楽日毬ファースト写真集のなかに、お姉さんも一緒に登場しているという話がありますが、本当ですか？」

「お姉さんはどんな政治団体を運営されているんですか⁉」

「映画の主演に抜ばっ擢てきされたという噂があります。仕事に取りかかるのはいつからです？」

「お姉さんのグラビア初登場はいつを予定されていますか？」

　矢継ぎ早に質問が相次いだ。ありえない噂まで飛び交っているようで、日毬は否定に躍起になっていた。記者たちの熱気に怯ひるんだ凪紗は、緊張に身を硬くし、一言も喋らなくなってしまっていた。

　写真集の噂はこのタイミングだとありがたい。凪紗が映っているかもしれないと話題になれば、それだけ事前にニュースになり、売上が嵩ましされるからだ。

　また、映画の主演の噂はデマである。しかし記者がこのタイミングでまったくの捏ねつ造ぞう話を持ち出す理由はなかったので、おそらく今日の午前中あたりにどこかの映画制作者が配役の案として、「主演は話題のひまりんか凪紗ちゃんがいいよね～」くらいのことを一方的に言ったのではなかろうか。凪紗なら、澄まし顔でポーズを取っていればいいだけのモデルなら務められるだろう。だが、映画やドラマなど動きがあるものに出演する可能性は万に一つもない。日毬ならともかく、凪紗だと無理だ。

　記者たちの勢いは止まるところをしらなかった。凪紗は上気し、頭に血が上っているようだ。言葉を発しない凪紗に向けて、記者たちは息巻くように声を上げる。

「凪紗ちゃん！　ぜひとも一言、お願いします！」

「日毬ちゃんには『ひまりん』という可愛らしいニックネームがありますが、凪紗ちゃんの希望はありますか？」

「凪紗ちゃん、こっち向いてください！」

　ふいに、凪紗が息を止めた。かと思えば、突然、凪紗のヒザがくずおれた。茫然とした表情で、よろよろと尻しり餅もちをつく。気絶してしまったのだ！

「あっ、姉上⁉」

　手を繫いだままだった日毬が血相を変えてヒザをつき、凪紗を抱きしめた。

　慌てて俺は二人の前に飛び出し、記者たちに向けて両腕を振る。

「すみません！　会見は終わりです！　今日は終了ですんで！」

　そして日毬と一緒に気を失った凪紗を抱え上げ、裏手に引き上げたのだった。
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　影武者事件で凪紗は大きな注目を集めることになった。おかげでファッションショーでの凪紗の模様が繰り返し放送され、『Kagura』ブランドの認知がさらに高まっていった。『Kagura』の話題が継続して盛り上がることになったのは、マーケティング予定外のありがたいボーナスだ。

　しかし、ひまりプロダクションにとって困ったこともある。ときおり日毬の付き人を代行してくれていた凪紗だったが、ある週刊誌の記事でそのことをすっぱ抜かれることになったのだ。「日毬のマネージャー役を務めているのは実は姉の凪紗だった」という内容で、凪紗の活躍が実態を遥かに超えて誇張されたものだった。記事によれば、日毬が爆発的にヒットしたのは凪紗が裏で密かに計画を練ったりと、陰に陽に暗躍したかららしい。

　注目を集めるのもいいことばかりではないということである。この記事の影響で、凪紗は変装してもバレてしまうようになり、日毬のマネージャー役が務められないようになってしまったのだった。

　閉口したのは俺である。急なお願いをしても、二つ返事で日毬の付き添いを快諾してくれていた凪紗に仕事を任せられなくなったことは、プロダクション業務にとって大きな痛手だ。せっかく社内の事務作業は壮司が取り仕切ってくれるようになって余裕が出てきたと思ったのに、今度は肝心のマネージャー業務の方がまた収拾がつかなくなってしまった。

　千歳クラスのアイドルであれば、同時に四～五人程度なら一人でマネージャーを務めることも可能だ。しかし日毬となれば話はまったく別である。日毬はたった一人だけで、そこそこの知名度を持つアイドルやタレントの一〇人分に匹敵するのだ。

　考えあぐねた末、ある決断を俺は下していた。いささか強攻策ではあるが、ゆっくりと待ってはいられない状況でもあった。

　都内のホテルラウンジに由佳里を呼び出し、最奥の席で、俺たちはサシで向かい合っていた。

　コーヒーを口に運びながら、俺は言う。

「仕事中すまんな。今日の今日でいきなり呼び出して」

「いいですよ～。資宝堂さんとの共同プロジェクトが成功したおかげで、社内での私の評価はうなぎ登りですから。同期ではトップを走っちゃってるんじゃないですか。先輩が良いキッカケを与えてくれたおかげです。このままでは、いずれ社長になっちゃうかもですよ。蒼通初の女性社長の誕生ですかね。ふふん、さすが運の良さだけで世の中を渡り歩いてきた私だけに、一味違っちゃったみたいです」

　由佳里は上機嫌だった。

「たった一つのプロジェクトを成功させたくらいでいい気なもんだ。どうせなら一〇〇〇億レベルの案件を成功させてから威張るようにしろ」

「相変わらず先輩は厳しいなぁ！　可愛い部下を少しは褒めてあげようって気持ちにはならないんですか？」

「俺まで褒めると由佳里はどこまでも増長するからな。根が単純すぎるんだよ。由佳里の最大の欠点だ」

「あー、欠点ばかり指摘するのは悪い教師の見本みたいなものですよ。今どきの良い教師は、生徒の優れた部分を褒めて自主性を高めていくものなんです」

「ゆとり教育は失政だったと責任者は認めるべきだ。日毬流に言えば、国家の衰退に繫がる問題だ」

「先輩だってゆとり教育第一世代じゃないですか」

「俺はクソオヤジのせいで、ちっともゆとってなかったと思う。子供のころにはもう、胃がキリキリする痛さというのを経験してたよ」

「なんだか深刻な顔してますね。こうして呼び出した理由は何なんです？　また日毬ちゃん絡みで新しい案件でも思いつきました？」

「……」

　まじまじと、俺は由佳里を眺めやった。

「あんまり真剣に見つめられると、これからプロポーズでもされる気分になってきてドキドキしちゃいますけど。他ならぬ先輩からそこまで熱心に頼まれちゃったら、私としても、ひっじょーに前向きに検討せねばならないでしょうね！　うん、それなら仕方ない！」

　冗談めかして由佳里は声を上げ、したり顔で腕を組んで何度もうなずいた。

「……単刀直入に言う。蒼通を辞めて、ひまりプロダクションに来てほしい。今すぐだ」

「……ですか。ふーむ」

　意外にも、由佳里はそれほど驚かなかった。腕を組んだまま、中空に視線を向けてうなる。

「うちに来い。蒼通なんぞに居残ってたところで、面白いことはもうないぞ」

　俺の断定的な口調に、今度はゆかりが、しげしげと俺を見やってくる。

「ずいぶん誘い方が変わるものですね。以前は遠慮がちだったのに」

「それだけ由佳里の将来を慎重に考えていたことの裏返しだと思ってくれ。以前は、仮に由佳里がこっちに移ってきても、将来にわたってきちんと生活保障をしてやれるかどうか確実とは言えなかった。だが今なら、金銭面についても将来性についてもまったく問題がない。由佳里が蒼通で稼ぎ出す生涯賃金の数倍は約束してやれる。もちろん由佳里はうちの創業メンバーで、立場も副社長だ。ひまりプロダクションはもう無名の企業じゃないし、決して悪い選択じゃないはずだ」

　なんとしても、このタイミングで由佳里をパートナーに迎えたかった。俺の片腕を任せられるのは由佳里しかいない。大抵のことは安心して委任できるし、人物としても信用できる逸材だ。

　由佳里はよく自分を卑ひ下げして「実は昔、かなりのバカでした」とか「高校卒業までずっと、ガチで偏差値四〇台前半でした！」とか「早稲田には変ちくりんな推薦枠が結構あるんでなぜか潜り込めただけです。まともな大学だったら絶対受かりませんでしたよ、私」などと口にする。たぶんそれは事実なのだろう。

　しかし由佳里には、数字や知識では推し量れない俗ぞく才さいがあった。機転が利き、要領も良く、熱意があり、人好きされやすくて営業力がある。間違いなく仕事ができる女の子だった。蒼通にはたくさんの人間がいるが、そのなかで自由に誰でもヘッドハントしていいと言われたら、選ぶのはイの一番でやっぱり由佳里だ。元部下だったという情を除外しても、である。

　由佳里は困ったように言う。

「本格的な転職のお誘いってわけですか。それはまぁ、ひまりプロダクションに入社する可能性も考えてはいましたよ。先輩も日毬ちゃんも、私にとって他人じゃありません。でも蒼通を辞めて芸能プロダクションに入社するのは……やっぱり勇気がいりますね」

「違う。社員としてじゃない。もうサラリーマンとしての考えは捨てろ。ビジネスパートナーだ。ひまりプロダクションは由佳里のものでもある。いいか、まだきちんと伝えていなかったが、由佳里はひまりプロダクションの二〇％の株主だ」

「……え？」

　由佳里は目が点になっていた。

　構わず俺は熱を込めて続ける。

「この前、由佳里が一〇〇万出したろう？　それはぜんぶ増資に当てた。ひまりプロダクションの資本金は二〇〇万。株価は調整したからフィフティフィフティじゃないが、由佳里が善意で資金援助してくれた恩には応えたつもりだ。芸能事務所としての成功や『Kagura』ブランドが結実したおかげで、実際の企業の価値は三〇億円を超えるだろう。五〇億円と値付けする事業家や銀行家がいてもおかしくない。今期から売上・営業利益ともに急上昇するステッチラインまで、実質的な傘下にあるんだからな。何もしないで寝てたって、年間の利益は一〇億でも二〇億でも転がり込んでくる状況だ。……つまり二〇％の株式を持ってるということは、それだけで由佳里には数億円の資産があるということさ。俺とほとんど対等なパートナーだと考えてほしい」

　増資の登記をするにあたって、株主になる相手に事細かく書類をもらう必要はない。取締役会や株主総会が決議すればいいわけで、それは俺一人の決済で事足りたのである。

「対等な、パートナー……？　私と先輩が……？」

　由佳里は言葉を詰まらせた。

「そうだ。不満か？」

「不満ってわけじゃなくて、ちょっと何だか想像外だったんですが……。先輩は、やっぱり先輩で……」

「由佳里がどう思おうと構わない。俺はビジネスパートナーとして由佳里を誘っているんだ」

　決断を促そうと俺は強く言った。

　ステップアップするためにビジネスパートナーは重要だ。成功している会社の大半には、経営者の隣に、優れた片腕がいるものだ。ひまりプロダクションは大きな飛躍を前にしているからこそ、片腕になりえる人物は必要不可欠だった。

　だが相手は慎重に選ばなくてはならない。とりわけパートナーの性格が重要だ。人なつっこく、穏やかなヤツならベストである。野心に燃える人間よりも、友人を最優先してくれる相手の方がいい。何事にも熱心だが、かといって利益を優先しないヤツ──。

　そんな人間がそもそも事業をやるはずもないというのは間違いだ。人生観は人それぞれ。どんなタイプにも、さまざまな生き方の選択がある。

　いかに有能でも、気性の荒いタイプ、強引なタイプ、一方的に話し続けるタイプと組んではダメだ。目先の利益、目先のビジネスプラン、目先の人脈に釣られてはならない。同様に、カネにガツガツしている人間もパートナーには向いていない。

　自分より明らかに立場が下の部下として迎えるなら、荒っぽいタイプでも、ガツガツしているタイプでも構わない。部下なら仕事さえできれば、極端な話どんな人間でもいいのだ。

　だがパートナーともなれば、お互いに相手の人生を背負い合うことになる。事業経営は末永い道のりだ。景気が良いときもあれば、もちろん悪いときもある。業績が著しく落ち込んだときに、パートナーが激げきしやすい性格だと、それが破綻や仲違いに繫がる結果になる。

　だからパートナーは仕事ができることは前提だとしても、何事にも楽観的で明るく、のほほんとしているくらいが丁度いい。そんななか、能力的にも性格的にも由佳里はベストな人選だった。俺の見立ては間違っていないはずだ。

　おずおずと由佳里は口にする。

「……でも先輩。ステッチラインの再生で資金を集めたときなんか、先輩が個人で連帯保証とかしてましたよね？　責任はぜんぶ先輩が被ってるのに、実は会社の二〇％が私のものだったって……ちょっとおこがましいと思うんですが」

「安心しろ。由佳里は何にも心配することはない。責任はぜんぶ俺が背負う。これは確約してやれるが……万一の場合、負債はぜんぶ俺が被る。今後、会社の連帯債務を背負うようなケースがあれば、その役目を引き受けるのは俺だけでいい」

「何ですかそれ。ずいぶん私に虫の良すぎる話じゃありませんか」

「いいや、生き残り方だ。マイナスを俺だけが背負い込むようにしておけば、由佳里はクリーンなままでいられるだろう？　もしものときの保険なんだ」

「どうして私にそこまで利益を与えようとしてくれるんです？」

「だからさ……そういう考えが相変わらずリーマンだって言うんだよ。分からないか？　つまり、二度チャンスがあるということだ。俺と由佳里が一緒に責任を背負い込めば、一度の失敗ですべてが破滅しちまうだろ？　俺だけが表に立っておけば、万一何かで足を踏み外しても、由佳里が残るということさ。そうすれば結局、俺も安泰というわけだ。俺たちのグループ全体が没落してしまうことはない」

「ちょっと待ってください。私が先輩を裏切ったらどうするんですか。もしものときに、先輩を切って捨てて、自分だけ利益を持ち逃げするってことも私はできる立場にあるってことじゃないですか」

「俺は由佳里を信頼している。こっちだって一年以上も毎日、由佳里と一緒に机を並べて過ごしてきたんだ。由佳里は単純で、あんまり深いこと考えないタイプだから、俺も余計なことに煩わずらわされず会社を預けられる。だからパートナーとして誘ってるんだよ」

「バカにされてるんだか、褒められてるんだかわからないんですけど！」

「褒めてるんだ。大絶賛中だよ」

「……」

　由佳里の悩みは深まってしまったようだった。由佳里が対応に苦慮する姿は珍しい。

　しばらく思案を巡らせていた由佳里は、やがてポツリとぶつやく。

「そこまで言われたら、私の選択肢ってあんまりないような気がしますが……」

「だろ。由佳里を逃がすつもりはないからな。今後のひまりプロダクションのために、どうしても由佳里が必要だ。だからここまでコミットしてる」

「でも私……そんなに野心ないんですよ。日々を楽しく生きられれば十分で……」

「だからだよ。そういう気質なのは俺も十二分に知ってるからこそ、由佳里には信を置けるんだ」

「正直なところ……先輩の話が、私、半分もわかってません。私にコミットする理由とか、私をそこまで信頼する理由とか……」

「今はそれでいい。いずれわかるときがくる」

「それからやっぱり女の子なんで……お金のこととか、地位のこととか、それほど興味はないんです。大切なものって他にあるんです」

　いくらか伏し目がちになって、由佳里は小さく言った。

「じゃあ何が望みだ？　言ってみな。可能な限り善処しよう」

「……」

「ほら、遠慮はいらない。言ってくれ」

「……先輩……私の人生に、責任を持ってくれますか？　……深い意味で」

「だから持つって何度も説明しただろ。その準備ができてなきゃ、俺もここまで強くは誘わないよ。まだ何か懸念があるのか？」

「……」

　由佳里は口元を歪めて首を振ったが、どこか嬉しそうだった。

「……わかりました。辞表、出します。なかなか楽しかった蒼通ですが、そんなに名残があるわけでもありませんし。今では気持ちの半分は、ひまりプロダクションの方に移っちゃってましたから」
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　その言葉に、俺は心から安堵して椅子に身を沈める。

「決断してもらえてよかった……。俺も覚悟を決めて今日ここに来たから、ホッとしたよ。改めて一緒だな。ビシバシ鍛えてやるから覚悟しとけ」

「でも辞表出してもすぐ移れるわけじゃありませんよ。他の人に仕事の引き継ぎが終わるまで待っててくださいね」

「了解。忙しすぎて困ってるから、早ければ早いほどありがたい限りだ」

「せっかく移る決断をしたからには私も本気出します。力いっぱいプロダクションを拡張していかなくちゃ」

「拡張といってもな、俺一人だと今が限界だ。これから由佳里がマネージメントで参加してくれるとなれば、もっと幅広く対応できるようになるだろう」

「……となれば、所属タレントの数がまだまだ足りませんね。積極的に多くのアイドルを発掘すべきです。あっ、そうだ！　手始めに、凪紗ちゃんをゲットしましょうよ」

「凪紗か？　日毬人気のおかげで幾らでも仕事はありそうだが……やってくれるかなぁ？」

　俺は半信半疑だった。

「私の仕事の一つめです。誘ってみましょう」

　由佳里は強い調子でそう言った。

　もし凪紗がタレントとして所属してくれるなら、これほどありがたいことはない。しかし臆病な凪紗が、人前で仕事をすることをどう考えるだろうか。





◇






　俺と由佳里は、ひまりプロダクションが入居するマンションの最上階ラウンジで、凪紗と向かい合っていた。

　このタワーマンションは共用施設がやたらと充実していて、入居者はフロントで数百円を支払えば利用できる場所だった。他にも、静かに勉強したり本を読めたりするスタディールーム、大規模なプール、客人が宿泊できるゲスト施設、スクリーンが設置されたシアタールームなどまで備わっている。維持費がかからないラウンジやスタディールームならともかく、プールやシアタールームともなればまったく管理費の無駄遣いでしかないと俺は思う。こんな無駄金をばらまかなくてはならない物件を、俺は自分の資産にはしたくない。

　この最上階ラウンジは南側がガラス張りで開けていて、渋谷、恵比寿、目め黒ぐろ方面を一望でき、利用者も少ないためにゆっくり話ができる場所だった。ここなら人目を集めないから、凪紗も緊張せずにいられるはずだ。

　日毬は日本大志会の部屋で事務作業をしていたが、あえて声をかけなかった。何かと周りに気を遣う性格の凪紗は、日毬の前では気丈に振る舞いがちである。しかも神楽家は一般的な家庭とは比べものにならないくらい、目上の責任が重いらしかった。妹に対する、姉としての責任感が極めて強い。日毬が同席すれば、どうしても責任上、触れられないこともあるだろう。だからあえて凪紗一人と対面して、本音で話してみようと思ったのだ。

　俺たちを前にした凪紗は、最初に深々と頭を下げてきた。

「私のような役立たずに、これほどの大金をお振り込み頂き誠に恐きょう縮しゅく至し極ごくです……」

「そう畏まらないでくれよ。日毬に成り代わってくれるときに決めた約束通り払っただけだろ。それに、たった六〇万円だぞ」

　軽く俺は応じた。

　凪紗が急遽ファッションショーの代役を務めることになって、その拘束時間は三日間だった。初日と二日目が練習で、三日目にはぶっつけ本番。それ以外に後日一時間ほどの記者会見に参加してもらった経緯があるが、そこまで含めて、プロダクションが凪紗に支払った出演料は六〇万円である。おおよそ日給二〇万円。重要な役割をこなしてくれた出演料としては妥当だろう。会見の最後で凪紗が気絶してしまい、嫌な思いをさせて申し訳ないくらいだった。

　加えて、その後の影武者事件発覚による広告効果はとても六〇万円では収まらない。凪紗のおかげで、『Kagura』の認知度はさらに高まっているのである。具体的にどれほどの広告効果があったのかまでは金額換算できないが、少なくとも凪紗に支払った額より桁が三つ上の効果をもたらしてくれたことは間違いなかった。だから凪紗が恐縮する必要はないのだ。

　それにもかかわらず、凪紗は控えめな姿勢を崩さない。

「しかし私はまったく役に立たず、日毬に成り代わったことがバレてしまいました……。挙げ句の果てに皆さまがたの前で気絶までしてしまい……とんだご無礼を犯してしまったと、自分で自分が情けなくなってしまいます……」

「凪紗は考えすぎだ。だから周りの視線も気になってしまうんだろう。性格を直せとは言わないが、せめてもう少し気楽に生きてもいいものだと思うぞ」

　俺の言葉に、由佳里も続く。

「ほとんど凪紗ちゃんは意識してないかもしれないけど、影武者事件が発覚したおかげで、結果的にプロジェクトにとって大きなプラス効果があったのよ。本当はもっとギャラを払ってもいいくらい。資宝堂さんからの予算が決まってたから、私たちの一存で凪紗ちゃんのギャラを上げ下げすることはできないにしても……関係者はみんな喜んでくれたの。これ、本当なんだから」

「しかし、たまたま運が良かったことに胸をなで下ろすことはできません。剣での決戦のさなか、運に身を委ねては敗北を招くだけです。私は覚悟が半端で、とうてい日毬には及ばなかったのだと、つくづく思い知らされました……。姉として、情けない限りです……」

　そう言って、凪紗は唇をかんだ。

「もしここに日毬がいたら、今の凪紗の言葉を全力で否定するだろうな。当の日毬も、凪紗には感激してるんだぞ」

「……」

　凪紗はうつむいてしまった。

「今後、日毬のマネージャーはできそうにないな。そっちのバイトまで記事になっちまったし」

「はい……。せっかく織葉殿が与えてくださった重要な生活の糧かてだったのですが……。また、プロダクションが多忙なのは存じていながら……ご助力できないことは誠に申し訳なく……」

「こんな経緯だ。日毬のマネージャーを頼むことはもうしないよ。でも今後、千歳や新しく入ってくる子たちのマネージャーを急遽頼んだりするのはどうかな？」

「正直なところ、実際にやってみないとわかりません……。日毬なら、私に話しかけてくる男の人たちを追い払ってくれていたので、なんとかできていたのだと思います。しかし朝霧殿は穏やかな御方なので、同じように私が担当できるかどうか……」

「凪紗って、本当に他では仕事ができそうにないよな。今後の生活が心配だ。とにかく、うちは日毬のおかげで成り立ってるから、今まで通り凪紗には給料を支払うよ」

「お気持ちはありがたいのですが、そのような施ほどこしは断固としてお受けできません。神楽家の教えに反する恥ずべきことです」

　か弱い割に、妙なところで凪紗は頑固だった。

　しかも凪紗は、日毬の稼ぎを一銭も受け取ろうとしないそうだ。せっかくの貴重な稼ぎを受け取ってもらえない事態に、日毬も困り果てていた。そんな日毬の悩みを解決してやろうと、俺は凪紗に説明して聞かせる。

「凪紗にも給料を払うっていうのはさ、プロダクションや日毬個人の節税対策でもあるんだよ。一人に大金を払うよりも、二人に分けた方が支払う税金を圧縮できるんだ。納税額が本当にぜんぜん違うんだぞ」

「決められた税金は正しく国庫に納めるべきです。日本の行く末にとって必要不可欠なもの。私は多額の税金を納める日毬を誇りに思います」

　凪紗の日本国家に対する忠誠心は、日毬と同じものだった。どうやら凪紗を利益で誘導することはできそうにない。

「堅かた物ぶつなんだからなぁ……。そもそも道場経営での凪紗の稼ぎっていくらなんだ？」

　何気なく俺が訊くと、凪紗は顔を曇らせる。

「お恥ずかしい話ですが、母上と私の分を合わせて毎月一〇万円に届かない程度です」

「じ、一〇万以下⁉」

　由佳里は愕がく然ぜんとしたようだ。

　俺も声を上げる。

「少なっ⁉　年収一〇〇万くらいってことじゃん！　しかも二人で……。それでやりくりできるのか？」

「なんとか可能です。食べていくのに困るほどではありません」

「だって国民年金とかも請求あるだろ？　母親と凪紗の二人分なら、それだけで月四万かかるじゃん！　そういうのはどうしてるんだ？」

「本当にどうしようもないときは年金を一定期間免除していただいたりすることもあります。収入が少ない家庭に対する免除制度がありますので。それに光熱費も工夫して圧縮できますし、食費も家族三人で月三万円あれば、なんとかなるものです」

「そんな極貧生活送っといて、国庫の心配も何もないだろう！」

「極貧ではないと思います。分相応な生活はできています。……ただ惜しむらくは、ときには母上を旅行に連れていってあげたりできないことですが……。昔は、父上や母上は外で仕事をしながら、傍らで道場経営をしていました。今では父上は他界し、母上は足が悪くなり……」

「そりゃ、昔ながらの道場でいつまでも食べていくなんて無理なんじゃないか。見たところ、門下の人たちもずいぶん高齢ばかりだろ。今後、今のレベルでさえ経営が成り立つかどうかわからないと思うけど」

「いえ……最近は新しく四〇代の入門者がありました。決して高齢者ばかりでは……」

　若い方で四〇代ということは、やはり未来の希望が持てそうにない。

「つっても、今じゃ日毬の稼ぎが月に五〇〇万は優に超えてるから、俺が心配することもないかもしれんけどさ」

「日毬から施しを受けることはいたしません。日毬はときどき家庭にお金を入れることを申し出てくれますが、私も母上も断固拒否しています。その気持ちだけで十分なのです」

「一徹な家庭なんだよなぁ。アレもダメ、コレもダメだ。日毬も困り果ててたぞ……」

　さすがに俺は呆れた。どうにかしてやれないものだろうか。

「ですが本音を明かせば……姉妹でありながら、私と日毬との差を考えると……自分自身が情けなくて……。夜など、お布ふ団とんに入ったあと、ときどき一人で泣いてしまっておりました……。しかし日毬の前で弱音を吐くわけにも参りません。あの子を無用に心配させてしまいます」

　それは、初めて凪紗が垣間見せてくれた本当の姿だった。気丈に生きる凪紗はすべてを晒け出したわけではないだろうが、それでも貴重な凪紗の心の一端だ。

　神楽家の人たちは責任感が異常に強いため、どうにも自分自身を追い込みがちである。こうして打ち明けてくれるのは、俺と由佳里を信用してくれている証拠だろう。

　ふと、俺と凪紗は似ていると思った。俺も、織葉家の跡を継ぐ弟を持ち、父親を挟んだ兄弟のさまざまな葛かっ藤とうで押しつぶされそうになっていたことがある。弟──悠ゆう斗との方は、そんな俺の葛藤をまったく意識すらしていなかったに違いない。兄や姉であるからこそ感じる苦悩なのである。

「……」

「……」

　俺と由佳里は顔を見合わせた。

　切々と由佳里は話を切り出す。

「ねぇ凪紗ちゃん。私から提案。モデルのお仕事、やってみない？　それなら、凪紗ちゃんでもできると思うの」

　しかし凪紗は首をふる。

「私にはできないと言ってるじゃないですか。先日など皆さんの前で気を失ってしまい、情けない姿を晒してしまいました……。せっかく日毬が手を繫いでいてくれたのに……」

「ううん、日毬ちゃんみたいなアイドルじゃないよ。モデル。撮影スタジオに出入りする人数もすっごく少ないから安心して。日毬ちゃんのグラビア撮影の付き添いで、見たことあるでしょ。お洋服を着て、ただカメラマンの指示通りに従ってればいいだけ」

「人様の前で水着になど、私は絶対になれません……」

「水着はなし。普通の格好でいいの。しかも週に二日ほどやるだけでいいから。たったそれだけで、毎月四〇万円のお給料を払ってあげてもいいわ」

「普通の格好で、毎月四〇万円……？　まさかそんな……」

　話が吞み込めず、凪紗は戸惑ったようだ。

　代わって俺が続ける。

「そういう仕事はたくさんある。企業のパンフレットとか、官公庁のポスターとか、山ほどな。本来はお金になる仕事じゃないんだけど、影武者事件で名を馳せた凪紗なら十分な収入になるはずだ。それに日毬人気もある。凪紗がモデルデビューしたら発注は引きも切らずにあるはずだ。そこをあえて出し渋って、『凪紗が仕事を受けるのは週にたった二回だけ』と限定すれば、逆に人気が高まるし、ギャラも上がっていく。関わる時間は少なくて済むし、気楽に臨める仕事であることも間違いない」

「ですが……人前で喋ったりできません……」

　弱々しい凪紗の声に、由佳里が強く応じる。

「約束するわ。凪紗ちゃんがたくさんの人に囲まれるような状況にはしない。もちろん凪紗ちゃん本人が何か弁明したり、日毬ちゃんのために出ようとする場合は別だけど……プロダクションが凪紗ちゃんを売り出すために記者たちの前に立たせることはしない。だから、安心して」

「……本当に自分にできる仕事なのでしょうか……。私にはそうは思えません……。また迷惑ばかりかけてしまうのではないかと心配で……」

「凪紗ちゃんのマネージャーは私が務めるから。一緒に仕事に行こ。もし凪紗ちゃんを口説くような男が出てくれば、日毬ちゃんの代わりに私が追い払ってあげる」

「健城殿が……？　蒼通でのお仕事があるのではないですか？」

「実はね、私、蒼通を退職することになったの。もうすぐ、ひまりプロダクション専属で仕事するからね。だからずっと凪紗ちゃんの面倒を見てあげられる」

「……」

「そしたら一緒しよ。ね、凪紗ちゃん？」

　穏やかな口調で由佳里は言った。

「わ、私にできるでしょうか……」

　なおも決断できない凪紗に、俺が語りかける。

「やってみて、結局どうしてもできなければ、そのときに止める決断を下したっていいじゃないか。何もやらないうちに『できない』なんて結論づけるものじゃないぞ」

「ですが、私はファッションショーで大失態を犯しています……」

「あれとは違う分野だっての。由佳里からも説明があったろ。モデルだって。写真に撮られるだけさ」

「たくさんの人たちが凪紗ちゃんを待ってる。今回のニュースで凪紗ちゃんに注目してくれた人たちも、日毬ちゃんのファンも、私も、先輩も。収入面で凪紗ちゃんが独り立ちすれば、きっと日毬ちゃんも陰で喜んでくれるはずよ。それに、さらに日毬ちゃんが注目を集めるためのお手伝いにもなるから、日毬ちゃんの目標にとって大きな前進にもなるわ」

「日毬の……目標……。本当に日毬は喜んでくれるでしょうか……？」

　おそるおそるといった風に、凪紗が訊いてきた。

　優しく由佳里が応じる。

「それは本人に直接訊いてみたら？　日毬ちゃんはね、凪紗ちゃんの性格をよく知ってるから、あまり人前には立たせたくないと思ってた。でも凪紗ちゃんが自らやろうと決めたなら、日毬ちゃんはきっとビックリして、歓迎してくれるはずよ」

　なんだか日毬が凪紗の母親みたいだと思った。凪紗の前でそれを口にすれば打ちのめされるだろうから、黙っておくことにするが。

　俺も続ける。

「凪紗がやりたくない仕事は遠慮なく断ってくれていい。日毬の場合ならどうしてもアイドルで成功しなくちゃならないから説得もするけど、凪紗はまた別だ。つっても、モデルならそんなに嫌に思うような仕事はないと思うぞ。凪紗の商品力を守るため、俺らも仕事を厳選して臨むからな」

「わかりました……。自分が本当にできるかどうか、まずはやってみます」

　ついに凪紗は決断し、小さく一度うなずいた。

　由佳里は手を叩いて喜ぶ。

「やった！　ありがとう、凪紗ちゃん！　一緒に頑張ろうね！」

「決まりだ。凪紗、改めてよろしくな」

「本当なら私も、母上の名代として、家のために何か手に職をつけなくてはならないと思っていたところです。ですが私は人付き合いがうまくありませんし、日毬のような勇気もなく、ずっと悩んでおりました……。織葉殿も健城殿もお優しく、信頼に足る方ですので、このご厚意をありがたくお受けしたく存じます。ご迷惑ばかりかけてしまうかもしれませんが、なにとぞよろしくお願いいたします」

　そう言って、凪紗は丁寧に頭を下げた。

　深夜に一人泣いていたくらいだから、よほど思い詰めてはいたのだろう。

　とにもかくにも、これでうちの所属タレントは三人になったわけだ。しかも凪紗は、日毬との関係性が色濃いため、いきなり何段階もステップアップできるエース級の逸材である。大きな契約が決まったのと同じくらい嬉しいことだ。
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「おつかれさまです。珍しいですね、直接連絡してくるなんて。由佳里を通せばいいのに」

　そう言いながら、俺は椅子に腰を下ろした。

　ここはホテルのティーラウンジ。

　気難しい顔で、部長は俺の到着を待っていた。俺にとってはもう上司ではないし、親密な付き合いがあるわけでもないが、かといって刃向かうような相手でもない。『Kagura』プロジェクトの蒼通側の責任者であって、共同して事業に取り組んでいるパートナーでもある。前面には由佳里が立っているから、あまり目立たないだけだ。

「コーヒーでいいか？」

「ええ」

　ウェイトレスを呼びつけた部長は、手早く俺の注文を済ませた。

　俺は身を乗り出す。

「で、どんな用件です？　メールや電話で済ませられないようなことですか？」

「……健城くんから辞表をもらったよ。聞けば、君のところに行くそうじゃないか。どういうことなんだ？　説明してもらおう」

「え？　ぼくから？　由佳里から聞いてませんか」

　俺は肩をすくめた。

「ちゃんと聞いたよ。だが説明責任は君にある」

「なぜ？」

「こっちはいろいろ協力してやったのに、うちの人間を引き抜こうってんだからな」

　部長はポーカーフェイスで、怒っているのかどうかわからなかった。まぁ、気分がよくないのは間違いないが。

「純粋に仕事を投げてもらったのはＡＣだけじゃないですか。感謝してますよ、ええ。でもあとはお互いビジネスだったと思うんですけどね」

「健城くんは必要な人間だ。君以上にな。だから困るんだよ」

「へぇ、由佳里ってずいぶん評価高かったんですね。そんな風に考えられていたなんて思いませんでした。初めて聞いた話ですよ」

　実際、俺が蒼通に在籍していたとき、部長はそんなニュアンスを一度も語ったことがなかった。由佳里の指導を俺に投げっぱなし──それが事実である。

　この部長はそれなりに決断力もあるし、判断力もある。頭も悪くない。しかしいささか論理優先なところがあり、部下と親密な関係を作るのは苦手としているようで、やや気難しいタイプでもあった。

「うちみたいな大おお所じょ帯たいには、ああいう子が不可欠なんだよ。際立つ美人だし、何より明るくて気立てがいい。いてくれるだけで人間関係が円えん滑かつになる。健城くんのファンも多いだろう」

　そんな部長の説明に、俺はすぐに納得できた。男が多い営業組織をスムーズに回していくには、たしかにそういう役回りは必要なこともある。だから仕事面で由佳里には期待しておらず、俺に投げたままだったのだろう。

「花を添える役目ってわけですか。なるほど、由佳里なら申し分ないですね」

「だが、想定していたよりもずっと仕事ができたことに驚いてるよ。健城くんが極めて有能だったと気づいたのは、実は君が辞めたあとになってからだ。会社としても意外に上等な買い物だった。それを君がかっさらおうとしてるんだからな。俺だって怒るさ」

「でも、怒ったってどうしようもないじゃないですか。お願いしますよ、由佳里はうちにも必要なヤツなんです。というか、由佳里は創業メンバーみたいなものですから」

　部長は俺を指差してくる。

「警告１だ。イエローカード。次はないぞ。レッドカードとなれば退場してもらおう。今後、もしうちから誰か持っていくんだったら、事前に相談くらいしろ。別に会社として惜しくないヤツもいるが、辞められると困る健城くんのような人材もいるんだ」

「由佳里の他に、引き抜きたいと思える人間がいればいいんですけどねー。正直、もう誰もいないから心配しなくても大丈夫ですよ。約束します。今後、蒼通の人材に手をつけることはありません」

　俺は言葉に皮肉を含めた。本心だ。

「それならいい。忠告はしたからな」

　いちおう納得はしてくれたらしい。といっても、部長がどうこう言ったところで何かが変わるわけもない。

　部長がここまで言うのは、会社として重要な人材を部署内から引き抜かれたら、自分の沽こ券けんに関わるからだ。ましてや由佳里がプロジェクトの中心となって進めていた『Kagura』の案件が、社長にまで上がったばかり。その担当者が目の前でかっさらわれれば、出世レースに乗っている部長としては痛手になるのだろう。

「ともかく、ひまりプロダクションは部長の子飼いの部下が二人もいる会社ってわけです。今後とも支援してやってください」

「元部下アピールの押し売りはしないでもらいたいもんだな。辞めたヤツは関係ないよ」

　部長は苦笑した。

「もしかしたら部長は、いずれ蒼通の社長になれるかもしれない。現役員のなかでは最右翼と社内で評判ですよ。今のところコースに乗ってますからね。でも確実ってわけでもないでしょう」

　ゴホンと咳払いをして間をおき、俺は話を続ける。

「だから今から言う話はちょっとした提案です。……もし出世レースに負けたら、会社を辞めることになるはずです。そのときは、部長もうちに来ればいいじゃないですか。いいですよ、特別顧問待たい遇ぐうでお迎えしましょう」

　せっかくの機会なので、俺は天下りの提案をしてみたのだった。

　部長がどうしてもほしいわけではないのだが、お互いにメリットが発見できればそれもアリだと思ったのだ。週に一回くらい会社に顔を出すだけの顧問として居座ってもらって、それで優良クライアントが引っ付いてくるのなら、プロダクションとして大きな利得があるわけだ。

　何より部長なら、俺や由佳里より遥かに蒼通に顔が利く。蒼通の内情も熟知しているから、俺が知らない社内の重大なスキャンダルの一つや二つくらい握っているはずで、蒼通に対するプレッシャーもかけられるだろう。メディア対策上、蒼通は日本の最重要企業である。何らかの仕事で蒼通を巻き込む場合、役に立ってくれることは間違いない。

　意表をつかれたように部長は目を見開く。

「……ほう、保険として悪くない話だな。まぁ、話半分くらいで考えておくよ。君がそういうことまで考えてくれていると聞けただけでも、今日こうして話した甲斐があったというものだ」

　どうやら部長の機嫌は直ってくれたらしい。話を持ち出した意味があった。

「その代わり、クライアントをわんさと持ってきてもらいますが。部長、けっこう良いクライアントを担当してましたよね？　それと、同級生の何人かが局の取締役にいると仰ってたじゃないですか。きっちり顔繫ぎをしてもらうことになりますよ」

「給料は？」

　由佳里の話から、いつの間にか部長の天下りの話に変わっていた。部長もなんだか熱心だ。

「部長が持ってきたコネクション次第。でも少なくとも、蒼通よりは稼げるんじゃないですか。うちの会社、絶賛上げ潮中ですよ。ご存じですよね？」

「わかった。健城くんのことにはひとまず目を瞑ろう。……まったく、しょうがないな」

　あべこべに部長は納得し、それ以上の念押しはされなかった。

　ともかく煙に巻くことに成功したわけだが、本当に部長が蒼通を離れるときは、顧問くらいにしてもいいだろう。部長は論理的な思考ができる人だから、こっちに移ってくるとなれば、しっかり自分の給料以上の仕事を持ってきてくれるはずである。お互いプラスになるはずだ。
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　珍しく今日の昼過ぎの仕事は、日毬と千歳が一緒だった。二人はラジオ番組に出演し、今度担当することになる歌の仕事をアレコレとＰＲしてきたのである。

　そして二人を後部座席に乗せて次の仕事への移動中に、俺は由佳里が移籍してくる件を話して聞かせた。

　最初に声を上げたのは千歳である。

「由佳里さん、本当に来るんですか⁉　大事件ですよ！」

「私は昨日、姉上から聞いたぞ。いつか由佳里は来ると思っていたが、考えていたよりも早かったな。私も嬉しい限りだ」

　日毬は落ち着いて言った。

　俺はバックミラーで二人をチラと確認し、続ける。

「それから日毬も直接聞いてると思うけど、今後、凪紗が正式にうちに所属することになった。派手なアイドル活動は難しいけど、モデルとしてな。そのマネージャーは由佳里が中心になると思う」

「え───！　凪紗さんがー⁉　大事件が多すぎて、どうしていいかわからないくらいです！」

「私もビックリした。あの姉上が芸能活動を了承するなんて……。本当に大丈夫だろうか……。姉上は慎つつましやかなんだ」

「心配しすぎる必要はない。そんなに仕事を入れるつもりはないからな。凪紗だと、とてもテレビやラジオには出せないし、モデル業が中心になる。仕事量も、週に二回くらいに限定するつもりだ。一回の拘束は三時間ほどだろうから、せいぜい週に六時間稼働するくらいだよ」

「私には嬉しいというよりも、戸惑いの方が大きいぞ。やってみて、姉上がどうしてもできないと言えば、あまり強要しないでやってくれ。姉上は義理堅いから、嫌だと思ったことでも、一度決まったことはやり遂げようとするはずなんだ」

　日毬は真摯に口にした。心から心配しているようだ。

「わかってるさ。水着とか際どい衣装での撮影も一切しない。企業や官庁のモデルが中心になるだろう。凪紗が嫌がる仕事は決して入れないよ。本人とも約束したしな」

「では姉上は、グラビアはやらないんだな？」

「やらない。凪紗の場合、日毬とはまったく正反対の売り込み方をすることにしたんだ。日毬のように積極的に仕事をさせない。仕事も極力絞り込む。そうすることで一件ごとのギャラが大きくなる仕組みなんだよ。それに、あまり表には立ちたくない凪紗の性格にも合っているはずだ」

「なるほど……。普通の服で写真に撮られるだけなら姉上でもこなせるはずだ……」

「日毬という逸材がメディアで活躍しているからこそ、水着になったりせずとも凪紗に仕事が舞い込んでくるんだけどな。表の日毬に、裏の凪紗だよ」

　勢い込んで千歳がまくしたてる。

「プロダクションに所属したってだけで、絶対話題になりますよ。凪紗さんは人気急上昇中ですからね。ネットとかで『なのである語』の勢いがすごいみたいです。それ知ってます？」

「凪紗はいきなり売れることが確定してるからな。たった週に二回の仕事でも、どこかのアイドルをたちまち追い越しちまうぞ。どうするんだよそのアイドル」

「私、凪紗さんになら追い越されたっていいんです。もともと敵うわけないじゃありませんか」

「あ、千歳のことなんだ。今気づいた」

　いつものように俺がからかった。

「……社長、そのうち私、自じ暴ぼう自じ棄きになって登校拒否したりするかもしれませんよ。大惨事になりますからね？」

「ニュースになるくらいの事件になってくれれば、千歳の知名度も爆発してくれるんだがな」

　ふと千歳は、何か思いついたように手を叩く。

「……あっ、そうだ！　せっかく由佳里さんや凪紗さんが正式にひまりプロダクションに来てくださるわけですから、パーティー開きましょうよ。私のときも開いてくれたじゃないですか」

「ついでになってしまうが、日本大志会にも壮司が加わったから、それも含めてにしてほしい。せっかくの機会だし、三人同時に歓迎会を開いてやりたいところだ」

　すぐに日毬も同意した。

「いいね、ちゃんと歓迎会をやって区切りをつけよう。千歳のときはステッチラインの面々も大勢集まったからホテルでやらざるを得なかったけど、今度は事務所でアットホームなやつにしないか？　その方が気を遣わなくて済むだろ」

「決まりですね。お三方には内緒にしておきましょう。日毬先輩、一緒にパーティーの計画を練りませんか？」

「うむ、そうしよう。準備が大変そうだ」

「千歳の料理を食べる罰ゲームとかあってもいいな」

　ぼそっと俺が言うと、千歳はムキになる。

「よくありません！　絶対よくありませんから！　そもそも私の料理は罰ゲームじゃないんです！　私だって誰かに味付けを手伝ってもらったりすれば美味しい料理が作れるんですよ！　一人でも冷ひや奴やっことか、レトルトカレーとか、電子レンジでチンするくらいできるんです！　愛情いっぱい詰まってるんです！」

「わーかったって、興奮しすぎだろ……。好きにやってくれていいっつうの」

「もう、社長は一言多いんですよ」

「ほら、そろそろフィットネスクラブに着くぞ。千歳は少し身体動かして、あとで事務所に戻ってきてくれ。俺と日毬は次の仕事に行くからさ」

「たくさん運動して身体を磨いて、きっと社長を見返してみせます」

　千歳の今日の予定は一本だけだ。このあとの仕事は日毬だけである。だから千歳はフィットネスクラブで体調管理をして、その後は事務所に戻って掃除や買い物をこなすことになっていた。

「それから、日毬とは相談したいことがある。次の仕事まで一時間ほど余裕があるから、ちょっとコーヒーでも飲みながらゆっくり話そう」

「どうしたんだ、改まって？　今でもいいのではないか」

「今後の会社の計画に関することなんだ。大事なことだから真面目に話したい」

「わかった。どのような話でも、私は颯斗のために最善を尽くすつもりだ。何でも言ってくれ」

　日毬は真剣な様子でうなずいた。

「そして私だけ、はぶられてるわけですね。フィットネスクラブの更衣室で泣くことにします」

　千歳は哀しげに言った。

　別に千歳を除のけ者にしているわけじゃない。日毬に持ちかける話は大人同士としてのものだ。俺も意を決してのことだから、真摯に話したいだけである。
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　千歳を降ろし、次のスタジオに向かう途中にあるファミレス。

　日毬はメガネとウールキャップを身につけるいつもの姿に変装中だ。

　注文したコーヒーが運ばれてくると、さっそく日毬が切り出してくる。

「改まって何の話なんだ？」

「佐々倉さんの話だ。今、ひまりプロダクションの事務作業全般を手伝ってもらってるだろ。その件で、思うところがあってだな」

「問題でもあったのか？　……そうか、公安部にマークされている件だな。だがそれは私も同じだぞ。逆の見方をすれば、壮司を選んだ私の目に狂いはなかったということだ。日本大志会の本部に詰める隊員は、そのくらいで丁度いい」

　先日、公安部の刑事が、壮司が日本大志会に加入したことに驚き、抜き打ちでプロダクションを訪ねてきたことは日毬にも伝えてある。日毬はとくに慌てることもなく、大して興味もないようだった。

　日毬自身も過去、頻繁に公安に職務質問されたりして、不快な思いをしていたらしかった。有名になった今では、公安にあとをつけられるようなことが、なぜか急になくなってしまったそうだ。

「いや、公安の件じゃないんだ。日毬が気にしないのなら、俺もどうでもいい。今後も公安の職員がたまに出入りすることになるだろうが、適当にあしらうよ」

「颯斗まで公安を敵に回す必要はないぞ。適時、ヤツらの言う通りにしてやればいい。私は何も悪いことはしていないのだからな。むしろ私は日本国家の行く末のために、常に良いことしかしていないと確信を持って断言できる」

　さすが日毬は堅剛だ。

「実は今日の相談は、佐々倉さんを正式にひまりプロダクションで雇用できないかと思ってのことなんだ。佐々倉さんがほしい」

「壮司を、雇用……？」

　予想外の提案だったのだろう、さしもの日毬も息を吞んだようだった。

「そうだ。今、うちのプロダクションは大きな転機を迎えてる。事業面でも、資金面でも、確実な地歩を築いたと言えるだろう。だが体制面が貧弱なままだ。毎日に振り回されて、そっちの準備をしてるヒマがなかったことが悪いんだけどな」

　日毬が話についてきていることを見て取って、俺は続ける。

「……そこで、だ。今は営業そっちのけで、体制面を固めるために奔ほん走そうしてるってわけさ。現状でも個人的に稼ぐだけだったら十分すぎるかもしれない。でも俺はそんなことは望んじゃいないって前に話したろ？　俺の目的は東王印刷を超える企業を創って、クソオヤジに目に物見せてやることだ。ここで焦らず脇を固めれば、ひまりプロダクションは必ず大企業になっていける。実感としてわかるんだ、すごいところまで行くってな」

「それで由佳里が急遽こちらに移ってくることになったのか」

「ずいぶん説得したんだよ。由佳里はうちの取締役になるし、株式も持つことになる。肩書きは副社長だ。アイツなら、俺がいないときでも、そつなく会社をまとめていくことができるだろう」

「私もそう思う。由佳里は信用できる人間だ。それに仕事能力もある。関係者の利害を調整してプロジェクトをまとめる力があることは、『Kagura』の件でわかっている。まだ若いのに大したものだと思っていた」

　そんな日毬の言葉に俺は呆れる。

「若いって……日毬もだろ。由佳里より七歳も下だ」

「なっ……⁉　私は若くない。私は生まれたときから神楽家の歴史を背負っている。一〇〇〇年も生きた心地だ。つまり私の本当の年齢は一〇一六歳ということになる」

「ゴフッ」

　思わず俺はむせ返り、口に運んだばかりのコーヒーを危うく吐くところだった。口元に手を当て何気なさを装うが、今にも吹き出しそうだ。

「ゴホッ……ゴフッ……」

　幾度も咳をして悶もだえながら、俺はナプキンで口元のコーヒーを拭った。

　日毬があまりに極心な面持ちでキッパリ言い切るものだから、可愛らしくて可笑おかしくて堪らない。しかし俺は腹に力を込めて、なんとか堪えた。ここで笑うと日毬をさらに刺激してしまう。

「ど、どうしたのだ颯斗？　大丈夫か？」

「すまん……コーヒーがちょっと気管に入っただけだ……。……とにかく、由佳里が来るのもそういう事情だ。うちのプロダクションの体制を万全にして、一気に飛躍していきたい。もっとアイドルをたくさん所属させていきたいと思えるようになったし、ステッチラインや『Kagura』のようにさまざまな事業にも進出してみたい。そのためにも、バックエンドを取り仕切る佐々倉さんのような人材が必要だってわけだ」

「実際に壮司がやっている仕事は、ほとんどプロダクションの業務ばかりだ。日本大志会の仕事と言えば、党員向けのサイトを管理したり、会報を随時発送したりするくらいで……忙しいわけでもない。いざ特攻をかけるのは、日本大志会が政権を担える瞬間に限られる」

　そこまで話して、日毬は首をかしげる。

「だが、今のままじゃダメなのか？　私は別に、颯斗が自由に壮司を使うことなら歓迎なのだぞ。当の壮司も、プロダクションの発展が政治結社の大成と同じことだと確信しているからこそ、熱心に業務を手伝っているのだろう」

「いつまでも曖昧な立場で大事な業務を担ってもらうわけにはいかない。いくらなんでも他の組織から借りてきた人に、中枢を任せ続けるわけにはいかないだろ。だからこうして頼んでるんだ」

　俺は居ずまいを正し、続ける。

「いささかルールを逸脱してるのは承知してる。だけど光明が見えてきて、ようやく俺も、本当に心からプロダクションに向き合っていこうと決めたんだ。だから由佳里の説得も、やり過ぎなくらいだったと今にして思う。……必ず成功させてみせる。そしてプロダクションの成功は、日毬の政治的な目標に直結することは疑いない。佐々倉さんの目標とも合致するはずだ」

「ここまで颯斗が熱心な姿を、私は初めて見た気がする……。こんなに懸命になっている颯斗の要望を、どうして私が断ることなどできようか。……うん、私はそれで構わない。壮司がプロダクションに移籍したとしても、実質面では同じだし……いや、全体としてみれば、ずっと良い形なのかもしれないな」

「そうか！　ありがとう。本当に助かるよ」

　俺は心からの礼を伝えた。

「だがちょっと待ってくれ。私と颯斗の間だけで勝手に決めてしまえることでもない。肝心の壮司に訊いてみないといけないだろう。もし本人が嫌だと言えば、それを押し通すことは難しいからな」

「わかってるさ。佐々倉さん本人の意向が一番大事だよ。だが俺の立場としては、日毬に話を通しもせずに、いきなり佐々倉さんをヘッドハントするわけにもいかないだろ。だからこうして、まずは日毬に相談しなくちゃならなかったんだ」

「それもそうだ……」

「佐々倉さんは生粋の右翼だから、役員待遇ってわけにはいかない。それに俺は由佳里とは付き合いが長くて完全に信用に足るけど、佐々倉さんとは出会って間もない。だからあくまで事務社員としての雇用を希望してる。ビジネスパートナーじゃなく、一般社員としてだ。だけどもちろん、いずれ佐々倉さんとの関係が深まれば、役員に迎える可能性だってゼロじゃない」

　そこまで一息に語り、肝心の条件を俺は続ける。

「それと、佐々倉さんに提示しようと思ってる年俸は一二〇〇万。プラスしてボーナスもある。近場に会社でマンションも借りてあげられるから、そこに住めばいい。一般社員としては破格の待遇だと思うよ。……ちなみに俺も由佳里も年俸は一二〇〇万なんだが、今期はこれで固定だ。俺たちは取締役で、期中で報酬の変更はできないからな。でも来期は俺も由佳里も年俸一億くらい取ると思うから、そのときは佐々倉さんの給料もさらに引き上げるつもりだ」

「壮司はお金や地位では動かないぞ。他ならぬ私もそうだからな」

「知ってる。だからこそ、出会って間もなくとも一定の信用が置けると思えたんだ。実際にあの人の生活スタイルを間近で見てみれば、本当に俗世のことにあまり興味がないんだなとわかるからな。だからプロダクションへの移籍は、あくまで政治的目標への近道だと説得するつもりだ。だが俺を信じて来てもらう以上、惨みじめな思いをさせたりはしない。ひまりプロダクションで働くメンバーたちには、最良の環境を提供してやりたいと思ってる」

　それから日毬と、次の仕事に向かうギリギリまで、会社や政治団体の将来について語り合ったのだった。
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　ひまりプロダクションのリビングで、俺は日毬と並んでソファに腰かけ、壮司と相対していた。

　俺が内容を伝え終えると、壮司は冷静に応じてくる。

「織葉社長は私のことを、いささか過大に評価しているのではないですか？　一般企業での経験は、私には数年のブランクがあります」

「俺だってやたらと誰にでも声をかけるわけじゃないよ。佐々倉さんのことはちゃんと見定めたつもりさ。仕事ができるのはもちろんだけど、かなりのエリートなのに自制心や謙虚さをここまで持ち合わせている人は稀だよ。この人しかいないってね」

「……それに私は右翼活動家です。その辺の右翼ゴロとは違う。自らのことを、正真正銘の右翼だと自認しています。とても一般企業に勤められる人間ではありません」

「そんなことを言い始めたらキリがない。佐々倉さんの能力が高いことと、信用が置けることの二点が重要だ。思想面について気にする人もいるだろうけど、俺自身はあんまり気にならないな。たぶん日毬と過ごしてきたせいで、その辺の感覚が変わっちゃったんだろうね。第一、俺と日毬の政治理念は違うし、もちろん佐々倉さんともまったく違う。日本大志会の政策も俺には受け入れられない。でも、それでいいじゃないか。お互い認め合ってさえいれば」

「日本大志会の政策をまったく受け入れないのに、総帥のことを支援しているのですか？　私には、そのお考えがいまいちわかりません。織葉社長がその点をどう捉えているか、お聞かせ頂いてもいいでしょうか」

　淡々と壮司は質問してきた。

　壮司をヘッドハントするつもりなら、真剣に答えなくてはならない問いだと俺は判断した。できるだけ正確に、俺の考えと立場を伝えてゆく。

「政策や方向性は受け入れられなくとも、今の日本には強い権力基盤が必要だということだけは俺でもわかってる。なんとしても、この迷走状態には終止符を打たなくちゃならない。この国は間違いなく衰退の間際にあるから、こんなときこそ一致団結して乗り越えなくてはならない時勢なのは確かなんだ。だけど、メディアや民衆の声に気を遣いすぎて政治がブレまくって、完全に迷走状態にある。政治家も民衆もみんなが烏う合ごうの衆しゅうで、右う往おう左さ往おうしてるだけだ。いち日本人として、心の底から情けない事態だよ」

　壮司も日毬もうなずきながら聞いていた。俺は熱心に続ける。

「でだ。俺は思うんだけど、正しい政策の方向性は一つじゃなくて、複数の道がある。たとえば保護貿易を優先させるか、自由貿易を促進するか、その二つは真逆の道だ。それでも、いったんどちらかを選び取ったら、百ひゃく出しゅつする議論を抑え込んで、脇目も振らずに邁まい進しんする体制をつくることが、今の日本にとって最も重要なことじゃないだろうか。要はさ、保護貿易でも、自由貿易でも、どっちでもいいんだよ。……いや、そりゃ大切な政策判断かもしれないが、大切なことなんて山ほどあって……それら個別の大切なことよりも遥か上位に、ずっと優先させるべきことがある。とにかく日本の衰退に立ち向かうには、国家像をブレさせないことを最優先させなくちゃならない。その意味で、日毬の存在はとても貴重なものだと俺は考えてる」

　俺は一呼吸おいて二人を見やり、手振りを交えて言う。

「だからこそ、俺自身が日本大志会の細かい方向性を支持する支持しないということはちっとも優先されるべきことじゃない。嫌な政策だろうが、受け入れ難い政策だろうが、個人や会社にデメリットばかりの政策だろうが、強い権力基盤ができるなら俺は甘んじて受け入れる。……たしかに俺の思想は、二人には受け入れ難い部分があるかもしれない。逆に俺から見ても、あなた方の思想はわからない。でも……それでも俺は日毬の可能性を感じ取った。それは大きな視点で見れば、俺も佐々倉さんも同じはずだ。日毬なら、やがて日本の国論を統一し、強い方向性を打ち出していけるかもしれない」

「社長。理解しました。やはりあなたは有能な人物だ。私には十分に満足できるお答えでした」

　壮司は納得してくれたようだった。次に壮司は日毬を見やり、口にする。

「移籍について、総帥はどうお考えですか？」

「私は壮司の判断でいいと思う。実際問題、今とやってもらう仕事は変わらないし、何かが変わるわけでもない。そもそもこの私とてプロダクションに所属し、アイドル稼業に費やす時間が大半を占めている。壮司もそれは同じだろう。日本大志会の党員管理作業など、一日一時間もあれば事足りる。決断にあたって優先されるべきは、壮司の考えだけだろう」

「総帥がそう仰るなら……」

「なんなら、数日かけて考えてもらってもいいよ。大事な判断だから、今日の今日で結論を出してもらうわけにもいかない」

　俺の話に壮司は首をふる。

「いや、今で結構です。決断は、重要な岐き路ろに立ったときこそ即断即決であるべきです」

　断固として言い、壮司は熱心に俺を見やってくる。

「普通の政治政党なら広報活動が最も重要な役割ではあるのですが……日本大志会は稀なケースで、総帥がアイドルとして名を上げれば上げるほど、それが政治面での成功に直結しています。故に私がプロダクションの業務に尽力することは、日本大志会の理想に最も近い道であると考えます。悩むほどのことではありません。今までは立場上、ひまりプロダクションの業務には遠慮がちに携わっているだけでした。しかしこの佐々倉壮司、織葉社長の申し出を受け入れ、全身全霊を賭し、命を懸けて事にあたる所存です。よろしくお願い申し上げます」

　そして壮司は背筋を伸ばし、テーブルに両手をついたかと思うと、深々と頭を下げてきたのだった。
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「神楽がメインの番組ですか！」

　営業先でプロデューサーから企画を持ちかけられ、思わず俺は声を上げた。

「むしろ今までなかった方が不思議ですよ。俄が然ぜん注目は集まるでしょうね。視聴率一五％は堅いんじゃないかなぁ」

「この企画、政治教養系の番組ですよね」

　企画書をめくりながら俺は確認した。

「結構ガチで挑む政治討論番組です。二〇代や三〇代の各界で活躍する人たちを呼んで、さまざまな角度から政治について真剣に語ってみようという企画なんです。パネリストは全員三九歳以下にして、政治家、学者、文化人、会社経営者、芸能人などに次々と登場してもらいます。やはり司会者はひまりんしかいませんよ。一六歳の女の子が司会っていうのが面白みがあるじゃないですか。しかもひまりんなら、大真面目に政治を語れますしね」

　プロデューサーは熱心に構想を語った。

「今は政治がエンタメショー化してますからね。でも若者に主眼をおいた番組は、個人的にも今の日本に必要じゃないかなと思えます」

「ええ、日本は政治が歪な国です。そもそも選挙に行く投票者は、五〇代以上が六割を優に超えている。逆に二〇代の投票者は全体の九％にしかなりません。この国の政治は高齢者が行っているんです。高齢者はヒマなのに他にすることもなく、年がら年中テレビばかり見て過ごしています。そして高齢者同士で交わされる話題と言えば、すっかりテレビを真に受けた政治話が大きな部分を占めることになる。政治家もこの現実をよく知っていますから、高齢者をターゲットにした選挙戦術ばかりになる。このようなスパイラルに陥ってしまったのは、誰か特定の層ばかりが悪いというわけではなく、日本人全体の責任です」

「嘆かわしい事態ですね。でも、現状を打破するのは困難な道ですよ」

「テレビの力でそれを打破できないかというのがコンセプトです。だから若い層に政治への関心を高めてもらい、政策の一つや二つは語れるようになってほしいんです。しっかり意味のある番組を作りたい。今のテレビ業界では難しい挑戦でも、やってみたいんです。私もプロデューサーとして視聴率のためだけにたくさんの番組をやっていますが、この企画には特別な想いを持っています」

　プロデューサーの真摯な想いが伝わってきた。それだけに、俺も営業然として都合のよい話だけで終始するわけにもいかない。懸念を素直に伝える。

「……しかし、一歩引いて考えてみると、大丈夫かなというのが正直なところです。もちろん嬉しいお話ですが、政治討論番組の司会役となるといささか危険な側面が出てくるに違いありません。物ぶつ議ぎを醸かもすと思いますよ？」

　我が意を得たりといったように、プロデューサーは言う。

「それ、それが必要なんですよまさに。そこを逆手に取るわけです。物議を醸すからこそ若者が注目してくれる番組になってくれるはず。……私個人的には、視聴率を度外視してもやってみたい企画ではあるのですが……やはり現実面で、番組を続けるためには視聴率というものがついてこなくてはなりません。危険なのは承知。政治思想面で際どいひまりんの手を借りてこそ、番組の意味と視聴率が両立するのではないかと思ったのです」

「神楽の志向にマッチしすぎていて、セーブが利かなくなる恐れを感じますが……」

「生放送じゃないから大丈夫ですよ。こっちがうまくやります。でももし人気が出てきたら、たまに番組改編期のスペシャル企画として芸能人や文化人をいっぱい集めて、生討論をしてみてもいいかもしれません」

「……」

　もう一度俺は企画書に視線を落とし、さまざまな側面から思案を巡らせてみた。

　日毬が絶賛売り出し中であれば、どんな営業担当でも間違いなく飛びつく話だろう。芸能人にとって、テレビで自分が看板を務める番組を持つのは重要なターニングポイントだ。

　しかし今の日毬は、すでに日本国民全員が認知し、世界的にも名が知られたスーパークラスのタレントである。この話を蹴っても、次のチャンスはいくらでもある。だから日毬の売名に繫がるかどうかを考える必要はない。日毬のアイドル生命にとってプラス面が強いか、マイナス面が強いかの客観的な判断になる。

　日毬本人は政治番組となれば喜ぶだろうが、事はそう単純なものでもない。下手な問題に発展すれば、逆に政治生命が絶たれてしまいかねないのだ。日毬だと、予想もつかない事態に発展してしまう危険性がある。

「どうです？　ひまりんありきの企画なんで、ぜひ引き受けてもらいたいところです」

　プロデューサーは決断を急がせてきた。

「……」

　俺はあえて企画書から視線を上げないことで、検討中であることをアピールした。

「ギャラはこれくらいを考えていますが……」

　そう言って、プロデューサーは書類を差し出してきた。どうしても担当してもらいたいらしい。

　だが正直なところ、どんなに高額な出演料を提示されても、今では端はした金がねに見える。『Kagura』関連での事業の成功が、一桁や二桁も上の利益をもたらしてくれるのだ。であればこそ、日毬のイメージを守ることを重視して考えるべきだった。

「そう言えば、ひまりんは歌の方も始めましたよね？　なんなら、うちが木曜の一〇時からやってるドラマの主題歌も、ひまりんに担当してもらってもいいです。そっちは、実は私がかなりの決定権を持ってるんですよ。十中八九、お約束できます。プロダクションにも多少は制作協力金を積んでもらいますが、割に合うでしょう？」

「新しいドラマですか？　ありがたいお話です。ぜひとも企画書を拝見したいのですが。もし面白そうな企画なら、お金も積みますよ」

　悪くない話だ。別問題ではあったが、どんな状況からでも可能性は探ってみるべきだった。

　プロデューサーは頭を下げてくる。

「受けてください。番組名は『ひまりんプロジェクト』に決めてます」

「『ひまりんプロジェクト』……？　それは個人的にも見てみたいですね。いや、でもどうだろう……」

「どうせなら日本を変えるくらいの勢いで取り組みませんか。この番組から、本当に優れた政治家を輩はい出しゅつしてみたい」

　切々とそう言って、プロデューサーは身を乗り出してくる。

「私はこの番組を作りたいんです。テレビマンとして視聴率は大事ですが、それ以上に必要なものがあると思ってます。ひまりんの伝説を、この番組からスタートさせるくらいのつもりで企画しました。ひまりんが日本にとって偉大な政治家になるに違いないと私は信じています。真剣に取り組みます。どうか、お願いします」

　ここまで熱心に、特定の企画に取り組もうとするプロデューサーに出会ったのは初めてのことだった。丹念な話し方でも、提示してきたギャラの額を見ても、ドラマの主題歌の件からも、姿勢が本物であることは俺にもわかった。

　ビジネスライクにしか計算しない相手は山ほどいる。こっちが不利な立場になれば急に連絡が途絶えたり、有利になれば揉み手で擦すり寄ってくる相手などしょっちゅうだ。俺だって計算ずくで寄ってくる相手に対しては、ビジネスライクにしか応じない。

　だが、なかには自分が損をしてでもなんとか仕事に繫げたいと思ってくれる相手もいて、提示してくれる金額や条件が極めて良く、こちらの立場をとても慮おもんぱかってくれる。こういう相手を大切にできずして、いったい何の営業をするというのか。

「そこまで想いを語ってくださるとは思いませんでした……。この界隈で仕事をしていると、ストレートな姿勢に出会えるのは希け有うなことです。わかりました。あなたを信じて、やってみることにしましょう」

　俺はプロデューサーの提案を、力強く引き受けた。

　こうして新番組──『ひまりんプロジェクト』の開始が決定したのだった。

　日毬にとって吉と出るか凶と出るか、やってみないとわからないのが実際のところである。しかしプロデューサーの姿勢には、営業として、どうしても応えてやりたかったのだ。
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「この私が政治番組を持てるのか……？」

　打ち合わせしてきた内容を伝えると、日毬は目を見開いた。信じられないといった風でもあり、歓喜に満ちている風でもある。

「そうだ。日毬にとって初めての看板番組になる」

「すごい……。アイドルとは本当にすごいものだ……。肌を露出させたりする苦痛くらい、この喜びに比べたら小さなことだった……。私は今、猛烈な感動に襲われているぞ……」

　日毬は打ち震えながら口にした。

「普通のアイドルじゃこうはいかない。日毬は特別だよ。この番組を作りたがってるプロデューサーはかなりマジみたいだ。最初は素直に受けるかどうか悩んだんだけど、プロデューサーの心意気に乗っかってみてもいいかなと思ったんだよ」

　そう言うと、非難するような視線を日毬は向けてくる。

「この仕事こそ日本大志会にとって必要なものだ。受けないわけがない。どうして颯斗は断る可能性など考えたんだ？」

「待ってくれ。日毬が看板を務めるのは確かだけど、個人番組じゃないぞ。ラジオなら多少は無茶やっても許されるところがあるが、これはテレビだ。どれだけ真面目に見える番組だとしても、あくまでエンターテイメントであることに変わりはない。それに生放送じゃないから、日毬の主張がストレートに出るわけでもない。かなり加工されたイメージになってしまう。とくに政治番組は難しいんだよ。視聴者が反感を示す議題を避けることはできないから、今まで積み上げてきたものがかえって崩れてしまう可能性だってあるんだぞ」

「困難な議題を乗り越えずして、どうして政治面での成功が収められようか。この挑戦を私は受けて立つ。私は日本を背負っているのだ」

「舞い上がりすぎだ。いいか日毬、政権を獲るために政治番組をやる必要はまったくないんだぞ。むしろ政治番組からは距離を置いて、大衆に幻惑を抱かせておくくらいの方が政権に近づけると思う。政治ってものは厄やっ介かいな代物でな、自分の腹をさらけ出して得することなんて一つもない世界なんだ」

「いや、私の想いはストレートに民衆に届けるべきだ。真の日本人であれば、必ずや私の国を愛する心を汲くみ取ってくれるだろう。私には自信がある」

　そう言い切り、日毬は胸を張った。

　日毬に冷静になるよう言い聞かすには時間がかかりそうだ。

　ため息をつきつつ、俺は言う。

「番組名は『ひまりんプロジェクト』に決定済みだそうだ。正真正銘、日毬を中心とした政治討論番組だ。でも司会役であるってことは忘れないでくれよ。司会者は右も左も両方の主張をちゃんと聞いて、それを調整するのが最大の役目なんだぞ」

「『ひまりんプロジェクト』か……いよいよ私が天下に政策を問う第一歩になるのだな……」

　胸が一杯になったように、嬉しさをにじませて日毬はつぶやいた。

　いずれは日毬も自分の名前を背負う番組を受け持つことになるだろうとは思っていた。だが本当なら、最初の看板番組はもっと無難なものであればベターだった。

　あまりにも日毬に合致しすぎた番組であることが、むしろ心配の種である。「趣味を仕事にしてはならない」という言葉があるように、自分が心から入れ込む分野を仕事にすると、見たくはない部分にまで目を向けなくてはならなくなるためマイナスも大きい。

　問題は、日毬がどこまで自分をセーブできるかどうかだ。しかしここまで日毬が喜んでくれている以上、チャレンジしてみるしかないだろう。果たして上手くいくものだろうか……。
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　土曜日。

　俺と日毬と千歳の三人で、密かにパーティーの計画を練ってあった。

　由佳里の取締役就任、壮司の移籍、凪紗の芸能界デビューの三つを同時に祝ってしまおうというささやかな身内のパーティーだ。プロダクションのメンツが勢揃いといっても、たった六人の所帯だから、そんなに大したものじゃない。さまざまな宅配サービスで食べきれないほどの料理を注文し、大人用にはビールやワイン、未成年用にはウーロン茶などをコンビニで買い揃えるだけである。こういうのは金額の多た寡かではなく、気持ちが大切だ。

　宅配から届いた料理などを並べていたところ、最初に出勤してきたのは壮司だった。リビングに入ってくるなり口にする。

「おや、今日は何か特別なことでもあるんですか？」

　歓迎する三人には、一二時に来てくれと声をかけていた。しかし生真面目な壮司は、早くも一〇時半に会社にやってきてしまったのだった。ちなみに壮司にはさっそく、会社のそばに、千歳と同じマンションの一室を借りて割り当てていた。

「さすが早いな。ちょっと待ってて。パーティーの準備をしてたところだから」

　俺は声をかけた。

「パーティー？　何のお祝いですか？」

「もちろん佐々倉さんの入社パーティーだよ。それから由佳里の移籍、凪紗の芸能界デビューをまとめて祝ってしまおうってね」

「佐々倉さん、ちょっと来るの早すぎですよ！　まだ準備してたところなのに！　こういうのは驚きが大事なんですよ」

　そう千歳が抗議した。

「それは失礼しました……。気が利きませんで……」

「まだ壮司の歓迎会は開いていなかったからな。ちょうどいい機会だ。この機会に盛大に祝うことにしよう」

　日毬の言葉に、壮司は首をすくめる。

「恐縮至極です……。私もお手伝いさせてください」

　それから壮司は、自分の歓迎会なのに、買い物や決められた宅配の手配など黙々とこなしたのだった。

　やがて一二時少し前。

　由佳里と凪紗が会社にやってきた。

　俺が玄関に顔を出すと、二人は挨拶してくる。

「ちわーす」

「ご苦労さまです」

「おはよう。二人一緒か。ちょうどよかった」

「明治通りを歩いてたら出くわしたんです。だって凪紗ちゃんの格好、遠目でも一いち目もく瞭りょう然ぜんでしたもの。目立ちすぎですよね」

「つか凪紗、なんで稽古着なんだよ。しかもその格好でサングラスなんて明らかに不審人物だろ……」

　最近やっと普通の格好ができるようになっていた凪紗は、なぜか今日に限って以前のような剣道着姿だった。使い古した白の道場着に、紫し紺こんの袴はかま。

　おずおずと凪紗が口にする。

「本日はプロダクションに正式に所属しての初出社日になります。このような日には正装で臨むべきだと心得ております。サングラスは身元がばれて注目されないように身につけただけでした」

「余計に注目を集めるだけだとなぜ気づかない……。まぁいい。入ってくれ。二人を待ってたんだ」

「今日は記念すべき初出社日ですよ。勝手知ったる事務所なのに、なんだか蒼通に入社したときより緊張しますね！」

　由佳里は、昨日の金曜日で蒼通を正式に退社している。すぐにプロダクションでの仕事を始めてもらうことになっていた。担当してもらう業務は山ほどある。

　俺が扉を開けて二人をリビングに招き入れた。

　その瞬間──パン、パン、パンと三つクラッカーが響き渡った。

「よく来てくれた。歓迎するぞ」

「ようこそ、ひまりプロダクションへ！」

「由佳里さん、凪紗さん、ご参加おめでとうございます」

　日毬と千歳と壮司がそれぞれ声を上げた。

「えっ？　何？」

　由佳里は皆を見回して戸惑ったようだ。

「……」

　凪紗はポカンとしていた。

　俺が二人に説明して聞かせる。

「今日は歓迎会なんだ。由佳里と凪紗と佐々倉さんのな。今日だけは、他に仕事を入れないでおいた」

「ビックリしちゃった……。先輩も一言くらい言っておいてくれればいいのに……」

　そう言う由佳里の口元は震えていた。

「……な、なんだか嬉しい気がしますね。こうして歓迎してもらえるなんて、私にとって人生初のことかもしれません……」

　凪紗は胸のあたりを押さえながら口にした。

　日毬は一歩進み出て声をかける。

「姉上……自分からこのような仕事にチャレンジしようと決意してくれたことに、私はとても感動している。以前の姉上からは考えられなかった成長だ」

「日毬の懸命な姿を見て、私もいろいろ悩んだの。いろいろ教えてね」

　か細い声で凪紗は言った。

「由佳里とも、いつかはこうして仕事をする仲になると思っていた。予想外に早かったが、よろしく頼む。姉上のことも支えてやってほしい」

「改まって言われると、なんだか有頂天になっちゃうんですけど！」

　由佳里の目は潤んでいるようだ。

「それから壮司、ひまりプロダクションと日本大志会を支えてほしい。日本の未来にとってかけがえのない仕事になるだろう」

「お任せください。特攻する心の準備は常にできています」

　すかさず千歳が注意する。

「佐々倉さんも歓迎される側にしっかり入ってるんですからね？　こっち側でお祝いするなんておかしくないですか。立場を弁えてください。今日はお客様なんですよ！」

「や。これは失礼しました……。こんな風に祝われるのは不慣れなもので……」

　どうやら三人とも、こうして迎えられるのは気恥ずかしいようだった。

　俺は皆を促す。

「さあ、まずは乾杯しよう。喋るのはそのあとだ。ほら千歳、みんなに飲み物を配ってくれ」

「わかりました！　……あっ、佐々倉さん、私の仕事ですよ！」

　壮司が率先して飲み物を配ろうとするのを、慌てて千歳が押し止めた。

　飲み物が皆の手に行き渡るのを見届けてから、俺は言う。

「準備はいいな。乾杯の音おん頭どはやっぱり日毬だろう。頼んでいいか」

「プロダクションの事務所開きのときも私だったぞ。また私でいいのか？」

「日毬あっての俺たちだ。ここは日毬にやってもらおう」

「うむ。しかと承知した。全力で使命を全うしてみせよう」

　日毬は俺たち全員をゆっくりと見回し、大きく息を吸い込んだ。そして決意を込めるように表情を引き締める。

「真正なる右翼は、日本に私ただ一人である。……諸君、本年が皇紀二六七二年であることは、日本国民であれば誰もが等しく理解していることである。栄えい枯こ盛せい衰すいが繰り返される人間世界のなかにあって、我が国はそれほどの長期間にわたり栄えある文明を守り育んできた。私の心はいま大空を飛び、数千年に渡る大おお八や洲しまの歴史と一体化している。私の魂はいま皇国と共にあり、生涯のすべてをもって神州の行く末のために祈り続ける所存である」

　とても歓迎会の挨拶とは思えない壮そう烈れつ極まる文言だ。だがそんな演説にも、俺たちはすっかり慣れきっていた。むしろ日毬の挨拶はこのくらい過激でないとと思ってしまうのは、俺の感覚がマヒしてしまったからなのだろうか。

「天皇陛下の赤子である我々大和民族は、古いにしえよりずっと、大きな一つの家族である。我々の心は一つ。どれほどの巨大な国難を前にしようとも、我々が共に手を取り合えば、またたく間に乗り越えることができるはずだ。我々の手のなかには日本がある。日本のすべてがここにある。ひまりプロダクション所属アイドルにして日本大志会総帥──神楽日毬が今ここに、我々の政治的成功を誓い合うため、乾杯の音頭を担わせて頂く」

　そして日毬はお茶を高らかに持ち上げ、大きく声を響かせる。

「大日本の未来のために……乾杯！」

『乾杯！』

　日毬の激烈な挨拶に続き、全員が声を揃えて未来を誓い合ったのだった。
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　二〇時を過ぎ、昼から始めた歓迎会も終わりを告げた。

　今日は仕事もないので解散だ。所属タレントでもある三人──日毬と凪紗と千歳は後片付けを終えて、それぞれ自宅に引き上げていった。

　会社側である大人たち三人──俺、由佳里、壮司はまだ会社に居残り、ソファに座って今後の予定を話し合っていた。多少はアルコールも入っている。真っ昼間だったのでそれほど多量は飲んでいないが、気分は上々だ。

　俺は二人に本音をもらす。

「打ち明けるとさ、自分でプロダクションをやっていながら、どうしても芸能界を見下げる気持ちがあったんだ。いかがわしいし、ワケがわからんし、怪しさ全開だ」

「わかりますよ。私も友達に、『蒼通を辞めて芸能プロダクションに行く』って言ったら、ほぼ全員から『頭おかしいんじゃない？』とか『変なドラマやアニメに影響でも受けたの？』とか返されましたもの。先輩の考えは普通ですって」

　由佳里が同意してきた。

「まぁな。でも今にして思う。プロダクション、やってよかった……。めちゃくちゃ楽しい……。こんなに毎日が楽しくていいのかなと不安になるくらい楽しいんだ。上手く言葉にできないほどにな」

「うちの子たちのおかげですよ。日毬ちゃんをエースにして、良い子たちが揃いましたからね。すごい子を今後もどんどん発掘していきましょうよ。他のプロダクションが探せないような場所に、財宝がいっぱい埋まってますって。つまり私たちは、前人未踏の秘境に黄金を探し求めるトレジャーハンターってわけです」

　由佳里も「うちの子たち」なんて言うようになったのかと思うと、感慨もひとしおだった。それだけ気持ちが入ってきたということである。

　壮司が畏まって口にする。

「私のような異端が加わってしまっていいのでしょうか。私なぞ、二度と普通の企業には勤められないものだと思っていました。……いやむしろ活動家として腹を括くくるために、そういう生き方を好んで選択してきたのかもしれません」

「いいじゃないですか。だって私も先輩も異端ですから。日毬ちゃんを見慣れたせいか、佐々倉さんなんて普通に見えますよ。もっと過激でもいいくらいじゃないですか。そして話題沸ふっ騰とうした佐々倉さんまで芸能界デビューしちゃったり」

「うちのプロダクション、みんな頭おかしいからね。まともなら蒼通辞めてプロダクションやったりしないと思うよ。第一、看板アイドルの日毬なんてガチで逮捕されてるわけだし。俺から見たら、佐々倉さんぜんぜんアリだから」

　由佳里と俺の答えが意外だったのか、壮司は啞あ然ぜんとしたようだ。

「そう言われたのは驚きです……。たしかに総帥と比べたら、私など小者に違いありませんね。まだまだ私も努力が足りないようです」

「うちの関係者で唯一まともなのは千歳だけじゃないかな。別の方向でちょっとアレだけど」

「逆に変なところがなければアイドルとして採用されなかったわけです。ひまりプロダクションに加わるには奇き天て烈れつなところが必要なんですよ、絶対に」

「……そうだ！　忘れるところだった。今日から事務所のリビングに掲げようと思っていたものがあるんだ」

　ふと俺はあることを思い出し、立ち上がって机の脇に置いていた額がく縁ぶちを取り上げた。

「掲げるって、なんです？」

「これだよ。うちの会社の標語にしようと思って」

　額縁を掲げ持ち、俺は二人に見せてやった。

　描いてある文字を見て、由佳里は感嘆の声を上げる。

「凄まじい達たっ筆ぴつですねー！　プロに頼んで描いてもらったとかですか？」

「これは総帥の書ですよ。隅に総帥の花か押おうがある」

　冷静に壮司が指摘した。花押など、普通の人には想像つかないだろう。

「そうそう。日毬に頼んで描いてもらったんだ。どうだ、めちゃくちゃ達筆だろう？　額縁に入れていつも見えるところに飾っておこうと思ってさ」

「日毬ちゃんの……字？　えー⁉　マジッすか⁉　驚異の筆づかいなんですけど！　……あれ？　そう言えば私、以前、日毬ちゃんの字をもっと上手く書いてくれと頼まれて代筆したような……。おかしいな……記憶違いかな……」

　由佳里は首をかしげたが、書道のクオリティを遥かに下げるために頼んだということは内緒だ。

　悩ましげにうなる由佳里を尻目に、俺は額縁を壁に設置した。





ここがロドスだ！　ここで跳べ！






　俺が依頼して、日毬に描いてもらった文言だ。

　見事な筆ひっ致ちの書に、落ち着いた額縁。うん、なかなか見栄えがしていいものだ。

「ところで先輩、それ、どういう意味なんですか。聞いたことはあるなぁ……。たしかイソップ童話に出てくる言葉でしたっけ？」

　由佳里の疑問に、すかさず壮司が応じる。

「この場合はヘーゲルの方ですね。──ここが真理の在あり処かだ。これを起点にして飛躍せよ」

「さすが佐々倉さん。由佳里とは一味違う」

「ヘーゲルって誰レベルなんですけど！　……なんて冗談ですよ。いちおう知ってますけどね、名前だけは。どんな実績を残した人か具体的には知りませんが」

　額縁を見上げながら、俺は二人に説明する。

「プロダクションを始めたころ、迷ってばかりだった自分に向けて言ってやりたい言葉なんだ。もう二度と迷わないように、決意を込めて掲げさせてもらうよ。個人的な標語で申し訳ないが……こういうのもいいだろう？」

「さまざまな受け取り方がある言葉ですが、紛うことなき名言です。総帥の筆も相まって、見事な書道芸術に仕上がっていますね。ひまりプロダクションには相応しいんじゃないでしょうか」

「そういう意味深な言葉の方が、うちにマッチしてる気がしますね」

「乾杯のときに日毬が語っていた言葉、『日本のすべてがここにある』──そんな会社にしてみたい。どうせやるからには、そこまでやろう。日毬を錦にしきの御み旗はたに押し立てて、俺たちが日本を支配するくらいの勢いでな。新時代の維新の官軍が俺たちってことだ。賊軍どもを蹴散らしてやろうぜ」

「うわ、私を引き抜こうとしたときに、そこまで語ってくださいよ！　だったら少しも迷う必要なんてなかったのに！　俄が然ぜんやる気になってきたじゃないですか！」

「社長……私の道はここにありました……。ひまりプロダクションの目指すものこそ、活動家としての究極の目的に違いありません……」

「これから所属アイドルや社員が増えていくけれど、どんなに組織が大きくなっても目指す場所は一緒だ。二人とも、これからもよろしく頼む」

　覚悟を持って俺が言うと、二人は深くうなずいた。

　大きく飛躍を遂げるための万全の準備が、ようやく整ってくれたのだ。ここからが、いよいよ本番──。

　ふと由佳里が、興味津々で俺を見やってくる。

「先輩が熱く語るなんて珍しいなぁ。初めてのことかも」

「だからこそ、俺の本気が伝わるだろう？」

「はい、とても！」

　由佳里は満足そうだった。

　歓迎会が終わって一度は解散モードになっていたのに、由佳里が冷蔵庫からまたお酒を取り出してきた。そして勝手にグラスを回し、お酒を注ぎ始めた。

　その日は夜更けまで、大人たちだけで飲み直したのだった。








次巻につづく







[image: （ビジュアル・ギャラリー） 裏表紙と折り返し]





[image: （ビジュアル・ギャラリー） 表紙と折り返し]





[image: （ビジュアル・ギャラリー） 帯つきの裏表紙と折り返し]





[image: （ビジュアル・ギャラリー） 帯つきの表紙と折り返し]







この物語はフィクションです。実在の人物・団体・出来事などとは一切関係ありません。




収録されている内容は、作品の執筆年代・執筆された状況を考慮し、初版発売当時のまま掲載しています。





Illustration　まごまご




ブックデザイン　安斎 秀＋ベイブリッジ・スタジオ




編集担当　岡村邦寛




フォントディレクター　紺野慎一

電子書籍ディレクター　松島 智

オペレーションチーム　阿万 愛＋三本絵理




校閲　鷗来堂




フォント制作協力　字游工房＋リアルタイプ＋凸版印刷




制作協力　新藤慶昌堂





本作品は、2015年11月、小社より星海社文庫として刊行されたものをe-FICTIONSとして電子書籍化したものです。

e-FICTIONSでは、訂正部分や図版点数などが異なる場合があります。




ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のWebサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。










大日本サムライガール ３

2020年12月1日発行（01）





著者　至道流星

©Ryusei Shidou 2020





発行者　太田克史




発行所　株式会社星海社

〒112-0013

東京都文京区音羽1-17-14

音羽YKビル4F

https://www.seikaisha.co.jp




発売元　株式会社講談社

〒112-8001

東京都文京区音羽2-12-21

https://www.kodansha.co.jp





本電子書籍は、購入者個人の閲覧の目的のためにのみ、ファイルの閲覧が許諾されています。

私的利用の範囲をこえる行為は著作権法上、禁じられています。







item/image/tobira.jpg
7

B it e

RKEHESLIFAL L= 3

EERE

lllustration/ £Z £ T






item/image/cover.jpg








item/image/contents.jpg
R | O TR
BRI KIRDHRINN\ [ HEE
BRI 4 NNAL[Kagura)

FREN RO

FRNHDF 1 )1 VRO






item/image/pvg002.jpg
Egﬁmi _ KOk BN R—2 o D it

Ryusei Shidou Presen

I W S oY

Illustration™\ 66+

£ Cover Design, S8 §+<A UV X9 TF

nEs

Nustiatio

“Fv3U-

EJa7l

Visual Gallery





item/image/pvg001.jpg
:
.
s
)
o5 w R ¢
w ﬁ _aw M ° M
; sBOE 2 H X
6 WEiRL 2 E 2
N =
s Kbpm g & o =<
2 o RELE O g £.:
!%MWMLD = AM&.M
oY E8ER&FE - o§3
- wscgEsy ME59
2 ac3kams # LRES
S WAl REEY n<&Q
i) FEREESY - 1E2S
7 TEOxEMY 3 ) 2ulkp
RMamcfw ZEel
B._._ BRAdBELy # in D=
swBuwBEDR ~yasy
[& EROBLCRER°

HOS s M LEOUDRESRISe-]

?l_u_:_Vnhﬁ\gﬂmu.benﬁt,ﬂ.oyﬁmu‘
LYREREOER L ORI
| DR B BSSE
O RLIEB DM RKHCEE
| <SRG IRV

KHSIR VR 10°

RS SMRENDIhi—Koe

NINNLANER Y BB AT ORISR

EUSNCINT ]
AT HI RSB
HOVBRR LR
RS IRUBER -
IS HHNSTHE
iYL —°
e

REIT BT HHER
HARINARAL=:

S oimsmy KIRHINCR—2 © B






item/image/pvg004.jpg
Visual Gallery

EJa7h-%v35U-

w ;—H;Awh¢%m>{-| m%muuﬁ






item/image/pvg003.jpg
Visual Gallery

22-06
£
53 ZEX-EERY Fa
i ZEEASZGi Ep
2 ZEe2onrm A3 L >
FUBBcER S L)
ETcBD&EX g N & §5
Jecafids B
28%¢%5 8% 3 N
— zn g;g*a z g § 13 FERE Ryusei Shidou
e o h
x gasrE g a2 H - IR AU AR,
2] FRRYIBEE B $E7EWBHBOXITAR - TAKREERL.
L EE ;:%ﬁ IS 5 T2 SSH— U | ([ SPAERR ICRREL
21: 87 2E §in ihz BB S FIRIED)CTT 1.
2% 2E%5 RS RSB ECH T (@)
i 4 B n & [FRTIEOREIFE) .
; L S [741L LR BRI (KADOKAWA) B EN(85%,
= G4 ? 2
7
£ 2 e el
N T aE B BEE X & — (. Magomago
A 5B B EDYF
] 9ia§i.“=|: RN > A5AN—5—,
seErm EECo i BHEIC [0 AT SR
V7 S LES EEEE QRO
= FoErsS [E/LhOYy7)(KADOKAWA) BEN 53,
3 7 'i’ BYRE]L
ne AR -

Vs 3 17 451
R T, it &N
UL A I AN






item/navigation-document.xhtml


Navigation



		表紙


		目次


		第一章　日本大志会、始動


		第二章　ステッチライン再生計画


		第三章　ブランド『Kagura』


		第四章　姉妹の憂鬱


		第五章　ここがロドスだ


		ビジュアル・ギャラリー


		奥付








Guide



		表紙


		目次










item/image/p060.jpg





item/image/p180.jpg






item/image/p255.jpg






item/image/p294.jpg





item/image/tobira2.jpg
IR m kﬁ%ﬁbfﬁ%ﬁ oA ﬁ%@@ﬁuﬁ%ﬁﬂ%& S Q&L |
i?f? RS DL E SALHOBIIK RO NS
FEH A R B DR S S I°

RIS Qb O LI GINY Do eeeennnnnnnnnns

% ' d A
2L O s a | Lz L4
2RV A= M BREQIE QA

& RRTESOVR DS ﬁﬁ AT\ K)o 180

...... 24 AP )OS A 2SS ,?@;.:.:

108Z) = yUn BRI, 0 g 4





item/image/t01.jpg





item/image/t03.jpg
I53>F
[Kagura]






item/image/t02.jpg
ATIF






item/image/t05.jpg





item/image/t04.jpg





